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原 著 (Originalen) 


Uber Stimmungswechsel bei einer Hysterika. 
Von 


Dr. MM. Yamamnnura. 


(Aus der Psychiatrischen KInik der Iohoku Kaiserlichen 
Universitat, Vorstand: Prof. Dr. K. Marui.) 


Die Analyse eimer 16 ]&hrigen HHysteriekranken, welche an Stim- 
mungswechsel ht。ergab, da die Libido der Patientn sich bis zur 
Gdipalen Organisationsstufe der Libido cntwyickelt hat. JDie Patientin 
hatte eine starke hbidinose Besetzung zum Vater und ihre scheinbare 
sexuelle Unwjssenheit war als Folge der Verdrangung derselben zu 
deuten。 mit anderen Vorten。ihre Vaterbindung war eme typisch 
hysterische. Anderseits fihlte die Patientin eine heftge 是 aregung 
gegen ihre Miutter : da sie aus Furcht vor Liebesentziehung Yon Seiten 
der Mutter den Vater als Liebesobjekt centwerten und Yon der Vater- 


bindung entfernen mulite。hat sie sich mit ihrem Vater identifiziert : 


( 2) 


ihre deutlich ausgepragten Mannlichkeitziige waren die Folge davon. 

Die Patientin war von der phantastischen Vorstellumg Gber ihre 
Herkun 人 ft erfat。 daB sie nicht das Kind jhrer RItern。 sondern das ihres 
Onkels, welcher zu hohem Rang und Amt aufgestiegen war,。 sel. Jas 
wichtigste Motiv fiir die Bildung dieses Familienromans war letzten 
Endes jn dem Versuch von Seiten des Tehs der Patientin zu suchen, 
sich vom 0Odipusschuldgefihl zu entlasten. Nebenbei sei hier erwahnt, 
da der Familienroman die Patientin in die Lage setzte,dem WVVider- 
spruche zwisehen Odjpus-, MIAnnlichkeitskomplex und Realit&t aus- 
ZuWelchen. 

Die Analyse ergab nun trotz jihrer schembaren sexuellen Un- 
wissenheit sehr deuthich, da sie heftige sexuelle Wunsche jn sich hegte. 
Nachdem sie in der Kindheit von ihrem Vetter vergewaltigt worden War, 
verjiel Patientn in Onanie。 was zur Gewohnheit wurde : bei der Onanie 
bemerkte sie aber, da sie penislos und darum minderwertig sel,und 
schamte sich deswegen sehr. Die Patientim zeigte in ihrem Libidoleben 
die Eigenart, da wenn sie bei irgendeimem Umstand das Vaterobjekt 
aufgeben multe,sie zugleich ihre weibliche Rolle Gberhaupt aufgibt: 
mit anderen Worten, sie zelgte die Neigung Yon eimem Flucht aus der 
Weiblhichkeit in die Mannlichkeit. Patientin hatte eimne Entwyicklungs- 
sehwierigkeit im Ubergang von Mutter-Saugling-Rinheit zur Objekt- 
bimdung。 bzw. von der praodipalen Phase zur Gdipalen. Wenn also 
die Patientim die Objektbindung ein bi8te, so kommt ihre Libido regressiY 
Zur Miutter-Saugling-Einmheit, bzw. zur oral-Kannibalischen Phase. Aus 
dieser praodipalen WIutterbindung entsteht ihr mtterliches Uber-Ich. 
Die Miutter nun, die in der prodipalen Phase eine groBe Rolle spielte、 
war be der Patientim zweiteilig gespaltet : die Amme, die bis zum 5. 
Lebensjahr die Patientin gepflegt hatte, spielte die Rolle der guten 
Miutter und die echte Mutter selbst die der bosen und haiBlichen MIutter. 
Diese Spaltung der Mutter-hmago mag ihr wohl als Ausdruck sowohl 


der Entwohnungsreaktion、. als auch der Reaktion des Greifreflexes 


(3 ) 
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entstanden sein: Patientin hatte eine Angst ,.Yon jemand (Mutter) 
geworfen zu werden“*。nund hatte auch im 5. Lebensjahr en sehmerz- 
haftes Erlcbnis。 da sie ohne bose Wilen yom Onkel der MIutter geworfen 
War. 

Im 本 inblick auf die Libidoentwyicklumng und -hemmung der 
Patientin kann der Verfasser betreffend der Genese ihres Stimmumgs- 
wechsels zu folgender ErKIrung. Der Familienroman war als Abwehr- 
erscheinung seitens der Patientin gegen starke Vaterbindung Zu deuten : 
auf der anderen Seite aber war derselbe als eine psychische Struktur 
aufzufassen、welche der Patientin sexuclle Bezichung mit dem Onkel, 
den sie sich als Vater phantasierte hatte, gewahrt、wobei せ bernormale 
Begltickung erlebt wurde. Ihre scheinbare sexuelle Unwissenheit war 
als Ausdruck eincerseits der Verdrangung der Vaterbindung und anderer- 
seits der Furcht Yor Verlust des Vaterobjekts zu Yerstehen : so war die 
Situation Yerstandlich, da die Patientin jedesmal leicht in Shmmumgs- 
sehwanKungen yerjiel、 wenn narzitische KranKung infolge von Objekt- 
Yerlust erlebt wurde. Eine noch wichtigere Rolle spielt der Mnnlich- 
keitskomplex ftir ihren Simmungswechsel : und zwar sie wurde namlich 
stets darum reizbar。 wenn sie nach Penis strebte, dagegen heiter。wenn 
sic eime Phantasie hatte, in welcher sie sich mit Penis fiir ausgertistet 
hielte. VWenn der Sexualwunsch Yerdrinmgt und die Libido zum ich- 
gerechten wissenschaftlichen Interesse (Astronomie) sublimiert。 dann 
wird die Stimmung der Patientin ruhig. Beim gemischten Zustand 
Yon heiteren und depressiven Stimmungen bestatigte der Verfasser, 
da die Patientm sich bei Erweiterung des Ichs heiter benimmt und 
bei Verengerung desselben umgekehrt. Wenn das Ich der Patientimn 
dem miitterlichen Uber-Ich、 welch letzteres dureh Introjektion der 
Miutter gestaltet war、den Gehorsam aufktndigt。 so blieb die Patientin 
ruhig : wenn cinmal das Ich gegen das Uber-Ich trotzig wird。 bzw. 
iber das letztere triumphiert。so benimmt sie sich heiter: wenn das 


Uber-Ich gegen das Ich witete, so trat Niedergeschlagenheit ein. Bei 


を 』 


jeder Versagung der Objektbindung regredierte jihre Libido nicht nur 
Zur oral-kannlibalischen Phase,sondern dabei fand bei ihr sogar eine 


Triebentmisehung statt,。 und der Stimmungswechsel war die olge. 


「 ヒ ステ リー| 婦人 愚者 に 於 ける 
感情 衝 超 症 (Siimmmunvswechsel) に 就 て 


_ 東 北 誤 大 直 列 部 精 短 病 欧 赦 室 (主任 丸井 散 授 ) 
遍 賜 博士 山 村 道雄 


束 細 の 事 に 反 鷹 し 、 吐 盛 な る 感情 が 容易 IC 衣 動 し 又 容 易 に 消 散 する が 如き 病 的 感傷 
性 を 有する 者 記 あ つて は 打 分 は 絶え ず 迫 租 す る 。 と の 感情 名 得 定 な る 現 依 は 僅 外 上 
の 刺 埋 に 鷹 じ て 華 動 す る 情 和 反 鷹 (Gematsleben) の 度合 の 障 巡 で ある と 球 ふ 事 が 
出来 る 。 禁 し 理 人 は 病 的 感傷 性 と か 博 緒 反 鷹 の 度合 の 障 人 と か で 感情 半 朝 症 の 説明 を 
な す 事 に 清 足 する 事 な く 、 更 に 香 人 が 感情 炒 科 症 と 去 ふ 心理 的 問題 を 追及 し 、 そ の 
揚 制 を 容 櫻 する な ら ば 、 気 分 (Stimmung). 気 嬢 (Laune), 弟 喜 (Fr6hlichket), 
悲哀 (Iraurigkeit), 或 は 悲 吉 (Trauer) 等 の 本 質 開 し て 新しい 知見 を 得る で あら 
うし 、 価 久 所 主 回 師 尾 和 質 者 (ZVklothymiker) と 正常 人 と に 於 ける 各 打 分 の 動 拓 
(Stmmungsschwankung) の 聞 に 存在 する 一 障 の 移行 (Ubergangsreihe) の 護 態 を 解 
決する 一 助 と な す 事 が 出来 る る の と 百人 は 信ずる の で あ ち 。 この 韻 味 区 於 て 余 が 次 の 
ー 例 の 精 箇 分 析 の 結果 を 詳 逃 し 、 そ の 所 見 か ら 感 情 北 境 症 の 機制 を 考察 する 事 は 意義 
ある も の で あら う 。 「 「 


六 蔵 の 女 敬 生 ( 某 高 女 三 年 生 ) が 雨 親 に 伴 は れ て 東北 帝 大 腎 硝 部 精 科 の 外 挫 を 
訪ね て 來 た 。 患者 は S 市 の 醸造 業者 の 長女 で あつ て 、 雨 親 か ら 開 く 所 に よろ る と 、 患者 
は 小 見 期 か ら 明朗 な 性 質 で 家庭 園 業 の 際 に は いつ も その 中 心 人 物 で あつ た 、 所 が 小玉 
校 六 年 生 の 春の 遠足 で 幽 神 登 山 を 試み た 時 委 に 大 癌 で 泣き 出し 一 歩も 先 き に 輝 め な く 
な り 中 途 の 山道 に へ た ば つて 了 ひ 、 父 克 迎 へ られ て 帥 宅 し た り 、 タ 女 克 校 一 年 の 夏 休 


1) 三宅 : 松本 : 牧 締 病 診 刻 及 治療 好 。 
下田 : 柳田 : 最新 精 衝 病 事 。 


な) 
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に 了 臨海 陸 校 の 催し に 参加 し た が 第 一 日 目 か ら 愛 鬱 ( に な り 、 一 人 で 旋 人 の 部屋 に 閉 ぢ 稚 
$ り 泣 いて ば か り 居 り 、 海 水浴 を し よう と も せ ず 、 會 期末 だ 浦 た ざる 中 に 家 に 引上げ 
て 了 つ た り し た 事 が あつ て 以 來 患者 は 元 来 の 楽天 的 (optimistisch) で 上 細 療 で 快活 明 
棒 さ を 示し 物事 を て き ば き と な し と げ 現 在 の 環境 に 満足 し 未來 に 幸 嗣 を 期待 し 貫 け 生 
活 上 の 銀 難 辛苦 を 意 に 介し て ゐ ね ない やう で あり 、 時 に は 年 齢 に ヒ 比 し 欠 り に 子供 つ ぽ い 
の で は な いか と さ へ 思 は れる 状態 を 呈し て ゐる ろか と 思ふ と と の 業 天 的 傾向 が 突然 肛 
世 的 (pessimistsch) に 織 つ て 了 ひ 修 り KC 邪推 深 く な り 前 途 の 光明 を す つ か り 失 つて 了 
つた か の 如き 言動 を 示し 出す 。 抑 ち 気 分 が 非常 に 強 り 易く な つた や う で ある と 丈 ふ の 
で ある 。 有 耕 世 的 に な る 動機 と し て 雨 親 は 「 月 時 と か 試験 間近 に な る と 才 稚 無味 で い 
らい らし 通し で 睡眠 障 治 が 起 る 」 と 挟 つて お る 。 そし て か ヽ る 大 態 に な る と 患者 は 我 
儀 で お 則 洛 と な り 家 人 に 無断 で 自 簡 車 に の つて 友人 の 家 を 歴訪 し た りす る 事 が くり 返 
され た の で ある 。 

診察 の 結果 患者 が と ステ リー 症 患 者 で ある 事 は 容易 に 刊 つた 。 











入院 後 直 て < 自由 職 想 を 開始 し た の で ある が 、 最 初 の 中 の 聴 想 内 容 は 母 に 翌 す る 感謝 
の 念 の み で あつ て 、 母 の 慈愛 の 籠 も れる 愛撫 に 甘 へ 切り 非常 に 幸 瑞 で 思ふ 存 分 愉快 に 
日 を 送り 又 茶 目 振り を 紙 揮 する 事 が 出来 た 事 、 自 分 が 業 し さ う に し て ゐる 様子 を 眺め 
て ゐる 事 は 母 に は 悦 し い 日 課 で あつ た と 逃 べ て ゐ た 。 然るに 間もなく 月経 が 來 潮 す る 


や 愚 者 の 考慮 は 本 く 反 百 と な り 、 聴 想 に は 母 に 装 する 反抗 心 が 強 く 現 れ て 来 た 。 と の 
1) 
反抗 心 の 根 提 は 所 計 Famihenroman と 呼ば れる 考慮 内 容 に 影響 さん て ある の で あぁ あ 


1) Ereud, S. : Der Familienroman der Neurotiker, Ges, Schr、Bd. 1T. 

Deutsch, 本 .: Zur Genese des ,,Familienromans", Intern. み . Psychoanal., 1930, 
XX VI. 

Sterba,。R. : Handworterbuch der Psychoanalyse, 1937. 
ye の に よ つ て で 名 付け られ た る Familicnroman と は 一 竹 の 冠 想 の 産物 (Phantasiegebilde ) 
で あつ て 、 て この 空想 の 内 容 は 種々 異な を ん る も の で は ある が 、 そ れ ら の 共通 中 は 世 す る に 自己 の 
血統 ( 是 erkunft) に 闘 し て の 冠 想 で ある 。 小 見 に は 履 々 この 塗 想 が 形成 さき れる 。 Familienro- 
man は 大 路 二 型 に 分 つ 事 が 出來 る 。 帥 ち 1)「 自 分 は 雨 親 ( 又 は 父 ) の 子 で は な い 。 私 は ずつ と 
高 革 の 人 の 子 で ある 」2) 「 自 分 は 筑 は 蜂 し い 人 の 子 で ある 」 と の 内 容 を も つ ニ つが それ で ある 
(山村 : 赤面 恐怖 症 に 就 て (第 三 報 ) 東北 精 衝 報 第 TV 人 欠 第 1/2 角 昭和 10 年) の 一 女性 愚者 
に 訟 て も る Familienroman を 認め 得 た 。 


( 


る 。 皿 者 の 主張 する 所 に よる と 患者 の 現在 の 雨 親 は 力 の 雨 親 で は な く 臣 の 父親 は 伯父 
( 父 の 第 二見 ) で あり 、 換 母 は 十 人 年 前 産 密 中 死亡 5 し た と 云 $ ぉ の で ある 。 そ し て と の 
伯父 は 代議士 K 営 選 し た り 國 家 橋 要 機 関 の 長 官 を も 勤め た 事 が ある の で あろ から 「 現 
在 自分 は 地位 の 低い 家庭 に 里子 に 出さ れ て の る 」 と 云 ひ 張 つ て ある の で ある 。 と の 償 " 
女 に は 車 者 より 二 蔵 年 長 の 娘 が ある が 、 と の 従姉 と 自分 と は 双 生 姉 妹 で ある と 患者 
は 堅く 信じ て ゐる 。 と の 従姉 と 患者 と は 顔 角 が よく 似 て ゐ て 他人 か ら 厩 ぇ 姉妹 の や 
うだ と 云 は れる し 、 見 か ら も 「 お 前 は 伯 多 さ ん の 子 だ 」 と 喧嘩 する 度 に 云 は れる 
し 、 女 胸 校 で の 一 親友 に 「 貴 女 は 貰 ひ 子 で せ う 」 と きか れ た 事 も ある 。 伯父 は 師 省 す 
る 度 に 愚者 澤山 の 土産 を くれる し 顔 を し げ し げ 見 つめ た り し て 非常 に な つか し さ う 
な 態度 を と る の は 、 と の 伯父 が 自分 の 賀 の 父親 で ある が 鋼 だ と 患者 は 考 へ て ゐる 。 人 愉 
母 は 双 生 兄 を 生む と 間もなく 産 裾 中 死亡 し た 。 患者 が Familienroman を 主張 する 他 
の 根 提 と し て 次 の 事 を 堅く 信じ きつ て ゐる 。 名 ち 従姉 と 双 生 姉 妹 で あつ た 妹 娘 は 生後 
間もなく 天 折 し た と 聞い て ゐる 、 自 分 は 現在 従姉 と 年 齢 が 二 つ 違 つて ゐる が 同月 同日 
生れ で ある 、 地 方 に よ つ て は 双 生 見 の 生れ る 事 を 苦 だ 不吉 だ と 考 へ る 傾向 が ある か ら 
従姉 の 場合 に も 双生児 が 生れ た 時 世間 骸 を 恥 ぢ て 自分 を 現在 の 家 預 け 現 在 の 多 母 K 
養育 せしめ 、 居 出 を ニ ヶ 年 遅らせ を の で ある 。 双 現 在 の 見 と 自分 と は 一 つ し か 年 齢 の 
差 が な い の も 自分 が 預け られ て の ちろ 誇 提 で ある と 天 ふ の で ある 。 そし て 自分 の 眞 の 父 
が 伯父 その 人 で ある と すれ ば と の や う K 帳 無 に 入院 し て ゐる 誠 に は 行か ぬ 、 今 すぐ 人 
父 を 訪ね 改め て 父 娘 の 名 乗り を 繋げ た いと 興奮 気味 に 云 ひ 出 し 、 自 分 が 家 に 居 た 時 も 
この 問題 を と り 上 げ 印 時 解決 を 求め た 事 が 屋 そ あつ た の で 現在 の 父母 は 恵 者 に ロ 笠 じ 
を し て お と うと の 考 へ か ら 自 分 を 入院 させ て お く の だ と 父母 を 極度 に 多 か 出し た 。 串 
者 の 隙 想 は 従姉 を 中 心 と し て 行 は れ 、 従 姉 と 常に 同じ や うな た 経 陣 、 例 へ ば 従姉 が 小 朱 
校 在 敬 中 背中 に ボー ル を ぶつ けら れ て か ら 身 能 具 合 を 悪く し 試験 を 全部 休ん で 了 つ た 
が その 営 時 患 者 は 選 桃 腺 を 病 ん で 休 移 し 、 落第 する の で は な いか と 心配 し て ゐ た 如き 
は 従姉 と 患者 と が 姉妹 で ある か ら だ と 主張 する 。 一 方 患者 は 分 析 時 間 中 陸 想 上 に 寂 ら 
し た 種々 の 問題 を agieren し 始め た 。 名 ち 患者 は 患者 達 の 入浴 時 で な い に も 拘ら ず 
従姉 と 類似 名 を 有する 看護 婦 が 入浴 し て ゐる 所 に 入 つ て 行こ と うと し た り 、 そ の 看護 婦 
と 所 調 エ ス に な り ま せ う と 云 つ た り 、( 女 了 校 で は sister の 嗜 語 に エス と 球 ふ ) 小 設 
の 主人 公 が 従姉 と 同名 で あつ た りす る と その 小 設 を 敢 主 し た り し て ゐ た の で ある 。 分 
析 に 於 て は 頑 し か く の 如 く 患 者 の 精 衛 活動 の 人 表面 を 覆い ひか ぶせ て ある 所 の 自分 は 


1) 愚者 は 十 六 歳 で ある 。 末 も 十 六 年 前 に 賞 母 が 死亡 し た と 評 ふ 患者 の 主張 の 矛 慎 に つい 
て は 後退 する 。 “ 
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里子 出さ れ て ゐる 」 「 自 分 は 現在 の 父 恒 の 子 で は な い 」 等 の Familhenroman を 形 
成す る に 到 つ た 継 過 の 追想 を 多 ら ちさ うと は し な か つた 、 宇 ろ 患者 は Famihenroman 
K 賠 執 し 績 ける 代り に 、 自 分 か ら 進 ん で 家 を 離れ よう と する 心 的 傾向 が 障 想 に 放 く 現 
W れ て きた 。 印 もち 愚者 は 父母 か ら 完全 に 離れ て 気 の む くま ヽ に 振舞 ふ 事 が 出来 、 自 乏 車 
を と ば し て 坂道 を 走り 下り て 友人 の 家 を 訪ね 廻 つ た り し た 事 、 或 は 患者 が 底 病 以 玉 属 
ぇ 行 つ て ゐ た 農園 で の 生活 次 況 に 就 いて 物語 つた 。 と の 農園 が 患者 の 家 を 去る 小 一 里 
程 の 所 に ある 山 の 中 腹 に あつ た と の 開 係 か ら か 、 こ の 慕 園生 活 に 開 す る 障 想 は 前 記 の f 
杉 登山 の 事績 き 、 障 想 は 次 第 に 紙 展 し て 行 つ た 。 登山 の 前 夜 山林 の 宿舎 で 親戚 の 
娘 と 日 喧嘩 を し て か ら 念 lc 悲し く な り 、 ひ と り で に 泣け て 玉 た し 、 北 よう と する と M 
死ん で 了 ひ さ う で 北 る 事 が 出来 ず 終 夜 疾 入 る 事 の な いや うに と 自ら 努力 し た 。 錠 朝 人 
り 始め た 所 前 記 の 如く 歩け な く な つて 了 つ た 。 父 に 件 は れ て 師 宅 の 途中 汐 車 中 で 同 車 
の 人 ぇ が 自分 の 事 を 話し て ゐる や う で 苦痛 で た ま ら な か つた 。 そ を の 日 の 事 を 師 宅 後日 
記 に 書き つけ た が 後に な つて 証 み 返し て も その 意味 を 理解 する 事 が 出来 ぬ 位 に 最初 か 
ら 終 り 迄 感 主 に の み 走 りす ぎ た 書 き ぶ り で あり 、 営 時 の 気分 は 自分 自身 で 油 御 し 得 な 
V 程 元 進 し て ゐ た や う で ある と 云 ふ 。 と の 感情 の 元 進 は その 後 曹 く 織 績 し て ゐ た らし 
く 、 級友 が 足 から 師 つ て きた 後 も 患者 は 賠 革 の 時 間 c 色 及 を 故意 に 反 届 色 を 以 て 現 
し た り 、 人 陰影 を 送 に つけ た り 、 愚 色 は 嬢 ひだ か ら と て 赤 と 白 の 二 色 の み を 用 ひ 従 面 眞 
赤 な 海 が 出来 上 つて 了 つ た り 、 和 白色 の ハン カチ ー フ を 赤色 だ と 主張 し た り 赤 で は 人 魚 り 
極端 だ か ら 水 色 だ と 云 つ て みた り し 、 人 ょ が 奇異 の 眼 を 見 張る 様 を 見 て 得意 に な つて 
の たり し た 。 患者 が 家 を 離れ て 遠出 し て 面 も 率 奮 気味 と な つた の は と の 時 ば か り で は 
な く 、 同 年 の 夏 猪 苗代 湖 暗 の キャ ンプ 生活 に 参加 し た 時 も 、 自 分 一 人 が 同 所 に 是 き 示 
り に され て 家 に 師 る 事 が 出来 な (な る の で は な いか と の 巻 へ が 起き る と 共に や け 気 分 
に な り 、 潮 上 に ボー ト を の り 出 し 持参 し た 菓子 包み を 全部 その ま ぃ 水中 に 放り 投げ て 
了 つ た り 、 ボ ー ト を 強く 動 覆 させ て 乗り 合 は し た 人 え 々 を 怖 ろ し が ら せ た り 和 無謀 た 行動 
を と つた と 云 ふ 事 で ある 。 「 
思 莉 に は 薔 心 が あ り 、 分 析 忠 を 主役 と する 漫 書 を 紙芝居 式 に 書き 上 げ 病 室内 で 試 演 
し 、 他 人 に 見 せ 得 意 に な つて ゐ た 事 も あり 、 双 自己 の 心境 を 漫 席 化し て 書き 綴 つ た フ 
ー ト を 澤山 に も つて ゐ た 。 又 家 に 在 つ た 営 時 も 自分 の 訟 想 を 追 つて は 常に 自室 に 閉 ぢ 
こも つて 書い て ゐ た らし い 。 自由 障 想 上 に は Familienroman を 中 要 に し た 聴 想 内 容 
に 総 始 し て ゐ た が 、 患 者 が 自己 の 生活 環境 に 何 か 不 浦 な 気分 を 招く が 如き 出来 事 が あ 
る と 、 之 が 患者 に と つて は 雨 親 に 開 し て 批 刊 を 加 へ る 動機 と な り 、 多 く の 貼 で 好ま し 
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い 他 の 十 親 を 填 の 代 9 に 利用 せん と 努め 、 耐 も その 試み i や ヽ 成 功 を 見 ち 事 の 出 

来 た の IC は 車 者 の 訟 想 力 が 大 い IC 興 つ て 居り 、TFamilienroman を 形 成 する 事 に よ 
つて 自己 の 灰 泌 を 充足 せん と し て ゐる ょ と 考 へ る 事 が 出来 る の で ある 。 択 て アァ ee の は 
「Familienroman に は 復 人 (Rache) 及び 仕返し (Vergeltung) の 動機 も 見 出さ れる 。 多 く 
の 小 見 は 性 的 悪 特 を 脱 す る 際 に 雨 親 か ら 削 せら れる が 種 経 症 的 品 は amilienroman 
な る 息 を 以 て 雨 親 K 復 介 せ ん と する 傾向 を 有する も の で ある 」 と 去 つ て 居る 。 と 
の アァ ez の の 設 を 換言 すれ ば Familienroman は 性 的 悪 宮 の 屋 正 が その 一 因 を な し て 
ゐる 謀 で ある 。 然 ら ば 患者 に この 傾向 を 誇 明 し 得る か 人 否 か を 吟味 し な けれ ば な ら な い 
の で あろ 。 患者 の 隊 想 に 引 績 き 閣 ら され た 問題 を みる に 次 の 如く 患者 は 性 的 に は 全く 
無 独 無 開心 で あつ た と 表面 的 に 考 へ られ て くる 。 部 ち 愚 者 は 女 硝 校 で 植物 財 の 時 間 
どう し て ゃ 理解 する 事 の 出来 な か つた 、 又 試験 前 暗記 し 得 ず 、 そ の 氏 K 不 眼 症 が 計 
狭 さ れ た か の 如き 開 係 に ある 性 細胞 染色 稚 の 問題 に 考 へ 悩ん だ と 云 ふ 事 で ある 。 悪 者 
は 今後 ど と 迄 も と の 間 題 を 究明 し た いと の 望 と も つて ゐる と 逮 べ て ゐ ろ る 。 自分 は 不 
勉強 で は な いし 、 上 兄 に 負け な いや うに と 勉強 は する が 成績 で は 見 より 劣 つ て ゐ て 、 母 
か ら 注 意 さ れ 励 まさ れ 通 し で ゐる と 。 加 者 が 性 楽 色 骸 の 問題 を 理解 し 得 な か つた の は 
見 より 頭脳 が 劣 つ て ゐ た 久 に 見 に は 理解 さん る の に 自分 に は 不可 解 で ある と 患者 は 考 
へ ろ る の で ある が 、 人 然し 宮 際 に は 加 者 が 性 に 開 し て 他 く 無知 で あつ た 事 に も よる の で あ 
つて 、 患 者 は 自分 が 性 的 無 稚 の 傾向 を 有する 事 に 就 て は 何等 所 づい て わな か つた の で 
ある 。 分 析 経 過 中 恵 者 は 元 礁 気味 で 男性 患者 に まじ つて 野球 を し た り 、 病 室 に 於 て 李 
人 の 迷惑 を 省 み ず 選 の 開閉 、 歩き 方 等 基 だ 刈 暴 で あり 、 又 室内 で ボー ル 投 げ を や り 有 負 
し た り し た 。 か ヽ る 態度 は 元 畜 汰 態 に 在 つ を 筐 と は 雅 も 所 調 少 女 の 無邪気 さ を 通り 越 
し て ゐ た 事 は 勿論 で ある と 共に 患者 に 療 ち ら ひ の 気持 ち を 率 も 認める 事 は 出来 な か つ 
た 。 そ し て 患者 は 見 と よく 球 投げ を し た り 和 柔道 を し た り し 互 に 投げ つ 投 げ ら れつ し て 
ゐる 所 を 母 K 華 見 され て 叱 ら れ た 事 も ある や うに 皿 者 は 元 来 か ら お 韓 波 娘 で 男性 的 な 
振舞 いひ が 多 か つ た 。 小 硝 校 時 代 に は 女 の 友 人 より は 寧ろ 男の子 と 攻 ぶ 方 が 好き で あつ 
た 、 何 も 性 的 な 意味 の も の で は な か つた が S な る 男の子 と 遊び た か つた と 患者 は 到 つ 
て の る 。 吊 者 は 女 静 校 に 入 子 後 いつ 迄 も 小 現 生 の 讃 む や うな 茜 誌 に 興味 を も $ つ てゐ た 
し 、 月 経 に つい て の 注意 を きい て 極度 に 喫 驚 し 、 そ ん な 現象 が 超 る 位 な らい つ 迄 も 小 
見 で 居り た い 、 大 人 に は な り た く な いと 願 つの を の で ある 。 之 ら の 願 刻 を 抱い た り し た 
事 も 結局 患者 が 性 的 に 無 震 に 止 つ た 事 に 開 係 し て 居 た 。 ヒ ステ リー 症 患 者 の 感情 が 小 


1) Freud, S.: Der Familienroman der Neurotiker, Ges. Schr. Bd. II. 
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見 的 で ある 事 は 周知 の 所 で ある が 、77e49 に よ つ て 之 は 抑 礎 作 用 の 結果 で ある 事 が 抽 
っ た 。 部 ち 「 ヒ と ステ リー 性 々 格 に は 性 抑 歴 な る 現象 が 作用 し て ゐる 事 が 誰 め られ る 。 
と の 抑 歴 は 正常 の 限度 を 超え て 居り 、 震 人 が 療 也 、 嫌悪 感 と し て 知 つ て ゐる 性 価 動 に 
響 す る 抵抗 が 元 進 し た も の で 、 性 問題 を 符 的 取扱 み 事 か ら 本 能 的 に 途 避 し て の る の 
で あり ュ 之 が 立 浜 I に 成功 すれ ば 性 成 難 の 年 齢 に 達し て 完全 に 性 的 に 無 替 に 前 ま る 」 
ょ 。 か く の 如 き 理 由 か らし て 愚 者 が 性 細胞 染色 購 の 問題 に つい て 理解 し 得 ざ る の みな 
ら ず 、 と の 問題 ヒ 穫 し て は 無知 で あ り た いと の 無意識 的 才 力 が 才 は れ て の た 事 が 半 る 
の で ある 。 

導い 陸 想 は 全く 母 へ 
の 反抗 心 で 理 め つく され た の で ある 。 か ヽ る 汰 態 に 於 て 特に 見 逃す 事 の 出来 な い 現 象 
は 患 者 が 分 析 太 へ の リビドー 備 給 を 常に 保持 し て ゐ た 貼 で ある 。 思 者 は 分 析 震 と テ = 
ス を し た く な つた が 看護 婦 が そば に 居る 外 看 誕 婦 に 制 肘 さ れ て 日 に 出す の を 逮 冊 し な 
けれ ば な ら な か つた し 、 看 護 婦 か ら 一 寸 し た 注意 を うけ る と 容 夢 に 立腹 し た 。 と の や 
うな ヵ 成 情 夫 移 の 汰 態 は 則 ち 加 者 の ェ デ イプ ス 開 係 を 再現 し て あ ゐる も の で あつ て 、 分 析 
臣 へ の 好感 は 結局 多 に 百 す る 感情 が 分 析 . 覧 に 轄 移さ れ て ゐる も の ょ 人 解 し 得る の で あ 
る 。 患者 に 於 て エ ェ デイ プス 開 係 は 如何 な る 汰 態 で ある か 、 又 加 者 に は 強度 の ェ デ イプ 

ス 覆 合 通 が 存在 し 患者 が 父 の 愛 を 獲得 せん と し て 提 ふ 努力 或 は 父 の 愛 の 消失 を 慌 れ そ 
れ に 圭 し て 示す 種々 の 反 鷹 に 就 て は 次 第 に 分 明 し て くる の で あぁ る 。 但し 父 ( に 装 し て 区 
何 な る リビドー の 結合 開 係 を 持つ て ゐ た か に 就 て は 直 に 障 想 に は 沈 ん で 来 な か つた 。 
分 析 の 経過 が 示す 如く 患者 が 最初 に 聴 想 し た 問題 は 母 へ の 愛情 で あつ た 。 面 も と の 時 
期 は や が て 母 に 居 す る 尼 如 の 強烈 な る 時 期 に 移行 し た 。 換 言 す れ ば 母 へ の 愛情 は 唯 表 1 
面 的 、 反 動 釣 の も の に すぎ な か つた の で あつ て 、 患 者 は 軍 ろ 母 に は 憎悪 、 攻 撃 性 、 恐 議 
怖 を も つて ゐ た 課 で ある か ら 加 者 の 笛 父 開 係 は 、 先 つ 臭 情 の 型 を と つて ゐる 所 の 母 へ 計 
の 恒 悪 が 徹底 的 に 解決 され な けれ ば 明らか に され な か つた 。 分 析 開 始 後 問 も な く 示 
し た 母 へ の 愛情 は 反 鷹 的 の も の で 、 母 が 兄 K ば か り 甘 く 自 分 の み を 叱る と て 母 を 責め 靖 
る の みな ら ず 他方 自分 は 兄 と し て 生れ れ ば よ か つ た 、 も し 男 に 生れ て ゐ た ら 母 か ら ゃ 計 
つと 可愛 が られ た で あら うに と の 凌 想 に 走 つ た 。 か く の 如 く 加 者 は 自分 が 女性 で ある 請 
事 を 嫌 ひ 面 も 女性 で ある 事 を 耕 定 し ょ うと する 傾向 C 陥 つて ある か の 如き 格 を 時 し で 計 
ゐる が 、 質 際 は と れ と 大 い K 趣 き を 異 に し て ゐ て 、 思 者 は 計 夜 な た ど に よく 父 、 母 。 彰 

1) Freud, S.: Drei Abhandlungen zur Sexualtheorie, Ges. Schr. Bd. V. 


2) Reich、W.: Znur Technik der Deutung u. der Widerstandsanalyse, Intern. Z, 四 還 
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見 と 四 人 で トラ ンプ デ 、 カ ル タ 、 そ の 他 の 遊 虎 を な す 場 合 に は 患者 は 母 を 勝て な いや う 
な 不利 な 條 件 に お と うと いろ いろ 割 策 し た と 云 ふ 事 で ある 。 又 母 が 征 者 に 示し た 好意 
親切 等 は 患者 に は 何れ も 不快 な 項 は し い 事 に し か 感 ぜ られ ず 、 恵 者 の 一 朱 手 一 投 足 が 
皆 心 配 の 種 と な ろ る や うな 年 経 質 な 母 の 態度 が た ま ら な く 肛 に な り 、 事 毎 に 母 に 反 拓 的 
に 振 舞 ひ 、 母 の 心配 さ う な 閣 錠 を 見 て 心 私 か に 業 し むか の 如き 傾向 を 患者 は 有 し た 

し 、 そ れ の みな ら ず 母 の 心遣い を 却 つ て 悪意 に と ょ り 、 母 を 綴 み 反抗 し 、 之 が 一 司 増 強 
・ す る と 母 を 母 と 呼ば ず ぜ に 「 あ な た 」 と 呼び か けた り 、 自 分 は 貰 ひ 子 な ん だ か ら と 大 殴 
で 叫ん だ りす ろ に 到 つ を の で あろ 。 

前 述 せ る 如く 患者 於 て 月 絆 を 表 機 と し て 母 に 再 す る 反感 が 急激 に 強く な つた 事 、 
思 者 は 母 に 圭 し て 帰 い 憎 悪 、 攻 和 撃 性 を 有 す ら ろ る 事 が 判 つ た が 、 更 に 加 者 に は 月 経 が 郷 カ 
な ろ ェ ディ デプス 複合 購 の 再現 に 大 い IC 興 つて 力 あ る も の で ある 事 が 府 明 され る の で あ 
る 。 聞 ち 患者 は 女性 で ある 事 が 臓 に な つた 一 つの 動機 は 月 給 で ある 。 初 は 女 太 校 一 
年 一 静 期 の 試験 勉強 中 区 起 つ た 。 勉 導 に 握 乗 り せ ず 江 然 と 机 に つ て 座 つ て ゐ た 時 に 
多 か ら 勉 強 せ よ と 突然 冷淡 に 北 られ た 事 が あり 、 そ の 後 加 者 は 鬱々 と し て 業 し まな い 
で 日 を 和輝 つて ゐ た ら 三 日 租 し て か ら 月 総 が 起 つ た ので ある 。 患者 が 月 経 に 開 隊 し て 元 
稚 気 味 と な ろ 事 は 病歴 に 於 て も 赤 治 療 中 に も 確か め ら れ を た の で ある ろ る 。 又 加 者 が 磐 醒 合 
山 の 前 夜 に 経 陣 し た や うに 調 象 喪失 (と の 場合 に は 友人 と の 不 和 ) に よ つ て 容易 に 気 
分 に 胡 化 が 起 る の で ある 。 多 ち 至 象 可 失 と 球 $. 事 に より 自己 愛 裳 傷 (narziBtische 
Krankung) を すぐ KK 感ずる の で あろ る 。 と の 要 失 現象 に し て 自己 愛 的 肉 容 を 有する 典 
型 的 な 例 と し て 刀 ./e7scz は 月 経 性 愛 鬱 症 を 抄 げ て 居り 、 と の 月 経 性 愛 鬱 症 は 去 苦 
の 意義 を 有する 村 失 反 鷹 (Verlustreaktion) に よ つ て 起ち ド も の と 解 租 し て ゐる 。 患 
者 は 月 総 に よ つ て 生じ た る 自己 愛 的 朋 傷 を 補 ふ べく 「 小 見 で あり 0 たい] (infantil zu 
sen) の 了 刻 を も つて ゐる の で あろ 。 飛 に 加 者 は 父 結 合 を 父 か ら 叱 責 を うけ る 事 に よ 
つて 中 止 し な けれ ば な ら な か つた 事 、 換 言 す れ ば 父 か ら う けた 愛 の 失 堂 (Liebesent- 
tauschung) に よ つ て 、 患 者 が 営 て 固執 し て あ ゐ た ェ デ イプ ス 承 刻 、 角 ち 父 と の 幼 見 的 
開 係 に 迄 退行 し 、 面 も それ に 至 す る 反 應 と し て 自分 が 女性 で ある 事 、 去勢 さん て ゐる 
事 を 償 定 し 、「 私 は 母 の し た 役割 は し た く な い 、 受 動 的 、 奴隷 的 に 多 に 服従 し た く な 
の 」 等 の 攻 度 を も つ 事 に な り 、 と 、K 加 者 は 男性 化 覆 合 朋 を 示す 事 に な つて ゐる の で 


1) Deutsch。 廿 .: Psychoanalyse der Neurosen, Wien, S. 28. 
2) Horney, 氏 .: Fiucht aus der Weiblichkeit, Intern. Psychoanal.。1926. II. 
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分 栃 十 八 回 目 に 至る や 患者 に は 自己 感情 の 元 進 が 題 著 に 認め られ る に 至 つ た 。 患者 
は 顔 中 に 繝 帯 を まき つけ 、 目 に 涙 を 一 杯 た め て 障 想 し 出し た 。 そ の 時 の 障 想 に よる と 
昨日 か ら 寺 づ 二 痛 が 起 つた 、 そし て それ が 員 忠 痛 を 件 つ て きた 、 そ の 中 に 眼球 に 充 
血 を 來 た し 、 そ の 後 劇 し き 腹 痛 を 生じ た と 。 か いる 経過 を と る 症状 は 以前 か ら あ つた 
らし く 《 、 か いる 症状 を 呈す る 時 に は 愚 者 は 家中 は ね まわ り 、 家 人 に つき か い ぃ ヽ り 、 家 人 
は 犬 い に 手 を 焼 じ た も の らし い 。 吊 者 は 障 想 時 間 中 多 寺 に て 、 こ と の 腹部 の 将 痛 が 有 下 
腹部 に 局 在 し て ゐる か ら 官 腸 導 に な つた 、 す ぐ 手 術 を うけ ね ば な ら め ぬ と 怒鳴 り 立 て る 
の で あつ た 。 面 も と の 怒鳴 り た て た 後 加 者 に は 稔 に 下痢 が 起 つ て きた 、 患 者 は 分 析 喚 
に 向 つ て と の 下痢 を 何と か 止め て くれ る よう に と 頼ん で きた 。 面 も と の 事 が あつ た 後 
患者 の 無 分 は 念 に 全く 静 科 と な り 、 今 迄 の 誠 奮 汰 如 は 全く 消 散 し 、 元 礁 状態 の 片鱗 だ 
に 見 出し 得 ぬ 位 に 強化 し て 了 つ た 。 そ し て 患 者 は 云 ふ 、「 自 分 が 風邪 無味 と な り 咽 喉 
痛 等 の 訴 へ を な す と 母 は 大 い C 心 配 し 、 自 分 の 病 箇 の 事 ば か り を 打 に し 、 母 自身 の 用 
事 が は か どら な く な つて 了 ふ .、 か ヽ る 母 の 様子 を 見 る に つけ 母 に 詩 し て 泡 に 中 護 け が 
な い 休 持ち Cc な つて 了 ふ 」 と 。 前 記 の 如き 下痢 の 後に 光 突 が まり 、 母 待 し て の 罪 
書 感 が 障 想 され る に 玉 つ た 事 は 蓄 し 罪悪 感 が 或 一 定 の 衝動 欲求 (Triebanforderung) 
に 制す る 防 旬 機 入 の 結果 で あり 、 是 者 が 下痢 を 引 起 し た り 、 陵 想 双 事 質 に 示さ れ 
た 諸 種 の 身 剛 的 苦痛 を 味 ふ 事 に よ つ て 元 母 に 百 し て 抱い た 心 的 活動 を 解決 せ し せ る 
K 役 立つ も の で あり 、 之 ら の 身 陸 的 症状 は 抑圧 せら れ た る 無意識 的 精 泊 活 動 が 韓 換 性 
座 炊 形成 の 助け を か り て 現さ れ て ゐる も の と 考 へ られ る 。 秩 換 任 首 鴻 を 来たし た 後 
の 障 想 に は 家庭 に 暫し て も 雨 親 に 装 し て も 和 気 堆 々 た る 握 分 で ある 事 を 示し 、 他 方 串 
者 は 全く 会 想 的 な る 障 想 を 逃 べ 、 自 分 は 天文 學 の 研究 に 液 頭 し た い 等 と 云 ひ 出し た 。 
患者 が か く 低 想 的 に な つた 時 は 外面 下 静 な 時 で あり 、 と の 時 期 に は 是 者 は 母 の 命令 
無 條 件 に 服従 する 事 が 出来 る の で ある 。 吊 者 が 書 究 的 に 振舞 ふ 事 、 例 へ ば 天 廊 學 の 勉 
絹 を し た いと の 塗 想 を 描く 事 は 母 に と つて は 才 ろ 喜ば し い 所 で あつ て 、 母 は 母 自 和 


が 堂 む や うな 男性 的 洋 業 に 娘 を 従事 せしめ ん と の 方 針 の 下 ic 患 者 を 殺 け よう と 努め た 


1) 入院 後 東北 帝 大 彗 事 部 附属 器 院 耳鼻 咽喉 料 に て 診察 の 結果 鼓膜 に 容 孔 あ り 、 容 孔 避 に 
は Cholesteatom の 所 見 あり 、 ヒ ステ リー 症 は Cholesteatom の 刺 載 に よる も の で は な か ら う 
か と ょ と の 事 で あつ た 。 

2) 山村 : 東北 特 条 報 , 第 IV 傘 第 1/2 開 , 昭和 10 年. 

3) Nunber&, H.: Allgemeine Neurosenlehre auf Psychoanalysischer Grundlage, 
1932, Bern-Berlin, S. 140. 

4) Wreud。S.: Drei Abhandlungen zur Sexualtheorie. Ges. Schr. Bd.。 YV. 

5) 後記 する 如く 愚者 の 母 は 毅 密 に 云 へ ば 和 縦 経 定 愚者 と も 云 ふ べく 、 自 ら 娠 と 同一 避 し 、 
その 娠 に よ つ て 自己 の 理想 を 誠 げ ん と し て ゐる 、 多 ち 娠 に ょ つて 自ら 女性 で ある と の 不満 を 打 
消さ ん と 試み 召 を 男性 的 職業 に つけ ん と 努め て ゐ た の て ある 。 
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し 、 吊 者 自身 も $ 識 ら ず 識 ら ちず の 中 に この 母 の 方 針 に 従 つ て ある の で ある 。 故に 患者 が 
男性 化 複合 隈 を 持つ 以前 に 既に 母 と の 同一 富 が 行 は れ て 居り 、 ・ 万 zey に の 詩 ふ 
が 如く 男性 化 複合 朋 は 父 封 象 の 喪失 を 恐れ て の 結果 で ある と の 見 解 に 達する 事 が 出 
徐 る 。 

以上 は 分 析 開 始 後 午 静 な る 汰 態 か ら 夫 春 汰 熊 へ 、 更 に 再び 儲 静 し 面 も 低 想 に 走り 出 
す 迄 の 経過 並 C 障 想 内 容 を 順 炊 に 逃 べ た の で あろ 。 団 ち 患者 の 精 補 分 析 IC 於 て 特 C 題 
著 で あつ た 傾向 は 骨肉 愛 交 岡 定 (inzestuGse Fixierung) 聞 ち ェ デ イィ プス 開 係 (0di- 
pussituation), 同胞 に 掛 す る 開 係 で あつ て ヽ 吊 者 は 室 想 的 lc Famihenroman を 作り 上 
げ ば る 事 に よ つ て 父 に 再 す る 愛情 、 母 に 装 す る 愉 暑 の 偽 C ェ デイ プス 開 係 中 Ic 下 生 する 
罪 感 の 四 小 を 護 つ た 事 、 面 も その 結果 は 失 取 上 師 し て ゐる 事 に つい て の 上 大 指 
(Uberbau) を 蜂 ふ 事 が 出来 る の で ある 。 登山 や 臨海 情 校 に 於 ける 色 え の 出来 事 並 ( 
月 経 に 開 す る 種々 の 考 虐 は 患者 が 症 象 杏 失 に よ つ て うけ た 精 短 葛藤 か ら 誘 濾 さ れ て 居 
り 、 と の 悦 失 に よ つ て 患者 の = ェ デイ プス 開 係 が mobihsieren され た 斉 で ある 。 従 大 
患者 の 気分 締 症 の 華 生 機制 は 患者 の = ェ デ ィ デ プス 複合 購 、 男 性 化 複合 租 中 そ の 根 搬 
を 求め 得る の で あつ て 、 Familienroman を も つの 事 に よ つ て エディ イデ プス 複 合 骸 や 男性 
化 複 合 購 と 現 質 と の 摩 控 を 軽減 し よう と し て ゐる 課 で ある し 、 又 エ デ イ プス 開 係 に 基 
準 し て 患者 の 自我 、 上 位 自 我 が 気分 背 韓 症 に 直接 開 係 する 事 は 論 を 侯 た を ぬ 所 で ある 
が 、 み ら K に 開 し て は 分 析 を 更に 進 め る 事 に よ つ て 刊 然 と し て くる の で ある 。 

患者 の 母 は 甚だ 定 経 質 で ある 一 方 勝気 な 女性 で 、 家 業 た る 醸造 業 を 女 の 細 腕 で 総 簿 
し 切り も り し 多く の 店 員 を 使用 し て ゐる 。 坪 は 妃 (中 者 の ) か ら 臣 だ 格 人 献 育 も を う 
け 随 分 普 券 し た らし く 、 又 長女 で あり 征 ら 母 の 叔 多 か ら 央 待 され 邪魔 に され 本 家 を 
嗣 で 事 を 得 ず に 分 家 し 妹 が 本 家 を 相 績 し た の で あり 、 多 く の 同 胞 中 最 年 長者 と し て 妹 
た ち も ち 全部 の 世 語 を し な けれ ば な ら な か つた 、 そ れ に ゃ 不 拘 い ろ い ろ と 苦情 を も ちと こま 
れ た り 、 今 で も 親戚 間 に 或 は 良い 或 は 悪い 評判 を 立て られ て ゐる 。 父 は 義人 槍 子 で あつ 
て 初め 銀行 に 勤め て あ ゐ た が そこ と を 誠 し た 後に 自ら 果樹 園 の 経 稚 IC 営 り 、 後 に は 果樹 園 
の みな ら ず 種々 の 動物 の 飼育 を も 外 ね て ゐ た 。 父 は お 坊 ち や ん に 育つ を た 人 で 、 級 蜜 な 
又は 吉 大 な た 計 書 を 立て ヽ 事 に 営 る 質 の 人 で は な く 帳 無 に 自分 の 好き な や うに 仕事 を や 
つて ゐ た 。 父 は と ん な 課 で 家業 に は 一 切 奥 ら な か つた の で 母 は 子供 等 に 下 し て 母 と し 
て の 立場 を 守る 以外 に 父 の 役割 を も る 押 ね て ゐ た の で 、 と こと の 母 の 教育 え を うけ た 患者 が 母 


1) Horney, 氏 .: Flucht aus der Weiblihkeit,。 Intern. Z. Psychoanal., 1926, II. 
2) Sterba。R.: Handworterbuch der Psychoanalyse, 1937.S. 186. 


3) この 叔 外 に つい て は 後記 する 所 あり 。 
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選 半 し て も つた 種々 の 感情 は 結局 二 様 に 形成 され る に 至 つた し 、 母 は 賀 際 の 母 で ある 
と 共に 父 を も 代理 し て の た の で ある 。 何 ほ 母 の みな ら ず 父 か ら も 雨 極性 の 傾向 を 多分 
に 西 えつ けら れ た の で ある 。 例 へ ば 父 は 子供 達 に 下 す る に K 父 自身 の 感情 に 赴 斉 に 支配 
され 、 式 る 時 に は 子供 を 措 愛し 子供 の 欲求 を 無 條 件 で 許容 する か と 思ふ と ある 時 に は 
気 な む づ か し く 准 酷 に 子供 を 取扱 あふ 。 と の や うな 父 の 衣 度 か ら 惹 起 さ れ 勝 ちな 愛 の 失 塵 
が 患者 に は 大 な る 刺 坦 となり 患者 の 烏 分 の 上 に 直 に 影響 し て きた の で ある 。 

分 析 の 経過 に 従 つて 患者 の 障 想 を 順に 追 つ て 行く と 患者 は 功 く の 間 は 「 自 分 は 元 来 
風邪 を ひき 易く すぐ で ぐ 遍 桃 腺 が 腫れ て 痛み 、 遍 桃 腺 疾 か ら 菅 臓 疾 を 併 疲 し た 」 等 いつ ゃ も 
同じ 内 容 を くり 返し くり 返し 職 想 し て ゐ た 、 印 ち 分 析 は 一 時 停滞 築 味 と な り 一 向 KC 進 
捗 する 様子 は 見 を な か つた 。 之 は 要する に 分 祈 に 習 し て 抵抗 が 存在 し て ね る の で あつ 
て 、 吾 人 は 抵 抵 に 間 遇 し た 場合 直ちに この 抵 抵 は 如何 C し て 生じ 如何 な る 意義 を 有 す 
る も の で ある か に 注目 する の で ある 。 面 し て と の 抵 抵 を 分 析 す る 事 に よ つ て 、 分 析 は 
下 深部 に 進む 事 が 出来 る の で ある 。 患者 は 女 克 芝 二 年 の 第 三 届 期 に は 局 桃 腺 敵 の 久 
に 試 有 を 生 分 うけ た ゞ さけ で 壮 り は 休ん で 受験 せ ず に 了 つ た 。 と の 時 了 師 か ら 基 非 手術 
を うけ る よう に と すい ぃ め ら れ た が 、 手術 に 暫 し て 恐怖 嬢 暑 を 有 し て ゐ た が 含 に 手術 を 
受け な か つた 。 女 了 校 一 年 の 時 母 に 伴 は れ て 外出 し た 、 そ れ は 自分 を 電気 治療 所 に 
つれ て 行く 母 の 心 算 で あつ た が この 際 愚 者 は 何等 の 徐 穫 と シ を う け な か つた 、 治 療 所 に 到 
府 す る や 患者 が 拒ん だ の に も 不 拘 無理 矢 理 に 電気 を か け て 了 つ た 事 が ある 、 患 者 は 電 
気 を か けら れ て ゐる 間 に こ の まい ぃ 死ん で 了 了 ふ の で は な いか と 心痛 し た 事 が ある 。 更に 
患者 の 記憶 に よる と 小 隙 校 二年生 の 時 iC も 局 桃 腺 を 患 つ た が と の 時 喉 を 診 て 貰 ふと 必 
ず 可 足 行き を 禁止 され る に 層 ひ な いと 考 へ て 診察 を 措 ん だ 事 $ あ る 。 局 桃 腺 炎 は 小 及 
要 就 克 以 前 か ら あ つた と 云 ふ 事 で ある 。 小 見 期 か ら ず つと 患者 は いつ も 定 ま つ た 胡 師 
の 診療 を うけ て ゐ た が 、 こ の 了 覧 師 か ら は 非常 に 可愛 が られ た し 患者 自身 $ こ の 臣 師 に 
よく な つい て ゐ た 。 然し 診察 の 際 に は 凡 ま され て 或 は 暴力 を 以 て 開口 せしめ られ た の 
で あつ て 、 と の 際 に 員 者 は 常に 不快 、 苦痛 を 味 は つた 事 は 営 然 で あら う 。 愚 者 が 現在 
に 於 て $ 局 桃 腺 の 手術 を 拒否 し な けれ ば な ら な じい 原 因 は か ヽ る 効 少 期 の 経験 基づい 
て ゐる も の と 考 へ られ る 。 そ し て と の 臣 師 か ら 裏 切ら れ た 、 障 まさ れ た と の 苦痛 、 不 
人 快 な る 総 験 は 今や 分 析 に も 殴ら され た 、 郊 ちと の 店 師 に 百 す る 半 象 備 給 を 分 析 躍 韓 
移し た の で ある 。 両 も か くし て 分 析 に 翌 し て 抵抗 を 示さ な けれ ば な ら な か つた 理由 は 
価 ほ 別個 の 問題 な 人 含ま れん て お ゐ た か ら で あ り 、 と の 抵 拭 が 解決 され た 後に 次 の 如 き 聴 想 
内 容 が 滞 く 紙 ら され る に 至 つた の で ある 。 

加 者 は 小 學 生 時 代 に は 先生 か ら よ く 叱 られ た 、 思 ひ 出 し て みる と 叱 ち られ て ば か り 居 
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た や う で ある と 云 ふ 。 そ し て 叱 ら れ た りす る と 意地 張り IC な つて 了 ひ 、 も う 返 事 は な 
すま いと の 決心 迄 し た 。 母 か ら も ずい 分 理由 不明 の 叱 ら れ 方 を し た 、 患 者 が 逃げ 出す 
ょ 母 は 恐ろし い 顔 組 で ど と 迄 も 追 ひ か け て くる 、 あ る 時 下倉 に 逃げ 込み 積み 重ね た 災 
依 の 一 番 上 に 上 つて 了 つ た の に K 母 は 息 を は づま せ て 追 ひ か け て きた 事 も ある 。 ある 時 
は 見 と 喧嘩 し た 、 非 は 自分 に ある 事 は 百 も 承知 で あり 征 ら 母 の 面前 で は 交 任 を 見 に 十 
稼 ナ す べく いろいろ と 事 綿 さ う で な い 事 を 事 質 で ある か に 云 つ て 了 つ た 、 も し も さ う せ 
ず に 自分 が 悪 か つ た と 広 へ ば 見 に は 何等 お 構い ひな し に 自分 ば か り が 叱 ら れる 事 に な り 
H 惜 し いか ら ど と 迄 も 自 訟 を 主張 し た の で ある と 。 父 か ら も 叱 ら れ た 、 小 肛 校 二年生 
の 冬 の ある 朝 父 が 疾 床 の 中 か ら 新聞 を も つて と いと 愚者 に 命じ た が 愚 者 は その 用 を 果 
た さ う と せ ず 知ら ん ふり を し て ゐ た ら 、 父 が づか づか と 起き て き て 加 者 の 機 間 を つか 
ん で 頸 筋 が も げ る 位 強 く ふ り 殊 は し た 事 が ある 。 父 か ら か く の 如 く と り 扱 は れ た 事 は 
患者 に は 其 だ 大 な る 不快 を 喚起 し た 、 か る 父 か ら の 愛 の 失 堂 が 障 想 に 沈 上 らん と 
する や 、 患 者 は と の 営 て の 苦痛 を 再び 味 は な いや うに と 企 て た 、 と の 結果 が 前 逃 せ る 
抵抗 と し て 現れ て き て ゐる の で ある 。 

患者 は 叱 ら れる か ら ば か り で な く 、 元 と 同等 の 横 利 を 得 た い 、 下 等 で も り た い ょ と の 
希望 ある 事 を 強く 述 べ 出し た 。 母 は 見 に ば か り よ くし ょ よう と する 、 例 へ ば 見 が 基 大 如 
の 入 如 試 険 を うけ に 上 京 す る と 母 は 心配 の 魚 り 食事 $ 太 ぇ 々 吹 を 通ら ず 毎 日 東京 に 長 嘘 
離 電話 を か け 見 を よび 出し 見 の 英 を きか ぬ と 安心 が 出来 な いら ち し か つた 、 兄 が 師 省 す 
る と 御馳走 を する が 患者 は 底 腹 で こと こら へ られ ぬ 程 度 に な つて ゐる の K 患 者 の 事 は 意 に 
介さ ず 上 兄 へ の 給仕 を 恵 者 に させ た り 見 を 活動 寛 眞 見 物 に つれ て 行 つ た りす る 等 の 事 餅 
を 員 げ る の で ある 。 と の 分 析 の 時 期 に 恵 者 の 気分 は 理 快 に な りす ぎ て ゐ た 。 気 分 が 爽快 
に な れ ば な る 程 和 等 で ある 可 き だ と の 事 を 口 に する の で ある 。 等 と 球 ふ 事 は 柳 小 
硝 校 五 年 頃 か ら 抱い て ゐ た 希望 で も あつ て 、 上 逃 の 如く 下 等 と は 結局 見 と の 下 等 を 意味 
する も の で ある 。 面 も 患者 が 見 と 卒 等 で ある 、 兄 と 同一 で ある と 考 へ よう と し て ゐる と 
の 見 は 元 来 弱 論 で 泣 識 で 一 人 で は 入浴 すら 出来 な い 程 の 鷹 病 者 だ つた と 到 ふ 事 で ある 
患者 に 云 は せる と 自分 は 夜 生 候 購 た 便所 jC も 一 人 で 行け た し 、 之 が 見 翌 し 得意 に な 
れる 息 で も つた と 。 部 ち 皿 者 の この 優越 感 は 結局 劣等 感 の 過剰 代償 (Uberkompen- 
sation) で あつ た と 考 へ られ る 。 愚者 の 陸 想 は や が て 月 給 に 関す る も る の と な つて きた 。 
然し みみ を 口 に する 事 は 閉 恥 心 の 許さ ぬ 虚 で あり 、 舞 つて 了 へ と の 気持 ちか ら 時 間 中 価 
等 の 職 想 の な され ぬ 日 が いく 日 も 績 いた 。 患者 は 病室 に 師 る と 布団 を か ぶつ て 了 ひ 、 
何等 の 活動 さ へ 示さ な か つた 。 後に な つて 患者 が 到 つ を の で ある が 、 あ の 時 自分 は 疾 
り で 布 園 の 中 で 馬鹿 々 々 と 連呼 し て ゐ た り 、 日 記 に は 単に 馬鹿 々 そ 々 と の み 書 き 連 ね た 
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の で あつ た と 。 末 も 月経 一 性 問題 此 開 し て の 差 恥 、 嬢 悪 か ら 陸 想 が 行 は し な か つた を ば 
か り で は な く 〈 、 患者 は 父 へ の 性 欲求 、 爺 ちり ビ ド ー の 問題 に 久 れ な いや うに と て 洗 掴 
が 績 けら れ た の で あつ た 。 休 ほ 患者 が と の 性 谷 求 に た ふれ る 以前 は 父 か ら の 懲 久 を う 
けた ょ 云 ふ 障 想 が 大 な る 抵抗 の 前 騙 と し て 閣 ら され た の で ある 。 偶々 患者 は 炊 の 夢 に 
つい て 逃 べ 出し た 。 と の 夢 は 小 肛 校 四 年 生 の 時 腎臓 炎 で 就 床 し 、 長 らく 休 随 し て ゐ た 
営 時 見 た 怒ら し い 夢 で 今 で も は つき り 赴 を て ゐる と 云 ふ の で ある 。 凶 ち 「 顔 が 自 く 三 
角形 で 目玉 の 黒い 、 ひ よろ ひよ ろ し た を を 食 の や うな 人 が 支 開 に 来 て 案内 を 用 ふ 。 母 と 
見 と 私 と 三 人 が その 場 に 居合 は せる 、 区 みろ し さ う な 人 な の で 逃げ 出さ うと する 、 母 は 
見 を つれ て 逃げ て 了 ふ .、 私 は 逃げ ば よう と する が 逃げ られ な く な つて 、 ツ アツ ェ と 大 毅 揚 
げ 目 覧 め た 」、 す る と そば で ね て ゐ た 母 が その 虎 で 喫 敬 し て 目 を さま し た の で ある 。 覚 
醒 後 も 患者 は 夢 に 於 ける 母 の 態度 を 外 め し く 思 は れ て な ら な か つた と 。 功 の 場面 に は 
多 は 現 は れ て ゐ な か つた 。 と の を 食 様 の 人 か ら 患 者 は すぐ K 父 を 思ひ 出し た 。 と の 職 
想 の な され た 後 か ら 思 者 は 食後 直 に 吐 感 を 催 ほ す に 至 つ た 。 そし て 思 者 は 虚無 的 
と な り 、 病気 は 治ら な いか らい つ 迄 もとい に 居る 、 死 ぬ 迄 こい か ら 去 ら な い 告 と 球 ひ 
出し た 。 か く の 如 き は 分 析 路 に 半 し て 好意 が 強く 示さ れ て ゐる も の で あつ て 、 偶 ネ 分 
析 豚 が 患者 の 母 と 面談 し て ゐる 所 を 見 て 患者 は 一 種 の 大 始 を 感じ た り し て ゐる 。 即ち 
患者 は 父 に 制す る リビドー 備 給 を 分 析 忠 K 韓 移し て ある の で ある 。 そ し て と の 分 析 路 
へ の 好意 は 然し 生 ら 具 晶 な る 好意 で は な く 分 析 胃 K 性 的 要求 を も つた の で あり 、 然 し 
この 湊 求 に 封 し て は 抑 有 抵抗 が 働き 、 藩 也 、 監 叶 等 の 坦 防 (Damm) に よ つ て と の 
性 的 要求 を 胃 ま ん と し て ゐる の で ある 。 患者 は 性 的 無知 を 示し た が 暫 際 に は 決し て 無 
知 で は な か つた 事 に つい て は 前 一 度 鍛 れ て ぉ いた 。 患 者 は 障 想 に 於 て 、 性 的 に 決し 
て 無欠 で な か つた 事 を 再び 一 然し 以前 より は つき 入 ん で 一 問題 に し 出し た 。 例 へ ば 毎 
年 一 回 店 員 建 の 尉 の 意味 で 思 者 の 家族 が 主催 する 究 作 が ある 、 と の 宴 全 を 患者 は 非 
常に 嫌 つ て ね る 、 と て の 酒 有 の 席 上 店 員 達 は すぐ 性 C 開 する 事柄 を 問題 す る 、 そ し て 
患者 に 故意 に きか せよ うと し た り し た ょ と 云 ふ 事 で ある 。 小 蛋 校 二 年 生 の 時 に 性欲 一 性 
変 等 に 開 す る 蜂 問 が 湧き 起 つ を た 、 抑 ち 何 故に 性 変 の 如き 行人 筑 が な され る の か と 。 騙 花 
柳 病 の 話 を きか され た 時 に それ を 打 消 し た く な つた り し た と 。 患者 の 職 想 か ら は 折角 
解明 し さ う に な つた 性 に 就 い て の 開心 も 然し 年 ら 容 易 に 終末 を 青 げ は せ ず 、 と この 解決 
は か な り 速 ま は り を する 事 を 父 儀 な くさ せら れ た 。 , 介 
患者 は 自分 の 気持 ち を 理解 し て くれ る 者 は 分 析 腎 と 父 の み で ある ょ 到 つ て ある 。 移 
が 患者 を よく 理解 出来 る の は 父 が 小 見 期 に な し た 生活 が 炊 の 如く で ある か ら で あ る 。_ 
1) Freud, S.: Drei Abhandlungen zur Sexualtheorie, Ges. Schr. Bd.V、 
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部 ち 父 は 厳格 な る 父 の 下敷 育 さ れ 、 同 胞 中 父 だ け は 一 農家 に 里子 に 出さ れ 、 そ の 農 
家 に 於 て 成長 し た 、 だ か ら 父 は どう し て も 家 風 に あ ふ や う な 儀 科 に な れ て 居 ら ぬ の 
で 、 人 女 の 父 は 父 が 師 つ て く る と 必ず 不 気 嫌 に な つた 、 あ る 時 の 如き は 父 が 家 ひ し さ 
の 倫 り 雪 の 降る 夜 師 つて 來 た の に 眞 向 か ら 叱り つけ 、 追 ひ 戻 し て 了 了 つた 事 も ある 位 父 
は ずい 分 虐待 され た と 云 ふ 事 で も つて 、 父 は この 苦し か つた 思 出 を よく 患者 に 話す 事 
が あつ た らし い 。 患 者 は 和 欠 の と の 話 を きい て 、 か ぃ る 境遇 そ だ つ た か ら と そ 父 は 串 
者 の 気持 ち を よく 理解 し て くれ る の で ある と 考 へ て ゐる 。 と の 考 へ 方 は 愚者 自身 が 現 
在 の 家 に 里子 に 出さ れ て ゐる の で ある と 云 ふ 患者 の amilienroman の 現 は れ で ある 
事 は 勿論 で ある 。 分 析 は と の 時 期 に 於 て 患者 の Familienroman を 完全 解決 つけ る 
事 が 出来 た の で ある 。 患者 は 次 の 夢 を 見 た 。 夢 : 伯父 が 鳥 打 帆 を か ぶり 印 絆 旨 を き て 
法事 の 席 に 出席 し た 。 思 ひつ き : 夢見 た 法事 の 場面 か 患者 が 営 て 伯父 従姉 と 落 
合 つ た 事 の ある 交 母 の 七 回 忌 の 法事 を 思ひ 出し た 。 そ の 席 で は 伯父 は 上 席 に 座 つ て か 
た し お 客 も 大 勢 だ つた の で 患者 は 伯 鋼 に ゆ つ くり ょ 挨 拶 する 暇 が な か つた 、 伯 父 は 多 
忙 の 伺 そ の 映 すぐ と 師 京 し て 了 つ た 、 と の 席 で 患者 は 伯 鋼 が も つと 閑 の ある 人 で あれ 
ば よい が と 思 つ た し 、 地 倍 の 高い 人 に は 近 よ り 難 いも の だ と の 印象 を 得 た 。 夢 で は 伯 
父 が 質 際 と 異な り 職 人 風 で あつ て 大 へ ん に 親しみ 深く て 感じ られ た 。 耐 も 伯 多 の 後 交 は 
処 が 農園 で 働い て ゐる 時 の 後 そ つく り で あつ た と 。 て の 夢 の 題 在 内 容 は 伯父 に 友 し 
て 要 情 を 持つ て ゐる の で ある が , 溶 在 内 容 は 職人 風 を し た ゝ 下流 邊 全 に 属す る 人 部 ち 父 
に 接近 し た いと の 願 堂 で ある 。 こ と の 願 泌 は 然し 定 ら 抑 馬 せ られ ゝ 容易 に 親 し な 事 の 出来 
な いや うな 、 父 より 地位 の 高い 伯父 が 父 の 代理 と な され て ゐる の で ある 。 換言 すれ ば 
父 と の リビドー 開 係 を 抑 礎 否 定 せ ん と し 、 合 父 が 眞 の 父 で ある と の Familienroman 
に 逃げ 込ん だ 護 で ある 。 面 も と の Familienroman に 於 て 父 の 役割 を 演じ て ゐる 伯 胸 
IC sexuelle Beziehung を 持ち 得る 事 に よ つ て 患 者 は 非常 な 幸 出 感 を 経験 し 得る の で 
ある 。 

か くし て 患 者 は 伯父 に 装 し て 非常 に 大 な る 開心 を も つ に 至 つた 理由 を 患者 が 理解 し 
た 後に 患者 は し きり K 帥 宅 し た く な つた と 云 ひ 肌 し 、 多 へ の 思 出 が 職 想 され て きた 。 
笛 父 開 係 に 鍋 入 出す と 患者 は 目 、 眉毛 の 邊 が 念 に 鈍麻 し 腫れ ぼ つ た いや うな 感じ が 起 
き て きた 。 と の 身内 的 症状 は 結局 恵 者 の 心 的 傾向 に 迄 避 元 され 得 た の で ある 。 多 ち 愚 
者 に は 障 視 欲 が 痛く 存 し 、 面 も 之 に 一 種 の 抵抗 が 働い て ね た の で ある 。 患者 は 誰か に 
追跡 きれ る と 云 ふ 不快 な 夢 を 連日 見 た 。 と の 夢 に 於 ける 追跡 着 は 過 て 男性 で あつ た 。 
この 夢 に つい て の 思ひ つき を 求め た 時 て 患者 は 幼稚 園 で 一 人 の 腕白 な 男の子 と 常に 促 
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が 吉 く 、 患 者 と と の 男の子 は 互 に 一 方 の 大 特 株 で あつ て す ぐに 喧嘩 が 始ま つた 、 然 し 何 
と 云 つ て も 患者 は その 男の子 に は 力 の 上 で は 劣勢 で 、 い つも 喧嘩 に 負け て 追 ひ 廻 は さ 
れ た の で あつ て 、 患 者 は 自己 の 陰 蓋 欠 除 (Penislosigkeit) に 層 み を 覚 を た の で ある 。 
と の 経 有 陣 よ り も 一 古 不快 な る 思 出 は 小明 校 二 年 の 頃 に 幼稚 園 か ら の 似 衝 商 店 街 を ぶら 

ぶら し て 和 飾 窓 を の ぞい て ゐ た 時 、 近 所 に 住ん 上 で ゐる 一 精 視 病 者 か ら 突 然 痛 後 か ら だ 
きつ か れ た 、 子 供 た ち は と の 精 軍 病 者 を 人 潜 ひ と 称し 誰 一 人 恐れ な い 者 は な か つた の 
で ある 。 之 の 経験 は 具 童 に 恨 る べき 出来 事 で も あつ た を た ばかり で な く 性 的 意義 を 含ん で の 
た の で ある 。 患者 の 追想 に よる と と の 精 輝 病 者 は 患者 を 後 旋 か ら つ か ま へ よう と し た 
後に 軸 者 の 家 の 前 に 来 て 排便 し た 。 患者 は と の 大 便 を 見 て 重ね て 大 い KC 喫 驚 し た と の 
事 で ある 。 面 も 患者 は 精 視 病 者 か ら 有 舞 は れ た 事 と 大 便 と を 直接 開 騰 させ て 考 へ て 了 つ 
を た の で あつ て 、 と て の 堂 時 既に 患者 は 動物 の 交尾 に 開心 を も ぉ ち 、 他 方 この 問題 を 忘れ よ 
うと 努め て ゐ た の で ある 。 印 ち 患 者 は Koitusakt へ の 耕 刻 を 抑 礎 し ょ うと し た し 、 

価 Koituswunsch を も つ 事 に は 大 な る 閉 子 心 が 伴 は れ た 、 換言 す れ ば か ヽ る 心 的 傾 
向 を 抱く 事 に 習 す る 防衛 と し て 患者 に 罪 如 感 が 形成 され る に 至 つ を の で あつ て 、 叫 者 
の 無意識 見 に 於 て は Koitus は coitus a tergo を 以 て 代理 され 分 即 は 大 便 の 如く 肛 
門 に 於 て 行 は まれ る と の 心 的 傾向 が 作ら れ て ゐる 事 が 介 る の で あ ら 。 患者 は この 精 守 
病 基 に つい て て の 思 出 より も ゃ 人 条 一 大 不快 で ぼう し て も 日 出す 事 の 出来 な いも る の が あ 
る と 球 の て 斬 く 沈 獣 を 績 ける に 至 つた 。 患者 は 営 て 従兄 か ら 催 眠 術 を か けら れ だ た 事 が 
ある と 前 世 き を し ふ ヽ 小 硝 校 二年生 の 時 従兄 か ら Vergewaltigung を 受け た 事 が あり ヽ 之 
は 河 に 憎ん で 葵 りあ る 事 で ある ょ と 悲 慣 侍 改 し た の で ある 。 Vergewaltigung は 然し 年 
ら 和 休 ほ 他 の 従 學 から ゃ 同様 に 給 験 し た の で ある 。 改 に 患者 が 受動 的 に Vergewaltigung 
を うけ た と 式 ふ 問題 は 能動 的 に 出 た 従兄 達 ば か り で な し に 恵 者 自身 (C も 責任 が ある 。 

印 ち 患 者 の sexuell begierig な 態度 が それ で ある 。 患者 は vergewaltigen され て 以 
来 Khtorisonanie を 績 けた の で ある 。 前 逃 せ る 如く 患者 が 性 前 無 社 で あつ た と 球 ふ 
事 は 恵 者 の 小 見 期 の Vergewaltigung, KHitorisonanie 等 の 総 陣 を し た 事 に 大 い に 開 
係 し て あ ゐる の で ある 。 駐 思 基 は と の や うち 精 泊 的 に 恥 づ べき 弱 距 を 有する 闘 係 上 反動 
的 に 優越 感 を 持た うと し 、 て の 後 越 感 を 以 て 劣等 感 を 補 は よう と し て の る 。 か く の 如 き 
劣等 感 を 自己 愛 的 に 過 車 評 償 する 傾向 は 患者 の Familienroman 形成 の 一 の 根 手 で 
あつ た の で ある 。 患者 は 優越 感 を も つ 入 に は 絶 を ず Affekt の 浪費 を 必要 と し た 、 的 


1) Vaginalerotik と Analerotik と の 開 係 に つい て は 山村 : 東北 精 輝 報 、 第 IV 会 
第 1/2 半 , 昭和 10 年 。 

2) Dewtsch,。 旨 .: Zur Genese des ,jEFamiienromans"。 Intern。Z. Psychoanal,, 
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言 す れ ば 患者 の 優 彼 感 は 常に 安定 を 欠い て ゐ た 。 邊 面 皿 者 の 性 的 経験 及び 之 に 圭 す る 
反動 形成 印 ち 性 的 無 毎 或 は 優越 感 が 患者 の 気分 奨 皿 に 重大 な る 役割 を な す 事 に な つて 
ゐる 。 従兄 か ら の Vergewaltigung に 百 し て の 責任 を 患者 は 母 C 師 層 し め て ゐる 。 前 
湖 の 母 が 自分 何等 和 告 せ ず 電気 治療 所 に つれ て 行 つ た 事 、 そ の 治療 を うけ て ゐる 
間 人 自分 は 死ん で 行く の で は な いか と 規 償 し な けれ ば な ら な か つた と 球 ふ 事 等 で 患者 
は 母 を 外 ん だ の で ある 。 電 所 治 療 を うけ 年 ら 死 を 観 谷 し な けれ ば な ら な か つた 事 は 電 
拒 治 療 に よ つ て 起 つ た 性 的 元 奮 に 至 す る 防衛 の 現れ 、 性 的 礁 に 百 す る 罪悪 感 の 現れ 
ミ 解す べき も の で あり 、 患 者 は と の 経験 を 引 起 させ た の は 母 で ある さ し 、 面 も と の 母 
を 候 ん だ 事 に な る の で ある 。 蓋 し 性 的 快感 は 死 の 数 喜 ミ 同一 で ある 事 に 因 る も の で あ 
る ゞ 共に 、 加 者 は 性 的 欲 密 に 百 し て 甘受 せ ね ば な ら ぬ 懲罰 ミ し て 母 が 自分 に 死 を 命じ 
た も の ミ 考 へ 、 又 と の 罪悪 感 に た よ つ て 責任 を 軽減 し よう と し た の で ある 。 と の 罪悪 感 
に 百 す る 償 ひ は それ の みな ら ず 患者 に 起 つ た 助 遇 で 炎 様 の 身 対 症 汰 形成 に よ つ て も 支 抄 
は れ た の で あつ て 、 患 者 は 胸部 筋肉 が 雛 様 の も の で を ぐり と られ る や うな か な 導 痛 を 感じ 
出し た の で ある 。 分 祈 治 療 の と の 時 期 に 於 て 患者 の 気分 は 日 一 日 と 愛 鬱 さ を 増し 、 加 
者 は 他人 さ 信 話 を し 年 ら 他 人 の 話 に ば つ を 含 は せ て 無理 に 笑 つ て みた り 、 又 さ う せ ず 
に は 居れ な く な つて きた 。 か ぃ ヽ る 汰 態 に 人 於 て 他人 が 患 者 の 噂 を し て ゐる や う で それ が 
直 だ 気 掛り に な り 同 時 に 苦痛 に な つて きた 。 女 胃 校 一 年 生 の 時 に も 患者 は 前 記 の 如き 
助 膜 様 導 痛 が 起 つ た 事 が あり 、 之 を 家人 に 話し た 所 偶々 硝 期 試験 中 で あつ た の で 一 
日 尿 校 を 休ま せら れ た 。 休ん だ 日 は 丁度 母 が 以前 使 つ て ゐ た 女 中 の 家 を 訪ね る 事 に な 
つて ゐ た の で 母 は 出かけ よう と し た 。 患者 は その 日 硝 校 を 休ん で 静養 し て ゐる 積 で あ 
つた の に K 母 に つい て 外出 し た の で ある 。 女 中 の 家 に 行 つ て か ら 母 は 患者 を 修 公 邊 らち せ 
て お いて 、 そ の 家 の 主 人 IC (そこ と の 思 子 は 家出 し て 町 に 肌 て 働い て の る) 「 い つか その 
中 に 気がつい て 導 つ て くろ る で せ う 」 と 話し た 、 患 者 は と の 言葉 が 賀 際 は 自分 の 事 を 去 
つて ゐる の で あつ て 、 自 分 が 貰 子 で ある 事 を 量 ホ し た も の と 思ひ 込ん を で 了 つ を た 、 そ し 
て そ と の 家 の 人 た ち が 今 史 は 泊 つ て 行け ミ 云 つた が 之 は 入 ネ 自分 が 貰 子 で ある 事 を 理 
書き する も の ミ 考 へ ろ に 至 つ を た の で ある ら る 。 と の 母 の 言葉 を きい て か ら 患 者 は ゝ 他人 が 人 金 
壮 上 の 話 を し て ゐ ろ の を 耳 に する 毎 に 自分 が その 人 金 高 で 取引 され て ゐる も の ミ 感 じ ら 
れ て 困る と 皿 者 は 訴 へ て ゐる 。 患者 は 他人 か ら 噂 の 的 に な つて ゐる さ 考 へ 、 そ れ を 昔 
に し 年 らし きり に 外出 し て は 市 内 の 往 華 衛 を 散歩 し 出 し た の で ある 。 思 者 は 以前 か ら 
外出 を 好む 傾向 が あつ て 、 兄 か ら 「 欠 り 出 歩 い て 町 民 の 評判 に な ら ぬ よう に し ろ 」 と ょ と 
云 は れ た を 事 が ある 位 で ある 。 面 も か や うな 注意 を うけ た 時 に は 吊 者 は 強く 感銘 し て 身 
骸 光 直し て 日 も きけ な く な る 位 に 驚 往 する の で ある 。 思 者 が 治療 を うけ て ゐる 間 に 散 
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歩 し て ゐる 時 に る 同様 の 現象 が 起 つ た の で ある 。 例 へ ば 秒 い 親戚 の 家 の 前 を 通 る 時 
フト 屋内 に 目 を な けた 時 ヽ そ と の 家人 が 内 部 か ら 患 者 を 目撃 し て ゐる か に 思 は れ ハ ヘッ 
と し て 暫く が きけ な く な る 位 喫 驚 し た し 、 丸 患者 の 女 看 校 か ら の 修 晃 族 行 の 園 骸 
が 先方 を 歩い て きた な と 知る や 前 後 の 見 境 ひ な く 古 本屋 に と びと ん で 本 了 つ を たり し て の ゐ 
る 。 加 者 が 入院 後 一 度 も 顔出し を し て ゐ な じい 親戚 の 人 に 見 つけ られ る 事 を 芝 れ た り 、 
病気 休 暑 を し て ゐる 際 と て 母 控 の 人 々 に 出 信 つ た りす る 事 を 嫌 つ た りす る 事 は 或 は 将 
通 一 般 的 に 見 られ る も の で ある と 丈 ふ 事 が 出来 た と し て も 、 患 者 が と つた 上 態 度 に は 正 
常 的 態度 を は る か に 超 を て ゐ ね た の で あつ た 。 甘 細 の 事 を 重大 覗 し 、 そ れ に 開 障 し て 病 的 
行動 を と ろ C 至 る 所 の 細 綴 症 的 傾向 は 、 frei - flottierend の リビドー が 何等 か 外界 の 
事象 と 結合 し て 旦 現 され る 所 の 一 の 症 汰 と 見 父 す 事 が 出来 る の で ある 。 患者 の 示す 部 
綴 症 的 傾向 と し て 更に 題 普 に 示さ れ た も の は 爽 の 如き も の で ある 。 思 攻 が 市 内 散歩 申 
最も 苦痛 で 臓 は し く 感 じ た の は 街路 上 で 届 生 と すれ 違 ふ 事 で あつ た 。 先 旋 か ら 防 生 が 
来る の を 認め る と 一 時 身 懇 弾 直し 、 明 生 を 認め た 事 が 欠 り に 早 委 で あつ た 時 に は 今 迄 
通り に 歩 を 進め 得 ず 胡 生 が 通り すぎ て 了 つ た 後 始 め て 歩き 出せ た り 、 又 すれ 伯 ふ の が 
恥 し いか ら と て 殊更 に 電信 柱 の 後方 を 一 名 り し た りす る の で ある 。 一 方 患者 は 障 想 
於 て は し きり と 「 自 分 は 身 購 的 に も 精 運 的 に も 大 人 に は な り た く な い 、 い つ 和 所 も 子供 
で あつ て 親 の 世話 の 下 で 暮らし た い 、 何 と な れ ば 大 人 に な る と 浅 ま し い 情 谷 が 起 る か 
ら 』 と くり 返し の べ て ゐる 。 と れ に 開 隊 し て 患者 は 小 届 校 五 六 年 生 の 頃 に 一 今 か ら 老 
へ る と 確 に 自分 へ の 求婚 で あつ た が ーー 一 大 晃 生 が 患者 の 家 に 遊び に 来 た 、 その 大 月 
生 に 半 し て 患者 は 何等 綴 大 な る 着 恥 心 を 抱い た と 球 ふ 護 で は な か つた が 、 を その 人 の 居 
る 席 区 出る 事 を 好ま な か つた し 、 出 た と し て も その 人 か ら 段 動 に され ヽ ば され る ら 程 を 
の 人 K 憶 悪 を 感じ た と 球 ふ 事 で ある 。 と の 大 聖 生か ら 求 既 さ れる 以前 に は 前 注 せ る 従 
元 か ら の Vergewaltgung が あつ た の で ある 。 従 耐 皿 者 は と の 大 避 生 に 装 し て は 性 
的 開 係 を も ゃ つ 代 り に 性 的 無知 な る 上 度 を 以 て 振 ま つた と 云 ふ 可 き で あら 。 思 者 が 性 的 
願 堂 を 抑制 せん と する 心 的 傾向 に 於 て 外出 を 刻 み 、 楽 人 と 接 角 せ ん と 好 め る 一 方 療 耶 
感 の 元 進 が 認め られ る 事 は 、 患者 に は 強力 な る 性 的 願 泌 を も ち 、 男 性 と の 性 的 開 係 を 
保 を ん と し て ゐる の で あり 、 面 も この 願 堂 に は 綴 烈 な る 市 止 が 働い て ゐる 誕 で ある 。 
と の 性 測 止 の 結果 思 者 に は 二 区 的 に 自己 愛 の 元 進 が 欠 ら され て き て ゐ ら と ょ が 制 る 。 
ー 爽 的 目 己 愛 の 形成 に 就 て eezc27 は 「 催 情 者 位 の 元 礁 は 直 K に 性 器 の 元 奏 を 引 趣 す 、 
大 膳 が 感覚 益 の 中 橋 で ある 如く 性 器 は 他 の 催 情 著 の 調 は ゞ erotisch の 中橋 で ある と 


1) Harnik, J.: Schicksale des NarziBmus bei Mann und Weib, Intern. Z. 
Psychoanal.,、1923, 1X. 
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只 み 事 が 内 来る 。 WS か く し て 性 器 と 自己 愛 的 自我 と の 問 に は 最も 容 接 な る 開 係 が 存 
在 レ し て の る] と 逃 べ て ゐる 。 こと の 7c7ezc27 の 考 へ は 更 C 2776 に よ つ て 「 男 性 
で は 性 器 は 自己 愛 の 中 西 で あり 、 女性 で は 自己 愛 が ー 天 的 に 全身 に 移さ れろ 」 と 要 
語 さ れ て ゐる 。 前 に も 交 べ し 如く 車 者 は 性 的 願 刻 に 直し て 剃 止 を うけ 、 耐 も と の 結果 
二 欧 的 に 自己 愛 の 広 進 を 来たし た 事 、 換言 すれ ば 愚者 が 男性 と 接 鯛 一 すれ 違 ふ だ け で 
も ーー する 時 に 惹 超 され る 身 骸 の 弾 直 は 男性 を 求む る 代り に 自分 自身 の 身 嶋 が 一 時 的 
性 器 化 され て ゐる 事 を 物語 る $ の と 調 ふ べく 、 面 も と の 身 骸 の 性 器 化 に よ つ て 加 者 
は 、 自 分 は 女性 で ある 、 凶 ち 夫 勢 さ れ て お る の で ある と 球 ふ 事 を 素直 に 承認 せ ず 、 犯 
つて 示 勢 され て ゐる 事 を 否定 し よう と する 男性 化 複合 朋 に 充足 を 典 へ る 結果 と な つた 
の で あつ て 、 患者 が 室 想 に 走り 、 現 在 と 航 来 と を 混同 し 、 現 在 に 生き ず K 特 來 の 生 
活 に 於 て て を 期待 し よう と する 傾向 が 患者 に 存在 する 事 か ら 患 者 は 現在 自分 に は 
Penis が 鉄 け て ゐる 、 と の Fenis を 持ち た いと 云 ふ 希 望 は 然し 現 暫 で は 清 足 され な 
い が 特 来 に 人 於 て 自己 の 願 泌 に は いつ か 清 足 を 求め る 事 が 出来 る で あら うと 考 へ る に 至 
つた の で ある ら 。 両 も 邊 際 於 て 患者 が Penis の な い 事 を 否 定 し ょ うと し て 半 載 性 と 
な つて ゐる し 、 又 Penis を 得る 事 の 出来 る 時 期 を 訟 想 す る 事 に よ つ て 天 的 状態 を 
示 し た の で ある 。 更に 性 的 願望 の 抑制 に よ つ て 思 首 の り ビ ドー 活動 が 美化 せら れ 、 
その 結果 患者 の リビドー は 聖 究 的 生活 と 到 ふ や うな ichgerecht の 内 容 を 持つ 所 の 精 
活 動 へ の 憧 張 へ と 導 か れ 、 と ょ に 患 者 の 精 省 生活 に は 自我 の 育 定 す る も の 例 へ ば 快 
感 、 喜び 、 幸 訪 感 等 の 成立 が 宅 ら され て ゐる の で あつ て 、 か ヽ る 次 態 に 到達 する 事 は 
旭 ち 業 天 的 気質 へ の 移行 を な す 前 遇 を 示す の で ある 。 以上 逃 べ し 如く に 患者 は 男性 化 
複合 有 位 を 有 し て ゐる の で ある が 他方 父 と の 同一 和装 に よ つ て 一 つの 利得 を も 得 て ゐ る の 
で ある 。 患者 は 他人 か ら 父 に 似 て の ゐる と 球 は れる 事 が 無 上 に 喜 こ ば し か つた 。 郊 ち 父 
と 同一 富 し ょ と し 、 婦 司 一 覗 する 事 に よ つ て 、 父 半 象 を 喪失 する と 球 ふ 苦痛 を 避け 
る 事 が 出来 る か ら で 、 前 輝 せ る 如く 患者 に は 詩人 象 可 失 は 大 な る 影響 を 及ぼ し て の ゐる 
の で ある 。 以上 患者 の 男性 化 複 合 懇 か ら 知 り 得 た 所 見 を 要約 すれ ば 、 加 者 に は 強い 父 
結合 が あり 、 と の 父 結合 は 患者 が 従 見 か ら 二 度 も vergewaltigen され た 事 に つい て 


1) THerenczi,S.: Hysterie und Pathoneurose, Wien, 1919. 
Harnik JJ.: Schicksale des NarziBmus bei Mann und Weib, Intern、、 PsY- 
choanal.。 1923, IX. 
_ 2) Angel. A.: Einige Bemerkungen Sber dem Optimismus, Intern. ZZ Psycho- 
amal.、1934, べ 式 . 
3) Deutsch, 是 .: Uber Zufriedenheit。GIGck und Ekstase, Intern、 乙 . Psychoanal., 
1927. XiII. 
。 神 旭 ormey, 反 .: Flucht aus ber Weiblichkeit, Inten. Z. Psychoanal., 1926, II. 
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の 患者 自身 の 責任 、 郊 ち 愚 者 が sexuell begierig で あろ や うに 強 ひ た も の と 考 へ 得 
る の で ある 。 倫 鉱 患 者 の 感情 痕 韓 定 は 軸 象 可 失 、 陰 束 鉄 除 等 調 は ゞ 構 和 失 (Verlust) 
半 す る 反 應 の 錯 条 せ る 汰 態 で あり 、 半 象 杏 欠 に よ つ て 沈 鬱 で いら いら し 、 半 銀杏 失 を 
底 想 に よ つ て 補償 し た 場合 に は 業 天 的 に 振舞 ふ に 到 る も の ょ と 考 へ られ る の で あつ て 、 
患者 に は エディ イプ ス 複 合 騰 、 去勢 復 合 村 が 強く 存在 し 、 之 ら の 複合 騰 に 憎 ま され て の 
る と 球 ひ 得る の で ある 。 然し 生 ら 分 祈 を 一 層 深 部 に 迄 進め る 事 に よ つ て 患者 の 感情 細 
箇 症 の 詳細 を 知る 事 が 出来 る 。 

加 者 は 女 函 校 一 年 の 時 の 臨海 蛋 校 で の 経験 を 障 想 し て 曰く 、 手紙 を 投 画 し に 外出 す 
る 時 他人 を 見 る と 、 又 他人 の 會 話し て ゐる 様子 を 見 る と 常に 自分 の 事 を 噂 し て ゐる や 
う で 苦痛 で な ら な か つた の で 大 抵 は 友人 に た の ん で 投 細 し て 貰 つ た 。 然し 時 に は 自分 
自身 で 止む な な く 外 出し な けれ ば な ら な じい 場合 に は 佑 向 き 加 減 に し て 歩き 、 道路 の 中 央 
を 歩く の が 肛 で 溝 終 を 選ん で 歩 じ た 。 又 と の や うに 殊更 あぶ な か し い 場 所 を 通る や う 
な 胃 際 的 の 歩き 方 を し な いと 後に な つて 気 が 済ま な い 、 RioNetvt 
自ら 身 を 投げ ょ うか と の 条 動 $ 起 つて くる 。 か ぃ ヽ る 容 息 は 次 に 逃 べ る 所 の 他 の 裕 租 
SO 0 人 ieeckN 
者 は 次 の 如き 室 和 想 を も 抱い て ゐ た 、 多 ち 「 自 分 は 須 兄 を 抱い て ゐる 一 一 抱い て ゐる 鍋 
見 を 地上 に 落と し は せ ぬ か ーー と の 負 見 を 地面 に た いき つけ た ら ど うな ちか ] 等 の 内 
容 を 有する も の で あつ て 、 患 者 は この 閉 想 を 思ひ 沈 ぐ て は 戦 恒 を 算 を た の で あつ た 。 
患者 が か く の 如 き 底 想 を も る つ に 至 つ た 時 障 想 は 又 ゎ 停 溢 し て 了 ひ 、 ど う し た ら よ いか 
と 全く 自信 を 内 つた や うに な り 、 何 事 に つけ て も あせ り 出 し た 。 と の 除 に も 患者 は ベッ 
ト に 仰 向 き に ね て 障 想 し て ゐる と 背中 に 天 え 難 き 導 痛 を 感じ た の で ある 。 硬 $ そ の 間 
少し で も 舞 が 落 つく と 母親 に 笛 し て 今 迄 に 管 て 味 つ た 事 の な いや うた 生れ て 始め て 感 
じ ら れ た や うな 親愛 な る 打 持 が 起き て きた 。 皿 者 は 自 巳 の 病気 の 汰 態 を ふり 退 つ て 
みて 、 よ くも あん な 札 度 行動 が と れ 、 又 あん な 言動 を な し 得 た も の と 自ら 喫 和 驚 し 、 自 分 
が 入院 させ られ た 事 に 圭 し 逃 だ し い 引 言 を 逃 べ た 事 を 心 恥 し くさ へ な つて きた 。 加 莉 
の 雨 親 間 に 時 折 意見 の 一 致 を 見 な い 事 が あり 、 患者 は と の 不 和 を 深く 肛 神 に 公 銘 し 、 
母 の 立場 に 大 な る 同情 を 禁じ 得 な く な つた と 共に 、 世 の 母 な る る も の が 愛 兄 の 養育 に 身 
を 甘 し て の る 事 は 感謝 の 至り に 堆 え ぬ も の と 考 へ 、 現在 自分 が 母 の 気持 か ら 郊 れ よう 
と 努め て の た 事 に 不安 を 経験 する に 玉 つ た の で ある 。 か く の 如 き 傾 向 は 換言 すれ ば 、 
思 者 が を 見 捨て な けれ ば な ら な く な つた 時 に 母 と 同一 本 し 母 か ら 離 れん と する 自分 
を 昌 に 乳児 と 見 な し 耐 も その 結果 上 記 の 如き 怒る べき 文 亜 所 性 紳 経 症 に 見 らち いや う 
な 会 起 に 悩む に 至 つて ゐる 事 が 理解 され る 。 加 者 が 母 に 封 し て 抱く 感想 、 郊 ち 加 考 が 
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母 に し て 保つ 所 の 愛情 開 係 は 患者 の 障 想 に 於 て は 、 自 分 は 全治 せ ぬ 中 に 退院 せよ ょ 
玉 は れる の で は な いか と 不安 で た ま ら な く な つた の で ある 。 患者 が 分 析 時 以外 に 示す 
生活 秩 態 を 観察 する と 、 患 者 は と ん だ り は ね た り し 、 む や み に 其 番 器 を か け 績 け て の 
て 爽快 さ う に し て ゐる か と 思ふ と 人 管 に 愛 鬱 と な り 、 と の 愛 鬱 を 打 消す 但 に ハー モニ = カ 
を 吹き な らし た り 、 他 人 と 接する の を 殊更 に 避け よう と し て ゐる 様子 が 明らか に 認め 
られ た 。 患者 は 以前 か ら 普 業 に 圭 し て 強い 嗜好 を 持つ て ゎ ゐ て ある 時 は 青江 静 校 に 入り 
た いと の 希望 を も ち 雨 親 か ら 許可 し て 貨 は ふと 折角 努力 し た が その 怒 は 無効 に 終 つ 
た 事 $ も あつ た し 、 種 々 の 業 器 を 買 つ て も ら ひ た か つた が その 堂 み も 和 達せ られ な か つた 
り し た し 、 落 並 次 の シレ ュ ー ド 購入 に 開 し て も 自分 が 之 を と 思ふ も の も ゃ も 手 に 入れ る 事 が 
出来 な か つた 等 の 苦情 を 澤山 に 持 合 は し て ゐる 。 要する に 愚者 に は 晋 楽に 下 し て 甚だ 
強い 興味 を も つて ゐ た 謗 で あつ て 、 間 業 に 持 す る 興味 、 印 ち 美 的 観賞 と は 自我 と 自我 
か ら 分 化 せ られ た る Substanz と の 間 に Harmomie が 形成 せら れこ と の 自我 と 非 自我 
ょ の 合致 (Ich-Nicht-Ich-Einheit) の 結果 生じ た 所 の 幸 訪 感 に よ つ て 味 は れ ち も の 
で あつ て 、 と の Ich-Welt-Identit&t な る 傾向 に よ つ て 普通 自我 境界 の 撫 張 が 中 趣 さ 
れる の で ある 。 患者 が レ ュ ー ド を か ける 事 に よ つ て 爽快 に な つて ゐる 事 は と の 自我 と 
外界 と の 境界 の 消失 、 調 は ゞ 自我 の 失 大 の 題 現 で ある 事 が 理解 され る し 、 之 に 反し て 
患者 が ハー モニ カ を 吹き な らし 、 自 己 の 吹く 普 業 を 自分 狼 り で 味 は ひ 聞 こう と し て の ゐ 
る 事 は 上 ト 記 の 自我 より 分 化 せ る Substanz を 自分 自身 に 属す る も の と 見 仔 し て ゐ て 、 
普 奉 聞 ち 外界 か ら の 刺 載 を 外見 か ら 打 寄せ て くる 刺 戦 印象 と し て 自我 に 列 銘 し よう と 
し て ゐ な い の で あり 、 か い \ る 機制 は 結局 一 種 の 播 取 過 租 (IntrojektionsVorgang) で 
あろ る 。 甲 者 に か ヽ ぃ る 擁 取 過程 が 見 出さ れる 事 は 又 患者 が 母 を 失 取 し 、 と の 失 取 し た 所 
の 替 象 は 母性 上 位 自我 と な つて 患者 の 自我 に 殖 し 働き か け て ゐる 事 を 考 へ し め る の で 
あら 。 両 し て 患者 に か \ る 母 取 の 過程 が 容易 に 行 は れる 事 は 患者 の エ デ イ プス 前 期 
の 母 結合 に 注目 する 事 に より 一 縛 明 白 な 事 貨 を 知り 得る の で ある 。 

患者 は 今 迄 に 他人 に 使 は れ た り 世 話 に な つた 経 際 を も た な い 、 印 ち 世 の 鞍 浪 に も ま 
れ た 事 が な いか ら 全 く 苦 券 を 知ら ず に 成人 し て 来 た の で あつ て 、 従 つて 他人 か ら 注 意 
を 受け た り 指 導 さ れ た りす る 事 は 患者 に は は し い 事 で あり 不快 な 事 で あつ た の で あ 
る 。 両 も 皿 者 は 福 病 以来 その や うに され る 場合 に は 営 該 人 物 を 敗 ろ 咽 け り 設 らち ら う と さ 
へ する 傾向 が 題 装 に な つた と 同時 に 自分 は と の や うな 本 い 人 間 に な つた の か と 深く 居 
づら ろ に 至 つ を の で ある 。 多 ち 患者 は 自己 の 病 的 汰 態 に 於 て 殖 象 に 対す る 攻撃 性 、 サ デ 
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本 人 湊 陸 償 向 ど 罪 麗 感 と を 結合 し て 現 は し た の あ る みか ん な サ デザ の スス と 鍵 訓 
_ 感 と の 結合 は エディ プス 汰 態 の 早 期 に 見 出さ れ 得 る と 7. 7e2z は 強調 し て ゐる 。 
患者 は ロ を も ぐも ぐさ せる 妖 が ある 。 と の 癖 に つい て は 患者 自身 も 小玉 校 五 年 生 の 時 
か ら 既 に 無 が つい て ゐる し 、 タ 受 持 訓 導 か ら 「 貴 女 は 下 辱 を か む 癖 が あり ます ね 」 と 注 
意 さ れ た と 球 ふ 事 で ある 。 考 へ て みる と どう し た ら よ いか と 思案 に くれ た 時 に 噛む や 
うだ し 、 時 に は 辱 が 切れ て 了 ふ 程 強 く 噛 ん で ゐる 事 $ あ る と 患 者 は 到 つ て ゐる 。 後 輝 
する 如く 患者 に は 母 の 外 房 に 強い 賠 定 (Fixierung) を も つて わる の で あり 、 面 も 串 者 
の と の 賠 定 に は 品 - 食 人 期 (oral-kannibalisch) の 傾向 序 ち も サ デ イ スム ス 的 傾 同 が 
認め られ る の で ある 。 リビドー の か いる 牙 達 階 桶 に 在り て は 、 と の 達 階 柳 よ り 前 
に 見 られ る 所 の 母 - 乳 見 - 埋 位 (MIutter-S&ngHing-Eimheit) を 形成 し て ゐる 自 農 愛 
(Autoerotismus) か ら 欧 の 制 象 結合 の 行 は れる 時 期 へ の 移行 (Ubergang) が な され る 
も の と 考 へ 得る の で ある 。 従 面前 記せ る 如く 患者 は 半 象 要 失 に よ つ て 容易 に 愛 鬱 に た 
る と 球 ふ 事 は 、 圭 象 結合 に 失敗 し た 時 に は り ビ ドー は 直 に 口 - 食 人 期 華 洋 階 和 に 退行 
する も の と 玩 ひ 得 べ く 、 更 に か ぃ る 退行 に よ つ て 貴 鬱 病 的 状態 が 形成 され る と 球 ふ 
. 4 が 4 の 見 解 に 類推 を 求め る 事 が 出来 る の で あら 。 

拡 て 患者 が 符 楽 に 百 し て 二 種 の 態度 を と つた 事 、 郊 ち 前 逃 せ せる が 如き 精 宛 活動 並 に 
生活 様式 を ポ し た 事 は 他方 愚者 が 分 析 路 か ら 見 離さ れ は せ ぬ か と 球 ふ 精 宛 的 苦痛 由 
科 す る 所 の 分 析 治 療 に 凌 する 抵抗 の 現 は れ で あつ た の で ある 。 部 ち 患 者 は 分 析 が 中 止 
され な いや うに と 極力 即 め た の で あつ た 。 耐 も 患者 が か いら 的 挑 を 交 ら し た 事 、 換 言 
すれ ば 思 者 が 分 析 砂 か ら 見 離さ れ は せ ぬ か と の 不安 を 抱い た と 球 ぉ . 事 は 後 逃 する 所 の 
離 字 の 外傷 に 下す る 反 鷹 (Entw6hnungsreaktion) に 似 着 せら れる 。 

患者 の 家柄 は 昔 か ら 隙 者 を 生ん だ 家柄 で 代々 漢 邊 者 を 輩出 し て ゐる し 、 現在 生存 中 
の 坦 和 は 茶 官 立 大 克 の 名 織 教 授 で ある 。 母 も 班 父 の 系 統 を ひき 文 陸 に 長 じ て ゐる 。 加 
者 は 小 了 校 時 代 か ら 意 父 の 如く 立 派 に な れ 、 偉く な ら ね ば 駄目 だ と 激 短 さ れ て ゐ 
た 。 少し で 隙 業 成績 が 悪い と すぐ 叱 ち れる し 、 折 角 好 成績 を と つて % 営 然 の 事 の や 
うに ほめ られ も し な か つた 。 兄 に 翌 し て も 患者 に 装 す る と 同様 の 態度 を 雨林 が と つた 
事 は 勿論 で あつ た が 、 兄 は 大 し て 勉強 も せ ず 宇 ろ 遊ん で ば か り 居 る の に 愚 者 より は 良 
じ 成 需 で あつ て 画 親 に ほめ られ た りす る 。 愚 者 は 雨 親 の 見 に 掛 す る 態度 か ら 常 に 不 清 
を 感じ て ゐ た と 同時 に 兄 に 強い 計 塵 を 抱い た の で ある 。 母 が 兄 に の み 好 意 を 示し て の 
る 事 を 憎む 一 方 加 者 自身 も 試験 前 に 母 が 患者 の 修 に 居 て いく れ さ へ し た ら 安 心して 勉 





1) Klein. M.: Frihstadium des Odipuskonflikt。 Tntern. Z. Psychoanal., 1928, XIV. 
2 Abraham, KK.: Versuch einer Entwieklungsgeschichte de Libido,。 Wien,1924. 
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強 が 出 来る の に と 考 へ て ゐる 。 母 は 家事 高 端 か ら 艇 業 迄 $ 一 人 で や つて ゐる 事 と て 多 
忙 で あり 患者 の 希望 通り に は 行か ぬ 方 が 多い 。 所 用 の 入 に 母 が 外 肌 し 遅く 師 宅 し 実 い 
寒い 等 と 云 ふ の を きい て 母 を ね ぎら は ふと は せ ず 却 つ て な ぜ も つと 早く 師 つ て と な い 
の か 等 と の 不満 を 胸 に 抱き 、 母 に 冷淡 な 衣 度 を 示し た 、 の みな ら ず 故意 に 母 に 浴 や か 
な 和 所 持ち を 以 て 接し ょ うと さ へ 努め た と 云 ふ 事 で ある 。 以前 何 回 $ 逃 べし 所 の 見 と の 
競 沖 心 は 結局 兄 の 如く に Penis を も ち た い 、 Penis を 所 有する ろ る 事 に よ つ て 母 の 愛 を 
求め る 事 が 出来 る で あら うと の 心 的 傾向 の 現れ で も あつ た 。 又 恵 者 が 父 と の 同一 征 を 
塵 ん だ 事 、 印 ち 恵 者 の 男性 的 態度 は 父 結合 の 反動 で ちあ る の みな ら ず 同性 愛 的 の も る の で 
, 母 を 愛 の 将 象 と する 傾向 に も 限定 され た の で ある 。 患者 の 気分 要 帆 は 前 逃 る 如く 同 
性 愛 的 並 に 異性 愛 的 の Verlebtheit を 変 互 に 反 覆 し て ゐ た の で あつ て 、 之 が 分 析 の 
終り 近く 感情 幹 移 と し て 萩 ら さ れ て きた 、 換 言 す れ ば 患者 の リビドー 茂 達 の 早期 に 
人 は 母 と の 所 調 際 性 ェ デ イブ メス 炊 況 を 見 出す 事 が 出来 る あの で あら 。 思 者 の 追想 に よる 
と 患者 の 鼓 冊 浴 妃 を 診察 する 時 師 は 必ず 耳 を 強打 され た 事 は な いか と きく 、 軟 際 自 
分 は 小 見 期 に 父 か ら 耳 を 張 打 され を た と の 記憶 が ちや ん と 残 つ て お ある と 。 か いる 父 の 交 
度 は 患者 に は 父 か ら の 迫 の 失望 と し て リビドー が 早期 の 届 象 へ の 退行 現象 を 交 ら す で 
あら う 事 は 自明 の 理 で ある 。 愛 の 失 芝 に 開 し て は 更に 別 の 記憶 も る ある 。 小 護 校 で 優等 
生 と し て 患者 は 常に 級 長 を 命ぜ られ た し 、 各 クラ ス 毎 に 組織 され て ゐる 自治 會 の 議長 
さ へ も 勤め 、 患 者 は 議長 と し て 種々 の 議題 の 控 決 に すぐ で れ た 投 能 を も つて ゐ た 。 然 る 
に ある 時 自治 剣 で 種々 論議 され て ゐる 時 委 に 先生 が や つて 來 て 會 議 を 中 止 せしめ 、 教 
室 の 掃除 が 不 十 分 だ か ら 掃 除 の 仕 直 し を や れ と 命じ た 。 念 議 を 中 途 に し て 止め な けれ 
ば な ら な く な つた 事 は 議長 と し て 大 い K 恥 づ べ き 所 で あつ た と 共に 再 掃除 を せよ と の 
合 令 を 受け た 以上 患者 が その 均 任 を 負 は な けれ ば な ら な く な つた の は 営 然 で ある 。 買 
際 に 患者 は 議長 と し て 會 の 貫 行 を は か り を か つた し 他方 先生 の 命令 に は 従 は ね ば な ら 
な か つた の で あつ て 、 と ヽ K 加 者 は 精 締 葛藤 を 形成 し ゝ 患者 の 自信 は 不 棒 傷 け られ 、 
その 結果 劣等 感 が 西 え つけ られ た の で ある 。 更に と の 痛切 な る 精 福 的 打撃 に 依 つ て 患 
者 の 肛 神 に は 自治 會 に 於 ける 決議 事項 に は 各 人 絶 圭 に 服従 、 竹 守 し な けれ ば な ら ぬ と 
の 心 的 法廷 (Dsychisches Instanz) が 反動 的 に 強 く 形成 され る に 至 つ を た の で ある 。 布 
し て 自治 會 を 開催 し て ゐる 事 が 先生 か ら 中 止 せ し め ら れ 、 そ れ に にょ よ つ て 患者 が 自ら 負 
は な けれ ば な ら な か つた 自己 感情 の 肖 損 は 、 患 者 が 以前 に 家庭 に 於 て 父 か ら 失 堂 を 感 
じ そ の 結果 患者 の 自己 感情 が 傷 け られ る に 至 つた 骨 験 の 睦 態 (Erlebmssituation) の 


1) Lampl de Groot: Zur Entwickiungsgeschichte des Odipuskomplexes der 
Frau, Intern. 乙 . Psychoanal., 1927. ぶ IITI. 
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検 規 と 見 る 事 が 出来 る 。 印 も 信頼 し リビドー を 備 給 し て ゐ た 父 か ら 叱 責 さ れる 事 は 串 
者 の 自己 感情 を 明 傷 し 矢 刻 の 底 に つき お と し た の で ある 事 は 前 逃し た 通り で ある 。 布 
も 思 者 は 父 に 有 掛 する 感情 を 陣 校 の 先生 に 韓 移し て ね た の で ある 。 前 逃 の 如く 先 生か ら 
自治 箇 を 中 止 せ し め ら れ た 後に 自治 食 の 決議 事項 に 患者 自身 が 絶 睦 に 服従 すべ き で あ 
ろ る ょ と の 心 的 條 向 が 形成 され を た の は 然し 年 ら 父 (先生 ) の 命 信 に 従 ふ べき で ある と 云 ふ だ 
け で は な く 母 の 命 信 に は 絶交 服従 すべ き で ある と 球 ふ 意味 が 含ま れ て ゐる の で ある 。 
何と な れ ば 患者 に と つて は 母 は 棋力 と 同義 で あつ た 。 何 と な れ ば 患者 に は 母 は 構 力 を 
持つ て ゐ た か ら で あ る 。 印 も 恵 者 に は 母 の 棋 能 が 擁 取 され 、 母性 上 位 自我 が 形成 せら 
れ て 居り 、 患者 の 自我 が 母性 上 位 自 我 に 従順 で ある 時 、 換言 すれ ば 母 性 ト 位 自我 が 
患者 の 自我 に 下 し て gewalttatig で ある 時 に 患者 は 愛 鬱 的 烏 分 支配 され て ゐる の 
で あら ろ 。 

母 は 患者 の 年 旨 の 時 守 経 奏 弱 に か いつ た 事 が ある と 患者 は きい て ゐる 。 然るに 母 
は 愚者 に 少し ゃ 同情 心 を ボ さ な い ヽ ゝ 例 へ ば 愚 者 が 心配 の 徐 り 不眠 症 に か いつ て も $ 母 は 
患 茶 を 病身 で 類 は し い 手 芝 の か いる 子 だ 位 に し か 考 へ て お な い 、 愛 兄 が 病 無 に か いり 
時 つて も 大 し た 心配 も し な い の み か 何等 献身 的 な 看護 さ へ し た 事 は な く 少 し め 眞 心 の 
と も つた 看護 振り は 見 せな か つた と て 母 を 非難 し て ゐる 。 か く の 如 く 母 を 非難 し て の 
る 愚者 の 烏 持ち に は 、「 自 分 は 病 筑 で ある (krank sem) 】 と の 願望 が 潜在 し て ゐる 
の で ある 。 交 は 長年 不 也 症 に か いつ て ゐ て 毎夜 催 眠 列 を 用 ひな けれ ば 睡眠 し 得 な いし 、 
母 は 修 り に 間 経 質 で 心配 が 元 じ て くる と 終夜 ね むれ ぬ 事 は 稀 で は な か つた 。 従 面 患 者 
の 家庭 で は 不眠 症 と 天 ふ 問題 は 家人 の 凡 て か ら は 大 し た 疾病 と は 見 区 さ れ て は の な か 
つた 。 負 し 患 者 に は 不眠 症 の みな ら ず 感情 韓 定 と 韓 換 性 首 誠 と の 三 つ が kombinie- 
ren し て ゐ た の で あろ る から 患 者 の 「 病 無 で も ある 」 と の 主張 願 刻 は 漬 た され る 事 に な つ 
て の る 詳 で ある 。 然 ら ば 患者 の 「 浴 舞 で ある 」 と の 大 掌 に は 如何 な る 意義 が あり 如何 
な る 病 症 利得 を 伴 つ て お る の で あら うか 。 と の 病 症 利得 の 中 の 一 つ は 、 父 は 子供 が 病 
篤 に か ヽ る と 自分 自身 が 病身 で ある 事 を 忘れ て 子供 の 病人 気 に 圭 し て 喘 笑 や 団 蔵 を 常に 
HH に 上 ぼ せ だ の で ある 。 か く の 如 く 喘 笑 さ れ 軽 蔵 さ れる 事 は 患者 が 明 槻 を けた 時 に 
営め な けれ ば な ら な か つた m 笑 や 団 蔵 と 同義 で あつ た 、 聖 校 を 視 け る 事 は 兄 と の 同一 
悦 で あつ て 、 さ 程 勉 用 も せ ず に 好成績 を と と つて きた 兄 と 同一 本 す る 事 に よ つ て 患者 は 
父母 か ら 愛 され 得る 事 に な る の で ある 。 「 

条 ほ 第 二 の 病 症 利得 は 炊 の 如く で ある 。 部 ち 一 般 に 母 は 小 見 の 最も 最初 の 性 的 抽象 
で あり 性 的 講 険 は 受動 的 性 質 を 帯び て ゐる 。 小 見 の リビドー の -- 部 は と の 総 験 に 間 
役 し ヽ その 綴 験 に 於 て 得 た る 快感 を 享 業 し 、 他 の 一 部 は 能動 性 へ の 比 を な す 、 包 ち 
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母 の 乳房 で 受動 的 に 叶 乳 され る 代り に 今度 は 能動 的 に 乳 を 吸 ひ 初め る の で ある 。 と の 
芝 動 か ら 能 動 へ の 推進 に 除 し て 乳 し て くれ る 策 良 な る 母 は 然し いつ 迄 も 善良 な る 母 
と し て 績 くも の で は な く て 、 母 が 禁止 を 行 ふ か ら 和 善良 な る 母 $ も いつ か は 悪い 母 と 見 短 
され る 時 期 が く る 。 小 見 は と の 二 種 の 母 の 姿 を 適宜 に 虚 理 する 必要 に 騙 ら れる の で あ 
る 。 そ し て も し ゃ と の 知良 な る 母 を 擁 取 し 悪い 母 を 自分 か ら 刀 ざけ る 試み に 成功 すれ 
ば 小児 に な は エ デ イ プス 前 期 の 母 結合 か ら エ デイ プス 期 へ と 回 滑 な ら 進展 が 得 られ る の 
で ある 。 然るに 患者 に 於 て は 患者 の 母性 上 位 自我 に は 前 逃 せ る 如く 乱 格 な る 全般 的 攻 
撃 的 (Allgemein-aggressiy) 傾向 が あり と の 傾向 が 愚者 自身 に むけ られ 、 患 者 自身 が 
資 め られ る 時 患者 は 愛 鬱 状態 と な つた の で あつ て 、 之 は 愉 も メラ ンコ リー の 場合 K 失 
取 せ られ た る 母 再 象 が 上 位 自 我 と た つて ゐる の に 類 同 を 求め る 事 が 出来 る 。 面 し て 叫 
莉 の 母性 上 位 自我 に 見 られ る 全般 的 攻撃 的 性 質 は 患者 に と つて 患い 母 の 次 で ある 。 即 
ち 患 者 は 悪い 母 を 自分 か ら ざ ける 事 に 失敗 し て ゐる 。 耐 も と の 失敗 に よる 患者 自身 
の 損失 を 善良 な る 母 を 憶 象 と し た 時 期 へ の 退行 選 よ つ て 補 は うと し て ゐる の で ある 。 
と の 知良 な る 母 を 封 銀 と し た 時 期 へ の 退行 が 第 二 の 病 症 利 得 で あつ た の で あつ て 、 加 
者 に 於 て は 合 良 な る 母 と 悪い 母 と の 二 つ の 母 -Imago が 夫々 分 離さ れ て 存在 し て ゐ 
る 。 そ し て と の 母 -Imago の 分 裂 が 患者 に 特異 に 認め られ る の で ある 。 

障 想 上 に 患者 は し きり た 孤 丈 感 を 訴 へ 、 病 室 に 一 人 ぼ つ ち で ゐる 事 に 不安 を 強く 感 
じ 出 し た 事 を 逃 べ て ゐる 。 そし て 光 し く な る と 患者 は 乳 見 を 抱い て 子守 唄 を うた ひ 年 
ら 挿 り 籠 を 動か し て ゐる 汰 態 を 想 し 績 ける の で ある 。 患者 は 五 蔵 迄 乳母 の 手 に 預け 
られ た 。 と の 肪 母 に は 非常 に な つき ヽ ゝ ある 日 外 母 を 家 に か へ し て 了 つ た 時 加 者 は 汽 母 
を 探 が し て 名 日 泣き 暮らし た 事 さ へ ある 。 と の 時 雨 親 は 止む を 得 ず 乳 母 を よび 戻し 
その 後 改 め て 乳母 を 返し た り し た 。 と ん な 事 が あつ た 位 で ある か ら 患 者 は 他人 か ら 母 
ょ 和 拒 母 と どちら が 好き か と きか れろ と 鍋 母 の 才 が 好き で ある と 直ちに 返事 を し た か つ 
た 、 然し 患者 は 母 へ の 義理 を 考 へ て どちら も 好き だ と 答 へ た し 、 又 さ う 答 へ な いと 悪 
いや うに 思 は れ て な ら な か つた と 球 つ て ゐる 。 故に と の 返事 を する 事 は 患者 に は 心 的 
苦痛 を 伴 な つた 事 は 必定 で ある 。 かく の 如 く 肪 母 ヒ に 百 し て の 愛情 が 母 に 四 す る 愛 捕 よ 
り も る 強 か つ た 事 は 自分 を 養 ひ 育 く ん で くれ る 鍋 母 が 買 の 母 で あり 、 又 この 有 旬 母 か ら 離 
され る 事 は 自分 が 家 か ら 追 ひ 出 され た とこ と に も な る 。 面 し て 層 方 に 自分 を 杖 ひ 育 く ん 
で くれ る ろ る 乳母 が 居る 、 そ と に 行け ば 十分 に 晴 育 さ れる と の 心 的 傾向 が 作ら れ た の で あ 


1) Freud, S.: Uber die weibliche Sexualitat, Intern. 乙 . Psychoanal., 1931.VII. 
Fenichel. O.: Weiteres zur praodipalen Phase des M&dchens, Intern. . PsyYcho- 
anal., 1934, 1. 
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ろ る 。 換言 すれ ば 愚者 は 現在 の 母 か ら 離 れる 事 に よ つ て 以前 の 幸 訪 で あつ た 時 期 普 に そ 
の 営 時 の 谷 求 充足 が か な へ られ て ゐ た 自分 自身 を 見 出す 事 が 出来 る の で ある 。 万 7e747 
に よれ ば 母 に 圭 し て の 非難 は 欠 り に 早期 に 有 乱 母 か ら 離 され た と 少女 が 考 へ る 事 に ょ つ 
て 趣 る $ も の で ある と 。 か く の 如 く 氏 母 か ら 絢 離さ れ た 事 は 他方 十 八 年 前 に 和 亡 し た 伯 
母 を 質 母 と 見 仙 す 所 の Familienroman 形成 に 大 な ろ る 役割 を な す と 共に 、 メ ラン シュリ 
ー に 共 て 見 られ る 所 の 自己 愛 的 同一 覗 の 傾向 を も 認め られ る 。 鍋 母 K 開 する 問題 は 上 
者 に 於 て 母 -Imago の 分 裂 を きた す 一 つの 原因 で ある が 、 価 そ の 他 の 重要 な る 原因 を 
も 加 げ る 事 が 出来 る 。 ャ ム ' 

思 者 は 現在 4 蔵 に な る 弟 が 母 の 懐 ろ に 抱か れ て 有 外 を 吸 ふ 様子 を 見 て 羨 ん で ゐる 。 弟 
に 圭 し で ば か り で たく 兄 が 結 の 乳 詞 に す が つ て ゐ た 幼少 期 の 頃 に も 兄 j 羨 堂 を 研 じ た 
の で ある 。 元 と 患 首 と は 所 調 年 子 で あり 、 面 も 見 と 患者 と は 雨 親 の 若い 頃 の 子 で あつ 
て ゝ 母 は 見 一 人 の 人 柳 育 で 手 一 杯 で あつ た の で 患 者 を 乳母 に 委 せ た 衣 で ある 。 患者 が 兄 
に 装 し て 談 堂 を ゃ つた 事 は 母 の 乳房 に 下す る 患者 の 半 障 憧 結 で あつ た 事 を 意味 する 。 
伏し 患者 は 小 見 期 か ら 母 に 抱か れる の を 人 欠 り 好ま ず 、 と の 子 は 隊 情 な 子 だ と よく 球 は 
れ た も の で ある と よ と 。 抱か れる 事 ば か り で は な く 〈 く 背負 は れる 事 も 大 だ つた 。 患者 の 記憶 
に よる と 肪 母 を 返し て 子 つて か ら ヽ 小 聖 校 一 年 生 の 時 忠 臓 炎 を 病 ん だ 時 に 母 に 背負 は 
和 れ て 病院 通 ひ を し た 。 母 は 着 せ て の ゐ ム て お ぶ ふ 事 に は 不 な れ で ある 入 か いつ も ヒ ョ p ロ ヒ 
ョ ロ し て の て 痛 負 は れ 征 ら 危 つか し く 感じ られ た 。 面 も 換 際 に 母 は よく 倒 し た 。 母 
て 民 誠 お 衝 由 の 上 か ら 避 笛 靖 まい 押 柏 で rr 本 な の た 事故 
な ら ず ある と 。 背負 ふ 事 の みな ら ず 抱き 方 も 母 は 上 手 で は な か つた 。 上 逃 の 如く 患者 
は 〒 効 に は 母 結 含 が 独 か つた が 、 加 者 の 然 記 を 清 足 させ る 所 の 普 良 な る 母 は 有 母 に 
ょ つて 代理 きれ て 、 と の 反 羊 の 如 い 母 は 連 際 の 母 が それ で ある ふと 見 人 し て の る の は 、 
母 の 抱き 方 が 下手 で ある と の 事柄 と 開村 を 有する の で ある 。 とこ の 開 障 は 然し 生 ら や す 
や す と は 隙 想 され な か つた 、 色 ち 分 析 開 始 以来 最も 大 な る 抵抗 を 以 て な され て 除 を 。 
思 莉 は 送 だ し く 充 蒼 し 、 自 由 を 奥 へ よ と 絶叫 する か の 如き 事 を ロ に し 、 今 すく 退 院 さ 
すろ ゝ 鈴 ら ば 目 分 は 自分 の 希望 する ま ぃ に 行動 し 、 面 も 立派 な 効果 を 提 げ ろ 自 信 が あー 


1) Freud, S.: Trauer nnd Melancholie, Ges. Schr. Bd. Vi 。 Die Tdentifizierung, 
Ges. Schr. Bd. VI. 


“ 2) 加 親 は よく 、 現 在 4 議 の 子 は 人 子 の や うに 思ふ が 見 や 愚 者 は 自分 達 が 余り 着い 頃 に 生 
人 た 子 な の で 自分 の 子 の や うな 気 が し な いと 冗談 を 云 ふと の 事 で ある 。 

8) 所 見 の 友 坊 か 方 の 未熟 だ と 云 ふ 母親 に は その 玉 親 が 無意識 明 に 子供 を ablehnen し て 

- ある の で ある ょ 云 ふ 事 は 考 へ る に 難く 〈 な い 。 (Hermann 1i.: Sich-Anklammern, Tntern.Z. 
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る 、 著 へ る 事 は 何で も な し と げ う る 、 自 分 の 人 生 失 は す つ か り 引 くり 返 へ つた や うだ 
等 云 つ た り 、 扉 の 開閉 は 全く 劉 暴 を 極め た 。 そ し て 分 祈 罰 に 既 し て 反抗 心 を 止め 得 
な く な つた ょ 云 ふ 。 面 も 他方 思ひ 切り 泣き た く な つた が 自分 の と の 気持 ち は 分 栃 胡 以 
外 に は 理解 し 得る る の で は な いと も 云 ふ 。 病室 に 放つ て か ら は 紛 公 の 上 に 合 伏 し 自分 
は 精 省 的 に 動物 だ と 大 遂 で 叫び 生 ら 泣い て ある 、 面 も 誰か ゞ 傍 に 近 よ る と び ぴたり 泣き 
止む 愉 も 小 見 が 一 人 居る の が 光 し く て 他人 を よび よせ よう と する 試み に 類似 し て ゐ 
た 。 精 紳 的 動物 だ と は 如何 な る 意義 か を き ぃ 正 し た る に 、 自 分 に は 何等 理性 心 が な 
い 、 家 に 師 り た く な り 、 父 屋 の 膝下 に 居り た い 気 持ち で 胸 一 : 光 に な り 、 鍋 兄 が 自然 
的 に ギヤ ア ギ ヤ ア と 泣き 騒ぐ で や うに な り は せ ぬ か と の 不安 に 騙 ら れ て ゐ ね る の で ある 。 
と 。 か ぃ る 序 故 航 熊 は 然し 征 ら 次 の 閉 題 を 示 明 す る の で ある 。 純 ち 吾 人 の 捕 視 装 潮 
(Seelenapparat) は 上 て の 区 翔 階 和 C 於 て 常に と の 相反 的 カーー そ の 一 は YorW8TtS- 
treibend 他 の 一 は regressIV 働く ーー か ら 同 時 に 支配 され て ゐる の で ある 。 多 ち 
と の 相反 的 の この 力 は 一 の 目的 次 行 (2elstreben) に 於 て 含 彼 する の で ある 。 然るに 
患者 に 在り て は と の 吊 者 が 個々 別々 に 作用 し て ゐる 様 が 患者 の 示す 元 稚 汰 交 に 於 ける 
種々 の 言動 と し て 現 は れん てき て ゐる ら 。 的 て 目的 疲 行 と は 結局 一 の 単位 (Einheit) の 上 汰 
態 に 到達 せん と する 活動 で ある 。 目 的 月 行 、 換 言 す れ ば 一 単位 に な り 切 る 事 (Einheits- 
erreichung) は 唯一 の 了 望 充足 の 形成 (Befriedigungsform) を 有する の み に 見 える の 
で ある が 、 も し この 満足 が 得 ら ちら れ な く な る と と の 時 位 は 完全 破壊 され て 了 ふ 事 に な 
る の で あつ て 、 と の 単位 の 分 解 で 最初 に 見 られ る も の は 母 - 外 見 - 単 位 の 分 解 で ある a 
前 逃 せ る 如く 患者 は 離乳 の 苦痛 な る 経験 に 悩ん で ゐる の で ある が 、 是 者 に 於 て は 然し 
生 ら と の 離乳 に よ ょ つて Triebentmischung (サディ スム ス の 遊 苑 ) が 誘 散 さ れん た ば か 
り で は な く ヽ ゝ 患者 の 示せ る 却 礁 状態 は 患者 が 五 歳 の 時 に 持つ た 苦 々 し い 鏡 駿 の 反 覆 で 
あつ た の で ある 。. 母 が 本 家 を 相 績 する 事 に 反 半 し た 叔父 は 久しく 前 か ら 同 居 し て ゐ 
た 、 と の 叔父 は 暴 若 的 基 度 を と つて ゐ て 、 何 か 握 に 合 は ぬ 事 が ある と 直ちに 暴行 する 
人 で あつ た らし い 、 叔 多 は 自分 の 雪 に 届 し て 毛髪 を 掴ん で ふり 名 し た り 、 火 箸 で な ぐ 
りつ けた りす る の は 日 常 の 茶 飯 事 で あり ゃ ゝ 叔母 が 虐 待 さ れる の を 患者 は 屋 々 目撃 し 
た 。 (その 起 父 か ら 兄 が 英語 を 妊 つ た 事 は 見 に 判 し て の 英 移 心 を そい り 立 て た の で あ 
つた ) 。 叔父 が 怒る と 何 を や り 出 すか 判ら な い の で 白 びく びく し て ゐ た の で ある が 、 
患者 の 母 も ある 時 投げ と ば され た 事 が ある 。 又 患者 が 歳 に な つた 時 (乳母 が 師 つた 
後 ) 突然 その 叔 多 から つか ま へ られ 放り 投げ られ た 経 了 有 を 持つ て の ゐる の で ある 。 と の 





1) Deutsch。 旦 、: Uber Zufricdenheit, Gliick und Ekstase, Intern. ZZ. Psychoanal,, 
1927, III. 
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苦痛 な る 骨 験 は 母 の 抱き 方 が 下手 で ある と の 非難 に も 開 係 す る し 、 価 人 ほ 叉 乳母 か ら 示 
ざけ られ た 経験 と 殆 ん ど 接近 し 相 前 後 し て 起 つ た を の で ある か ら ヽ 加 者 に 於 て 放り 投げ 
られ は せ ぬ か と 到 ふ 事 に 笛 す る 不安 は 離乳 の 外傷 と 結合 し 、 母 が 悪い 母 を 代表 する に 
至る 敷 機 と し な つて ゐる の で ある 。 


以上 分 祈 の 経過 か ら 得 た る 知見 を 要約 すれ ば 次 の 如く で ある 。 

十 六 蔵 の 気分 径 皿 定 を 主 誕 と する 一 ヒス テリ ー 間 患者 の 分 析 於 て 先 づ 第 一 注目 
せら る べき 間 題 は 患者 の リビドー 散 達 及び エ デ イ プス 複合 購 に た 開 し て ゞ ある 。 印 ち 患 
莉 の リビドー は エ デ イ プス 期 に 迄 有希 達 し て 居り 、 患者 が 父 に 翌 す る 纏 烈 な る リビドー 
備 結 を 示し ゝ 之 を 中 桜 と し て 患者 の 精 運 活動 が 行 は し て ゐる 事 が 和 判る の で ある 。 患者 
の 性 的 願 堂 に は 然し 生 ら 強い 抑 歴 が 働い て ゐ た の で あつ て 、 そ の 結果 患者 は 性 的 無 毎 
の 汰 態 と を 玉 し て ゐ た 。 換言 すれ ば 患者 の 父 へ の 備 給 に は 所 計 と ステ リー 症 的 父 結 合 
(hysterische Vaterbindung) の 傾向 が 題 圧 に 見 られ た の で あら 。 他方 エディ プス 状 
態 に 於 て 患者 は 母 に 下 し て 強度 の 憎悪 を も つて ゐる 事 が 認め られ た 。 両 も 患者 は 母 I 
装 す る 恐怖 心から 父 へ の 愛情 を 捨て 父 訴 象 か ら 刀 ざさ か ら な けれ ば な ら な く な つた が 、 
父 装 象 を 填 失 する 事 を 芝 れ て 患者 は 父 と 同一 語 を な し ゝ その 結果 患者 に は 男性 化 複 合 
骨 が 形成 され た 。 更 に 思 者 は 父 結合 を 避け 、 エ ディ プス 複合 騰 か ら 生ずる 罪悪 感 の 負 
堆 を 多 ぬ が れ よ うと し 、 倫 文 エ デ イ プス 複合 懇 並 に 男性 化 複合 購 と 現 賀 と の 摩擦 を 畔 
滅 せ し むべ く 一 種 の Familienroman を 反 鷹 的 に 形成 し て お ある の で ある 。 

患 者 に 性 的 無知 な る 傾向 が ある 入 に sexuell begierig で ある と 球 ふ 患者 の 眞 の 傾 
向 は 患者 の 精 訴 活 動 の 表 計 に は 現 は れ て 来 な か つた 。 然し 患者 が 幼児 期 ね ら 度 々 組 つ 
た を 炉 挑 腺 共 や 臣 臓 等 に よ つ て 孔 者 通 ひ を する 事 に 興味 と を も つた り 、 茅 病 以 来 駐 分析 
治療 代 居 する 抵抗 と し て 助 膜 導 様 或 は 時 様 突起 燃 様 の 身 購 症 汰 が 屋 々 くり 返さ れ だ た 事 
は 患者 が 有 し て ゐる sexuell begierig の 傾向 か ら 影 絡 さ れ て ゐる 事 が ! 胃 か (に され た 。 
思 者 は 従兄 か ら Vergewaltigen され た 経験 を 有する と 共に と の 被害 打 纏 いて 自 注 
行 偽 が 開始 され た 。 然し この 性 的 事象 へ の 開心 は や が て 抑 礎 され る 機 軍 に な つた 、 前 
ちこ の 自 濱 行 含 に 際 し て 患者 は 自己 の Penislosigkeit を 須 づ ぁ K 至 つ た の で あぁ つて 、 


1) Balint, A.: Uber eine besondere Form der infant 
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患者 は Weiblichkeit か ら Minnlichit へ の 逃避 を 試み て の る 斉 で ある 。 

ェ デ イデ プス 前 期 の リビドー 義 達 汰 態 を 概 す る KC、 患 者 に は 母 - 乳 見 - 旧 位 の 誠 態 か ら 
抽象 結合 へ と 移行 する 際 に 失敗 が くり 返さ れ て ゐる 、 従 面 皿 者 に は 替 象 結合 に 失敗 す 
る 時 に は 母 - 乳 見 - 旧 位 へ 、 口 - 食 人 期 階 入 へ の 退行 が 引 起 され て ゐる 。 と の エディ イブ 
ス 前 期 の 母 結合 は 患者 の 母性 上 位 自我 形成 の 楼 を な し て ゐる 。 エディ イプ ブス 前 期 に 於 
て 母 は 療 良 な る 母 と 悪い 母 と の 二 つ の 母 の 座 に 分 離し て 居り 、 面 も と の 各 の 論 が 別々 
の 人 物 に よ つ て 現 出 され て ゐる 、 印 ち 善い 母 は 乳 母 で 悪い 母 は 母 自身 で 示さ れ て の 
る 。 て と の 母 の 次 の 分 上 離 は 離乳 に よる 反 應 の 現 は れ で ある と 共に 更 C 患者 の 把持 反射 
(Greifreflex) の 現 は れ で あつ た 。 抑 ち 患 者 は 大 叔父 か ら 何 等 の 理由 な し に 放り 投げ ら 
れ た 苦 ぇ し い 骨 験 を も ち 、 と の 骨 験 は 患者 に 深く 即 銘 され て ゐる の で ある 。 


拡 て 以上 逃 べ し 所 の 愚者 の リビドーK 開 する 種々 の 問題 と 本 論文 の 主要 題目 た る 気 
分 燈 韓 症 と の 開 係 並 に 条 分 失 電 症 が 如何 な る 生 機制 を 有する も の で ある か に つい て 
説 を 進め な けれ ば な ら な い 。 

軸 者 に は 強い 父 結 合 を 有する 一 方 この 父 装 象 を 挫 は ん と する 誠 際 に 痢 し て 性 的 無 衝 
や Famihenroman を 以 て 防 が ん と し て ゐる 。 患者 は こと の Familienroman に 於 て 宏 
想 的 に 父 の 役割 を 演じ て ゐる 伯父 と sexuelle Beziehung を 持ち 、 耐 も その 際 に 非常 
に 大 な る 幸 訪 感 を 経 有 し 得る の で ある が 、 然 し 他方 串 者 の 無意識 見 に 抑圧 せら れ た る 
父 結 合 、 父 肘 象 の 村 失 に 詩 す る 恐怖 か ら 愚 者 は 再 象 可 和 に 際 し て 容易 に 自己 愛 骨 損 に 
悩む の で あり 、 と この 場合 思 者 に 気分 銀 朝 症 が 先 づ 究 ら され る 。 患者 の 気分 痕 箇 症 に 開 
し て 更に 吾 著 な る 事 賀 は 愚 者 の 男性 化 複 合 騰 と の 開 係 で ある 。 患者 が 去勢 の 事 買 を 否 
定 せ ん と し 、Penis を 得 ん と 努め る 時 に 刺 埋 性 と な り 、 反 習 に Pemis を 得る 事 の 出来 
る 時 期 を 想 する 事 に よ つ て 爽快 と な る の で ある 。 更に 性 欲 を 抑 感 し リビドー の 美化 
が 行 は れ 、 笠 面 患 者 の リビドー 活動 が 自我 か ら 育 定 さ れる や うな 絹 究 的 態度 に な り 得 
る 時 に は 患者 の 気分 は 六 静 と な り 得 た の で ある 。 患者 が 旦 普 な 気分 畠 科 症 を 示し 今 爽 
快 で あつ た と 思ふ と すぐ その 後 で 愛 鬱 状態 に 了 四 つた 際 の 観察 に よ つ て 、 患 者 の 自我 境 
上 昇 が 携 大 され る 時 に は 爽快 と な り 、 反 半 に 自我 境界 の 縮 少 、 換 言 す れ ば 擁 取 過 程 の 行 
は れる 時 に は 愛 鬱 と な る 事 が 明か に され た 。 患 者 は 挫 取 過程 が 行 は れ 、 母 が 挫 取 され 
て 母性 上 位 自我 を 形成 し て 居る 事 は 以前 に 逃 べ た が 、 も し 患者 の 自我 が 母性 上 位 自我 
に 半 し て 従順 で ある 時 は 下 静 、 一 度 自我 が 上 位 自我 に 導 ら ひ 、 上 位 自 我 に Iriumph 
を 感ずる 時 に は 爽 志 と ぶり 、 反 半 に 母性 上 位 自 我 が 自我 に 怪し て 綴り 暴 威 を 振 ふ 時 に 
は 愛 鬱 と な つて くる 。 
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患者 が 圭 象 結合 に 矢 敗 し ロー 食 人 期 階 柳 友 退行 する 事 に よ つ て 患者 の 気分 の 北韓 が 
支配 され る 事 も 誇 明 され た 。 と の 時 期 へ の 退行 は 更に 患者 の Triebentmischung ( 印 
ち サ ディ スム ス の 衝 離 ) を 引 起 こす 事 に も あな つて ゐ て 、 休 ほ 患 者 に 於 て 母 の 克 が 二分 
され て ゐる 事 は 患者 の 気分 招 坦 症 と 重大 な る 開 係 に ある 事 が 明か (に され た 。 

最後 に 余 は 余 の 患者 の 烏 分 要 電 症 の 毅 生 機制 と 今 記 に 誠 表 せら れ た る 人 る 々 の 読 と の 
比較 を 試み た い ょ 考 へ る 。 

合 1 ko . Je メラ ンコ リー と メラ ン ュ リー 性 及び 紳 経 症 的 (モス テリ 
- 性 ) 迫 鬱 症 と は 同一 の 機制 に よ つ て 形成 され る と の 見 解 を 有 し て 居る が 、 余 の 症例 
) と 生 和 も 記 虹 者 の 邊 半 消 独 所 開放 の 品 に 直 赤 当 吉 お 人 感 痢 の 貞 
我 が 上 位 自我 低 状 し て と ろ る 態度 は 更に な. 4422 の 謗 い を た 如く 、 又 77e42 が 愛 
和 鬱 症 思 者 に は 自己 愛 的 握 取 過程 が 行 は ん て ゐる と 逃 べ し 如き 開 係 も 見 られ る の で あ 
る 。 駐 4 が gc が 虹 鬱 病 思 者 の リビドー の 固定 階 柳 を 上 迫 期 と 見 仙 し た 事 よ も 一致 
し て ゐる 。 ) 

4. 4%gg は 業 天 的 押 質 と PenisWunsch と に 開 係 あ り と 解き 、 万 . esc ヵ は リ 
ビ ド ー の 美化 と 清 足 感 と の 開 係 を 強調 し て ゐる 。 面 も 之 等 の 読 は 余 の 症例 の 廃 明 IC 大 
な る 役割 を 持つ て ね る の で ある 。 


( 揚 筆 する に 際 し 、 丸 井 数 授 の 御 吉 餅 な る 御 指導 並 御 拉 開 を 深 対す 。) 
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Uber einen ubiquitaren Abwehrmechanismnus 
des unbewul3ten Ichs : 
peim Sinnloses Wort verfolgt mniche . 


Von 


Dr. Edmund Bereler. 


(Assistant am Wiener Psychoanlytischen Ambulatorium) 


Die Phinomenologie des zu beschreibenden Phinomens、 das 
jedemi gesunden und neurotisehen WIenschen aus eigener Beobachtung 
bekannt ist、 jst die folgende : ein Wort、em Name。em Gedanke、eine 
Melodie drangt sich dem bewulten Ich auf,。 wird vorerst gar nicht zur 
Kenntmis genommen。 bis es endlich nach wiederholtem Aufsecheinem im 
bewuBten Gedankengang mit Kopfsehitteln und Staunen als sinnlos und 
in keinem Zusammienhang mit den bewulten Gedanken abgewehrt wird. 
Der dabei auftretendc AHfeKt ist ausnahmslos der des gleichgultigen 
Staunens 一 - yaS eimemi alles an sinnlosem ZZeug dureh den Kopf geht* 
ー- niemals sind vorerst Angst、 Eurcht oder em sonstyie peinliches 
Gefihl die Begleiterseheinungen. Mit der Zcit flHt aber das simnlose 
Wort (Name、Gedsnke、Ielodie) doch peinlheh auf 一 - vor allem sind 
yollig Unmusikalische emport、wenn ihnen MIelodiem einfallem 一 、 weil 
es sich chronisch halbe und ganze Stunden。 manchmial tagelang auf- 
drangt。 durch keinen Korrigierenden kritisechen inwand sich abweisen 
lat und vor allem jedem Versuch des bewulten lchs trotzt。、 cs zu 
sYerstehen“、d.h. im eimnen logischen ZZusammenhang mit dem geradc 
aktuellen individucllen Problemenkrejs zu bringen. In seltenien Fallen 


hat das ..sinnlose Wort* die psychische Starke cines Zwangsgedankens. り 
(1 Es ist klar, daB nicht jeder Alusikeinfall, niclht jedles scheinbar sinnlose Wort 
gemeint ist. Das quantitative Aloment und dic Unabweisbarket spiclcn eine Rolle, 


( 34 ) 


ヤー ァァァ ーー 





Ich teile vorerst 一 - vorwegnehmend 一 - das Resultat melner 
Untersuchungen ber dieses Phamomen mit und belege dann meine 
Behauptungen mit vier kiinischen Beispielen. 

7c ヵ が ed24727 を 、 の 7 de gcsc7777e77e77 70070676 2484774509 6270 
7 の exe427e7 (2e7-7c7- Oxe777 (Gee25s745007YC07 げ ) S24g72422626g7。 の 6760 が 
の c7 0ezeg/fe74 7c gges/07777。 277g6/G7g674 76747 442467474776C76 ge77 の C7/ 
e77 の so daB im bewuBten Ich lediglich ein ,.sinnloses WWort* aut- 
seheint. Der 6konomische Gewinn liegt im Ersparen des Affekts des 


Schuldgefthls und Argers. 


Beispiel !. 


Auf die Erage、 was Patient A.in der vergangenen Nacht getraumt 
habe、antwortet er。er sei lange schlaflos gewesen. Jagegen sel ihm 
aufgefallen。 da は 8 ihm 一 - wahrend er vollig waceh dalag ー standig Tschai- 
kowskys VI. Synmphonie und der Name Dr. K. dureh den Kopf gegangen 
sei.。 Er habe sich dieser mit der Zeit I&sigen MIelodie und des noch 
Iastigeren gleichgultigen Namens nicht erwehren konnen、 habc erst 
gestaunt,。 sei endlich argerlich geworden, doch habe all das nichts 
genutzt: .JDr. K. bei Musikbegleitung" habe ihn verfolgt. 

Die Einfalle des Patienten lauten : ,.Den Namen Dr. K. habe 
ich gestern zun) ersten MIal gehort、 als ich in der Zeitung las、 da8 er Yon 
seinem hoheren Beamtenposten in einem Staatsbetrieb PD!Gtzlich Deur- 
laubt wurde. Man sprach davon。 daB er sich fir eine verbotene 
beurlaubt wurde. Man sprach davon、da8 er sich fr eine verbotene 
politische Partei betatigt habe und da8 cr yon diesem sUrlaub" nieht 
mehr auf seinen Posten zuriickkehren werde. daB cr also strafweise vor- 
zeltig Densioniert wcrden solle. Sonst weiB ich nichts uber Dr. KK., kenne 
Ihn nicht。habe gestern zumu ersten Mal in meinem Leben von seiner 
Existemz crfahren、er steht mjr auch weltanschaulich volhg ferme. 一 


Tschaikowskys Scchste habe ich gestemn im Radio gehort。 Yorhcr cinen 
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enleitenden Vortrag, jn welehem diese Symphonie als eine Art Abschicd 
yonm Leben gedeutet wurde. Ich habe den gleiehen indruck beim 
Horen der Symphonie cmpiangen. Tsehaikowsky uberlebte brigens 
den Milerfolg der Mrstauffihrung der JPathetique~ nur acht Tage ... 
Ich kann mit beiden Elementen 一 Dr。 KK. und der Sechsten 一 - nichts 
anfangen: wel8 der Teuiel。 was sieh mein D. も 上 Unbewugtes dabei 
gedacht haben mag"、figt der Patient abschlieend ironiseh hinzu. 
Zum Verstandnis der Situaton sel angefthrt。 da der 54 jahrjge 
Patient wegen 民 jaculatio praeeox selt 3 Mionaten in Behandlung jst 
und knapp Yor Beginn der Kur eine grolangelegte masochisisch-selbst- 
schadigende Aktion in seimnem Betrieb eingeleitet hatte : er begann mit 
der arbeitslosen Sehwester einer Bedienerim des Betriebes eime sexuelle 
Beziehung, die darim bestand、da は er jihre Analbacken beschaute und 
kite. Obwohl ihm der soziale Untersehied klar war 一 - Patient war 
hoherer Beamter eines Privahnstituts 一 - und ihm die hysteriseche Ver- 
anlagung der Sexualpartnerin bekannt war。 Yor allem jihre Gesechwatzig- 
keit und Neigung zu Krawalien。 hielt ihn all das nicht ab. Neben der 
Befriedigung seiner masochistisch zentrierten Exhibitionswtmsche 一 - 
Beziehung im HBetrieb ! 一 - erhoje er sich offenbar unbewult einen 
Eclat。den er sogar、als die Entwieklung der Dinge zu lange auf sich 
warten lie8。 unbewu8t zu beschleunigen versuchte : am letzten Arbeits- 
tag vor Weihnachten yocrteilte er Kleine AuimerKsamkeiten。 uberging 
dabei aber geilissentlich die Bedienermn und hre beim Grundlich- 
Miachen ausineliende Sehwester、die Geliebtc、 des Patenten. Daruber 
emport。 machte ihni die Hysterica eime oftentliehe Szene、teclephonierte 
dic Frau des Patienten an und teilte ihr bruhwarni alle Einzelheiten 
der Bezichung mit. Die 40 ja&hrige Frau des Patienten kani sofort ins 
Buro. stellte de Patenten zur Rede、und drohte,。 sich sofort scheiden 
zu lassen. Ein cilig cinberufener Faniilienrat。 jn welchenn auch zwei 
Brider der Frau anwesend waren、dic ich vor Jahren nut riolg be- 


jandult jattc。 besehloB abcr aul Rat meiner jrUlhicrcn Paticnten, 
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yon der Scheidung vorerst Abstand zu nehmen und den Patenten 
Strafweise~ in Analyse zu senden. 

In der Kur ergab sich, daB Patient seit der Pubertat an jaculatio 
praeeox litt。 den Koitus mit der Frau seit 10 Jahren 一 Patient ist seit 
17 Jahren verheiratet 一 - tberhaupt nicht mehr ausubte und von Zeit 
zu Zeit aulereheliche Beziehungen unterhielt。 die sich aussehhellich 
auf das Heschauen und Kssen der Analbacken und Anusoffmnung 
beschrankten. Dagegen omanierte der 54]&hrige MIann noeh immer 
regelmalaig mit Voyeurphantasien obengeschilderter Art. 

Ich gehe auf die Genese der jaculatio praeeox des Patienten 
nicht ein、weil sie vollig analog den von Abraham beschriebenen 
476777-2/e72 67 oO 7877 の 7g7727e76 077c72 WIechanismen'7 aufgebaut 
war : im Zentrum stand orale Rache fr ..Zu wenig Bekommen" von 
Milch, Verhohnung des ,,Gebens” yon ERjakulat jm ememl Zeitpunkt,。 jn 
welchem die Erau enttausecht wird。 und Exhibition。 ebenfalls im Dienste 
der Aggression verwendet. Das Interesse des Patienten jar die Anal- 
backen erwies sich als von den Brtsten verschoben : seine Emporung, 
da er 一 - statt zu bekommen 一 - MIutter und Frau erhalten,。 also selbst 
geben mulate。bewirkte、 da は er unbewulit eine Situation herbeiwtnschte. 
in welcher er als Familienerhalter nicht mehr fungieren konnte. Ware 
er vorzeitig Densioniert worden 一 - es fehlten dem Patienten noch 7 
Dienstjahre zur Hrreiehumg der pensionsberechtigten Altersgrenze 一 -, 
dann jielen die relatiY hoch bemessenen Aktivitatszulagen fort。 die 
unbewult verhaMten zwei Frauen hatten sich weitgehend einschranken 
mussen. Dal er sich selbst geschadigt hattec, spiclte dabei keine Rolle、 
resD. War als Bestrafung [tr die Aggression unbewuBt mitkalkuliert. 
Tatsachlich lebte der Patient in den letzen 4』 Monaten jm standiger 
Angst、cr Werde im Betrieb Unannehmliehkeiten haben. Rr hatte sich 

(1) Siehe meine Arbeit ,Uber Ejaculatio praecox"。 Psychiatrische en Neurologi- 


sche Bladen (Amsterdam) 1937, H. 1. Tesp. den gleichnamigen Abschnitt in meinem 


Buch ,Die psychische Impotenz des Mannes"。 Medizinis 
) Z1nlscher Verlag * 
Bern 1937. 】 erlag, HHans Huber, 
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nmlich in seimer Komplizierten Arbeit cim Versehen zusehulden kommen 
lassen 一 Patient war hervormagender Spezialist auf seinem Gebiet。 
lie) jeh aber trotzdem in eimem bestimmiten Fall bertolpeln 一 - und 
war in berechtigter Sorge、das Untemnehmen wiirde zu Sehadenersatz- 
leistungen herangezogen werden、was beim scharfen Abbaukurs wahr- 
scheinlhieh zur Yorzcitigen Pensiomierung des Patienten hatte fhren 
muisSsen. 

Der Patient arbeitete also in der letzten Zeit yor Beginn der 
Analyse doppelgeleisig an seiner Pemsionierung: die kompromnittierende 
Beziehung zur Bedienerin und der yerhangnisvolle Fehler in der Arbeit 
sind die beiden KristallisatonsKerme dieser nattirlich nur 7 の exe 
Absicht. Da aueh Verbindungsbrucken zwischen beiden Schadigungs- 
absichten bestanden、 war durchsichtig : so trug Patient z. HB. einen Teil 
seimes Schuldgefiihls wegen der sexuellen eziehung jn dem provozierten 
Regorelanspruch ab. 

Kehren wir zum sinnlJosen Einfall des Patienten : 、.Dr. K. mit 
Mhisikbegleitung“ zurtick. Es ist einleuchtend、 da Dr. KK. 一 - der eben 
strafweise in Pension geschickte hohe Jeamte 一 - den Patienten dar- 
stellt und es ist bezeichnend fr dic leh-StarKe、 wie gut die inneren 
AbsperrungsmaBnahmen funktonierten、 daB dem Patienten trotz 
intemsiystemi Nachdenken dieser Zusammenhang entging: dnu selbst 
bist eim solcher Dr. K.、 du selbst ftrchtest die strafweise Pemsionierung. 
Nichts dayvon scheint im bewulten Ich auf: offenbar deshalb、 weil 
dic Parallele : Dr. K. 一 - Patient letzterem zu viel Angst cinge]agt hattc. 
Dr. K. hat bereits crlebt。 was du befiirchtest、also wird man ze7 ん 7 
bestraft. Ausgelost wird der ganze Hexenkessel von Uber-Ich-Vor- 
wiirfen durch zwei WIomente : crstens dadurch。 da der Patient die 
Pensionierung des Dr. KK.、den er polhitiseh ablehnt beimi Lescn der 
Nachricht durehaus 7772g7e。 ja uber diese befriedigt war、da cr der MIein- 
ung ist、 man mtisse dic Richtumng. der Dr.K、angehort、 scharfer anpacken. 


Zweitens jst das Stichwort 、.Pensionierung` fur den Patienten deshalb 
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komplexbetont。weil cs an seine oralparasitaren Wimnsehe rihrt: Tr 
.nichts“ ethyas 、、beckommien“.。 Jie Zwei Rs-wtmsche, die sich leise、 man 
konnte fast sgen in homoopathisehen Dosen。 melden, lauten demnach : 
ガ gegyes5707 und oe cge が 067 が ce77.。 Hier setzt nun der wuchtige 
Vorwurf des unbewul8ten Gewissensanteils em : welches Recht hast du 
Zu dieser ageressiven Stellungnahmie、 bist du nicht selbst eime Art 
JDr. K.、 wenn auch auf anderemi Gebiete? Wilst du nieht Eraul und 
Mutter hungern lassen, also oral enttausehen, blo8 weil du。 wie dr die 
Analyse aufzejgtc. dich fr orale Enttauschungen der Jnfantlzeit rachen 


willst? Bist du nicht viel verdammenswerter als 1ener Dr. KK., der 
wegen eimer。wWenn auch von dir abgelehnmten Idee pensiomiert wurde, 


wahrend du wegen einer kindhehen MIarotte die Deinen ins Ungluck 
bringen willst ? 

Das engeschuchterte Ich wagt kaumi eine ernstliche Replik : 
Schlhelich Yerhunmgert man nicht。 wenn man Densioniert wird。groBeren 
Herren als mir。 z.B. dem Dr. K.. passiert eim solches Malheur. wie die 
Pensionierung<。 Jn seiner Verzweifelung fiichtet das maltratierte Ich 
zur Senimentalit&t。um das Uber-Ich zu kaptivieren : .,Ich bjn em 
alter Mann、 will sze70e、will endheh Ruhe haben.“ Wir verstehen die 
dem Patienten sich aufdrangerde Mielodie aus der Sechsten von 
Tschaikowsky : sie stellt pathetiseh-wehbmttiges、2. 中. allerdings heuch- 
lerisches Abscehiednehmien dar. 「 

Wenn der Patient jmoniseh sagte,der Gedanke an .、Dr. K. miit 
Miusikbegleitung') hatte ihn gequalt、 dann wei8 er gar nicht。wie ihn 
der dahinter per の 2o7gexe ez た e gequalt hatte. 7//s ey 2 の czc4/7c2 7c/ 
7gesC72e267 Ware. Dai dem z2c so ist、daB an Stelle qualendster 
Gewissensvorwtrfe bloB ein sinnloses Wort aufseheint、das hochstens 
lastig st、zelgt eime g の 9 が 77ge e257447g es 0cze2/7e7 7c--077e275 an 
und mahnt、das Wort Ichsehwache mit groBter Vorsicht und vor allem 


recht selten zu verwenden. 
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Beispiel IE. 


Rm Patent,、 der wegen Potenzstorung auf masochistischer 
Grundlage und ebensolcher Charakterverbiegung jm Behandlung kam、 
erzahlt folgende pisode in einem Stadium der Kur。 ji welehem er 
bereits eine regehma8ipe Beziehung zu einem Wadehen hat: ..Gestern 
war ich wieder mit meiner reundin sexuell beisammen。obwohl ich 
Vorgestern und vorvorgesterii Koitert hatte. Begreifhcherweise hatte 
ich keime besondere Lust。 wieder zu verkehren. Es kam aber trotzdem 
Zu Vorlustakten : ohne mir yiel dabei zu denken。, reizte jch das Madehen 
Yagjnal、sie kaml in Erregung, ich ruhrte mieh aber nicht und das 
Madchen war giemlich cnttauseht. Da fiel mir eine Mclodie aus Schu- 
berts 、、 び zoo77ezge7e7" eim. Diese MIelodie verfolgte mich geradezu den 
ganzen Abend. Aueh nachdem jeh spater doch mit Hrfolg Kojtierte. 
ging mir die Melodie nicht aus dem Kopf. Es war wirklich 1astig. 
Konnen Sie mir das erklaren ?“ 

Der Koitus. den der Patient in diesem Stadium der Kur austibte, 
war im Wesentlichen yon ,.Alibicharakter*: ..Es ist nicht wahr。 da 
ich passiv-anale Wunsche habe、 wobei ich das berwaltigte Opfer。meimn 


Vater (Arzt) der Vergewaltiger und Prugler jst. Wahr jst viehmehr, 


daB ich aktiv mannlich bin : ich koitiere doch、habe eine Freundm.“ 
Die allzu haufige Wiederholung des KKoitus bei deutlicher orgastischer 
Potenzstorung dientc dem gleichen Verleugnungsmechanismus. Gerade 
deshalh yersuchte er immer wieder passive Wunsche in die Jeziehung 
zum Madcehen hineinzusehmuggcln。spielte zur Abwehr abwechselnd 


den Tyrannen。nachdem er knapp vorher das zu bemnutternde Baby 


還 架 ' し まま し くも 6 N ボ - 休 
agiert hatte. Auch fand cr zeitwyeise das Madchen .、mannlich"。 sil 


sierte sie auf .、mannliche Alliren" etc. Auch hatte er eime sonderbare 
Art、mit dem Madehen in Bett zu liegen: er wandte ihr den Rincken 


= = * nd N。 ぶ 
und verlangte、 da は die Freundin sich stark an ihn presse : Traume 
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ergaben、 da der Patient dabei aus dem MI&dchen dcen Mann machte 
und sich yon ihr anal koitieren lieB. Soweit er 一 - Yom Alibi abgesehen 
ー mannliche Agegression bei ihr zustandebrachte,。 war es blo8 in der 
Identifizierung mit dem prugelnden Vater des Patienten : cr aglerte 
dann den Vater und machte aus dem MAdehen sich selbst、 als Yer- 
priigelter Knabe. Er spielte also unbewu8t eine Doppelrollce. Fermer 
waren auch stark aggressive Zige oraler Art beim Patienten feststellbar : 
aus Rache jemandem etwas verwelgern'" war ihm lustvoll. 

Die Situation、 in weleher ihm Sehuberts .、Unvollendete" emnfiel、 
war die: er war tef unbefriedigt, da er koitieren multe。 wahrend er 
im Wirklhchkeit passiv geprugelt werden wollte. JDjese Triebstauung 
fihrte zu verstarkter Aggression gegen das unsehuldige Objekt : aller- 
dings warf er der Hreundin innerlhich ethyas Sinnloses vor: sie sel kem 
Mann. Diese Nichterfillhing seiner eigenen verdrangten homo- 
sexucllen Wunsche racht er am Madchen、indem er ihr etvas verweigert ・ 
er rezt sie sexuell und verweigert ihr den Genu8、 indem er den Koitus 
nicht vollenide む *. 

Der Ausgangspunkt des Uber-Ich-Vorwurfs ist der homosexuelle 
Wunsch. Welehes Recht. lautet der Vorwurf, hast du、 gegen das 
Madchen aggressiY zu seim: was kann sie denn daftr、daB du maso- 
chistische Winsche hast? 1Du bist bosartig、reizt sie sexuell、 willst 
sic nicht befricdigen. _Warum zo/ezdes7 の が 07745 2277 umnd 1&Rt 
sie unbefricdigt ? 

Das Ich erwehrt sich des Uber-Ich-Vorwurfs mit cinem einzigen 
Argument: nicht ich bin sehuld、sze ist eo//e7e、d. h. の e775705. 
Warum soll ich ihr sexuelle Lust geben、 gibt sic mir welche ? 

Von den keifenden Ubcr-Ich-Vorwtrrfen gelangt nichts ins 
Hewulstsein、michts von der Replik. Wieder scheint bloB der abge- 
fangene、unschadlich gemachte MIusikeinfall auf、 dler dem bewuBten 


Ich sinnlos seheint und weggeschoben werden kann. 
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Beispiel III. 


Im meiner Arbeit Jemanden ablehnen 一 jemanden bejahen“⑨ 
beschrieb ich u.a. einen Abwehrmechanismus、den ich ..unbewulBte 
Ich-Abwehr in Form ぃ 96 が の g72c が e7 Begeisterumg** nannte : 

っ Hin masochistischer Patient beklagte sich u.a. dariber, da er im 
keiner Angelegenheit eine .feste Meinung" hatte : er sei zwar leicht 
zu begejstern, doch trete seine Begeisterumg 727467 の 757 6 が の g77c/ 
auf und werde stets in Form der 大 7 ん gegc72 6274277 74 の 792 CIn- 
geschaltet. War er z.B. bei einem Konzert、 das Jruno Walter 
dimiglerte, lie8 hn dieser Dirigent kalt und er hob kritisierend Z.B. 
Weingartner in der Himmel. War er aber wieder bei einer Leistung 
Veingartners zugegen。dann beurteilte er seinen Heros sehr kuhl 
und sehwarmte fir Walter. Es sah vorerst so aus。als handle es 
sich in Wirklichkeit umi Aggressionsabfuhr、 wobei der jeweilige 
Gegenspieler blo8 des Kontrastes wegen derart uberschwanglich 
gelobt wurde. ir gegentber schwarmte er Z.B. von emem PsY- 
chotherapeuten、demi er wieder kthl erklarte、er habe ledigheh zu 
mir Vertrauen“。 Warum wollten Sie aber trotz ihrer Begeisterung 
bei diesem 、、wundcrbarerni und einzigartigen MIensehen (so nannte 
Patient den Arzt) nicht in Behandlung sein. trotzdem ihre Familie 
darauf drangte ?“ fragte jch den Patienten. Dort war ich ja gar 
nicht begeistert、begeistert bin ich ja blo8 in Nachhinein"、 antwor- 
tetc der Patient. ..Ware ich bei dem andern in Hehandlung, wurde 


ich von !hnen sehwarmen.“^ 


Dieses gut bekannte scheinbar banale .,Ausspielen des 


Rinem gegen den Andern“ war aber 一 - trotz der unzweifelhaft 
Yorhandenen aggressiven Note 一 - recht kompliziert aufgebaut. 


Die Grundeinstellung des Patienten zu allen Mnnern 一 - die Objekte 


(1) Imago 1937. 
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seiner ..7cge7s7e77429 270 Wo727677「 Waren stets Manner 一 War 
yorerst: passiv-anale Vergewaltigungswtinsehe. Das palt gut 
Zur Krankheit des Patienten: er war Masochist,。 demnach am 
negativen 0Odipuskomples fixiert. Diese Tendenz zur Dassiven 
analcn Hingabe wird vom unbewuBten Ich abgewehrt: Der Patient 
kritisiert die Objekte seimner Begeisterung und schutzt sich dadurch 
gegen sie. Die Hingabe darf er sich erst gestatten。 wenn sie nicht 
mehr aktuell ist. wenn dureh das zeitlhche Intervall oder die in- 
Zwischen geschaffendcn Fatsachen sozusagen eme sehutzende Mauer 
zwischen ihm und dem Uberwaltioer aufoerichtet wurde: Das 
Walter-Konzert jst am Tage der Weingartner-Auffthrung inaktuell, 
die Begeisterung fur den andern Arzt ist amnachronistisch、da er bei 
mir in Behandlune ist und die Familie einen Wechsel des Arztes 
nicht mehr zulassen wurde. 必 war setzt sich der Es-VWunsch 
schembar doch 一 - wenn auch in angedeuteter Form 一 - dureh : 
er schwarmt fr seime Helden、die jeweils passe sind. Doch ist 
dicse Hegeisterung nicht ganz echt: sie scheint eher narziBtisch 
als objektlibidinos zu sem。 wobei die Wopliehkeit nicht aus- 
zuschliel8en ist、da は er sich mit dem jeweils Gelobten identif- 
Ziert. (,。Innere ldentifizierung"" nach 27 が c7g). 

RS Hiegt also eine Abwehrleistung des unbewuBten .Ich- 
Anteils Yor。 Hine 7 が 95e N7 が 7e が 2g 一 Dassiv-anale Vereewaltig- 
ung 一 - wird mittels der ggyessio709 abgewehrt: der Patient 
aggrediert ja seine jeweiligen Helden und beweist sich unbewuBt 
damit、 da er keineswegs passiv Yergewaltigt werden w 巡 im 
Gegenteil aKtv mannlich eingestellt ist. 

Der gleiche Patient 1]eijstete der Deutung seiner PaSsiy-analen 
Winsehe scharfsten Widerstand. Nachdem wir wiederholt Gber diese 


Triebentwicklung gesprochen hatten. beklagte er sich wieder 





(1) ち Ze/pzzg hat als erster darauf VerWieSen, 


' daB das jeweils entgegengesetzte 
Triebgemisch und die Wendung gegen die eigene P < 


erTson zur Abwehr verwendet werden. 


っ っ et 
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emnmal ber seine 、、Willensschwache*i er sei un 信 hig、sich cin cigenes 
Urteil zu bilden。sei ..ein schwankendes Rohr im Winde"、ein ..un- 
sicherer KantomisE* ete. Auf die oben geschilderte chronisehe Grund- 
enstellung der passiven Analitat aufmerksami gemacht。 wehrte Patient 
bose ab und sagte: ..m diesem Punkt werden Sie mieh nie Der- 
zeugen!" Nach einer Pause ftgt er hinzu: .,Woran ich jetzt denke? 
Hine Melodie geht mr im Kopf herum und zwar sehon die ganze Zeit。 
wahrend Sie tber diese dumme 、.Deutung* reden : cs sind Kreislers 
Liebeslieder“。 Aufgefordert。 inf&lle dazu mitzuteilen、 sagt de 
Patent:  ,,JDiese ganze Kreislersche Musik war mir anfangs umer- 
traglich、 es sind Schmachtfetzen、 ich wei8 nicht,。 warumi man sich so 
begeistert“*。 .、Warum betonen Sie das Wort .Anfangs'? Hat sich 
Ihre WMeinung ber Kreisler geandert?“ fragte ich. ZSgernd gestand 
der Patient、 da8 er kirzhich wieder Kreislersche MIusi に und zwar gerade 
die Liebeslieder gehort hatte, die MIusi ド ihm wieder milfiel. doch uerte 
sein Bekannter F.. den er .,hoch sechatz む *、dal Kreislers Musi に das 
Wienerische mit Pariser Charme verbimde. 、、Und seither kann ieh 
Kreisler besser leiden、 ja ich gestehe、 da mir sene MIusi ド sogar gefallt.“ 

Der Zusammienhang war der folgende : der Patient wiederholte 
auch dem .、hochgeschatzten*` Freunde F. gegentiber seine Dassive Min- 
stellung zum Vater. Seine MIeinungsanderung ber Kreisler war 
lediglich affektiver Art、 eine Art ldentifizierung mnt ま .、resp. eine 
MIethode des Geliebt-Werden-Wollens durch diesen. Der Melodieeinfal 
besagte zutiefst、 da meine WIeinung tber seime Dassive Hingabe richtig 
sei、war demnach eine Jest&tigung meiner Deutung. Der Gewissens- 
yorwurf lautete: Wie traust du dich der Deutung zu widersprechen ? 
Denke doch an dein Verhalten zum Freunde F. beim Kreisler-Konzert ! 
Der Arzt hat recht. du bist passivy-homosexucll ! 

Der an der Ichgrenzc arreticrte und unschadlhich gemachte 
_Vorwurf kommt nicht zum BewuBtsein、der Patient crspart sich das 


Gefihl der Demtitigung und des Argers 一 im bewuBten leh scheint 
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ledjglieh der ,.harmlos-unyerstandliche“ Welodieeinfall auf, 


_ Beispiel IV. 


Ein Patient bekam dureh Zifall mein Rssaybuch ..Talleyrand- 
Napoleon-Stendhal-Grabbe in die Hand.und crzahlte nach Lektiire 
desselben.。 es sei jihm bei der Schilderung der Italomanie Stendhals 


ー Henry Beyle war Franzosenhasser und fanatischer Italienfreund. 
verleugnete in Identifizierung nnit der aus Italhien stammenden MIutter 


Sogar seme ADb に unft、jndem er testamentariseh bestmmte, da auf 
seimnemi (Grabe eine Tafel mit der Inschrift : ,,Arrigo Beyle, Milanese“ 
anZubringen sei。wahrend er in Wirklichkeit aus Grenoble stammte 一 - 
aufgefallen. da er selbst、ohne es zu wissen。seit Wocehen einen sinn- 
losen Italienischen Satz vor sich hersage" ツ 7。 Der Satz lautete : .,GQuesti 
sono 1 fattori evolutivi"。 Dieser Satz, mit ziemlichem Pathos vorge- 
tragen。 falle ihm bei seinen Spaziergangen ein und vor allem dann. 
Wenn er in gehobener Stimmung Vergleiehe zwischen seiner 一 - infolge 
der Behebung seiner Arbeitsstorung dureh die Analyse 一 - gdnstigen 
Gegenwart und der peinliechen Vergangenheit anstelle. Anmfangs habe 
er den Satz nicht beachtet、 spater sich gefreut。 da die lange Zeit der 
Arbeitsstorung doch nicht ganz verloren sei、da cr fremde SDrachen 
gelernt hattc。endlich sei cr stutzig geworden und habe den Satz ver- 
argert wegschieben wollen : doch sei dies erfolglos gewesen. Einen 
Sunn habe er allerdings in diesem Satz nicht entdecken konnen. 

Zur ErKIrung der Situation sei angefthrt。 daB Patient seit 


Jahren vom Gelde der Elterm lebte. eigentlich niemals cinen Beruf 


(1) Neben den bekannten Nachteilen der. Widerstandssteigerung bei Lektire 


analvtischer Schriften wahrendl der Kur ergibt sich haufig ein Vorteil : das Lesen wirkt 


*C カ 7 が geo/ が 7se772s7cz7 nnd eroffnet manchmal den Zugang zu Yerdrangten ド rinnerungen 
Die Schuldgefihlsentlastung lautet etwa ・ ゎ >Wenn andere solche an 
treiben, darf ich es auch.“" Das Lesen hat demnach ahnliche befreiende Yirikan Wie 
die Yom Analytiker in der Ordination erzahlten Beispiele von friheren Patienten 1 
ganze Problem verdiente vom technischen Gesichtspunkt eine genauere Wardigung: 
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eo 
ausgeubt hatte und 一 - ut aliquid fieri yideatur 一 - fremde Sprachen mit 
Hrfolg studierte. Er war ei oral reeredierender Neurotiker、der sich 
wie em Baby erhalten lassen wollte und wegen einer komplizierten 
Potenzstorung in Behandlung kam. DaB seine ArbeitsstGrung neu- 
rotische Ursachen hatte. war dem Patienten bewult : als er knapp yor 
Beginn der Analyse einige Wochen in einem Betrieb sich kaufmanniseh 
Zu betatigen versuchte, versagte er vollkommen. Nach Iangerer Kur 
wurde er arbeits 匂 hig。 die Potenz besserte sich zusehends, Kurz der 
Patient kam in eime euphorische Stimmung. Gerade in dieser Stimmnung 
trat, wie Patient berichtete,der ominose Satz auf. 

Wie glanzend die Abwehrmalnahmen des Patienten funktio- 
nierten。 bewest die Tatsache, da ihm der Zusammenhang mit einem 
entscheidenden reignis semer Lebensgeschichte gar nicht aufiel :・ 
Patent Hitt sehr darunter。 da は 8 die Familie der MIutter seinerzeit an 
enem JH3ordell in der Provinz beteihigt war und da gerade diese in- 
nahmsquelle die Grundlage des Wohlstandes der Groleltern mtter- 
licherseits gelegt hatte. Dasjenige Buch、das den tefsten Hindruck 
auf den Patienten gemacht hatte, war Emile Zolas 、、La Terre"。 wo eime 
hnliche Situation geschildert wird. Natirlieh war es nicht blo das 
Soziale、das fiir den Patienten ausschlaggebend war: mit dlem Begri 疾 
,Bordell* waren seine eigenen infantilen 是 erabsetzgungstendenzen der 
Miutter gegentber verbunden. Al dies wurdc lange in der Analyse 
besprochen、auch die kindliche Meinung des Patienten、alle Arbeit sei 
fr ihn sinnlos、da kein noch so groBer riolg die soziale Diamierung 
aufwiegen KOnne、 er also berechtigt sei, voni Gelde der Itern zu leben. 
Bezeiechnenderwecise distanzierte sich also der Patient mur scheinbar 
Yom ,,Schandgeld", lebtc in Wirklichkeit Yon diesem. 

Wenn also der Patient in gehobemer Stimmung sich seinen 
Phantasien yon Gesundheit und Eriolg hingibt und dabei den italieni- 
sehen Satz 、.So sind diec EntwyicklungsiaKtoren "hersagt 一 - so crspDart 


er sich den Uber-Ieh-Binwand, da alles nichts nutzt。 da die eic ん 7g 
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dureh niehts auszuloschen ist : dieser Hinweis aufs Bordell wird eben 
abgewehrt. Warum fiel aber dem Patienten dieser Satz gerade in 
italienisecher Sprache en ? Dies war doppelt determiniert: er hatte 
seinerZelt jn eimner Zolabiographie gelesen. da は der Dichter angeblich 
auch italienisches Blut in seinen Adern hatte. 包 weitens war Italienisch 
geradle diejenige Sprache、die er in der Zeit der Arbeitsstorung am 
intensivsten studiert hatte und zwar deshalb。 weil sie 員 m wegen ihrer 
Verwandschaft mit dem Lateinisehen besonders ..yornehm** vorkam 
und Patient jn seinem teils echten、teils kompensatorisechen Snobismus 
allem ,、Vornehmen") aufsaB. Da er sieh den Vorwurf seimer sozialen 
Dillmierung gerade jn einer Sprache machte, die fir ihn den Inbegrif 
der Vornchmheit bildete。 war gewiB eine besonders bosartige Aggression 
seines Uber-Ichs_ und wurde erst sekund&r vom Ich geschickt zu einer 
Schmeiehelei 一 - Sprachenkenntnis 一 - umgebogen. 

Der Uber-Ich-Vorwurf lautete demnach: die Vergangenheit 
(fattori evolutvi*) jst dureh nichts auszulosehen. Dieser wunde 
Punkt kommt aber dem Patienten gar nicht mehr zu Bewulitsein. 
ebensowenig dic Ich-Abwehr : ich bin ber meine Vergangenheit hin- 
ausgewachsen) Im bewuBten Ich scheint lediglich der sinnlose 
Satz auf. | 

Das Hrgebmis unserer Untersuchung lautet: es gehmgt denn 
unbewulten leh、cinen bosartigen Gewissensvorwurf wegen eines in 
homoopathisehen osen vorhandenen Rs-Wunsches unschadlich zu 
machen。 Das Abstoppen des Gewissensvorwurfs ist so grundlich、 
ds im bewu6ten Ich lediglich cin sinnlos ersehejnendes Wort aufscheint. 


Das Ich crspart sich durch diesen Vorgang den AHlekt des Schuldgefthls, 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 


1) Wie kompliziert der Aufbau des Phanomens beim Patienten War,。 beweist 
die Tatsache, daB der italienische Satz ihm vielfach in pathetischer Betonung einfiel, 
Wa5s er als Ironisierung der Pathetisch SPrechenden Italiener deutet、 In Wirklichkeit 
liegt dem Pathos cine SDezifische Abwchr von Uber-Ich-Vorwirien seitens des Ichs 
mittels eines projcktiven intrapsychischen Rollentausches Zugrunde: siehe den 0 
Von V. 時 eS7e22 2 の Pe/、 ,,Zur Psychologie des Pathos". Imago 1935, resp. Int 
Journ、of Ps. An. (London) 1935。 Die Ironic bezog sich also nicht auf dk eo 
Sondern auf den Patienten selbst. All dies wurde abgcwechrt. 「 
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der Angst, der 1)enittigung. 

Die Abgrenzung gegentber unausgereiften Formen ZwWangs- 
neurotiseher Symptome 一 - mit welchen das beschriebene Phanomen 
verwechselt werden KGnnte 一 - jiegt vorerst darin、 da hier weder Am- 
bivalenz noch weifel durch emen wang Korrigiert werden. Wir 
wissen ferner durch 77e74 の 7、 da 206 Zwangsneurotisehe Symptome 
immier erst der Abwehr von Uber-Ich-Vorwiirfen dienen。 in die erst 
Spater die abgewehrte Lust eingesehmuggelt wird : 

Die Symptome der ZZwangsneurose sind im allgemeinen 
Yon zweierlei Art und entgegengesetzter Tendenz. Hs simd ent- 
weder Verbote,。 Vorsichtsmalregeln,、Buen.。 also negativer INatur, 
oder im Gegenteil Rrsatzbefriedigungen, sehr haufig in symboliseher 
Verkleidung. Von diesen 2zwel Gruppen ist die negaiVe, abwehr- 
ende. strafende die ltere : mit der Dauer des Krankseims nehmen 
aber die aller Abwehr spottenden Befriedigumgen uberhand. 
Es ist ein Triumph der Symptonibildumng、 Wenn eS gelhngt、 das 
Symptomi mit der Befriedingung zu VerduicKen. so da das ursDTUng- 
lich abwehrende Gebot oder Verbot auch die Bedeutung einer 
Befriedigunig bekommt。 wozu oft sehr Kunstlhiche Verbindungswege 
in Anspruch genomimen Werden.“ 
(7 の ce の Hemmung。 Symptom und Angst. Ges. Schr. Bd 
区 1、S. 52 代 。) 

Im Gegensatz Zuml jnitialen zwangsneurotisehen Symptomi wird 
im besehriebenen Phanomen keincswegs 、.cimn Verbot。 eme Vorsichts- 
maBregel, cine BuBe“ exekutiert. Im Gegenteil: eine von Uber-Jch 
intendicrte Strafe wird gestoppt。 aufgefangen、 unschadlich gemacht. 
Beim initialen zanesneurotisehen Symptom sicgt das Uber-Ich、beim 
hicr besehriebenen Phinomei das は ch. 

Wie kommt cs、daB der Es-Anteil im besehriebenen Phanomen 
ein relativ so geringcr ist? Die Antwort lautet: modifizierte und 
purifizierte Rs-Wiinsehc haben den Ausweg in dcn Tagtraum。 Il 
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sie zur Valenz oo7bewul8ter Phantasien aufgestiegen sind. Im Gegen- 
satz dazu sind Uber-Ich-Vorwtrfe groleren Ausmiales ohme masochisti- 
sehe Verwendungsnmioglichkeiten nicht unterzubringen. 

So erklart es sich。 da be der unbewuten Jech-Abwehr in 
unserem Phanonien wenig Yon den ursprunglhichen Hs- Wunschen sicht- 
bar jst. Sicher sind sle andeutungswelse voyhanden : der impetuose 


Angri 革 des Uber-Ichs beweist es ja. Nicht nit Unrecht verglieh ein 





witzijger Patient 一 als ich ihni an Beispielen das Phanomen aufzelgte 
den geschilderten Vorgang mit einer zeternden und polternden Mutter. 
die ihren Sohn bosarhg zusammenschimpft nach dem Refrain : ,.Schon 
wieder warst du schlimm “Aus dem Gekeife kann ein uhorer das 
YorauSsgegangenc .,Verbrechen" (praziser: .,bGse Gedanken“) des 
Kindes rekonstruieren. Allerdings hort man 一 - um im Gleichnis des 
Patienten zu bleiben 一 - nichts mehr vom Gezeter und der kleine Bub 
komimt ins Nebenzimmier und sagt erstaunt: Jemand hat mir ein 
unverstandliches Wort gesagt, was mag es wohl bedeuten . . . り 

Ich breche hier abD und weise blo8 noch darauf hin, da das 2C- 
schilderte Phanomen 一 - mutatis mutandis 一 - eine Reihe yon Ahnlich- 
keiten mit dem von mir modifizierten ,,materialen Phanonien“ suf- 
weist9: auch dort wird ein Gewissensyorwurf in einer rafinierten 
Weise abgewehrt und erspart dem Sehlafkandidatem peinliehe Affektc. 
die zumi Aufwachen fihren maten. 

Endlich sei hervorgehoben。 da die Rasehheit。 mit der sich 
das geschilderte Phanomien abspielt、 verbluffend ist。 Wie sehr ubrigens 
im ganzen hier dargestellten Vorgang eine hochwertige 727777777777/ 
des Ichs mitenthalten jst、beweist der Vergleich mit den Gedanken 
gewisser Typen von Masochisten。 die Standig mit peinliechen Erinne- 


rungen。 dem Ausmalen unglicklich yerlaufender Moglichkeiten etc. 





(1) Der Verglcich hinkt, da es sich um Clell 80c 


⑲77 Vor slch gehenden Vorg: 
handelt. / gehenden Vorgang 


S) An eduire in to the, material phenomenon'"。 Int. ]ourn. of Ps.An. 1938. 


(49 ) 


6ezez/7 beschaftigt sind. Doch jst es interessant。 da selbst bei diesen 
exquislt masochishsechen lustsuchern das beschriebene Phanomen 
gelegentlhich vorzuKommen pflegt : o 旨 enbar handelt es sich un Reste 


von 7077767e7 Abwehrmechanismen. 
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On a Mental Disease Caused by Possession 
and Oracle. 


By 
Dr. Masanori Doi. 


(Selai Hospital, Dairen.) 


Part. III. Psychoanalytic Consideration. 


Im this report the author made the psyehoanalytie consideration 
on the above mentioned disease。 in which the theories of 万 cg 
especially the libido-theory、the superego-theory and the others were 
critically estimated. 
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通 依 有 御 託 を 主 徴候 と する 心 因 性 精 科 病 に 就 て 
、 三 報 精 者 分 析 移 的 考察 


用 間 計 人 大 一 鐘 
腎 理 博士 = 井 正 役 


⑩ 肉 准 (一 ) 症 侯 の 成立 … 
一 、 精 王 分 析 単 の 位置 。 二 、 二 依 現象 と 條 件 反射 説 。 三 、 二 信成 立 と 小 見 洒 感 博 。 
四 、 湖 依 の 一 般 思想 。 大 、 枯 信 成立 と 共 他 的 感 請 。 六 、 結び 。 
( 三 ) 症候 の 毅 展 
--、 江 依 攻 に 翌 す る 感 衣 。 、 表象 の 張 据 的 成 起 。 三 、 原 的 竹 話 に 於 ける 定 言 的 
命令 。 四 、 張 依 末 と 自 袋 の 抗 如 。 一 、 強 追 午 経 症 の 心 的 准 制 。 六 、 有 恐怖 症 の 心 的 
歓 制 。 上 、 張 依 洛 の 属性 。 作 、 疾 患 の 閣 護 法 的 全 展 。 九 、 粘 び 。 


(一 ) 症候 の 成立 
(ご ) 

昌 依 衣 想 、 内 界 言語 、 人 格 林 換 、 意識 狭小 を 主 徴 巡 と する 心 因 性 精 告 病 、 約 言 すれ 
ば 一 依 の 異常 心理 の 敷 例 の 持 察 の 結果 は 、 其 疾 患 衣 生 の 原 国 と し て 自己 の 身 爵 的 串 
破 は 境遇 上 の 不幸 に 基づく 、 感 捕 の 動 卑 及び 請福 的 窮迫 が 準備 的 事由 と し て 存在 し 、 
更に 重大 な 誘因 と し て 宗教 惑 間 、 迷信 及び 親 椅 に よる 類似 の 精 省 作用 が 認め られ 、 其 
症候 荻 生 の 直接 心 的 因子 と 見 区 さ る ざき も の は 、 所 主 購 示 な る 心 的 過程 に 相 営 する 心 
的 機制 で あり 、 此 心 的 江 制 は パウ ロフ の 所 請 條 件 反射 と 同一 の 擬 短 を 想定 する 事 に よ 
つて 、 本 質 前 な 究明 が 行 は れる も の \ 如 く 、 目 及 精 分 析 静 的 考察 は 之 を 心理 的 に 解 
糧 す し か る 事 を 可能 な らし むる も の あろ が 如く で あつ た が 、 今 此 虚 で 前 に 詳し く 胸 れ 
得 た か つた 虚 を 逃 べ 、 精 視 分 析 更 的 知見 に よ つて 考察 を な し 、 以 て 共 本 態 を 把握 し た 
いと 思ふ 。 

それ に 就 て 先 づ 精 軍 分 析 學 の 現今 心理 軸 に 於 ける 位置 を 願 り 見 て 、 余 の 散 度 を 明か 
に し て 所 説 に 再 す る 誤解 を 間 な か らし め た いと 過 ふ <c 
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抑 々 精 守 分 析 限 に は 其 成 立 の 根底 に 於 て 特殊 概念 或 は 根本 的 優 定 が 存在 する 。 従 つ 
て ひ K 出 区 動 を 異 に する 所 詩 叙 逃 的 心理 静 浜 と 共 研 究 の 目的 及び 主題 を 異 に する 所 
が 少く な い の は 周知 の 通り で あり 、 此 上 謀 に 十 九 世紀 が ける 絢 閥 た る 自然 対 曜 功 達 の 
高潮 に 影響 せら れ て 、 個 々 の 孤立 的 心 的 要素 の 機械 的 説明 法 の 中 に 、 環境 印 ち 客 千 に 
封 する 主観 的 捕 沖 個 有 億 の 全 嶋 性 を 理解 せん と する 目的 を 杏 欠 し た 、 所 主意 識 心理 静 派 
の 人 々 並び に 共 間 の 反省 無き 其他 多勢 が 、 見 慣れ ぬ 精 沖 分 析 學 の 成果 に 再 す る 深き 内 
有 や 、 夫 事 質 に 就 て の 考察 を な す 事 無し に 、 直 ち に 怪 庁 の 思想 と し て 拒否 せん と し た 
の は 蓋 し 曽 汰 で あり 、 同 時 に 叉 従 来 の 叙 逃 的 心理 昧 に 不 浦 を 痛感 し て の ゐ た 人 々 の 中 
に 、 之 訂 き 挑 拓 な くし て 盲 日 的 疾 信者 を 出す べき 事 も 無理 か ら ぬ 事 質 で ある 。 

耐 し て 此 資 め は 精 分 析 棚 が 負 ふ べき で な く 、 従 来 の 心理 表 が 自然 計画 の 賀 駿 方 法 
を 唯一 絶 骸 的 の も の と し て 頼ら ん と し 、 同 時 に 、 自己 自 購 を 自然 計 也 的 外装 修飾 せ 
ん と し て 、 精 現 象 の 抽象 に 努め 、 精 絢 的 統一 通 と し て の 人 間 精 絡 の 全 購 性 の 把握 を 
等 囚 に 付 し た 事 質 が 営 然 負 ふ べき も の で あり 、 自 然 科 静 を 有力 な 基礎 と する 唯物 論 的 
世界 観 の 溢 沙 傾向 に より 、 誤 まれ る 観念 論 的 傾向 の 反 接 を 誘起 し 、 或 は 随所 KC 不可 思 
距 な 精 軍 主 義 の 隆 興 が 、 自然 付 胃 的 娘 化 を 原始 状態 違 元 せ し めん と し 、 式 は 普 温 的 
に 代 る 限局 的 傾向 を 誘 毅 を し め て ゐる 汰 勢 の 部 分 的 現象 と 見 人 区 さる べき も の で あ 
ら う 。 

閉 ネ 叙 逃 的 心理 限 は 自己 の 廊 ち 得 た 誇 ろ る べき 加 答 の 成果 に 由 搬 し 、 抽出 せら れ た 個 
さ の 感覚 、 表 象 、 意志 、 感情 を 記 逃 し 、 機械 的 な 相 葬 の 聴 開 を 想定 する 事 に よ つ て 、 
心理 没 的 妥 求 は 充足 せら れ た と な し 、 料 昌 は 決し て 設 明 を 要求 す お べき で は た なく 、 叙 逃 
と 相 開 と を 以 て 清 足 すべ きも の で ある と 迄 宮 堂 し た 。 

此 諾 に 科 明 琶 上 主 散 の 時 代 相 を ふ に 足る も の が ある が 、 人 間 捕 束 自 購 の 理解 、 必 
的 所 異 と し て の 人 間 の 統一 前 全 識 性 の 理解 の 究極 的 企画 を 要求 する も の に と つて は 、 
革 な る 自然 科 昌 的 連 験 法 が 瀬 足 を 奥 ふ る に 足り な いも の で ある 事 は や むせ を 得 た い 。 

細 測 立ち られ た 個々 の 心 的 要素 の 記 輝 、 印 ち 或 も の が 表象 せら れる 、 或 も の が 感 賞 せ 
ら 和 る 、 束 事 が 意志 芯 ら れる 、 戒 物 が 快感 と な る 如き 主 堆 性 な き 心 的 汰 態 を 認知 する 
事 を 知 つ て 、 之 等 の 心 的 現象 の 主 簡 、 共 心 的 活動 の 背後 に 在 る 自我 或 は 人 格 の 同時 前 
音 懇 が 、 心理 時 の 研 究 範 園 を 逸脱 する な ら 人 ば 、 換言 すれ ば 心理 更 が 心 前 現象 の 根本 的 
間欠 に 羊 する 企 賠 を 肌 否 する な ら ば 、 心理 昌 は 科 昌 を 診 語 する こと の 可能 の 代償 と し 
て 、 現 暫 を 遊 難し て 死 物 と な る 運命 を 甘受 し な けれ ば な ら な い 。 

併 し 年 ら 現 資 に 於 て は 放 抹 せら る べき 死 物 の 運命 は 、 共 れ 自 贈 を 租 て 非 科 黒 ふし て 
久 そ で けた も の 、 撮 ち 個々 に 制す る 公論 的 、 客観 化 割 する 主観 化 的 心理 事 の 替 各 波 了 
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誕生 の 母 骨 と な す も の で あつ た 。 Y 

ミュ ル ラ ア 、 フ ライ エン フェ ルス (MGler-Freienfels) は 現代 の 心理 陣 の 詳 系 統 
を 大 別して 、 鶴 化 的 心理 玉 (Objektisierende Psychologie) と 主観 化 的 心理 太 
(Subjektisierende Psvchologie) の 二 主 要 著 に 分 類 し て ゐる 。 

- 雨 者 の 相 條 は ヽ ゝ 客観 化 的 心理 欧 が 意識 能 験 を 有 出来 る だ け 純 符 な 百 象 性 の まい に し て 、 
主観 か ら 解 き 放 さき うと 努め て ゐる の に 詩 し 、 一 方 は 意識 購 を 主観 或 は 自我 か ら 分 離 
する 事 な く 、 作 朋 性 を 有する 自我 と の 開 係 に が て 研究 し な けれ ば な ら ぬ と 主張 する の 
が 主観 化 的 心理 避 で あろ る 。 

容 盾 化 的 心理 軸 の 根本 目的 は 、 各 方 面 に 於 て 自然 科 遇 の 規範 に 従 つて 芝 に 適合 せん 
と し た 虎 に 主 徴 が あり 、 共 研 究 方 法 も 精密 科 盟 の それ に 條 つて 、 先 づ 第 一 に 研究 鶴 的 
験 と 逢 画 的 計量 lc 基礎 を 置く 。 “ 

印 ち 現 象 の 孤立 化 に よ つ て 原因 的 要素 を 明 須 に 抽出 し 、 共 作 用 を 一 義 的 に 確 貨 せん 
と する 自然 科 暖 的 宮 験 の 應 用 に より 、 温 境 の 可 及 的 純 化 を 企 導 し て 、 個 々 の 刺 埋 に 
装 す る 心 的 反 應 を 孤立 的 に 観察 し た 。 か く て カン ト の 「 心 理 列 は 艇 克 を 用 ひる 事 が 不 
可能 な る が 政 に 買 の 科 随 たり 得 な い 」 と 芯 ふ 有名 な 営 臣 を 無用 と な す 事 が 出来 た 。 

併 し 生 ら 此 方 法 に よろ 限 0 持 察 の 成果 は 、 意識 の 作用 或 は 心 的 主観 の 産物 に 開 す る 
も の で 、 意 議 自 崩 共 も の 部 ち 全 剛 性 を 具備 し た 心 的 壮観 を 把 え る 事 は 出来 な い 。 

此 虎 に 問題 の 難 開 は あら の で 、 精 宮 生 洛 に 其 け る 個々 の 骨 程 の 完全 な ら 抽 用 及び 孤 
立 化 は 決し て 逢 成 し 得 ら れる も の で た なく 、 此 孤立 的 要素 の 機械 的 結合 に よ つ て 番 き 測 
され た も の と 、 現 賀 の 人 聞 の 精 泊 自 算 と の 暫 際 交 相 避 は 、 所 語 「 精 宣 無 き 心理 晴 』 の 
根源 で あろ 。 

主観 化 的 心理 聖 の 目的 と する 虚 は 全然 これ に 反する 。 

印 ち 客 閣 化 的 心理 良 の 行 ふ が 如き 、 精 郡 を 単純 に 意識 要素 の 絶 和 と な し 或 は 意識 名 
ち 精 視 と な す 設 を 拒 友 し 、 主 装 性 を 有 す ろ 統一 懇 と し て の 精 自 嶋 を 想定 し て ゐる 。 

従 つ て 磯 精 宛 も 統 一 謙 と し て の 心 的 所 興 は 、 意識 要素 の 弧 和 以上 の も の で な けれ 
ば た ら ぬ め 。 そ し て 感 算 、 表象 及 び 共 他 の 知 的 内 容 は 精 の 裏面 に 位 す る も の で 、 精 午 
の 本 賢 は 感情 及 衝動 の 素質 に ある と する 。 

非 必 鶴 前 結果 と し て 、 共 研究 方 法 の 相 居 は 衝 立 的 機械 的 暫 了 を 共 ま ぃ 本 寺 生 消 に 際 
用 する 事 を 欲し な い 。 

電 研 究 資料 は 日 常 生活 に 於 観察 事項 及び 歴 喝 的 事 質 が 極め て 大 な る 意味 を 持つ 。 


ーーーーーーーー 


1) Miiller-Freienfels,R. : Die Hauptrichtungen der gegenWartigen Psychologie. 
1933. ' [ 
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客観 化 的 心理 也 が 叙 逃 に 絶 懇 全 値 を 溝 く に 反し 、 常 に 個々 の 心 的 現象 を も 共 心 的 
統一 億 と の 相 開 開 係 に 信 て 把握 せん と する も の で 、 辿 ろ 解 租 肌 で ある 。 

此 虎 に 於 て 県 密 に 接 穏 する も の は 自然 信 且 で な し に 、 沼 ろ 精 和 科 尋 で あろ 。 

客観 化 的 心理 欧 は 間 極 有 と し て 所 調 陸 合 心 理 滑 を 有 有 し 、 主観 f 的 心理 有 滑 に は 精 宛 科 
硝 的 心理 移 が 共 李 左 と し て あり 、 之 等 の 間 に 種 々 の 光 浜 が 企 在 する も の で ある が 、 ミ 
ュ ユル ラ ア ・ フ ライ エン フェ ルス は 主観 化 的 心理 届 浜 と し て 次 の も の を 上 げ て ゐる 。 

ーー、 作 用 或 は 沸 能 心理 了 及 現象 盟 Akt- oder Funktionspsvchologie. 
Phanomenologie. (C. Stumpf. Th. Lipps、 C. Husserl. M. Scheler. 
C. KK. Gesterreich. 廿 . Driesch.) 
る - 混 格 縮 Personahstik. (W. Stern.) 
三 、 生 命 心理 瑞 Lebenspsychologie. (KR. Avenarius. KK. Groos. 
KR, Miller-Freienfels. W. Mc Dougall.) 

皿 、 精 首 分 析 副 Psychoanalyse. (S. Freud. G. C. Jung.) 

遍 、 個 人 心理 太 Individualpsychologie. (A. Adler. Erw. Wexberg.) 

六 、 和 崎 胡 的 心理 事 Medizinische Psychologie. (Fr. Kraus. 工 . Binswanger. 

Kretschmer. assDrer.) 

モ 、 性 _ 格 _ 胸 . Charakterologie. (E. Utitz. 上 上. Klages. Ch. Lessing.) 

ー 八 、 精細 科 陵 的 心理 瑞 Geisteswissenschaftliche Psychologie. (W. Dilthey. 
ド . Spranger. W. Schmied-Kowarzik.) 

倒 は 心理 区 に 要求 せら れ た 研究 の 目的 と 主題 と が 如何 に 多 方 面 で あ る か を 反省 する 
時 、 自 己 の 有 す ら 漢 然 た ろ 陸 の 概念 に より 、 共役 噂 に 入ら ぬ の 族 を 以 て 、 直ちに 他 を 
睦 喘 帆 す る の 狭 量 を 自戒 する 要 和 無き や を 疑 ふ 。 ( 

今 精 画 分 析 了 が 提 つ て 立つ 資料 及び 資料 の 虎 理 法 は 他 の 心理 表 の 分 浜 に 偽 け る それ 
と 共 性 質 を 異 に する 虎 少 な たか ら ざ る は 論 を また な い 。 「 

醒 衛 分 本 光 浜 の 學 者 も 、 共 研 究 褒 料 は 営 個人 の 歴史 拘 六 観 的 記録 で あ ち ょ 去 ふ 。 一 
般 記 銚 の 角 性 と し て 記 銚 者 に よる 事 賀 の 主観 化 の 存 在 は 営 . 然 青 定 せら れ な けれ ば た 
ら ぬ 。 

併 し F ら 共 主観 化 、 印 ち 主観 的 歪曲 共 も の に は 人 間 精 激 の 普 則 的 傾向 に 基づく 共通 
的 潜 旭 の 存在 が 認知 せら れる で あら う 。 

此 共 通 的 普遍 的 法則 の 認知 に よ つ て 、 上 箇 的 個 そ の 心 的 現象 の 意義 の 理解 と 、 同 時 
に 共 心 前 現象 の 背後 に ある 心 的 全般 性 名 ち 自我 の 把握 が 可能 と な る も の で な けれ ば た 

1) White. W.: Mecharism of Charakterformation、1924. Es8. 
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ら の 。 「 

_ 此 意味 に 於 て 精 分 析 講 は 個 崩 歴 史 克 で あり 、 精 泊 科 晃 と 客 接 な る 開 係 に あろ 。 

公 は 此 席 に ポア ンカ レー (Poncare) の 言 を 捕 く と と が 無 意 義 で な い ょ と 信 ず ろ 。 

「 昔 人 が 科 耐 の 客 盾 的 償 値 如何 と 問 ふ の は 、 科 列 が 物 の 買 の 本 性 を 数 を 々 る か どう か と 
べ ふ 意味 で は な い 。 そ れ が 物 の 眞 の 開 係数 へ る か と 到 ふ 意味 で ある 。 ' 

此 初 め の 問 に 装 し て は 何人 も 下 と 答 へ ちろ に 購 路 す る る の は ある まい 。 俳 し 猫 会 は 進 
ん で 営 に 科 軸 の み が 物 の 本 性 を 才 へ る とこ と が 出来 な い の で は な く 、 何 人 と 難 も 之 を 能 
くす る も の は 無い 。 若 し 泊 が 之 を 知る と し て も それ を 云 ひ 表 すべ き 言 葉 を 持た な いと 
ズ ひ 得る こと を 信ずる ちる 。 

理 人 は 湯 に 答 へ を 興 ふ る と と が 出来 な い ば か り で な く 、 企 令 人 が 答 へ を 興 ふ る 

て も 如 出 Mo on、 

拡 て 人 は 以上 精 省 分 析 了 欧 の 現代 心理 陸 に 信 け る 位置 と 之 に 半 す る 見 解 と を 一 言 し た 

_ が 、 更 に 今 加 へ て 注意 を 要する と と は 、 精 官 分 析 明 は 其 出 其 息 を 自然 科 苑 を 基礎 と す 
る 諸 亡 の 挿 般 と に 置い た 開 係 上 、 多 分 の 客観 的 、 要素 的 、 分 離 的 傾向 を 自己 の 中 に 所 
有する と と で ある 。 同時 K 又 主観 の 心 的 構成 に 常 つ て は 、 機 械 論 的 、 構造 論 的 傾向 の 
存在 を も 認め な けれ ば な ら め ぬ 。 

従 つ て 若 し ゃ 共 方 面 の み を 注 富 し 、 失 械 論 式 は 構造 論 的 見 地 か ら 共 内 容 を みる な ら 
ば 、 営 然 奇 任 な る 印象 を 得 た けれ ば な ら ぬ ね の で あら う 。 之 は 共 開 生 の 苗 生 で ある か の 
要 楽 的 容 其 化 的 心理 の 残 沼 と 見 仙 す べき も の で ある が 、 此 態 度 は 批判 者 及び 精 宮 分 
析 了 派 の 一 員 と 自ら な す も の 相 共 に 、 営 然 揚 乗 芝 ら れ ね ば な ら ぬ 。 若 し も ぉ ぁ そ れ を 忘却 
し た な ら ば 、 親 明 底 生 の 意義 を 失 ひ 全く 化石 化す る に 至ら う 。 

印 ち 個 を の 心 的 現象 を 抽象 し て 、 従 来 の 知見 に よる 精 省 分 析 了 遇 的 心 的 機制 説明 法 に 
従 ひ 、 条 語 の 維 列 に よ つ て 、 分 析 胃 的 研究 作業 の 完成 と 信 す な ら ば 、 正 し く 過 去 の 客 
観 化 的 心理 明 と 同 農 た らん の み で ある 。 

精 運 分 析 胃 は 他 の 多く の 新興 の 也 と 同様 に 何 林 完成 の 儲 域 と 概 討 すべ き 分 野 と を 多 
分 に 含ん で ゐる 。 此 虚 ic 於 て 共 母 朋 で ある 自然 科 遇 の 客観 的 精 太 に よ つ て 狗 嘱 を 床 ぞ 
け 、 個 々 の 事象 と 全 購 と の 正常 た な 相 開 々 係 を 誠 解 し 、 自 我 全 骸 の 把握 へ の 努力 を 忘れ 
て は な ら ぬ e 。 「 

フロ イド 自身 が 「 精 視 分 析 的 研究 は 哲 否 系 統 の 如く 、 出 来 含 の 完全 し た 教 藤 を 以 
て 、 進 ん で 行く こと が 出来 ず 、 正 常 及 異常 の 現象 を 分 析 探 夫 する こと. と に よ つ て 、 一 歩 


1) Poincare, 量 .: 田 竹 元 課 。 科 學 の 価値 。191 責 。 
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ー-- 歩 捜 雑 な 心 を 理解 し な けし ば な ら な か つた 」] と 云 つ て の る や うに 、 克 と し て の 骸 系 
構成 に は 未だ 鉄 くる 虎 が 少な し と せめ ぬ 。 其 意 味 に 於 て 精 画 分 析 耐 の 今 迄 の 所 説 は 、 バ 
ィ ブ ル ょ し て 存 傘 下 に 集まら べき で は な く て 、 才 ろ 征 來 の 完成 せら る べき 通 系 の 共 奉 
エエ 作 と し て 多分 の 條 値 を 有する も の で は な いか 。 

此 意 味 に 於 て 「 條 値 あら も の と 合理 的 な ら ざ る も の が 、 到 る 諾 緊密 区 相 接 し て 人 存在 
する 。 此 迷 朗 或 は 否定 すべ きも の を 検出 し て 、 支 持 す べき 有償 な る も の を 分 離す る こ 
と と そ 、 精 運 分 析 遇 研 究 の 特 米 に 焼 され た 問題 で わら う 」 と な す ミ ュ ル ラ ア プア ・ フ ライ 
ェ ン フェ ルス の 言 は 甘 し 容認 せら る べき で ある 。 ] 
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余 が 先 に 寺 依 安 想 の 成立 機甲 と し て の 小 示 作用 の 訟 明 と し て 提示 し た の は 次 の 如く 
で あつ た 「 

之 等 の 人 を は 和信 て 過去 の 時 期 に 、 換 府 す れ ば 自我 の 華 達 が 本 だ 完全 で な く 、 精 運 生 
活 に 於 て は 感情 の 時 動 が 活 洪 、 放 縦 で 、 答 観 的 自家 意識 の 区 達 極め て 不 充 分 な 時 代 に 
於 て 、 今 此 場 合 の 特異 な 宗教 的 儀 邊 や 樺 威 あ る も の 如き 宣言 と 同じ 意味 を 持つ も の 
対し て 、 纏 力 な 情 絆 を以て 反 鷹 し 日 絶 職 的 に 支配 せら れれ て ゐ た 持 績 的 経験 が あり 、、. 
今 此 虎 に 於 て 極端 な 感情 高潮 の 汰 態 、 し か も 意識 狼 小 を さ へ 作 つ た 定 経 症 的 状態 に 英 
過 し 、 前 記 の 特典 の 外装 の 写 営 抱 支配 せ られ て 、 弾 迫 的 な 弾力 な 勢 ひ を も つて 、 反 上 装 
的 に 区 か な る 過去 の 情緒 が 喚起 せら れ 、 此 主観 的 に 「 現 在 の 情 緒 と は 趣き を 異 に する 
情緒 」 を 障 作 感情 と する に 及 ん で 、 彼 の 宣 辻 は 信人 と し て 或 は 妥 想 と し て 此 人 の 在 人 
格 を 支配 する も の で あり 、 双 自 己 の 租 償 が 内 具 言 語 と し て 特異 た 視 話 と し て 自 鼻 せら 
れる の も 同様 の 機制 に よる も の と 解せ られ は し な いか 。 

印 ち 時 依 心 の 念 慮 は 旧 れ 自 朋 に 特殊 の 情緒 を 随 作 し 、 此 人 を に と つて 共 相 精 宰 生活 
K 於 て 特異 な 勢力 と 意 項 と を 有する も の 、 即 ち 所 主導 念 錯 符 (Komplex) ょ 認め られ 
る も の と 解 竹 し 得 ら らい が 如く で あろ 。 

両 し て 此 観 念 路 は 之 を バウ ロラ (Pawlow) の 條 件 反 対 設 あて は むれ ば 、 反 射 の 
具 嶋 的 事象 で あり 、 か の 宣言 は 條 作 刺 載 と 解 し 得 ら る ぃ と な し た 。 

抑 々 精 画 現象 殊 に 精細 或 は 箱 経 症状 を 條 件 反射 読 に よ つ て 理解 せん と する 試み は 、 
目新し き 考 へ で は な く て 、 バ ウェ ョ ウ 自 身 天 に 於 ろ 自 己 の 填 察 を 基礎 と し て 、 牙 或 革 能 
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が 人 に 於 ける 守 経 論 弱 、 ヒ ステ リー 或 は 催眠 汰 態 に 一 致す る も の と し て 、 共 等 の 症 汰 
を 大 脂 皮 質 に 於 ける 刺 載 と 制止 現象 と を 以 て 説明 を 企 間 し て ゐる 。 此 條 件 反射 設 は 竹 
々 の 方 面 に 影響 し て 、 正 常 心 理 の 攻 究 に 於 ける 義 展 は 行動 主 杖 的 心理 届 の 験 及 所 説 
の 基礎 を な し た 。 9 

ッ ト ッ ン (Watson, 」. B.) は 自己 の 読 の 説明 に 於 て 、 身 爵 的 條 件 反射 に 百 し て 、 心 
理 晶 的 に 條 件 情 縮 反 應 と 呼び 、 條 件 反射 に 開 す る 研究 は 、 見 列 の 情緒 を 説明 する 記 そ 
の 理解 を 全く 自然 科 現 的 基礎 に 於 て 可能 な らし め る も の で 、 意 議 或 は 共 他 所 調 心 前 骨 
程 を 持ち 出さ な けれ ば な ら め ぬ 必 要 を 見 な いと 丈 ふ 。 

印 ち あげ られ た 一 例 は 、 犬 が 子供 に 向 つ て 委 い で 正 つ て 来 て と び か ぃ ヽ り 、 押 し 倒し 
て 高く 咲 え ちる 。 拓 様 な 本 存 の 刺 載 が 子供 の 神 算 の 範 園 に 犬 が 入 つ た 瞬間 に 、 子 供 が 人 逃 
げ 有 出す 理由 と な る 。 ' 

双 條 件 反射 て は 他 IC も 革 多 の 形式 が あつ て 芝 情 に 結合 し を た も の も ある 。 印 ち 母 親 が 
子供 を 可愛 が る 時 文子 供 を 挿 鋼 の 中 で 描 り 動か す 時 に 、 或 は 久 入 浴 の 際 に 性 句 を 刺 
載 す る と する 。 そ うす る と 閣 様 な 刺 載 は 、 宰 問 し な い 部 ち 始原 反 應 と し て 抱擁 や 和 『 る 
や 敷 穫 を 喚起 する 。 此 反 應 は 直ちに 條 件 づけ られ て 、 母 親 を 見 た さけ で 貨 隊 の 英 骨 
的 接 欠 同 様 の 反 應 を 起す も の で ある < 

谷 文 或 人 に 於 ける 仕事 ゝ 科 静 的 、 手技 上 の 、 或 は 言語 や 思慮 の 習 克 の 成立 を も 同一 
機 帳 に よ つ て 説明 し て ゐる 。 

交 欄 た 老 へ 方 は 精 緯 分 析 晃 の 初期 の 考 へ 方 、 殊 に フロ イド の 初期 の 考 へ 方 に 類似 す 
る 虚 が 少く な いも の で 、 分 析 遇 派 の 人 々 が 此 駅 を 見 逃す 理由 は 無い 。 

ルウ リア (Luria, A. R.) は ロシア K 於 ける 視 綴 生理 届 印 ち パ バウ ロフ 、 ヴ エデン ス 
キイ (Wwedenski) ウッ ク トム スキ イィ (Uchtomski A. A.) の 各 教 宣 に 於 ける 基本 的 業 
縛 を 逃 べ て 、 そ れ 等 が 精 視 分 析 明 の 設 明 する と と ろ の 機制 ょ 一 致す る と ころ 大 で ある 
ェ 論 ド 、 著 し 人 開 の 精 竹 部 ち 心 的 現象 は 生物 辱 的 基 展 の 高度 分化 せる 産物 共 も の に 
他 な ら ぬ と 送 べ て ゐる 。 

護 つ て 営 面 の 問題 で ある 選 依 成立 の 直接 滋 韓 で ある 内 示 に 伺 る と 、 此 條 件 反射 説 は 
勿論 内 示 の 設 に も 取り 入れ られ て か る 事 質 を 認め な けれ ば な ら な い 。 一 二 の 例 を あ 
げ て みろ る 。 

ヒル ゲル (Hilger, W) は 暗示 作用 の 設 明 と し て 、 反射 の 概念 、 印 ち 身 購 的 反射 と 
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精 衝 的 現象 、 詳 言 す れ ば 表象 、 想 起 像 及 想 像 像 と の 相 開 と を あげ て ゐる 。 抑 ち 身 脇 的 
払 射 の 例 詩 と し て あげ て ゐる の は 、 純 生 理 明 周 知 の 事 連 で ある 貴 液 分 泌 で あつ て 、 
此 身 入 的 現象 に 貫 半 し て 精 泊 ち 的 影響 が 誘起 せら 和 れ 、 意識 過程 に 移行 する も る の で 、 此 席 
に 於 て 問題 の 出 蔵 嘆 は 、 身 懇 的 か ら で な く て 精 省 生活 か ら 導 き 出 され な けれ ば な ら ぬ 
と 球 ふ 。 

此 虚 に 食物 が 味 江 器 宜 に 百 す る 直接 作用 の 如き 上 身 簡 的 反射 に 掛 し て 、 想 超 、 表象 及 
想像 像 に よ ょ つて 惹起 せら れる 反射 を 精 導 的 反射 と 呼ぶ 。 

面 し て 精 的 反射 $ 身 態 的 反射 と 同様 の 過程 に 於 て 蘭 現 する も の で 、 之 に 就 て は 心 
理 遇 的 事 賀 で ある 観念 隊 合 の 乱 格 な 規則 性 が 其 購 示 作 用 の 理解 を 可能 な らし め る も の 
で ある 。 

其 れ を 立 謎 する も の と し て 、 バ パウ ロフ の 犬 に 於 ける 嘩 液 及 胃液 分 泌 寅 験 及び 腹 孔 散 
大 筋 に 開 す る オッ ペン ハイ ィ イム (Oppenheim)、 ハ アプ (Haab) 及ぼ ピル ッ (Piltz) の 衝 
腺 を 逃 べ 、 谷 久 乳腺 分 泌 に も 同様 の 所 見 が ある 定 を 逃 べ 、 殊 友 性 的 機能 に 於 て は 特に 
心 的 開 係 の 重大 な る 所 以 を 例示 し て ゐる 。 

面 し て 此 精 御 的 反射 出現 機 帳 の 主要 因子 の うち 、 特 友 興 味 深き $ の と し て 三種 の る 
の を 映 げ て ゐる が 、 そ れ は 第 一 に 直観 で あり 、 又 前 示 或 は 手 本 が それ で 、 第 二 は 如 慣 
第 三 は 牧 期 で ある 。 

此 精 御 的 反射 に 於 て 或 表象 が 意識 に 持ち 来 され る 共有 出現 過程 は 、 共 時 の 租 起 像 か ら 
意識 せら れ な いで ゐる 事 賀 を 逃 べ 、 吾 その 意識 生活 は 精 緯 生活 の 線 括 で あつ て 、' 玉 地 
に 激 す る 山脈 の 如く 精 紀 生 活 の 上 に 隆起 する と 云 ふ 。 

印 ち 我 々 は 個々 の 意識 現象 の 華 生 を 主観 的 に 知ら な いで ゐる 事 が 多い 。 相 起 像 が 意 
識 生 活 に 現 は れる 事 に 表し て も 無知 で ある 。 

ヌ 直 観 、 幻 覚 、 筋 肉 の 反射 或 は 運動 の 作用 に 肌 し て も 同様 で ある が 、 之 等 の 皿 の 相 
開 開 係 は 心理 掌 的 分 析 に よ つ て 明か に され る 事 が 期待 せら る べき で ある と な す 。 

面 し て 表象 の 過程 に 就 て は リッ プス (Lipps) の 訟 に 随 つ て [表象 像 は 上 て 共 自 贈 表 
象 化 せん と する 傾向 を 具有 すろ も の で 、 損 言 す れ ば 自己 自 懇 自 己 を 意識 化 せ ん と す 
る 傾向 を 荷 つ て お る も の で あり 、 暗 示 は あら ゆる 反射 傾向 の 表象 が 休止 し 、 表象 自 艇 
が 共 自 ら の 傾向 に より 意識 化 せ られ る も の で ある 」 と 云 ふ 。 

ドル クス 及び シヤ フ ア ー(Dorcus 名 Shaffer) は 暗示 に 競 て 同様 lc パウ ョ ラフ の 條 件 反 
射 説 を 引用 し 、 彼 の 犬 の 賞 駿 例 を 例 誠 と し て 、 催 眠 対 態 K 誠 け る 機 韓 を 大 有 皮 質 の 
部 分 時 制止 に よ つ て 訟 明 し 、 催 眠 汰 態 た 於 て は 其 制 止 は 腫 眠 時 の 皮質 及 皮質 下 に 旧 ろ 
 。 1) Doseus Shaffer : Textbook of abnormal Psychology, 1934, P. 102. 
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如く 麻 く は 所 張 し て ゎ な いと 革 ふ 。 面 し て 人 の 表象 の 成 起 に 開 す る 心理 的 診 明 に は 深 
く 入 つて ゐ な い 5。 

Me も 「 

〆 ヴ ント (Wundt, W.) は 嗜 到 が 催 脆 汰 熊 に 於 ける 主要 原因 で ある と し て 、 嗜 示 は 他 


し て 、 之 を 他 動 的 嗜 示 と 云 ひ 、 時 と し て 自己 自 自 か ら 同 様 の 状態 が 恋 起 せら れる も の 
を 自己 暗示 と ど 球 あふ 。 ] 「 

催眠 状態 の 徴候 の 一 つと し て 、 多 少 共 外 的 意志 作用 の 洞 止 が あり 、 通 常 注 意 は 一 方 
的 に 、 殊 に 購 示 者 の 命令 に 同 着 する を 常 と こす る 。 “ 
耐 し て 彼 に よれ ば 腫 眼 、 及 び 催 有限 状態 は 先 づ 第 一 に 生理 硝 的 問題 に 開 係 する 。 
郊 ち 我々 が 心 的 現象 の 散 生 個所 と な す 大 騰 皮 質 の 或 部 位 の 洪 能 制止 、 或 は 他 の 部 分 
- の 基 品 進 を 優 定 す る と 共に 、 経 了 の 法 旭 で ある 補償 法則 の 適用 に より 、 区 区 的 中 
央 部 位 の 機能 制止 と 他 の 部 位 の 沸 能 品 進 と が 相互 的 に 開 係 せしめ られ る と 設 明 する 。 
郊 ち 之 に よ つ て 都 分 的 催 眼 状態 に 於 て 区 現 する 刺 埋 現象 が 理解 せら れる 。 共和 態 に 於 
て は 外 閣 的 算 忠 汰 態 に 於 て 、 自 働 的 性 質 を 有する 泥 負 せる 行動 、 明 吾 な る 差別 を 有 す 
る 心 的 行 信 、 更 に 一定 の 観念 及 感 情 領 城 に 於 て 他 の 心 的 要素 か ら 同 時 的 遊離 を まし て 
ゐる 驚く べき 精密 な 想起 が 行 は れる 。 ' ' 
更に 此 部 分 的 催眠 汰 態 は 前 記 の 如く 、 一 方 に 固着 し た 注意 を 有 し 、 且 鉱 連 験 的 刺 戦 
作用 (Cc よ ょ つて 若き 起 さ れ た 被 催 眼 者 の 自己 観察 が あり 、 之 等 は 直接 心理 野 的 應 用 の 條 
値 が あろ 。 「 「 

以上 の 設 は 何れ も 生理 左 主 義 で ある と 共 K 極 め て 機械 的 で 、 制 止 及 刺 戦 の 同時 前 機 
能 開 係 を 以 て 読 明 し て ゐる 。 「 

次 で 前 出 の ヒル ゲ ァ が 鯛 れ て ゐる リップ ス の 心理 克 的 読 明 を 省 み や う 。 

リッ プス (Lipps, Th) は 暗示 を 判断 、 感 自 、 意 志太 動作 に 開 す る も の に 分 ける 。 
暗示 と は 、 外 部 か ら 惹 き 起 され た 表象 又は 暗示 を 受け る 個人 の 中 に 、 自 的 に 成立 
し た 表象 に 基づい て 、 式 刊 断 、 あ る 感覚 、 あ る 行動 へ の 衝動 が 非 安 営 的 な 條 件 の 下 K 
起 ら こと で あら 。 調 應 する 生理 的 刺 載 無き 感 息 、 至 應 する 動 洪 人 き 動作 、 若 く は 反対 
動作 の 存する に も 拘 は ら ず 起 る 動作 へ の 衝動 で ある 。 

此 路 示 の 働き が 常 能 な ら ば 起 ら な いや うな 事情 の 下 K 超 る 時 、 従 つて 其 現 出 が 異常 
的 な 特色 を 帯 が 、 そ れ 夏 に 内 示 の 條 件 が 舞 態 的 に 見 進 を 示す 場合 、 基 を 特に 狭義 の 暗 
示 と 呼ぶ 。 凡 て の 量 示 に と つて 重要 な の は 、 購 示 莉 の 人 格 及 び 基 人 の 暗示 する 仕方 で 


1) Wundt, W.: GrundriB der Psychologiec, S. 336. 
1) Lipps, Th.: Leitfaden der Psychologie, 9. Aufl. 大 脇 語 一 課 492 頁 。 
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的 條 件 反射 と 意味 を 同じ くす る も の で ある 。 

印 ち 純 炊 に 心 的 の 條 件 靖 緒 反 鷹 或 は 精 補 的 條 件 反射 誠 は 余 の 立論 の 一 つの 立 誠 と 見 
徴 し て 束 な る も の が あり は し な いか 。 

之 c 開 聴 し て は 内 容 は 兎 も 角 と し て 区 度 その も の は 、 精 反 射 に 於 て 表象 出現 の 機 
轄 に 封 し て 逃 べ る ヒル ゲル の それ が 正しい と 思 は れる 、 多 ち 意識 せら れず し て 出現 す 
ゥ 表象 の 出現 機 皿 を 、 表象 C 開 する リツ プス の 設 に 従 つ て 表象 像 自 磐 の 表象 化 傾向 
求め ん と し た ろ る が 如き それ で ある 。 

面 し て リッ プス は 交感 の 本 質 と し て 表象 に 央 典 せら れ た る エネ ルギー を 優 定 し て 理 
解 に 次 せん と し て ゐる 。 ' 

印 ち 此 虚 に 於 て 表象 自 骸 、 換 言 す れ ば 表象 の 内 容 如 何 が 問題 と な る 事 が 想像 せら 
れ 、 余 が 本 例 に 於 て 時 依 の 念 慮 自 幅 が 其 個人 の 心 的 生活 C と つて 、 少 な か ら ざ る 意味 
を 有 す べ き を 折 想 し た の と 一 脈 相 通 ずる も の が ある 如く で ある 。 且 久 精 分 析 克 に が 
ける 観念 錯 、 印 ち 共 心 的 個 剛 に 於 て 多少 共有 力 な る 衝動 的 の 情緒 を 件 つて ゐる 観念 
の 概念 は 有 の 考 抽 の 漠然 た る も の を 明 座 に 具 骸 化し た も の と 考 へ 得 ら れる で あら 
う 。 し か ゃ 精 軍 條 析 軸 に 於 て 観念 錯 符 の 概 償 は 精 守 紳 経 症 の 症候 を 説明 する 有力 な 
も の ュー つ で あつ た 事 は 去 ふ 迄 も な い 。 

此 虎 に 於 て 知 か な る 過去 の 時 期 、 自我 の 散 達 が 未だ 不 充分 な る 時 代 に 於 て 此 電 依 
の 宮 言 と 同じ 意味 を 持つ も の に 装 し て 、 強 力 な 情 未 を 以 て 反 應 し 且 絶 嶋 的 に 支配 せら 
れ た 持 稚 的 謙 験 が あり ヽ 其 が 今 此 涯 依 の 念 慮 印 ち 観 念 氏 総 の 巡 住 に 於 ける 形成 に 有力 
な る 員 沿 を な し ヽ 日 常 生活 に 於 て 意識 する と 天 と に 拘 は ら ず 、 紅 き 共 勢 力 を 保存 し 大 
た ろ も の と な す 事 は ゝ 必ず し ゃ 非 安 営 と の み は 天 ひ 難い で あら う 。 

し か も 底 記 の 如く 此 居 依 の 内 示 が 奥 へ られ た 時 の 情況 は 身 嶋 的 疾患 共 他 詳 竹 の 事 
情 に 因 る 如何 な る 現 資 的 方 法 を 以 て する も 救済 不可 能 な 紹 堂 感 に 迄 高調 さら れ た 精 定 
的 守 岩 戒 は 感情 の 動 了 が あり 、 之 は リップ ス が 特に 狭義 の 購 示 と し て 交 べ た 常 上 な ら 
ば 起 ら な いや うな 事情 の 下 に 起り 、 従 つて 具現 出 が 異常 的 な 特色 を 著 び 、 そ れ 欧 呈 
示 の 條 件 が 胡 区 釣 に 品 進 を 示す 場合 の それ に 正しく 概 澤 する も の で な けれ ば な ら め o 

以上 は 條 人 反射 説 ゝ 條 件 博幸 反 應 及び 精 軍 反射 に 剰 する 此 問 題 を 仲 伸 と し て の 余 の 
考 へ を 逃 べ た も の で ある が ヽ か いろ 見 地 か ら み た 時 右 の 條 件 反射 説 の 考慮 原則 は 此 問 
題 理 解 半 し 、 少 な か ら ぬ 寄 典 を な す も の と 認め られ よう 。 次 で 早 偽 の 念 應 の 一 般 生 
活 ic 於 ける 意義 を 考察 すべ き で ある が 、 先 づ 狭 義 の 喘 示 と し て の 此 吉 依 の 宏 想 成立 に 
居 す る 特殊 事情 に 就 て 逃 べ よ う 。 


暗示 に 於 て 表象 が 意識 に 現 は れる 機 則 に 就 て ヒル ゲル は 表象 自 帳 の 自己 類 現 化 傾向 

を 、 ツ ツ プ ス は 心 的 モネ ルギー を 優 定 し た が 、 賠 示 に 於 て 刊 断 、 感 覚 、 意 志 及 動作 
の 出現 に 開 し て 何等 か の 補助 概念 が 基 席 設け られ る の は 芝 ら く 自 然 で ある か も 知れ 
な い 。 
先 に 明信 の 信仰 の 成立 更に 想 へ の 蔵屋 に 於 ける 内 示 に 半 し て 、 特異 の 外 直 の 明 依 
に 開 す る 宣言 に より 先 づ 紅 力 な 勢 ひ を 以 て 反射 的 に 造 か な る 過去 の 情緒 が 喚起 せら れ 
て 、 此 主 准 的 に 現在 の 倫 緒 と は 趣き を 異 に する 情緒 を 階 件 感情 た する に 及 ん で 、 彼 の 
宣言 は 信念 化 或 は 安 想 化す る る の で あら うと の 相 定 が 行 は れ た 。 

拡 て 今 此 虎 に 球 ふ 造 か な る 過去 の 、 現在 と は 趣き を 異 に せる 情緒 と は 何で ある か 。 
基本 態 に 就 て 一 應 の 考察 は 営 然 加 へ られ な けれ ば な る まい 。 面 し て 此 問 題 を 最も 理解 
し 区 か らし むら ろ 端緒 は ゝ 前記 の 如き 綴 症 的 汰 態 の 検討 に 待つ べき で 、 既 K 余 は 此 汰 
に 於 て は 共感 情 の 動 描 極 め て 逃 だ し く 、 精 宣 低 虎 の 感 深く 、 現 宮 に 判 す る 絶 鹿 の 感 
YY 
ある こと を 指摘 し て ゐる 。 

此 汰 態 は 厳格 な る ら 意 味 に 於 て は 正 し く 病 的 汰 能 と 認め られ る 性 質 の も ぁ る の で ある が 、 
本 Ni 
小児 に 於 ける 状 交 で ある 。 

精 客 、 宮 総 症 が 小 見 的 傾向 を 有する 事 は ゝ 共 方 面 の 成 書 に 於 て 周知 の 事 で あり 、 従 
洲 の 精 旭 病没 に が て 精 馴 病 叫 者 の 典 常 た 心 的 生活 は 全く 理解 を 絶 し た も の と せら れ た 
が 、 妃 経 症 の 圧 條 及び 同 症 者 の 基礎 的 性 格 が 小 見 的 條 向 を 有 し 、 彼 此 参 照 す る 事 に よ 
の て 異 常 心理 解説 の 道 が 開け た 事 は 殆ど 議論 を 要 し な い 。 

・ 余 丸 既に 小児 期 の 精 衝 態 と し て 自我 の 化 規 が 完全 で たく 感情 の 路 動 、 活 洲 、 
放 縦 で 、 客観 的 自家 意識 の 茂 填 不 到 分 な ろ 炊 態 を 、 此 運 総 症 的 術 熊 と 比較 装 鷹 させ た 
が 更に 常 胡 心 理 滑 の 範 園 に 於 ける 見 准 の 精 洒 生活 の 特徴 に 開 す ら 基 方面 か ら の 記述 

を 此 虚 で 注意 し て 置き た い 。 

此 謀 に 誤 解 を 避け た い の は 、 小 見 の 精 宛 汰 態 、 原始 前 種族 の 精 軍 的 熊 及 び 輝 継 症 の 
症候 と は と ひ に よく 比較 考察 せら れる が 、 そ れ は 内 容 が 凡 て 同一 で ある と 球 ふ 意 味 で 
は 全 伏 な く 、 共 心 的 機電 の 形式 に 相 通 ずる 虎 が ある を 以 て ヽ 単に 考察 の 参考 次 料 の 意 
味 に 於 て ゞ ある と と で ある 。 

、 同 本 と 最も 開 係 の 深 v 感 博 生活 に 就 い て あげ る 。 
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暗示 に 於 て 表象 が 意識 に 現 は れる 機 様 に 就 て ヒル グ ゲル は 表象 自 骨 の 自己 類 現 化 傾向 
を 、 ツ ツ プ ス は 心 的 モネ ルギー を 優 定 し た が 、 剛 示 に 於 て 刊 断 、 感 邊 、 意 志 及 動作 
の 出現 に 開 し て 何等 か の 補助 概念 が 基 庶 大 設け られ る の は 恐らく 自然 で ある か も 知れ 
な い 。 ' 

先 に 時 依 の 信仰 の 成立 更に 妥 想 へ の 工 展 に 於 ける 喘 示 に 装 し て 、 特異 の 外 毅 の 趣 依 
に 開 す る 宜 言 に より 先 づ 強力 な 勢 ひ を 以 て 反射 的 に 造 か な る 過去 の 情緒 が 喚起 せら れ 
て 、 此 主 准 的 に 現在 の 秦 緒 と は 趣き を 異 に する 情緒 を 莉 件 感情 と する に 及 ん で 彼 の 
宣言 は 信念 化 或 は 朗 想 化す る る の で あら うと の 想定 が 行 は れ た 。 

_ 扱 て 今 此 虎 に 到 ふ 造 か な る 過去 の 、 現在 と は 趣き を 異 に せる 情緒 と は 何で ある か 。 
其 本 態 に 就 て 一 應 の 考察 は 営 然 加 へ られ な けれ ば な らち まい 。 耐 し て 此 開 題 を 最も 理解 
し 区 か らし むる 端緒 は ゝ 前記 の 如き 綴 症 的 状態 の 検討 に 待つ べき で ヽ 多 I 余 は 此 汰 
態 に 於 て は 共感 情 の 動 描 李 め て 逃 だ し く 、 精 部 虎 の 感 深く 、 現 宮 に 半 す る 絶 塵 の 感 
0 
ある こと を 指摘 し て ゐる ろ 。 

此 炊 態 は 央 格 な 意味 に 於 て は 正しく 病 的 炊 態 と 認め られ る 性 質 の も る の で あぁ が 、 
病 的 の 意味 で な MK 
小児 に 於 ける 状態 で ある 。 

精 泊 、 守 症 が 小 見 的 傾向 を 有する 事 は ゝ 共 方 面 の 成 書 に 及 て 周知 の 事 で あり 、 従 
夫 の 精 福 病 克 に 於 て 精 視 病 思 者 の 異常 た 心 的 生活 は 全く 理解 を 絶 し た も の と せら れ た 
が 、 池 経 症 の 症候 及び 同 症 者 の 基礎 的 性 桁 が 小 見 的 価 向 を 有 し 、 彼 此 参 照 す る 事 に ょ 
の て 異常 心理 解説 の 道 が 開け た 事 は 殆ど 議論 を 要 し な い 。 

・ 余 婦 茎 に 小 見 期 の 精神 炊 態 と し て 、 自 我 の 化 残 達 が 完全 で な く 感情 の 躍動 、 活 溢 
放 縦 で 、 客観 的 自家 意識 の 衣 達 不 到 分 な ら 克 態 を 、 此 夢 経 症 的 秩 能 と 比較 百 應 させ た 
が ゝ 更に 常 上 心 理 遇 の 範 園 に 於 ける 見 間 の 精 禄 生活 の 特徴 に 開 す る 共 方 面 か ら の 記 枯 
を 此 虚 で 注意 し て 置き た い 。 

此 席 に 談 解 を 避け た い の は 、 小 見 の 精 状 態 ゝ 原始 的 種族 の 精 宮 択 能 及 び 視 継 症 の 
症候 と は 互 ひ に よく 比較 考察 せら れろ る が 、 そ れ は 内 容 が 凡 て 同一 で あら と 球 ふ 意味 で 
は 全 伏 な く 、 共 心 的 機 堤 の 形式 に 相 通 ずら 虎 が ある を 以 て 、 測 に 考察 の 参考 音 料 の 意 
味 に 於 て さあ る と と で ある 。 

、 同 本 女 と 最も 開 係 の 深い 感情 生 活 に 喜 いて あげ る 。 


時 
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部 ち 見 壮 の 感情 生活 往 多 く は 固有 交 識 的 で あり 、 殊 に 科 動 的 形式 を と り 、 成熟 従 ・ 
つて 潤 次 意識 開 奥 が 広く な り ゝ 明 峡 に な る 。 言葉 通り 醒め て 来る の で ある 。 

印 ち 自我 の 意識 が 華 達 せ ず 、 又 は 自我 活動 が 明 膝 な ら ざ る 時 に 於 て 、 し か ゃ 或 着 象 
に 凌 し て 積極 的 又は 消極 的 な る 態度 を と る 時 の 感情 を ば 、 優 り に 非 人 格 的 感情 と 呼 
び 、 共 消極 的 な る の ょ 主 な ろ る も の は 興 怖 及 心 配 で あり 、 積極 的 な る の に 属す る も の は 
人 
ら が 、 此 も の に あつ て は 他 を 考 へ る が それ は 自己 の 往 め の 他 で ある 。 

そこ と に は 自我 意識 は 未だ 明 礁 で な い が 、 し か も な ほぼ ほ 不 種 の 往 會 的 開 係 を 意 蔵 し て す 
る の は 愛 と 憎 と で ある 。 「 

幼 兄 の 愛 の 特徴 は 相互 的 ゝ 汎 愛 的 、 身 購 的 で あり 、 其 憎 は 一 時 的 の も の で な く 他 か 
ら 導 来 さ れ た も の で あり 、 し か も 多く は 失 堂 せら れ た 愛 か ら 米 る 。 

児童 が 快 を と り 不快 を 避 く る の みな ら ず 自己 の 存在 の 安 営 を 表 定 し 主張 する K 至 
り 、 此 虚 に 人 格 感情 が 起 る 。 「 

自我 の 主張 が 高まる 時 は 主 我 感 育 が 起り 、 其 形式 と し て 第 一 に あげ られ る も の は 我 
位 で ある 。 極め て 自己 中 心 的 で ある と 云 は れる 。 

基 錠 自我 意識 語 達 せ ず 明瞭 な る 自我 の 活動 な く 、 し か も ゃ 競 怖 ゝ 不安 の 始原 的 の 非 人 
格 的 感情 が 姓 盛 な も の で 、 谷 一 方 自己 申 心 的 で 我 位 な 主 我 感 悟 が 活 渡 で ある と 約 言 せ 
られ よう 。 

は 前 記 の 如き 感情 の 動 汰 甚 に し て 現 賀 な る 如何 な る 方 法 を 以 て し て $、 才 済 不 
可能 な ら 紹 塵 感 、 換 言 す れ ば 現 質 を 超越 せる 非 現 寅 的 な 不安 、 絶 党 の 感情 に 彩色 せら 
れ 、 一 方 自我 中 心 的 な ら 宛 経 症 固有 の 強 き 傾向 で あり 、 考 慮 の 秀 園 が 局 限 せら れれ て 意 
識 狭小 の 傾向 ある 炊 態 と 極め て 相似 の 開 係 に ある 事 が 記 め られ よ う 。 此 虚 に 於 て 古 経 
症 的 秩 態 は 成人 の 小 見 化 と 形容 する 事 が 可能 で あら う 。 

此 浜 態 が 暗示 に か いり 易い 一 つの 誘因 を 形成 する で あら う 事 は 、 余 及び 多く の 人 の 
認め る 謀 で ある が 、 の 小 見 期 に 於 て は 被 中 示 性 が 極め て 大 な る と 共に 、 暗 示 作用 が 
小 見 の 精 運 華 達 上 性 格 構成 上 大 な る 意義 を 有する 事 は 、 雪 育 奈 的 に 条 叉 見 童心 理 光 
の 分 野 に 於 て 廣 く 認め られ て ゐ ろ 事 貢 で な けれ ば な ら o 

上 王 に 於 けろ 暗示 作用 に 凌 て 千葉 教授 の 逃 べ て ゐ ら れる と と ろ を 摘 銚 し て みる 。 

印 ち 暗示 と 芸 ふ の は 内 的 模 人 の 助け に よ つ て , 同 意 涼 の 区 度 を 喚 趣 する こと で ある 。 


1) 千葉 財 成 : 幼 見 の 精神 。 172 頁 。 
2) 千葉 数 扶 の 所 請 固有 意 議 。 千 葉 届 成 : 意識 、 無 意識 の 問題 。291 肌 。 


3) 千葉 謝 成 : 幼 見 の 精 穂 。172 貞 。 
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児童 の 周 彫 に は 、 言 語 令 は 賀 行 に より 、 刊 断 し た り 感 情 を 起 し た り 、 意識 し た り し 
て 一 定 の 区 度 を と る ろ 人 が ゐる 。 それ が 刺 戦 と な つて 上 童 の 内 部 に は 模 條 的 に それ に 應 
ずら 態度 が 起 る 。 し か も 其 際 見 意 は 模 條 に つき 何 $ 知 る と と ころ が 無 い 。 例 へ ば 他 の 喝 
軍 が 泣く と き 同 様 に 泣く の は 身 剛 的 模 條 で ある が 、 泣 く 人 を みて そ を の 悲 み を 自身 内 に 
も 催し 、 自 ら 悲 し く な ろ る 時 は 暗 夫 に よ つ た の で ある ろ 。 

児童 は 吐 示 を 受 く る 際 俺 達者 を 選 控 する も の で あり 、 何 人 の 部 度 を も 下 等 に 受入 れ 
る も の で は ない 。 只 示 を 最も 絢 く 影響 する の は 家族 の 中 で は 母 が 第 一 で あり 、 父 之 に 
次 ぎ 見 弟 、 そ れ か ら 保 衝 、 備 人 、 遊 仲間 等 で ある 。 「 

久信 達者 が 如何 に 努力 すろ も 何等 の 効果 な き 事 あり 、 思 は ざる 基 事 が 嗜 示 と し て 大 
き な 形 響 を 刀 へ る と と も あり 得る 。 

嗜 示 の 及ぶ 範 園 に 開 し て は 、 連 に 俺 達せ られ る 刺 戦 が その まい 受信 れ ら れる に 止ま 
ら ず 、 共 意 味 の み の 虹 響 に よ ょ つて 行 は れる こと が あり 得る 。 タ 表情 的 な も の は 寅 際 以 
上 に 深い 影響 を 典 へ る と と が ある 。 

次 に 只 示 の 種類 に 就 て は 、 共 方 向 に より 韓 向 購 示 と 同情 叶 示 と が ある 。 前 者 は 児 音 
が ある 事 に 装 し て 反抗 的 な る ろ 時 然 ら ざる 態度 を と れ ば その や うに な る 。 

見 並 に も 自己 暗示 が 存在 し 、 例 へ ば 見 汗 が 剛 が り に 装 し 恐怖 を 感ずる と すれ ば 、 こ 
の 感情 主 骨 が 判断 態度 を 虹 響 し 、 傘 上 な 熟 上 を 許さ ず 、 良 か ら ざ る 期待 を 起 さ し め 、 
そこ に た 何 か 例 へ ば 動物 等 を 見 る 。 し か も それ は 凍 覚 又は 幻 覧 に 過ぎ ぬこ と が ある 。 

暗示 の 貨 現 は 久 年 齢 に も 開 係 す る 。 多 ち 或 程度 の 精 的 成 吾 が 必要 で ある が 、 そ の 
程度 を 越 ゆ る 時 は 駐 暗 示 K 不 適 営 と な る 。 そ れ は 他人 の 郊 度 の 意味 が 理解 さん 、 し か 
も 修 り 理屈 に 陥 入 ら ざ る 程度 を 適 営 と する 。 それ 政 に 生後 二年生 頃 に な れ ば 、 吐 示 は 
誤 に し か ゃ 紅く 働く よう に な る 。 蓋 し 其 頃 に は 周 彫 に 依 太 し と れ を 信頼 し 、 且 之 に 無 
批評 約 で あり 、 面 し て 自 華 的 に 俺 達者 の 如き 態度 を 作る と と の 困難 な る か また は 不可 
能 な る 包 め で ある ろ 。 

以上 の 記 送 と 余 の 装 察 し た 虚 と を 此 虚 比較 すら と 、 全般 的 に 部 経 症 的 秩 能 で あつ 
て ゝ 小 見 様 心 的 状 問 が 認め あら れる ょ 共に 、 身 骸 的 疾患 及 基 他 の 不 志 事 に 持 し 、 如 何 
な る 現 質 的 方 法 に よる も 救済 不可 能 と 蓋 ふ 絶 堂 感 は 、 見 芝 の 購 示 の 場合 に 於 て は 他 を 
知ら ざる が 飛 の ゝ 純 も 知性 の 不足 に 基づく 無 批判 的 依 喝 で あろ の と は 趣き を 異 に し て 
の ろ が 、 他 の 上 て の も の に 宙 す る 全面 的 拒 天 の 結果 と し て の 内示 者 友 百 すら 二 交 的 依 
薦 を 構成 する こと が 認め られ ろ 。 従 つて 見 意 の 場合 が 始原 的 、 一 次 的 依 太 で ある と は 
此 場 合 全く 凌 質 で は ある が 、 牙 宜 言 を 批 刊 し 定 する 能力 が 不 到 分 な と と は 同一 で あ 
り 、 特 に 此 場 合 に 於 て は 知性 の みな ら ず 意志 の 活動 が 不 充分 な 事 が 認 あ られ な けれ ば 
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な ら め ぬ 重 要 な 事 買 が あろ る 何と な れ ば 見 将 に 於 て 精 視 華 達 の 不 完全 な ろ 往 め の 意 志 運 
動 性 の 弱き 事 は 、 か いろ 場合 に 於 て 現 買 に 改 れ た ろ も の 、 ゝ 殊 に 一 般 細 経 症 的 傾向 者 
共通 に 認め られ る ろ 意 記 洪 細 と 全く 同一 に 評 償 し て 然るべき も の で あろ が 故に 。 

か く て 此 場 合 に 於 て 此 義 の 購 示 の 成立 を 可能 な らし め る 特殊 事情 印 ち 締 綴 間 的 汐 能 
が 如何 に 小 見 の 心 的 状 襲 に 類似 し 、 に 暗示 を 符 認 すろ 本 能 蛋 に 党 ん で の る 事 は 、 科 
県 な が ら 本 記 の 詩 明 に よ つ て も 明 自 な ろ る 事 と 思 は れ ら 。 

此 細 綴 症 的 碁 態 換 苔 すれ ば 小 見 様 状態 に 於 て 、 し か も 共 個 人 の 小 見 期 に 於 て 異常 な 
張力 な 情緒 を 以 て 織 起 的 に 経験 せら れ た と 相 像 せら れ 得 る 電 依 の 父 慮 の 。 特 異 の 外装 
I に よ つ て 修飾 せら れ だ た 権威 あら も の ぃ 如き 宮 営 が 、 此 人 その 精細 と 宝 接 に 是 容 易 に 結 

合 し 、 此 左 特殊 の 購 示 の 成立 を 可能 な らし め ろ も の と 思 は れろ 。 「 
以上 の 訟 明 は 此 締 綴 症 的 秩 態 が 小 見 様 状態 と 見 敬 さ る べき も の で 、 此 鹿 に 前 出 の 狭 。 
開 の 嗜 示 の 成立 て 暫 す る 特殊 條 件 を 明らか に すろ も の と 信ずる ろ が 、 加 へ て 余 が 小 見 の 
心 的 状態 に 此 特 殊 秩 態 を 比較 し た 他 の 一 つの 理由 は 、 此 直 優 の 師 貞 が 成人 と し て の 今 
日 に 於 て 始め て 接し た も の で な く 、 前 記 の 如く 小 見 期 か ら 常 接 な 開 係 を 有 し 、 共 人 格 
構成 に 開 し て は 少な か ら ざ ろ 影 響 と 有 し ヽ 此 場 合 に 於 て 上 宣 言 を 受 く る に 於 て は 、 党 
に と を 知 的 に 受容 し 或 は 批判 する に 止む ろ 性 質 の も の で な く ヽ 据 言 すれ ば 現在 の 軸 綴 
症 的 状態 の 動 描 上 基 し き 感 捕 状 に 於 て は 感情 的 異 層 で な ぐ ヽ し か も 乾 情 灯 の あろ も の 
は 、 往 時 の 志 偽 の 念 号 に 陸 伴 し た と 同一 の 情 科 と 見 仙 し 得る も の あろ が 政 で あろ 。 

此 情 紗 こ そり ウツ ウ プス の 貴 示 に 芯 て 実包 に 典 せら れる エネ ルギー で あり 、 ヒ ル ゲ ル 
の 求 象 自 囲 の 自己 讃 現 傾向 を 昌 に 有力 な らし め る も の で な けれ ば な ら c 

和 曽 し て 共 博 寺 の 本 区 は 小 見 ! の 結 届 情 周 で あり 、 自我 の 間 寺 が 不 和 : 令 で ゝ 自我 活動 
が ! 胃 膝 な ら ぎ る 時 て 於 て 既に 人 存 し 、 一 部 は 千 棋 角 が 非 人 格 的 感 情 な る ら 名 種 を 付 し て 
居 ら れろ る 黄 怖 及 不 要 自 簡 に 相 営 すろ も の に 他 な ら め ぬ 。 

此 締 総 症 了 汰 態 に 於 て 不安 は 大 感 捕 生 消 の 基調 と な つて 居り 、 系 分 は 全 識 と し て 臣 
し く 不 快 、 愛 鐘 不安 で 、 日 常 和 礁 殆ど 理由 な く 此 情 末 の 誘起 が 認め らち れろ 。 此 捕 緒 
は 特定 の 理由 あろ 表象 に 貫 其 する の みな ら ず 、 多 ど 理 由 な き 刺 戦 に も 誘 疲 せら れ 、 注 
動 の 汰 癒 に 在 る 。 

次 言 すれ ば 此 浮 動 し 遊 難 せ る 情緒 は 種々 の 表象 と 結合 し 得る 。 





|) Anneet の 演 王 価 洒 安 は 。 フロ イド の 所 講 注 動 性 不安 (Flotticrende Angst) 
に 類似 し 、 フ ロイ ド は 其 原 因 を すり ビ ド の 衝 象 補 燈 が 拒 谷 せら れ た 場合 リピ ビ ド の 座 積 に ょ つて 起 
る と 訪 ぶ 。 臣 場合 の 事 詰 に 多少 相浦 ずる も の が ある 事 が 感じ られ ょ よう 。 之 に 関す る 参 少 文献 は 
後に 「 恐 怖 症 の 心 的 寺 制 」 の 項 に 於 て あけ る 。 
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加 ぉ ふる に 此 遊 見 な る 潤 動 的 寄 紗 は 此 場 合 に 於 ける 特異 の 病 的 情 紅 で あり 、 衝 か な る 
過 十 の 情緒 の 特性 を 具 を 、 現 在 の 健康 時 と は 趣き を 異 に せる 情緒 の 本 態 で あり 、 ヽ それ 
が 遊離 せる も の で ある 限り 小 見 時 代 の 非 人 格 感情 自 簡 と 同一 に 見 区 さる べき 性 質 の も 
の で な けれ ば な ら め ぬ 。 8 

比 柄 の 性 質 毅 く の 如き も の で あり 、 宣 言 せ られ る 遇 依 の 人 貞 は 後 條 更に 詳 謗 する 
が 如く 、 小 見 期 に 於 て 無 開 係 な ろ る 念 慮 で は な く 、 恐怖 不要 の 始原 的 非 人 格 感情 と は 因 
終 浅 か ら ざ る 性 質 の も の で あり 、 此 雨 者 が 結合 し て 此 謀 に 異常 に 強力 な 情緒 を 伴 つた 
観念 印 ち 信仰 更に 開 展 し て 妥 想 の 構成 を な す の は 、 蓋 し 改 あ る 哉 と 去 は な けれ ば な 
ら ぬ 。 

耐 し て 此 黄 術 、 不 安 の ゝ 小 兄 於 ける 非 人 格 感 情 に 相 営 する 情緒 は 、 叶 示 成立 の 際 
の 表象 に 駆 典 せら れる エネ ルギー を 供給 する る の で は あろ る が 、 ゝ それ は その 一 部 を 形成 
する も の で あつ て 全部 で は な い 。 それ に 就 て は 後 條 更に 考察 を 進め よう 。 
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遇 依 の 迷信 が 決し て 特異 な 、 容 易 に 接する 事 の 出来 な い 珍奇 な 思想 で な いと 玩 ふ 事 
は 、 骨 て 記述 し た 通り で あろ る が 、 更 に 此 思 想 に 就 て 共 心 理 華 生 的 見 地 か ら 考 察 を 加 へ 

る 事 は 決し て 無 意 義 で な いと 信ずる 。 

日 本 古来 現在 に 至る 迄 共 土 俗 的 口碑 人 午 読 に よ つ て みて も 、 人 の 生 露 死 明 の 間 依 を 始 
め と し て 詳 種 の 動物 印 ち 狐 、 旬 、 犬 ゝ 猿 、 蛇 、 馬 、 猫 、 鳥 、 猪 等 み に 加 ふる に 加 魔 、 
鬼 、 租 鬼 、 草木 の 精 赴 迄 が 人 に 如く 事 に な つて ゐる 。 それ は 了 片 田舎 の 俺 説 に 止ま ら ず 
我 國 の 歴 更 的 事 羅 と し て の 記 生 に 、 特 又 文 軸 上 に 随所 太 現 は れ て ゐる と と で あら か ら 
此 農 に 其 着 干 の 例 を 指摘 する に は 及ぶ まい 。 

此 依 の 迷信 は 日 本 の みな ら 務 人 上 各 較 あ あゆ る 謀 共 通 の 事 泊 で あり 。 信人 
の 趣 源 に 開 し て は 、 先 つ折 様 な 動植物 に 迄 赴 魂 が あり 、 加 之 監 魂 が 容易 自 騰 を 遊 
離し 得る と 云 ふ 思想 の 仔 在 が 営 然 問題 と し て あげ られ な けれ ば な ら な い 。 

面 し て 此 ア ミミ ズム (Animism) に 開 す る 思想 は 、 共 藤 生理 由 に 開 す る 説明 は 第 

の 問題 と し て 、 新 様 な 思想 が 原始 的 種族 に 或 は 古代 人 に 存在 すら 事 に 就 い て は 、 今 此 
計 に の て 多数 の 献 を 上 げ て 攻 坪 ナ ぁ 必要 は 括 も 無い ょ 信ずる 。 

WNW 
で 。 生物 は 勿 次 無生物 を も る 人 と 同じ 心 意 を 有する 生物 と 信ずる 考 へ 方 と 、 人 な ー つ は 一 
定 の 人 鉱 は 物 に 開 係 を 有する 精 霞 及 びそ れ と は 開 係 た な く 、 あ た り を 艇 伺 し て 時 え 父 

1) 療 淡 匠 浅 典 。969 頁 。 
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は 物 に 還 く と 考 へ られ ろ 吉 の 存在 を 信じ 、 旦 駐 人 及 物 一 切 の 活動 は 皆 此 填 の 力 ic よ つ 
て 起 る と する 精 赴 崇 硬 と が ある 。 

面 し て 原始 民族 は 知 的 解 租 と 同時 に ゝ 必ず 強 き 信仰 に 件 ふ 長 怖 、 崇 寿 の 念 及 び 行 仙 
を 持つ て ゐ た 。 

新 様 に ルル て の 事物 に 露 魂 の 存在 を 信ずる と 同時 に 、 其 中 iC 彼 等 に 好意 を 有する 善 針 
と 然 ら ざ ろ 悪 填 と の 存在 を 分 ち 信じ 、 物 騰 狐 に 身 骨 か ら 離 れる 能力 を 有する も の と 考 
へ ヽ 憲 魂 を 生命 の 根元 と 考 へ 、 締 秘 的 不可 見 的 の も の と し た が 、 更 幼稚 な 時 代 於 
て は 、 人 骨 組 織 中 最も 大 切な 部 分 と 同一 級 し た 。 抑 ち 剛 孔 や 心臓 や 血液 や 横隔膜 を 直 
ち K 露 魂 と 見 た り 、 一 歩 進 ん で 定 魂 の 宿る 虚 と 見 た 。 併 し 鐘 魂 を 呼吸 と 見 る の は 最も 
自然 で 、 多く の 民族 に 此 思 想 が ある 。 

此 ア ニ ミ ズム か ら 自 然 物 罪 が 義生 する で あら う 事 は 極め て 不 合理 で な く 推測 
る と ころ で あろ る が ヴ ダン ト は 此 ア ェ ミ ズム の 分 処 と し て 異物 崇 非 (Fetischism) と ト テ 
ミズ ム (Totemism) と が 散 生 する と 逃 べ て ゐる 。 異物 崇 理 色 ち 周 員 に 存在 する 事物 
例 へ ば 植物 、 石 、 製 作物 、 動物 等 で 、 特定 の 外 的 事情 に 於 て 感情 を 徴 毅 せ し め る 場合 
(Cc それ が 封 象 と な り 、 動 物 の 場合 に は 共 先 班 の 蜜 魂 と 同時 に 特殊 の 保護 宮 と が 其 中 に 
頁 懇 化し て ゐる も の が 印 ち 所 主 ト テム 動物 で ある 。 様 な 形式 は 交 化 せる 信仰 の 中 
に 種々 雑 的 な 様式 に 紹 化 し て 、 例 へ ば 精 赴 ゝ 礎 術 及 魔 除 の 信仰 と な つて 命 脈 を 保つ て 
ゐる ょ 云 ふ 。 谷 上 トト テ ミズ ム に 就 て は 後に 更に 詳し く 意 れる 鹿 が ある で あら う 。 

此 還 依 の 迷信 が 如何 に 強力 に 共 信 仰 を 有する 人 ぇ の 生活 を 左 大 し て の を か は 買 に 想 
像 を 知 か に 越え を て 、 島 根 皮 下 で は 明治 四 二 年 狐 居 病 区 開 す る 迷信 排除 の 守 意 書 が 出さ 
れ て 取締 られ ね ば なら な か つた と 式 ふ 。 交 中 「 価 敵 く べき 一 種 の 政信 証 拉 よ り 佑 は り 
て 、 遇 才 は 芝 を 宏 信 し 識者 は 有 之 を 信 ぜ ざる も 敢 て 之 を 排除 する の 田所 無く 、 トド ー 般 
に 家 従 し て 財 朋 の 光り 之 を 史 す に 由 な く ヽ 填 育 の 力も 基数 を 及ぼ す 事 能 は ざる と は 症 
は 聖 代 の 一 呈 な ら ず や - 其 僅 くべ き 迷 信 と は 何ぞ や 。 曰く 狐 居 病 に 開 す る 迷信 芝 な 
り | と あり ヽ 湖 つて 定 政 地 芝 年 私 月 に も 〔 鬼 無 之 儀 御 潤 書 ] た な る も の が 出さ れ て の る 。 
耐 し て 部 藩 の 他 の 人 ょ から 此 二 物 の 能力 を 有 し て ゐ ら ろ 家 、 例 へ ば 投 持 或 は 犬 紳 持 の 家 
ょ 認め られ て ゐる 家族 が ある が 、 そ の 家族 の 者 は 自分 が 他人 に 如く も の と 信じ て ゐる 
事 が 多い と 云 ふ 。 トリ ッ キ ネジ 

飛 旨 の 大 野 、 吉 城 二 郡 及び 筆 田 郡 、 美 員 の 恵那 郡 の 一 部 に は 取 筋 印 ち 午 基 種 と 稀 
せら れる 右 の 起 物 持家 が あり ヽ 之 は 信州 の 西部 | に も 所 つ て ゐる も の で ある が 、 此 一 旋 





1) Wundt. W.: GrundriB der Psychologie, 15. Aufl. 
2) 還 原 消 一 : 日 本 本 代 六 献 の 精 紳 病 況 的 才 祭 。110 頁 其他 。 
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の 男 婦 か ら ゝ 引 念 や 執着 を 以 て みつ め ら れ 、 又 ひど く 腕 まれ る と ヽ 相手 は た ち ど と ろ 
に 散 類 、 頭 痛 、 悪 感 、 苦 問 の 汰 を 呈し 、 問 も な く 精 軍 症 状 が 明らか と な り ヽ 性 も 六 嘱 
病 者 同様 に 病 衝 に 貴 只 する と 到 ふ 。 失 ひ に 男 症 な も る の は 骨 十 日 で 全 据 する が ヽ 重病 者 
は 死亡 する に 至る と 式 ふ 。 価 人 の みな ら ず 基 思 ひ は 田畑 の 作物 に 迄 及 ん で 、 腕 ま れる 
と 洞 沙 する と 式 は れ た 。 共 種 族 相 万 間 に は 何等 の 異状 $ 起 ちぬ と 到 は れる 。 

従 つて 紫 案 族 の 人 を に 至ら 一 般 人 の 殆 怖 の 人 交 も 察 を られ る が 、 同 時 c 此 家族 の 人 
を が 人 迫害 せら れ た 事 も 賀 に 甚 し く 、 北 多 の 交 献 に 散見 守ら る 。 

撤 て 新 様 に 恐 伏 の 感情 を 作 ふ 明 依 の 念 語 が 、 殊 に 精 泊 の 区 達 不 充分 で あつ て 居 境 に 
持 す る 認識 不 完全 昌和 力 少く 、 非 人 格 感情 と し て の 恐 頂 及 不 安 の 情 絆 が 郊 動 的 IC 蔽 現 

て ゐる 小 見 期 に 於 て 如何 に 大 な る 影響 を 典 へ る で あら うか と 甘 ふ 事 は 、 殆ど 焼 ひ 
を 有 要 し な い 記 に 避 ひ な い 。 

し か も ゃ 此 壮 信 の 人 慮 を 包 有 する 時 の 事情 は 、 決し て 時 な る 知識 と し て 情 倍 の 教室 或 
は 書籍 父 は 講話 等 に よ つ て で 、 谷 静 な る 無 開心 な る 状態 に 訟 て 得 ら れ た も の で な く 、 日 
常 生 活 に 於 て 何等 か の 感情 を 滋 動 交 し むる KC 近 き 汰 龍 に 於 て 反復 形成 を られ た で あら 
う 事 は 、 凌 し 想像 に 難く な い が 、 以 て 此 念 慮 の 感情 生活 に 於 ける 重大 性 臣 は 忠 密 性 が 
認容 せら 和 れれ よう 。 ' 

以上 の 事 資 は ゝ 此 二 依 の 念 慮 が 小 見 期 に 於 ける 偵 値 を 正しく 認知 せしめ る と 共 j、 
同時 に 共 個 人 が 成長 後 暴 も 牙 念 慮 の 影響 の 彰 跡 を 荷 ひ ゝ 今 証 総 症 的 激 態 多 ち 極め て 
小 喝 期 に 類似 せる 精 軍 激 態 に 於 ける 、 か の 特異 な 外装 形式 に よ つ て 修飾 せら れ た 寺 依 
の 人 金具 の 能 性 を 正 営 に 詳 條 すし むら も の で ある 。 「 「 

之 を 要する に 極め て 怪 茶 の 如く 見 える 二 信 の 念 慮 は 、 決 し て 珍 森 な る 思想 で な く 、 
之 等 の 人 で の みな ら ず 召 人 の 始原 期 に 於 けろ 信仰 の 根本 的 甲 心 で あり 。 還 文 小 喝 期 に 
於 て も 共 程 度 の 差 こ そ あ れ 、 決し て 無線 の 思想 で は な いと 式 ふ 事 が 愉 か られ な けれ ば 
な ら ぬ 。 

し か も 交 母 共 他 に よ つ て 威 脆 の 材料 と され た も の ぃ ヽ 中 で 、 お 巡り さん や 姿 央 は 成長 
する と 共に 基本 質 が 理解 を や られ て 、 感 博 的 に 融和 が 行 は まれ る が 、 此 温 依 或 は お 怪 け と 
は 瓶 博 的 に 研 和 困 難 で ゝ 多く の 人 は 共存 在 を 定 し て も 和仁 漢 然 と し た 一 決 の 胡 惑 を 、 
胸 の 山 深 くし まつ て 置く こと は 忘れ られ て は な ら め 事 柄 で あら う 。 

ご に よ つ て 此 葵 合 に 於 ける 吉 依 に 開 する 宮 言 自 簡 の 重要 性 に 鍋 れ 得 た と 信ずる 。 

- 開 し F ら 遺臣 で は ある が 多 耳 の も の に 於 て 、 上 て KC き 昌 依 迷信 の 意識 的 存在 、 同 
時 に 既 住 に 於 ける 比 き 土 座 的 迷信 の 影響 の 汰 態 を 質 誠 する 事 を 得 な か つた 。 

促 つ て 此 壮 依 の 朗 想 義生 に 就 い て は 此 北 厚 な る 迷信 自由 換 言 すれ ば 准 金 氏 総 懇 エ 
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し て の 能 性 の みか を以て 説明 する 事 は 、 生 行き 過ぎ の うら み 無 し と せ ず 。 余 の 観察 例 
中 迷信 の 人 存在 が 特に 勤 交 に 第 一 の 不可 避 的 要因 と し て 認め られ た の は 、 十 六 例 中 三 名 
に 過ぎ ず 、 之 も 華 閣 後 迷 信者 な る 事 が 明 朋 に せら れ た も の で 、 慕 れ 以前 に 於 て は 必ず 
し ゃ 迷 信和 的 行 代 が 暑 半 で あつ た わけ で は 決し て な い 。 軍 ろ 此 虚 に 吉 偽 の 思想 が 本 質 的 
に 椅 沖 の 個 懇 散 生 移 的 に も 駐 種族 肖 生 移 的 に も 極め て 重大 な る 普 澤 的 性 質 を 有する も 
の で あり 、 同 時 に 此 念 記 が 日 常 生 活 に 於 て 其 楽 因 的 重大 性 に 基づい て 、 廣 く 一 般 精 宛 
生活 を 諾 有 する 重大 因子 と な り 得 る 普 過 的 能 性 を 具有 する も の で ある と と を 引 調 し な 
けれ ば な ら な い 。 

印 ち 彼 の 内示 成立 の 江 峠 と し て 、 家 言 に 装 する 選 提 的 特殊 被 購 示 性 の 電 進 を . 上 げた 
が 、 此 二 依 思想 の 外人 徒 か ら の 保有 は ヽ 有 の 特殊 被 叶 示 性 の 一 部 を 構成 し て お る も の と 
せら ろ べ き で あら う 。 そし て 考察 は 休 特 殊 披 購 示 性 を 構成 する 他 の 因子 の トド に 向け ら 
れる 事 に よ つ て 、 路 示 作用 の 全面 的 の 幾 得 が 把握 太ら れる で あら う 。 

印 ち 先 き に 購 未 成立 の 機 科 の 朗 ! 明 の 項 に 於 て 、 ヒ ル ゲ ル が 韻 題 と な し た よう に 、 ゝ 個 
ぇ の 心 的 現象 華 現 の 内 的 機 韓 に 就 て は 、 更 に 詳細 に 心理 移 的 考察 を 加 ふ る 必要 ある 捕 
を 逃 べ た が ゝ 表象 或 は 観念 錯 和 懇 自 簡 に 自己 題 現 の 固有 的 傾向 或 は 能 性 を 認 む る 所 請 
観念 陵 合 心理 晃 的 設 明 は 以上 上 を以て 耶 す る と 共に 、 更 に 説明 を より 以上 の 衣 寿 に 求め 
る よう 要求 せら 和 れる 。 

個々 の 孤立 し た 表象 下 は 姜 象 自 骸 に 生起 能 力 を 良 な る の みか に 止め ず 。 それ に 有力 な 
ら 情 幸 の 隊 作 、 部 ち 親 候 と 情 絆 と の 贅 力 な ろ 笛 殊 結 合 に よ つ て 、 自 我 に 軸 す る 意義 を 
認識 せしめ た の は 、 盾 念 錯 総 設 と し て の 和 初期 精 緯 分 析 軸 の 一 つの 業績 で ある が ゝ 更に 
久 全 王 観 と の 開 係 を 主観 急 ち 自我 の 方 面 か ら 考 察する 事 に よ つ て 、 残 きれ た 問題 の 理 
解 は 完成 せら れる で あら 2 う 。 

部 ち 此 洒 依 の 人 万 の それ 自 艦 わ 大 な る 意義 が 間 明 せら れる と 共に 、 更 に 計 観 的 立場 
か ら 自我 本 崩 の 検討 が な され な けれ ば な ら め ぬ 。 先 づ 心 的 統一 的 個 剛 と し て の 主観 兄 ち 
自 表 が 、 間 簡 将 作 下 は 同類 似 行 信者 部 ち 客 襲 に 対す る 相 届 的 開 係 か ら 考 察 を 進め よう 。 
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計 示 に と つて 重要 な の は 、 購 示 者 の 人 格 及 其 人 の 路 示 する 仕方 で あり ゝ 自己 の 行動 
の 仕方 に よ つ て 、 友 盾 娘 は 違反 の 可能 の あら ゆる 此 ひ 又は あら ゆる 過 想 を 排除 し 得 
ら 能 性 で ある と リツ プス は 云 つ て ある が 、 小児 の 暗 示 の 際 に も 吐 示 者 の 選 近 が 行 は れ 
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1) 表象 の 自己 題 現に 就 て は ゝ 所 謝 表 象 較 料 設 (G.E. Wialler, Ach, N) 表 象 自 力説 (Scola, ) 
- が ある 。 詳細 は 基 か 面 の 文 柚 に よら れ た て く 、 谷 大 脇 義一 氏 「 表 象 の 心理 交 」 267 頁 以 下 参 早 。 
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る と ょ は 、 前 に 千葉 教 抽 の 記 枕 に も あげ られ て の ゐる 鹿 で 、 此 人 的 開 係 は 所 講 「 交 感 』 
で あろ る 。 

此 有 避 依 の 喘 示 成立 の 場合 に 座 て みち に 、 購 示 著 の 特異 の 治 全 導 の 術 式 や 、 宗 教 的 儀 欄 
と 、 乱 と し て 樺 威 あ る $ も の ぃ 如き 宮守 様式 が あり 、 加 ふる に K 営 の 個人 は 其 苦 痛 の 救済 
に 詩 し て は あら ゆる 現 資 的 方 法 に 失 障 し 、 極め て 主観 的 に 額 り 無き 感情 状態 に ある も 

y 共謀 に 駐 基 施術 或 は 六 材 を 受 く る 事 を すい め る 人 の それ に 半 す る 賞 提 、 推 薦 は 、 
PV KG すか 

る 感情 と し て 附属 的 な も $ の が 計 厳 稼 備 せら ちら れ て ゐる 共通 的 事 宮 は 、 嗜 示 者 側 の 前 記 の 
條 件 と 相 ま つ て 、 此 場 合 に 於 ける 有力 な る 交感 形成 の 因子 を な す も の と 認め られ る 。 

小児 に 内 ける 内 示 莉 選 提 性 と し て 、 只 示 者 と し て の 資格 の 最大 な も の は 、 家 族 の 人 
を で 先 づ 母 、 炊 に 父 、 上 兄弟 それ か ら 保 邊 、 代 人 、 遊び が 仲間 で ある と せら れ ら る が 、 此 場 
谷 に 於 ける 内 示 者 は 母 或 は 父 の 役目 を 代 演 し て お る も の と 認め られ る の で あろ 。 唯 小 
見 に 於 て は 父母 に 下す る 依 嘱 が 一 次 的 始原 的 で あろ の に 反し 、 此 場 合 に は 終局 的 な 性 
買 で ある と と を 相違 と する の み で 、 雨 者 共に それ 等 の 宮 言 に 批 刊 を 超越 し た 定 言 的 命 
信 に 桂 す る が 如き 思念 の 湧 起 を 規定 せら れろ る 事 は 全く 同 -- で ある 。 

面 し て 小 見 に 於 ける 父 、 母 ゝ 兄弟 等 々 に 再 す る 附 嘱 に 感情 の 本 質 が 如何 な る も の か 、 
之 は 想像 決し て 至難 と は 中 し 難い で あら う 。 此 附 鳴 の 感情 こそ は 其 喘 示 に 於 て 、 問 題 
の 表象 に 駄 異人 せら れる 心 的 エネ ルギー の 本 態 で な けれ ば な ら ぬ 。 

小児 の 父母 に 引 す ろ 附 嘱 の 感情 は 常識 的 に 一 計 に 云 へ ば ヽ 要 する に 「 愛 で あら う 。 
愛 、 換 言 す れ ば 附 員 の 感情 で あり 、 小 見 の 先天 的 に 具有 すろ る 本能 で あり 、 は 此 本 能 
に 凌 する 心 的 呼 租 に 他 な ら め ぬ 。 

か く て 交感 を 形成 し 、 購 示 の 成立 を 可能 な らし め る 表象 の 弾 盾 前 出現 の エネ ルギー 
は 、 小 見 の 百 他 的 相 制 的 衛 動 の 本 能 で ある ょ と ひ 得 よ う 。 

小児 の 愛 の 特徴 が 相 忘 的 、 汎 愛 的 な る 事 は 、 同 時 に 小 兄 が 高 慶 の 購 示 せら れ 易 き 傾 
向 、 郊 ち 被 暗示 性 濃 厚 な る 理由 と 見 仙 さ る べき で あら う 。 

此 謀 に 於 て 上 ル て の 事 珍 が 全く 類似 せる 此 居 依 の 暗示 に 於 ける 交 感 成立 の 事態 を 、 今 
作 兄 に 於 ける それ を 直ちに 適用 する 事 に よ つ て 、 直ちに 把握 し 得る で あら うか 。 

換言 すれ ば 問題 は 、 新 韓 方 至 同類 似 行 信者 に 至 す る 寺 依 安 想 者 の 感 清 的 開 係 を 、 

「 迫 」 と 名 付け られ る 此 人 々 の 再 他 的 附 の 先天 的 感情 、 或 は 本 能 と 見 人 区 し て 可 な り 
や 償 や と 球 ふ 事 に か い は る 。 

果して 笛 の 個 全 に 「 業 」 を 打 定 する こと 守 叶 生 で ある な ちば 因数 
は 褒 し 近 き に 在り ょ と 考 へ られ よ う 。 余 は 和光 き に 小 見 期 の 非 人 格 感情 で ある 麗 怖 及 不安 
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の 情緒 に 應 する 、 此 視 総 症 的 状態 に 於 けろ 類似 感情 が 、 其 = エネ ルギー の 一 部 は 供給 
する も の と し た が 、 此 虚 に 間 明 せら れる も の は 正しく 第 一 主要 因子 と 認め られ る 。 

之 に 開 し て は 意味 深き 廊 献 が ある か ら 此 上 席 に 引用 し て みよ ょ よう 。 

ハア バア ッ (Herbertz。 R.) は 呈示 作用 の 肌 現 に 抽 す る 條 件 と し て 次 の ご 項目 を あげ 
て ゐる 。 

ー: 方 暗示 者 と 被 購 示 者 と は 、 相互 に 特定 の 感情 開 係 に 於 て 結合 蘭 ち られ な けれ ば な ら 
め 。 催眠 術 の 購 示 (に 於 て 、 変 感 と 呼ば れる の は 之 で ある 。 耐 し て 此 名 移 は 牽 も 嗜 示 に 
於 て 一方 が 能動 的 で あり ヽ 他 方 が 純 粒 に 受動 的 で ある と と を 信 ぜ し め ろ も の で は な い 。 

境 ろ それ は 相 盛 開 係 で ある 。 被 暗示 者 の 感情 は 、 購 示 者 の 働き か け に 到 す る 附 嘱 の 
情 で あり 、 路 示 者 の それ は 影響 の 附 奥 と 感情 の 附 喝 の 受 浴 と で ある 。 

併 し 征 ら 被 購 未 者 は 、 更 に 又 共感 情 附 嘱 に ょ つて 、 披 路 示 莉 に 働き か ける 。 そ し て 
購 示 者 自重 は 、 或 特定 の 意味 に 於 て 此 感 情 附 嘱 に 接し て 、 必然 的 自己 自 航 の 中 に 半 
應 感情 を 底 生 する 。 

その 闘 係 は 「 愛 」 の 場合 と 全く 同一 で 、 此 場 合 に も 相互 開 係 が 存在 する の で ある 。 
此 虚 に 於 て 此 購 示 莉 と 被 購 示 者 と の 間 の 感情 的 相 左 作用 を 、 廣 療 に 解 租 し た 意味 に が 
て 受 情 開 係 と 命名 する が 、 其 意味 を 培 解 な きよ う 希 望 す る 。 

此 表 情 的 区 度 の 本 熊 は 、 被 購 示 者 が 自己 の 自我 衝動 の 強度 の 避 断 に 基 因 すろ 嗜 示 者 
へ の 感情 の 中 に ある 。 同時 暗示 者 に 到 する 披 購 示 痢 の 批評 的 区 度 及び 嗜 示 内 容 に 羊 
する 批 刊 の 完全 な る 除去 が 無けれ ば な ら ぬ 。 

か く て 嗜 示 者 に 翌 す る 被 暗 未 者 の 無 批 拓 的 な 信仰 、 更 に 強度 の 場合 に は 完全 な 師 依 
が 成 起 する 。 此 無 批 制 的 態度 は ヽ 普通 に 認め られ る ろ 他 の 場合 の 無 條 件 的 信頼 世 は 制す 
と ころ 無き 全幅 の 信頼 と は 全く 異 つ た 他 の 精 和 姓 汰 態 で ある 。 

以上 が ハア ベア ツ の 逃 べ て ゐる 主要 中 で ある が 、 此 考 へ 方 は 共 論 去 中 に ある や う K 
フロ イド の 設 に 源 を 狭 し て ゐる 事 は 申す 迄 も な い 。 

フェ イド は 一 九 二 三 年 に 其 閉 「 集 園 心理 掌 と 自己 分 析 」 の 中 で 次 の 如く 云 つ て ゐる 。 

集 較 の 一 員 で ある 個人 の 情緒 運動 性 は 異常 に 芽 進 し 、 そ の 知 的 活動 は 題 著 な 限局 を 
示す 。 此 機種 は 特定 の 個人 が 一 般 園 員 に 同化 の 傾向 を ボ す も の で ある 。 併 し て 之 は 箇 
個人 賠 有 の 衝動 制止 の 揚 茎 並び に 各 人 賠 有 の 特殊 傾向 の 排除 に よ つ て 買 現 せら れ 得 る 
も の で ある 。 

此 思 は ざり し 作用 は 集 園 の 高度 の 組織 化 に よ つ て 、 少く と $ 一 都 は 訂 ぞ けら れる 


1) Herbertz, R.: Psychologic des UnbewuBten, 1932, S. 58. 
2) Freud, S.: MassenpsYchologie und Ichanalyse, 1923, S. 32. 
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が 集 剛 心理 硝 の 基本 問題 で ある 雨 名 題 、 聞 ち 原始 集 圏 に 於 ける 情緒 遇 進 及び 思考 制止 
は 、, そ れ に よ つ て 反 半 写 られ る も の で は な いと 蓋 は れる 。 

前 逃 の 個人 の 威 交 、 換 詩 す れ ば 自己 保存 衛 動 の 如き 合理 的 成分 は 、 盾 穴 し 難い 現 依 
で ある 事 は 明か で ある 。 

此 読 明 と し て 集 園 心理 耐 或 は 視 會 時 者 の 提供 する も の は . 基 名 稀 は 衝 々 で あろ が 要 
する に 内 示 な る 呪 娘 で ある 。 

或 尚 者 は 模 條 、 或 者 は 個人 相互 前 の 路 示 と 指導 者 の 優越 と に 角 し 、 或 氷 者 は 始原 的 
精密 感 應 等 を 以 て 訟 明 し て ゐ ろ が (Tarde, Le Bon, Mc Dougall) それ は 何れ も 内 示 
の 機 還 の 一 部 を 形成 する も の で あり 、 何 が 雪 に 白 様 な 精 宮 感染 が 行 は れる か 、 そ れ が 
敵 題 な の で ある 。 検 人 或 は 感染 も 情緒 的 因子 と し て 高調 議 ら ち れ て ゐる に 過ぎ な い 。 

哲 く て フェ イド は 雑多 の 設 明 の 代り に リ ビ ド 読 を 提供 し て 、 名 ち 集 園 の 各 人 員 の 結 
合 に 働い て ゐる 因子 と し て 「 エ ョ ス 」 優る $ の が 果して ある か と 球 ひ 、 集 圏 中 の 各 
員 は 相 と に 叶 玉 し 合 つ て お る も の で ある が 、 稚 員 は 相互 に 将 立 開 係 に 在 る の で は な 
く 、 雷 ろ 一 致 和 合 し 聞 ち 相互 扶 動 的 開 係 に ある の で ある と 思 は れる と 逃 べ る 。 

邑 ち フロ イド は 共 精 緯 分 析 盟 と し て の 基本 候 定 の 一 つ で ある リ ビ 下 設 を 以 て 、 集 賠 
に 於 ける 個人 の 心理 其 態 を 読 明 を ん と し て ゐ ろ が 、 が 多 敷 の 静 導 に より 購 
示 と 丈 は れる も の で ある 事 は 明か で ある 。 

ハア バア ウ は フロイド を 班 湖 し て 、 喘 示 に 於 ける 主要 條 件 で あろ る 変 感 の 基底 に リゼ 

ド 説 に よる 奉 散 の エロ ス を 置い た 。 

抑 て 醸 つて 彰 午 者 及 同 類似 行 信 者 に 至 す る 師 依 信仰 者 の 感情 開 係 を 者 へ る と 、 リピ 
F 説 に 従 つ て 本 能 と し て ェ ネ ルギー を 自 態 に 荷 つて ゐる 愛 の 条 動 を 租 定 する 事 は 、 少 
く と も 此 際 克 於 ける 交感 の 検討 に 一 歩 を 進め る も の に 各 ひ な い 

ぷら ば 此 場 合 に 於 ける 能 動 者 に 持 す る 感情 は ゝ 果して 愛 で あ る と 断言 し て 基 支 無き 
も の で あら うか 。 “ 

新 寺 基 と 困 依 信 件 者 と の 性 開 係 が 異性 な ら ば 異性 愛 、 同 性 な ら ば 同性 愛 を 認 む べき 
で あら うか 。 俳 も 此 場 合 に 於 て 宮 言 の 受容 の 汐 態 が 絶 持 前 で 無 批 制 釣 な 事 か らし て 、 
共 岩 に 起 定 ち れる も の は 相 営 間 度 の も の で な けれ ば な ら ぬ が 、 果 し て 性 的 傾向 の 覗 
ふ に 和 足る $ も の が ある か 否 か 、 之 は 間 題 で な けれ ば な ら ぬ 。 い 

此 謀 に 方 向 を 韓 ど て 、 所 調 正常 の 信仰 の 場合 を も 考 虚 し て みよ う 。 部 ち 今 常 面 の 
問題 で ある 巡 依 現象 は 特殊 例 で あり 、 基 廣 に 働い て ゐる 心理 $ 特 殊 の も の と し て 見 ら 
れる の は 営 然 で ある が 、 人 て の 事情 が 健康 者 と 到 は れる も の 正常 の 宗教 的 信仰 と 相 
似 た る 開 係 に ある 事 は 耕 定 所 来 な い 事 質 で あり 、 共 場合 に 於 ける 指導 者 と 信者 と の 心 
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理 開 係 は 、 今 此 問 題 解決 の 一 参考 資料 で ある と 思 は れろ 。 殊 に 信仰 の 根源 に 「 愛 」 を 
高調 し て ゐる ろ も の が ある 事 賀 は 谷 好 條 件 で な けれ ば な ら め ぬ 。 宗 数 心理 に 開 す る 式 才 面 
の 多く の 研究 は 必ず や 此 開 題 に 寄 内 する と ころ が ある で あら うと 思 は れる 。 併 し 年 ら 
此 庶 で は 北方 面 公 古 ちの を 避け て 、 直 蔽 に 此 問 題 に 直面 し 、 所 計 正 常 宏 教 の 信仰 と の 
開 係 の 得 明 は 之 を 他 日 に 保留 する 。 

耐 し て 余 は 此 閑 対 者 と 時 依 信 仰 者 と の 聞 に 於 ける 多少 共 性 愛 と 認 む ざき 感情 の 意識 
的 の も の は 、 酸 往 歴 と し て 開 知 し 得 な か つた ば か り で な く 、 親 し く 導 察し た 期間 に 於 
て も 全く 認知 し 得 な か つた 。 ' 

通 箱 す る 寧ろ 将 訪 者 並び に 同類 似 行 僚 者 に 麗し て 、 特 に あげ て 去 ふ べき 何等 か の 
感情 印 ち 特殊 の 表象 と 結合 し た 捕 緒 も $、 本 人 の 主観 に は 意識 せら れ な か つた に 近い と 
思 は れる ち 。 勿論 和 人情 の 常 と し て 性 愛 交 感 情 は 他人 区 之 を か くさ ん と すろ る の が 常に は 送 
ひな い が 、 疾患 に 於 ける 乏 等 の 人 々 の 汰 態 は 決し て 共 様 な 感情 の みか を か くす 如き 前 的 
が あろ る べき も の で は な か つた 。 強 ひ て あ ぐ れ ば ある 一 人 が 、 娘 の 病 和 の 快 疹 の 六 を 
醤 ん だ 行者 が 悪党 で 、 を それ が 自分 に 生 虫 を つけ た と 云 の つて ゐる に 過ぎ な い 。 作 は 此 供 
逃 を 性 受 に 基づく 反 届 感情 と 弾 冬 し よ ょ うと は 決し て 思 は ぬ 。 の みな ら ず 此 隊 に が ける 
附 嘱 の 感情 を 性 愛 と 芯 ふ 言 華 を 以 て 表現 する 事 の 節 営 な る 所 以 も 感 得 し 得 な い 。 且 区 
「 受 」 と 天 ふ 言葉 を 以 て する 事 を も 舞 條 件 に 適 営 と は 申し 将 い と 思ふ も の で ある 。 

此 虎 に ハア バア ツ が 麻 義 に 於 ける 愛 、 エ ドス よ と 云 つ て 、 此 開 誤 解 を 生ずる 事 無き や 
うに 注意 し た 用 意 は 、 如 何 C も 賢明 で ある と 云 は な けれ ば な る まい 。 

併 し 年 ら 愛 、 性 肖 、 性 父 、 等 え に は 共 言 葉 自 租 に 、 常識 的 通用 語 と し て 自身 に 荷 つ 
て の らち 普 紀 的 な 意味 が ある 事 は 、 仙 迄 邊 重 せ ら 入 な けれ ば な な ら ぬ 。 此 理由 に よ つ て 此 
附 嘱 の 感情 を 、 常 識 語 と し て 人 間 生 活 に 重大 な 意義 を 持ち 日常 使用 芝 ら ちら れ て ゐる と こ て 
ろ の 受 に は 性 愛 等 の 言 葵 を 以 て 、 一 般 に 理解 きしめん と する 事 が 果して 安堂 な りや 可 
や 疑い 無き を 得 な い 。 

006 が は の 性 洒 衝 叶 な 失 従 つて 此 
場合 に 共 け る 感情 は 可 に 該 常 する も の で あろ と の 理由 づけ が 行 は れろ か も 箇 れ な い 。 

併 し 征吾 成人 及び 此 個 人 各自 は 同様 に 成人 と し て 分 化 を せら れ た 感情 を 持ち 、 父 
母 に 半 す る 依頼 基 は 愛情 、 指導 者 電 他 に 至 す る 依頼 、 服従 の 感情 、 更 に 駐 性 に 製 す . 
る 要 或 は 性 愛 は 、 答 ネ 白 異 つた 色調 が あり 、 直 ち に 導 を 同一 に 包 約 する は 必ず し ゃ 安 
営 と は 革 ひ 茜 w も の で 、 此 廣 で 切 と 球 ふ 言葉 の 内 容 を 猿 張 し よう と する の は 、 弾 ひ て 
ーー 人 設 に あて は めん と する 方 法 と 非 郊 せら れ て も や せ を 得 な いで あら う 。 丈 に 首 察 例 


中 に は 自己 吐 示 と 認め な けれ ば な ら ぬ も の が ある が 、 之 を 性愛 を 以 て 説明 せん と す 
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る が 如き は 。 千 か 索 強 附 信 の 謗 り を 免れ まい 。 

購 示 者 と 被 叶 示 者 、 新 対 者 と 被 親 講 者 、 更 に 又 説 数 者 と 信者 と の 開 係 が 開 展 し て 、 
性 愛 と 主 装 的 に も 客観 的 に も 意識 せら れる に 至 つた 開 係 の 北 多 の 年 會 的 事 質 を 否定 は 
し な い 。 

併 し 征 ら 特に 余 の 観 穴 し た 場合 に 於 て は 、 愛 束 は 性 愛 の 一 般 的 概念 の 中 に 入れ 得 べ 
き 感 情 の 存在 を 認め る 事 が 出来 な い 事 を 主張 する と 共に 、 前 記 の 諸 種 の 能動 者 と 受動 
者 と の 開 係 が 、 本 質 的 愛 の 範 障 を 以 て 理解 せら る べき も の と 考 へ な い 。 

此 護 に 於 て 公 は 先 に 此 附 喝 の 感情 を 含む 編 経 症 的 汰 態 の 感情 に 装 し て 、 現在 の 情緒 
と は 趣き を 異 に する 情緒 と 形容 し た 事 を 今 改め て 想起 し な けれ ば な ら め 。 

此 情 緒 は 成人 の 主観 に 於 て 愛 と 意識 ぜ ら れる 情緒 で は な い 。 双 依頼 、 信 服 、 服 従 等 
を の 言葉 に よ つ て 表現 せら れる 情 寺 で も な く 、 此 正常 な 理解 に 就 て は 、 更 に 又 親 訳 或 
は 同類 似 行 信 を 受け る 常時 の 状 熊 の 反省 を 要求 し な けれ ば な ら め 。 

郊 ち 一 衣 に し て 球 へ ば 営 時 締 経 症 的 状態 で あり 、 小 見 期 に 類似 の 状態 で ある と と で 
ある 。 此 締 経 症 的 汰 問 の 反省 は 現在 の 附 鳴 の 情緒 問題 解決 の 鍵 で ある 。 此 情 緒 は 小 見 
が 父母 共 他 に 依 中 する 情 緒 に 詩 應 する 情 科 その も る の で ある 。 し か も 其 営 時 の 小 見 の 情 
緒 が 成人 の 分 化 せ る 感情 自 懇 と は 趣き を 異 に な る も の な る と 同様 、 現在 此 特 殊 の 場合 
に 於 ける 情緒 は 、 他 の 上 凡 て の 事情 及び 心 的 要素 が 然 る が 如く 、 其 傾 向 極 め て 原始 的 で 
あつ て 、 ヽ 直ちに 之 を 分 化 せる 成人 の 感情 、 情 緒 を 以 て 律 し 、 且 又 同 一 に 取扱 ふと と の 
出来 ぬ 性 質 と 認め ら る べき も の で ある 。 

之 を 要する K 此 場合 の 附 喝 の 感 請 は ゝ 其 堂 人 に と つて 愛 或 は 性 愛 の 如き 成人 の 語 
に ある 分 化 せ る 感 捕 で な くし て 、 個 態 精 乱 義 閉 更 的 に 極め て 原始 的 な る 色調 及 傾向 の 
も の と 球 ふ べき で 、 移 き に 余 が 成人 で ある 患者 の 現在 の 情 絆 と は 趣き を 異 に せる 情緒 
と 云 つ た 所 以 は 、 蓋 し 此 虚 に ある 。 

此 情 緒 の 更に 他 面 的 説明 と し て は 、 小 見 の 依 政 の 感 博 自 朋 が 分 化し て 、 後 年 の 所 諸 
精 客 的 愛 或 は 性 愛 と な り 、 或 は 父母 、 同胞 、 友 人 其他 に 殖 す る 愛 と な り 、 目 又 異性 に 
至 す る 愛 と な る 如き 基 肘 で ある が 如く 、 此 場 合 の 感情 も 分 化 以前 の 情緒 で あり 、 そ とれ 
が 疲 展 すれ ば 束 場 合 に は 凌 性 相 ち 間 の 性 愛 と も な り 、 或 は 叉 純粋 の 信頼 、 崖 理 の 感情 
と も な ろ べ き の も の と 察 せら れる 。 

以上 の 理由 に よ つ て 此 場 合 の 交感 を 成立 せしめ る 情 款 は 、 始 原 的 な る 未 分 化 的 情 籍 
で あつ て 、 分 化 せ る 時 期 の あら ゆる 相 俗 り 相 引く 積極 的 感 博 の 基 能 と な る 性 質 の 感情 
で ある と は な けれ ば な ら ぬ 。 併 し 年 ら 小 見 の 場合 に は 愛 な る 言葉 が 通用 し て も 、 此 
人 え が 成 人 で ある 限り 、 愛 或 は 性 愛 な る 言葉 は 不適 営 で ある こと 、 量 又 誤 解 を 生じ 易 
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きこ と と は 勿論 で ある 。 

芝 れ を 以 つ て 余 が 附 し た 造 か な る 過 十 の 情 緒 な る 言葉 の 委 営 な る 事 が 府 せら れ た と 
思ふ .。 

面 し て 性 質 全 く 過 埋 の それ に 類似 せろ る も の で あり 、 説 明 の 便宜 上 再現 と 呼び 或 は 退 
行 (Regression) と 命名 する の で は あら が 、 歴 喝 は 再び 繰り 返さ な いよ うに 、 現 は れ 
た 感情 が 買 に 過 十 の 感情 自 冬 で ある か 否 か は 、 勿 論 心 理 玉 的 研究 の 芋 能 の 埼 外 に ある 
と ょ 球 ふ べき で ある 。 

併 し 年 ら 此 便 宜 上 と 蓋 ふ 言葉 は 勝手 握 位 に と 云 ふ 意味 で は 決し て な い 。 それは 「 科 
原 は 唯 分 類 に 過ぎ な い 。 面 し て 分 類 は 賀 な る 能 は ず 、 唯 便利 に 止ま ちと 王 ふ か も 知れ 
ぬ 。 併 し それ が 便利 な る 事 は 師 で ある 。 営 に 余 に 怪し て の みな ら ず 、 過 て の 人 に 羊 し 
て 然 る こ と は 皿 で ある 。 そ れ が 吾 人 の 子 老 に 翌 し て も 依然 と し て 便利 な る 事 は 眞 で あ 
る 。 最 後に それ が 偶然 に よ つ て 然 ろ る 能 は ざる 事 は 力 で ある 」 と 去 つ た を ボア レ カ レ ー の 
言葉 は 其 代 とい C あ て は まる も の で あら 2 う 。 

以上 の 説明 は 此 際 の 暗示 の 全般 的 理解 を 可能 な らし むる と 共に 、 所 講 自 己 暗示 の 計 
明 が 容易 な らし め ら れろ 如く で ある 。 純 ち 現 暫 に 改 れ て 征 経 症 的 病態 に 了 つ た 結果 と 
し て それ に 至 す る 自己 の 説明 と し て 、 か の 有 依 の 念 が 湧 起 し 、 此 念 度 に 前 記 の 特殊 
の 情緒 が 結合 し て 絶 骸 の 信念 と な る も の で あり 、 此 捕 緒 が 非 人 格 感 博 の 中 に 泥 在 する 
事 は 、 此 情 緒 が 購 示 者 を 目前 に 有 せ ざる 自己 暗示 の 場合 に も 出現 可能 な る 事 の 説明 と 
な ら で あ ら う 。 基 しゃ 此 附 嘱 の 感情 を 或 人 に 於 けろ 厳格 な 意味 の 再 人 的 愛 と 優 定 す れ 
ば 、 自 巳 暗示 の 場合 に 起 る 理由 が な く ヽ 自己 剛 示 と 他 動 的 暗示 と に 於 て 異 り た る 心 前 
機制 を 想定 し な けれ ば な ら め 。 

部 ち 此 感情 は 前 記 の 如く 非 人 格 感情 が 主役 を な す 小 見 期 の 感情 に 至 應 すべ き 原 始 的 
性 質 を 有 す ら ちゃ も の で 、 小 見 に 於 て 自我 の 藤 填 不 充分 で 、 自 他 の 必 別 明瞭 な ら ず 、 主 規 
ょ 客 鶴 と の 分 離 的 認識 未だ 不 完 本 に し て 、 外 部 的 感 党 と 主観 的 想起 と の 尾 別 明 割 で な 
く 、 他 か ら 語 せら れ た 言葉 と 自分 自身 が 考 へ た 事 と を 明 剛 K 民 別 する 事 が 不可 能 で 、 
表象 の 能動 性 は 主として それ 自由 に か いつ て ゐる が 如き 菊 態 に 於 ける 感情 で ある 事 を 
想 ふ 時 、 此 感情 の 特質 下 す ろ 理 解 を 更に 深 か ら ちら しめる も の が あら う 。 と この 質 誠 の 一 
つ ょ し て あげ ら る べき も の は 、 主 親 的 事 質 の 客観 的 質 在 感 で ある 。 即ち 主 准 的 表象 争 
客観 的 連 在 な る ろ 事 で ある 。 

芝 に よ つ て 各個 人 に と つて 選 依 の 念 慮 の 重要 性 、 恐 袖 、 不安 、 紀 等 の 情緒 に みた 
され る ら 補 経 症 的 次 態 の 重大 な る 意義 と 、 同 時 に 特に 他 動 的 暗示 無き に も 拘 は ら ず か ヽ 
_ 1) Poincare. H.: 科 殆 の 価値 。 国 導 元 誠 。194 買 。 
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る 計 依 の 絶 槍 信 念 の 成立 、 及 び か いる 歳 密 な る 習 人 的 開 係 の 規定 を 要求 せ ざ る 漢 然 た 
る 浮動 的 情 科 の 原始 性 と の 理解 が 深 か ら し め ら れる と 信ずる ろ 。 

何 再 象 規定 性 な き 情 緒 の 存在 が 閉 題 と た る が 、 之 は 小 見 の 非 人 格 的 感情 に よ つ て 理 
解せ られ ろ る が 、 妨 刺 戦 意識 と 調 象 意識 の 相 癌 に よ つ て 訟 明 せ られ る 。 ち 情緒 及び 衝 
動 の 喚起 に は 刺 電 が 必要 で ある が 此 刺 埋 は 抽象 と し て は 意識 せら れる と は 限ら ちな い 
の で ある 。. 


此 情 迷 が 厳密 な る 再 象 規定 性 を 有 し な い 事 は 、 此 人 ネ の 特性 を 理解 する に 意味 深き ・ 
も の で あつ て 全 は 此 人 々 が 年 生 決 し て 被 講 示 性 痛 き 人 々 , 例 へ ば ヒス テリ ー 信 性 格 


に 非 ろ 事 を 指摘 し て 置い た が 、 そ れ と 一 致す る と と ろ 少 な か ら ざ る も の で 、 選 提 的 特 
殊 被 暗示 性 を 認め た と と ろ に 棚 常 する 。 

印 ち 此 人 を は あら ゆう る 現 的 方 法 に 失敗 し て 、 此 農 に 小 見 期 に 比 す べき 始原 的 汰 能 
に 了 区 い つた も の で 、 あ ら ゆ ろ 着 人 的 開 係 に 成功 し な か つた 終局 的 状態 で あり 、 換言 す 
れ ば 小 見 の 原 開 的 自己 申 心 或 は 我 代 と は 、 導 の 方 向 か ら 半 か れ た 自己 中 心 汰 態 で あろ る 。 
共 汰 態 に 人 於 て 始め て 特殊 な ろ 念 虐 に 玖 す る 嗜 示 性 の 昭 進 を 未 し た も の で 、 此 事 暫 か ら 
すれ ば 愛 等 の 人 る 々 は 折 様 な 神経 着 的 状態 に 於 て 、 始 め て 賠 示 性 元 進 の 状態 を 示す も の 
で 、 そ れ ゃ 特に 衣 僚 の 念 虐 の 如き 特典 の も の に 半 し て で あり 、 ヒ ステ リー が 下 生 普通 
の 場合 に 於 て も 被 周 示 性 に 富み 共 表 人 象 に 制す る 選 提 性 少な き と は 、 共 純 き を 異 に する 
も の で 、 一 疾患 の 本 菊 槍 討 の 上 に 一 知見 を 提供 すろ も の と 信 ぜ られ る 。 

谷 他 動 的 暗示 と 自己 叶 示 と を 比較 すれ ば 、 他 動 的 路 示 の 場合 に は 未だ 依 紀 す べき 百 
象 を 有 し 、 自 己 購 示 に 堆 て は 信 服 する 指導 者 を 全く 有 し な い 事 が あげ られ ら ろ が 、 此 炊 
態 を 説明 する $ る の と し て は 、 又 小 見 の 精 部 汰 態 K 開 する 知見 を 適用 する に 、 他 動 的 賠 
示 の 場合 に 於 て は 衝 観 的 存在 を それ と し て 誰 識 すら 能力 に 於 て 、 換言 すれ ば 自 他 の 選 
別 の 胡 力 が 自己 内 示 に 相 営 すろ 場合 より も 、 稲 多く 分 化 義 赴 し て あら 肖 能 に 該 党 す る 
も の と せら れ よ う 。 「 

多 ち 日 己 暗示 の 場合 は 自我 の 義 達 印 ち 客 観 玖 自家 意識 の 華 津 が 更に 低く 、 自 己 中 心 
傾向 も 自我 感情 も 共に より き 小 見 期 の 汰 能 に 比較 せら れる ろ 。 輝 に 作 ひ 前 記 の 変 感 の 
基底 を な す 人 衝動 的 情 縮 の 特 必 る 他 動 列 叶 示 の 場合 に 比 し 、 よ り 始 原 的 或 人 は 分 化 的 で 
翌 象 規定 性 更に 駐 極 度 に 稀 薄 な ら も の と 評 へ ょ よ う 。 

ハア バア テッ は 自己 暗示 の リ ビ ド 設 に よら 設 明 と し て \ 正 愛 の 半 象 を 自己 自 和 c く 
そし て その 説明 と し て 逃 べ て ゐる 虎 は 、 自 己 自 能 に 振 す る 無 批 刊 的 態度 及び 愛 湖 と し 


て 自己 愛 (NarziBmus) が それ で ある 。 此 語 の 意味 すら 虎 は 、 自 穫 御 動 (Ichtrieb) の 





1) Herbertz,、R.: Psychologie des UnbewuBten, H932, S. 92. 
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リ ビ 下 的 多 ち 愛 衝動 的 充足 で あり 、 双 愛 衝 動 (Liebestrieb) の 自我 的 充足 で あろ 。 或 
人 の 自我 愛 は 人 導 の 本 衝動 で あろ 自我 稀 動 と 愛 衝動 と の 分 離 以 前 の 、 多 ち 芝 衝 動 の 
百 象 補給 が 行 は れる 前 の 小 見 和 状態 へ の 復 師 で ある 。 故に エゴ イズ ム は リ ビ ド 的 現 銀 で 
ある と 二 ふ 。 

有 有 の 読 明 に 就 て は 余 の 前 記 の 解決 が 之 と 生々 相 通 ず ろ 所 が あろ も の で ある 事 を 附 記 
すろ に 止め る 。 “ 「 “ 

以上 條 人 反射 謗 及び 條 件 情緒 反 應 と 暗示 と の 開 係 、 細 総 症 的 汰 態 の 小 見 的 傾向 、 
依 に 開 す る 一 般 思 想 、 四 依 の 念 慮 に 供給 する 心 的 エネ ルギー、 換 詩 す れ ば 果 依 の 念 上 
の 人 条 動 的 自己 里 現 在 を 規定 すろ る 壮 般 と し て の 小 兄 に 於 けら 附 嘱 の 感情 に 相 営 す る 虎 の 
米 分 化 的 、 始 原 的 情緒 等 就 て 考察 を 進め 、 二 依 の 須 想 成立 に 條 する 各 條 件 の 意義 の 
開明 に 努め た が 、 之 に よ つ て 眉 般 の 消 四 が 多少 把握 せら れ た と 信 ず ろ も の で ある 。 


( 欠 ) 


扱 て 所 依 の 安 相 成立 に 開 し 共 魔 に 認め られ ら 量 示 機 短 Ic 状 て 、 各 方 面 か ら 之 に 千 貞 
する 因子 を 百 象 と し て 考 案 を 進め て 米 た が 、 精 軍 分 折 表 の 知見 は 基本 態 の 障 明 に 少な 
か ら ぬ 窒 典 を あ た へ る と と ろ が あつ た 。 何 余 努 め て 商 許 を 立て る こと を 避け て 一 般 
の 理解 に 次 せん と し た も の で ある ら 。 此 虚 に 考案 の 結果 の 主要 な る 中 を あげ て 革 く 。 
ー、 届 依 の 誠 想 を 含め た 異常 心理 比 生 に 開 し て は 、 所 請 吐 示 な る 機 欄 が 極め て 重 


き 


_ 要 な 役 を 演じ て ゐる 事 は 茎 知 の 通り で あろ 。 両 し て 其 呈 示 機 人 は パウ ロラ フラ の 條 件 反 和 


読 を 適用 する 事 に よ つ て 理解 し 易 か ら し め ら れる 。 但 し 其 意 味 は 大 肛 度 買 の 宙 止 及 却 
進 を 以 て 訟 明 せ ん と すう ろ 左 の 、 心 的 現 象 の 機 査 を 生理 光 開 畑 に 韓 置 する 唯物 主義 的 次 
任 韓 随 で は な い 。 

純 燈 な 心理 胡 的 立場 に 論 け る 精細 反射 成 は 全 き 心 的 の 條 件 情緒 反 償 の 見 地 で あり 、 
二 様 な 既存 の 見 解 は 此 場 合 に 於 けろ 余 の 租 説 に 、 若干 の 有力 性 を 附 典 す る $ の と ょ 信 
ずる 。 " 

ニニ 、 新藤 を 受け ろ 叶 の 現 質 に 敗れ た 得 経 症 的 汰 態 は 、 小 見 期 印 ち 舞 骨 柄 下 毅 達 上 
的 原始 期 に 諾 性 質 析 め て 同 似 す る 虚 多 き $ の で 、 特殊 被 購 示 性 喝 進 が あり 、 殊 K 小 見 
の 非 人 格 感 潮 で ある 導 不安 の 捕 末 に 相 言 する 謀 の 、 動 し 遊 苦 せ る 不安 、 絶 望 の 感 
悟 は 、 新 講 半 及び 同類 似 行 島 者 の 権威 あろ も の ぃ 如き 家 言 に 極め て 結合 し 易 き 性 質 を 
有する も の で ある で と が 確 め ら れる 。 

三 、 明 依 の 思想 は 決し て 珍奇 な 思想 で な く 、 共 起 原 は アニ ミ て ズム に 在 つて 、 芝 か 
ら 典 物 周 硬 も $ 生 ずる 。 耐 し て 日 本 に 於 ける 土 俗 的 迷信 と し て も 極め て 有力 な も の で 、 
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殊 に 小 見 期 に 於 て 此 迷 信 は 現 連 の 間 題 と し て 日 常 生 活 於 て 接し た も の で 、 共 性 格 構 
成 上 少な か ら ざ る 影響 を 奥 へ 、 貢 來 精 運 生 活 に 於 て 依然 其 痕 跡 を 存 し て 居 た も の で あぁ 
る と 認め られ る 。 

四 、 章 講 者 乃至 同類 似 行 師 者 の 宜 言 と 問題 の 個人 と の 間 の 交感 の 基礎 を な す も の 
は 、 個 能 精 部 華 達 喝 的 原始 期 印 ち 小 児 期 に 於 て 、 刷 他 的 基本 感 模 と し て 存在 し て ゐ た 
も の に 圭 應 する 、 圭 家 規 定性 極め て 薄弱 な 原始 的 感情 で ある 。 小児 期 の それ が 条 米 分 
化 を る 時 代 Ic 於 て は 、 愛 、 性 愛 、 信 服 、 等々 の 附 路 的 感情 の 基本 と な る も の で 来 分 化 
の 原始 的 傾向 著 明 で ある 如く 、 此 場合 の 此 情 緒 も 再 象 規定 性 極め て 稀 渡 で 、 そ れ は 自 
巳 暗示 の 場合 に 於 て は 他 動 的 暗 示 の 場合 より 倫 薄 静 な る も の が ある 。 

以上 の 不安 、 恐怖 の 非 人 格 的 感情 、 替 象 規定 性 極め て 薄弱 な る 依 六 的 基本 感情 、 時 
依 の 思想 の 此 三 莉 は 極め て 同 密 な る 相 研 係 を 有する も の で 、 直 ち に 結合 し 協 く 此 諾 . 
記 想 形成 が 可能 と な る も の で ある と 認め られ る 。 

之 等 の も の ヽ 性 質 を 剛 明 し た 事 は 、 前 記 の 條 件 反射 様 機 箇 に よ つ て 、 此 異常 心理 が 成 
立 する 事 が 蓄 し 無理 か ら ぬ も の で ある こと を 思 は し め る 。 此 上 諾 に は 敢 て 責 記 し な い 。 


( 二 ) 症候 の 毅 展 


(ー) 
人 間 化 し た 紳 令 は 之 と 同じ こと で ある が 人 間 的 な 玉 一 朋 ち キリ スト ー の 一 つの 本 
質 的 規定 は 激情 で ある 。 愛 は 受難 を と ほし て 確 め られ る 。 さ し 営 り キリ スト に 開 隊 すす 
る と と ろ の 央 て の 思想 や 感情 は 受難 と 云 ふ 概 人 久 の 中 に 集中 する 。 締 と し て の 御 は 貞 て 
の 人 間 的 な 完全 性 の 綿 角 で あり 、 キ リス ト と し て の 締 は 上 て の 人 聞 的 な 不幸 の 縄 購 で 
ある 。 異教 的 な 哲 胸 者 は 活動 一 - 特に 知性 の 自己 活動 一 を 最高 の 活動 、 紀 的 活動 と 
し て 讃 美 し た 。 キ リス ト 教 徒 は 悩み を 痢 陳 化 し 、 悩 み を の 中 に さえ を 描 定 し た 。 
さて 純 天 活 動 一 Actus purus 一 と し て の 紳 は 抽象 的 な 哲 軸 の 泊 で ある 。 然 る KC 基 連 
教徒 の 視 た る 基 匠 は 、 そ れ に 反し て 純 炎 熱情 一 Passio pura- 一 で ぁ 0 、 純粋 な る 憎み 
で ある 。 印 ち 心 情 の 最高 の 形 面 上 學 的 思想 、 心情 の 至高 存在 で ある 。 
前 に 述 べ た 如く 吉信 の 紳 へ の 絶 上 的 由 信 成立 し た 土 傘 釣 信仰 の 舟 次 的 落 展 は 、 誕 
の 啓示 を まさ ま ざ と 悪 き 、 其 飛躍 は 自己 の 締 格 化 に 迄 到達 し を た 。 
耐 し て 共和 信 の 比 交 と し て 、 現 賀 に 至 す る 全く 救 ひな き 感 情 、 如何 な る 現 賞 的 方 法 
を 以 て する も 救済 不可 能 な 絶 堂 的 情緒 に 充 浦 さ られ 、 其 現 質 に 軸 す る 説明 乃至 理解 に 
1) Feuerbach, 比 .: 基 営 数 の 本 質 。 船山 信 一 謀 。 152 頁 。 
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寄 肉 する も の が 吉信 な る 解説 で あり 、 更 に 其 解 設 を 貨 訟 する も の と し て 、 諸 種 の 身 舟 
的 疾患 或 は 境遇 上 の 不 者 な る 現 資 の 苦悩 で ある と 云 ぉ ふ 逆 設 的 な 論理 が 許容 せら れる 迄 
雪上 し た 絶 応 的 な 感情 が あげ られ な けれ ば な ら な か つた 。 

か ぃ る 所 て し 無き 苦 層 と 絶 堂 と を 荷 ひ な が ら 現 賀 か ら 症 候 の 中 逃避 し 毅 展 し て 、 
共謀 に 生え 沈 梨 する 生命 の 相 、 凶 ち 自我 一 主 准 一 の 宿命 が 認 取 立ち れ 、 共 流 韓 と そ ラ 
= イド の 所 請 反 復 訪 迫 色 ち 宿命 的 強迫 に 一 致し 、 流 韓 の 本 源 は 自我 の 衝動 に 外 し て か 
る も の と 思 は れる も の が ある 。 そし て 最後 の 自我 提 華 に 於 ける 條 な き 、 救 済 こ そ 生 の 
衝動 に よる 緯 格 へ の 飛 虫 に 他 な ら な い 

此 全 過程 を 通じ て 存する 具 管 な る も の は 和 客観 に 因 す る 主観 の 敗北 で あり 、 不 安 と 門 
憎 と 恐 休 と の 絶世 的 情緒 で あつ た 。 冷酷 な る 現 質 と の 拓 立 に 於 て 敗れ て 後 遂 避 し た 場 
所 は 、 泡 経 症 的 誠 態 で あり 、 更 に 現 宮 的 痛 苦 が 揚 華 せら れる に は 寺 依 に す が ら な け 
- れ ば な ら な い 。 し か も 時 依 紳 は 既 と 復讐 、 迫 害 の 純 で も り 、 そ の 迫害 に よる 恐怖 と 不 
安 と は 全 守 、 全 身 の 犠牲 を 要求 する る の で あつ た 。 

之 等 の 人 の 圭 依 線 に 桂 す る 情緒 は 、 迫 寄せ らち れ る も の の 不安 と 恐怖 に 伴 ふ に 、 憎 
加 と 呪 明 と が 居 た いま ら め 角度 に 大 り た て る の み で 、 共 虎 に 何 誠 等 の 長 般 も 又 散 虎 の 情 
も 認め られ な い 

し 

ー、 狐 狩 省 が 二 つ て ゐ て 殺さ うと し て ゐる と て 恐怖 上 甚 し く 、 居 て も 立て も ゐ ら れ 
ぬ 不安 に 組 は れ て 窓 か ら と び 出 さ う と する も の 。 

二 、 自分 は 母 と 子供 と を 杖 は ね ば な ら め ぬ 均 任 が ある の に 今 犬 年 に 殺さ れ て は な ら 
ぬ と 球 つ て 夢中 に な つて 家 を と び 出 し さま よ ふ も の 。 

三 、 「 私 は 租 は れ て ゐ た 、 怖 い 、 狐 独 揚 様 が 可 い て ゐる 」 と ズ ひ 、 不 棒 と な り 二 
階 の 窓 か ら と び 降 り る も の 。 

皿 、 自分 は 高 年 、 子供 は 二 百年 生き な が ら 共 し まな けれ ば な ら ぬ と 云 ふ お 詩 げ の 
和信 に 、 あ まり 不感 だ と て 民 協 の 極 思 ひ 欠 つて 芝 兄 を 殺さ うと し た り 、 二 が 落 さ れる と 
云 つ て 琴 帳 を 員 り 、 荷 造り を し て 狼 狼 する も の 。 

五 、 化物 が 来る と 云 つ て 到 居 に 措 え な いま ヽ に 、 放 を 自分 が 幻 て ゐる 浦 園 の 下 
に か くし て ゐる も の 。 

六 、 麻 紳 に 選 か れ 病 院 に 入れ られ て 三 日 間 は 何事 も $ ま る で 無 我 夢 中 で あつ た と 訓 
くも の 。 


1) フロ イド の 反復 張 道 (Wiederholungszwang) 及び 宿命 張 追 (Schicksalsayang) に 
て は 疾患 の 娠 誠 法 的 衣 情 の 項 を 参照 の こと 。 
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七 、 子供 は 内 と その 情 妖 が 共 衣 し て 殺し た と 狼 が 否 げ た り 、 二 0 
怖 に お そ は れ 、 不 安 、 心痛 に 拭 え な いも の 。 

八 、 寺 依 視 が お 震 げ で 内 地 に の る 名 を 焼き 殺す と 区 は れる と 黄 れ る も の 。 

九 、 省 か ら 此 の 娠 告げ が あり 、 私 も 今度 は ぼう し て も 助 か ら ぬか ら 和 遺言 を 球 つ て 
園 か うと 芯 つ て 、 共 に 子供 達 の 事 を 頼み 、 共 後 は 全く 喋ら ず 飲 食 を 絶つ も の 。 

寺 、 日蓮 様 が 時 人 居 し て 非常 に 愛 牧 不安 と な り 恐 怖 心 強 く 、 薬 は 毒 と 到 ひ 食事 も 同 
様 に 指 絶 し 、 笑 然 助 け て くれ と 叫ん で 夫 に 抱 付い た りす る も の 。 ] 

印 ち 何れ に も 区 度 の 感情 の 片 影 を も 認め られ ぬ で あら う 。 寺 依 絡 の 迫害 、 筐 前 に 愉 」 
ん で 更に 救 ひ を 他 に 求む る も の が 共 ル て で ある 。 此 祥 は 皿 鐘 の 客 で な く 忌避 らち る で 
きも の で あつ た 。 

現 費 の 世界 に 於 ける 苦悩 の 除去 に 頼る べき 紳 で な くし て 、 現 人 の 苦 憎 の 原因 で あ 
り 、 斉 講 に より 或 は 供物 或 は 犠牲 (に よ つ て 退散 を 願 は な けれ ば な ら ぬ 輝 で あら 。 

吉 依 纏 は 信 父 で あり 、 入 大 で あり 、 聖 な る も の 、 崇 高 な る 、 或 は 叉 消 ら か な 愛 の 片 
彰 も $ 有 し な い 。 僧 ろ 下 単 た 人 間 的 本 能 沖 で ある 。 今 そ れ を 物語 る $ の を あげ よう 。 

PO 不動 様 が の り 移 つて ゐる も の は 言動 は 粗野 と な り 但 然 と し て 、 し か も 着 家 は : 
毛 し 、 危険 を 願 み ず 居 間 で 飲食 物 の 煮 炊 き を する 。 」 

- ヽ 牙 守 は 野 狐 を 長 追 か ら 入 れ て 肖 け 、 蛇 を 腹 中 に 入れ て 内 臓 を 史 ま せる 。 

三 、 牙 女 に 隆 り た 林 花 喘 退 は 詩 語 動作 共 偶 然 と し て ゐる に 拘 は ら ず 、 支 離 減 
釣 で 「 ラ クリ サン ミオ ン 、 ク ソ ヒ ハ ヘ フミ コト ド | [チン ポ オ オマ グ 和 ハモ 、 マ グ ド レ ブフ 
アナ 」 と 云 ふ や うな 意味 不明 の 言 業 を 盛 混 える 。 

四 、 牙 女 に 上 剖 い た 省 は 無 に 入ら ぬ と と ど が ある と 、 物 を 授 げ た り 准 に 暴行 を な じ 、 
兆 導 の 娘 に 六 願 を させ て 、 六 り 方 が 悪い と 球 つ て は 陣 打 する 。 

刀 、 難 膝 純 は 何で も 刊 る 隊 力 を 持つ て ゐ て 、 玉 極 父 然 た る も の で あ り 、 余 が 大 
屋 に 入る と 「 三 尺 下 り を ら う 」 と 大 只 さ 示 る 。 

六 、 73 NE 

し 、 他 人 の 物 を 無 嘱 で と つた り 暴 れ 出 し た りす る 。 

共 他 芝 に 類似 する 斉 語 、 交 度 が 多い が 、 降 り た 宮 が 極め て 大 例 で 、 正 党 の 汰 まで は 
到底 食し 得 な い 量 の 種々 の 食物 を 要求 する 健 咲 振り は ょ く 人 の 知る 虎 で あら う 。 

洛 と 云 ふ も の に 詩 す る 概念 、 其 概念 の 中 に 含ま れ て ゐる その 必 性 に 百 す る 人 え 々 の 労 
へ に は 、 無 敷 の 個人 的 相 巡 が ある も の で あら う 事 は 丈 ふ 迄 る な い が 、 此 上 に 現 は 札 だ 
帆 々 は 、 人 間 の 規定 し た と ころ の 探 を 破 吊 する 営 然 の 欄 威 を 有する と と ろ に 、 共 症 性 
が ある も の ヽ 如 くに 見 える 。 法 ち 放 素 な 人 間 の 感情 。 欲望 の め 、 人 間 が 開 現 し 得る 最大 
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限度 を 超え を た も の を 締 と つて は 営 然 と し て 充足 し 得る 能 性 と を 、 と の 時 依 珠 の 属性 
で ある 。 

此 虚 に 於 て 吾 々 は 此 の 本 態 が 花 意 な る 人 間 的 欲 刻 の 如き も の で ある 事 、 従 つて 此 
御 が あら ゆる 人 間 と 極め て 、 審 な る 開 係 を 有 し 、 人 間 (C と つて 其 御 性 を 如 暫 の 相 於 
て 認識 する 事 が 、 容 易 な る 理由 も 蓄 し 此 虎 に ある と 云 は な けれ ば な ら め ぬ 。 

陳 な る も の K 装 する 答 求 と し て ダ ィ ン デ ル バ ン ド が 「 拘 諾 感 博 が 内 的 刺 埋 lc 促 され 
て 、 そ の 将 象 を 認識 的 意識 に 半 し て 規定 せん と する 止み 難 き 試み に C か られ る に せよ 、 
聖 は 知 的 に は 途 に 近づき 難 き も の で ある と 云 ふ 意識 は 、 依然 と し て 厳 存 せ ね ば な ら 
ぬ 」| と な す と と ろ と 相去 る 事 何 で あら うか 。 

拡 て 此 締 に 自己 の 凡 て を 機 牲 に 供する 迄 の 悩み は 、 最早 逃れ る 事 の 出来 な い 虚 迄 追 
ひつ め ら れ た 究極 の 過 迫 し た も の で あつ て 、 最 後 の 一 歩 迄 も 自己 の 挫 乗 を 拒否 する 我 
封 の 悩み か で ある 。 

それ は 「 基 暫 者 の 悩み と は 同 よ り 、 そ れ 自 身 に は 悩み を 持た な いも の ぃ 愉 で あり 、 
凡 て の 悩み を 超越 し て の る も の 悩み で あり 、 罪 な きも の や 罪 に 沼 れ さる も の が 感 す 
る 悩み で あり 、 愛 の 悩み で あり 、 自 己 穫 牲 の 悩み で ある 」 (上 L. Feuerbach) と 到 ふ と 
と ろ の も の と 、 難 何 の 異 同 を 有 し て ゐる も の で あら 2 う 。 

併 し 生 ら 此 虎 に 見 ら 虎 の も の は 、 現 賀 に 悩む も の が 、 導 く 者 の 言葉 を 無 條 件 に 絶 鈴 
前 IC 容 し て 、 信 仰 (C 入 つて 圭 の 末 済 を 受け 、 自 己 自 か ら の うち に 耳 填 を 感じ 、 信仰 
偽 き も の \ み KC 許さ れる 緯 の 放 示 を 明か に 自己 の うち に 束 き 、 そ し て 全 霞 を 御 に 捧げ 
た 時 、 自 己 自 貼 が 省 と 全く 合 一 する と 球 は れる 過程 を 、 言 葉 通り 、 如 連 に 現す る 事 
を 認め な けれ ば な ら ぬ 。 

吾 々 の 扶 察 し た 事例 を 他 の 本 成 宗 数 と 同一 に 論じ 、 そ こと に 同一 の 心理 の 存在 を 認め 
ょ うと し た な ら ば 、 宗 教 を 周 す ナオ る る の と な す も の が 無い と は 云 へ まい 。 し か し 召さ は 
債 値 観 金 と 手 を 切 つ て 、 其 雨 者 の 根 原 及 藤 展 の ある が まい な る 心 的 機制 を 把握 し て み 
る 必要 が ある 。 そ うす る 事 に よ つ て 無 條 件 に 表 定 容認 せら れる 信仰 な る も の ヽ ゝ 本質 的 
意義 が 剛 明 せら れる で あら う 。 

面 し て 此 場 合 の 信仰 の 過程 に 於 て 特徴 と 見 人 区 す べき も の は 、 紳 の 懲罰 を 受け る 時 期 
か ら 紳 自 崩 へ の 飛躍 が 念 激 で ある 事 で 、 多 数 の も の 於 て は 須 依 湯 に 下す る 就 怖 と 、 
泊 と し て の 筆 大 、 師 人 な ちる 情緒 と が 、 錯 し て 共存 する も の で あり 、 全 自我 の 揚 乗 、 
締 格 へ の 飛躍 が 目 ざ ま し き 事 で な けれ ば な ら め ぬ 。 


1) Windelband, W.: 率 。 篠田 英 礁 課 。 (歴史 と 自然 科 更 其他 91 買 )o 
2) Feuerbach, L. : 基 准 孝 の 本 質 。 船山 信 一 謀 。 152 頁 。 
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ーーーーーー ニ ーーー 一 


此 締 へ の 飛躍 の 含 速 な る 可能 、 及 び の 司 性 、 御 の 懲罰 の 理由 等 は 、 草 を 追 ふ て 貧 
想 な る 思 依 の 運 性 を 吟味 する 事 に よ つ て 、 潤 炊 明か に せら れる で あら う 。 
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何 虎 より 区 し 、 如何なる 理由 に よ つ て 宣言 守 ら れる か 、 其 理由 を 知ら な い が 、 無 條 
衣装 届か は の の 用 肖 
られ る 宣言 が ある 。 

其 託 は 其 意 志 に 反し て 滑 起 し 、 弾 追 的 の 力 を 有 し 意志 の 自由 の 外 に ある 。 それ は 
理性 の 吟味 に 挑 ふ る も の で な く 、 存 在 の 理由 が 認め られ る も の で も な く 、 怒 道 徳 的 の 
内 容 を 有 す ろ に 非 ず 、 社 ろ 荒 唐 舞 稽 な る $ の が 多く 、 唯 其 れ 自 朋 自 か ら が 絶 購 的 樺 威 を 
具有 する も の で ある 。 面 し て 常人 に と つて は 唯 上 服従 す る 事 が 自明 の 理 と し て 現 は れる 。 
そし て 宣言 に 違 背 する 事 は 、 た と ひ 何 等 の 懲 凡 が 約束 せら れ な い に せ よ 、 無 限 の 災害 
に 百 す る 恐怖 と 不安 と を 自覚 し て ゐる 。 

基子 が 二 百 年 生き な が ら 苦 し み 績 け な け れ ば な ら ぬ と の お 革 げ を 受け た 母親 は 、 人 多 
り の 不感 さ に 其 愛 見 に 気 を 管 斬 る 傷害 を 負 は せ た が 、 自 己 を 交 め る 傷心 の 念 は 、 自 か 
ら の 手 に か け て 生 似 を ち ゞ ざめ ん と し た 愛 見 に 習 し て で は な く て 、 胃 すべ か ら ざ る 謗 の 
命令 に 背 い た 事 に 肘 し て で あつ た 。 

抗 何故 に 大 人 が ある か 、 人 RE 
観 的 理由 は 、 前 軸 の や うに 次 の 如き も の で ある 。 

ー、 自分 が 卿 里 で 墓 湖 を し た 際 、 本 来 な ら ば 誰 れ か 連 立て 共 c 行く べき で ある 
が 、 自 分 が 一 人 で 行 つ た 筐 め に 死 起 が 選 い た 。 

- 二 、 娘 の 病 和泉 の 快 療 の 新 薦 を 頼ん だ 行者 が 悪 千 で 、 そ れ が 生起 を つけ た 。 

三 、 夫 が 情婦 を 持つ て 居り 、 大 情婦 が 自分 を 呪 ひ 殺さ うと し て ゐる 。 

四 、 何者 か 明瞭 に は 刊 ら な い が 、 自 分 を れ か ら つ て ゐる 者 が あつ て 、 そ れ が 狐 や 蛇 
締 を 加 け て ゐる 。 

五 、 先 の 祭祀 を 促 つ た た め に 其 赴 の 怒 り を 受け た 。 

六 、 喧嘩 を し た 相手 の 女 が 犬 視 持 だ つた の で 居 か れ た 。 

七 、 離別 し た 夫 の 姓名 を 紙 書 いて 灸 で 切り 妙 ん だ た め に 前 が あ た つ た 。 

八 、 下 生 簡 俺 の 信仰 が 足り な いた め K 狐 が 還 い た 。 

新 様 に 自分 自身 が 何 か 悪 い 事 を し た か 、 或 は 何 か 玉 ら ぬ 虎 が あつ た 守 そ の 理由 、 
は 前 構 者 並 びに 同類 似 行 偽者 か ら 、 端的 k 何 も の か の 崇 り 、 式 は 或 物 の 避 依 と 宣言 せ 
られ る も の で ある が 、 そ の 眞 疑 に 笠 す る 理性 の 刊 断 は 許さ れ な い 。 
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唯 許 され て ゐる 事 は 、 そ れ に 習 す る 軟 誠 の 強 力 な 悩み の 軸 感 の み で ある 。 多 ち 諸 種 
の 境遇 上 の 不幸 事 或 は 自己 の 身 講 的 疾患 に 下す る 悩み 、 そ れ は 如何 な ろ 現 賀 的 方 法 を 
以 て する も 表 清 不可 能 な 絶 常 感 で ある 。 

印 ち 間 依 の 宣言 、 名 ち 光 託 や お 毎 げ は カン ト の 道徳 律 な る 定 言 的 命 人 に 類する 形式 
を と る 。 凶 ち カン ト は 批判 を 超越 し た 内 的 存在 と し て 次 の 如く 逃 べ て ゐる 。 

「 道 徳 律 は 偶然 に し て 団 な る 意志 か ら 導 出せ られ た も の と 邊 仙 す わけ に は 行か ぬ 。 
殊 に 其 意 志 た る や 我々 が 道徳 律 に 則 つ て 形成 し な か つた なら ば 、 そ れ に 就 て 何等 の 概 
念 を ゃ 有 し な いや うな 意志 ご で あつ て は 絶 骸 に いけ な い 。 

賀 践 的 理性 が 我々 を 指導 する 村 利 を 有する 限 り 、 我 々 が ある 行 信 を せ ね ば な ら め ぬ と 
考 へ る の は 、 そ れ が 紳 の 控 だ か ら で は な い 。 さ う で は な く て 、 我 々 の と ヽ ろ が それ を 
な さ ね ば な ら ぬ と 感ずる 故に 、 之 を 泊 の 探 と 考 へ る の で ある 」 と 。 

要求 以前 の 服従 の 意志 の 先天 的 存在 、 此 虚 に も 明信 の 締 託 に 到 す る 必然 的 信夫 の 先 
在 的 規定 が ある 。 

面 し て 此 締 託 が 其 俊 受 容 せ ら る べき 理由 と し て は 、 没 依 の 思想 の 意義 、 右 に あげ た 
如き 救済 不可 能 な 絶 鹿 の 情緒 、 感情 の 動 卑 並 びに 精 的 虚 、 此 基底 に 在 る 年 経 症 的 
汰 態 、 宜 言 者 と の 間 の 変 感 を な す 原 始 的 感情 等 を あげ て 、 吐 示 の 機 較 か ら 設 明 し た が 、 
枚 つ て 此 虎 に 新 様 な 時 依 の 緯 の 懲 前 或 は 迫害 を 敢 て 受容 し て 自 か ら 疾 は ぬ 所 以 が 、 巣 
し て 前 に 一 より 八 浸 列 提 し た 如き 意識 的 事由 に よ つ て 設 明 し つく され ろ る で あら うか 。 

其 理 由 C 伴 ふも る の は 、 球 ふ 迄 も る なく 営 然 二 依 君 の 懲罰 に 値する と な す 感 情 、 印 ち 自 
己 自 骨 の 罪悪 感 で な けれ ば な ら ぬ 。 即ち 罪 を 自ら 感じ な いも の に 浪 は あり 得 な い 。 加 
之 罪 を 自 か ら 悩 むせ も の で な けれ ば 救済 は 存在 し な い 。 

今 そ れ を 此 人 人 そ に C 吉 て みろ に 、 果 し て か く 迄 深 妙 な 懲罰 を 、 敢 て 受 く べき も の と 自 
か ら 青 定 する 程度 の 罪悪 感 の 自 邊 が 果して 存在 する で あら うか 。 前 に 列 買 せ られ た 如 
きも の も 、 多 少 の 自分 の 鉄 帖 或 は 行 居 か ぬ ね と と ろ が あつ た と され て は ゐる が 、 そ れ は 
か く 輝 強 き 迫 寄 を 表 定 し な けれ ば な ら め 現 賀 的 償 値 を 上 共 を て ゐる も の で あら うか 。 勿 
論 そ れ に 将 し て は 事物 の 償 値 は 、 評 全 す る 主観 に よ つ て 定まる と は 云 は れ 得る 。 

併 し 生 ら 此 諾 に 見 落し て な ら め ぬ 事 は 、 右 の 徐 罰 に 待 し て 自 か ら 表 定 する 理由 は 何れ 
る 決し て 現 費 の 健常 の 生活 | に 於 ける も る の で は な いと 球 ふ 事 貨 で ある 。 

有 は 過 て 疾患 於 て 、 ち 妄想 の 世界 、 強 辿 的 に 絶 角 の 信奉 が 捧げ られ た 居 偽 紳 の 
殿堂 に 於 ける 裏 れ な 信者 の 、 懲 前 或 は 迫害 に 強 ひ られ た 和音 邊 で ある 。 

此 虎 に 知り 度 く 思ふ も の は 此 人 人 ぇ の 疾患 茂 生 以前 に た が けろ 罪悪 感 の 問題 で ある 。 


ーーー 一 ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 


1) Kant, 1.: 純 太 理 性 批 別 。 天 野 貞 箕 課 。 347 頁 。 . 
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. 果して 現 軟 の 世界 に 於 て 、 正 常 の 罪悪 感 或 は 視 に 至 す る 舌 度 な る 感情 の 題 閉 な る も 
の が あつ た と 認 せ べき か 否 か で ある が 、 筆 ろ 共 回 答 は 悲観 的 で ある 事 は 、 党 然 容認 
られ て 然るべき も の と 信ずる 。 

′ 何と な ら ば 此 人 々 は 、 包 て 間 講 者 並び に 同類 似 行 含 者 の 許 を 訪れ た の は 自己 の 財 罪 
の 包め で は な い 。 唯 現 連 の 苦痛 を 逃れ ん が 和 偽 め で ある 。 其 席 に 何等 の 罪 の 自覚 も な く 
鉄 由 の 反省 の 存在 を も $ 認 め ら れ な い 。 若 し 正 意 識 的 罪悪 感 の 片 購 だ け で も 有 し て 
ゐ の た な ら ば 、 逃れ る の は 自己 の 魂 の 救済 の た めで あつ て 、 決 し て 溝 Cc 現 飼 の 痛 普 か ら 
逃れ ん と する の み で は な い 筐 で ある 。 

勿論 宗教 に は 現 賀 逃避 の 傾向 が 存在 する と と は 確 人 で ある 。 絶望 の 中 敷 の 後に 泊 を 
呼ぶ の が 大 多 敷 で あり 、 其 謀 に 信仰 の 型式 の 原始 的 の も ゃ の が 存在 する わけ で あつ て < 
定時 題 著 な る 罪悪 感 の 如き 無き を 常 と する で あら う 。 か く て 吾 々 は 此 人 そえ を 非難 する 
事 は 出來 な い 。 

蜜 ろ 此 虎 に 強 ひ られ て 自己 の 鉄 陥 を 第 白 す る 其 感 情 を 鼻 重 すべ き で ある 。 問題 は 第 
自 せ られ た 前 記 の 一 障 の 想起 で な く て 、 共 背後 に な つて 此 告 自 を 項 せ し め た 自我 に 局 
する 情緒 で ある 。 

. 之 を 敢 て 理由 な き 罪 悪 感 と 去 へ ば 、 そ れ は 漠然 た る も の と 規定 し な けれ ば な ら ぬ 。 
色 ち 表象 と 明確 に 結合 し て ね な いも の で ある 。 乃 ち 此 虚 に 迫害 に 肝 す る 不安 、 恐怖 以 
前 に 浮動 せる 不安 、 恐怖 が 存在 し た 事 を 想起 し な けれ ば な ら ぬ 。 それ は 此 締 経 半 的 汰 
態 が 小 見 の 精 輝 状態 に 類似 する 特質 の りー つと し て あげ られ た も の で あ り 、 安息 形成 以 
前 か ら 存 在 す る も の で あつ て 、 正 し く 右 の 漢 然 た る 罪 量 感 に 相 営 する も の と し な け 管 
ば な ら め ぬ 。 此 中 に 要求 以前 の 服従 の 意志 の 先天 前 存在 を 見 る 。 

人 株 > 
ば 妥 想 の 世界 に が て 此 人 々 が 明瞭 な る 意識 生活 を する 以前 か ら 存 在 し た も の で ある と 
と が 誰 め ち れ な けれ ば な ら な い 。 かく て 受 想 の 世界 に 於 て は 理由 な き 懲 六 或 は 紳 託 に 
装 す る 服従 の 意志 の 先天 的 存在 と な る も の で ある 。 

4 名人 人 
在 的 感 誠 と を 理解 する 上 、 更 に 寄 商 し て 、 で 人 ホ る 旧 
する も の が ある 。 “ 「 
NNNvemp 
基 趣 源 は ヴ ン ト に 由 れ ば ア = ェ ミズ ム K 攻 す る ょ 広 ひ 、 此 明 依 の 思想 自 騰 と 闘 係 深き も 


の ある を 想 は し むる が 、 共 特 質 及び 秦 機 構 は 本 問題 の 更 ic 深き 検討 少な か ら ぎ る 材 
料 を 寄 奥 する も の ぃ 如く で ある 。 


( 95 ) 


部 も 症候 と し て の 明 依 害 に 習 す る 恐怖 と 不安 、 其 宜 言 に 再 志 る 強迫 的 服従 と 信 替 
は 、 ト テ ミ ズ スム 及 び タ ブー に 於 て は 現 賀 の 世界 に 於 ける 意 議 的 事 容 で ある 。 此 症候 誤 
生 時 の 汰 態 が 個 骸 精 邊 区 達 喝 的 原始 時 代 な る 小 見 期 の 精 衛 汰 態 に よく 類似 せる 定 経 首 
的 状態 で ある 事 は 、 巡 に 前 に 再三 逃 べ た 通り で あろ が 、 今 又 此 虚 に 原始 的 種族 の 意識 
的 事 質 と 此 思 想 IC 於 ける 事 秩 と が 極め て 類似 し 、 且 斑 一 致す る 慮 が ある の は 、 貰 IC 興 
味 あ る 事 と 到 は な けれ ば た なら め 。 


) 


- それ は 字 の 誠 律 以前 の も の と し て 、 そ れ 自 角 張 要 の 特性 を 持つ て ゐる 命 含 と し て 、 
原始 的 種族 於 て 重要 な る 日 常 生 活 の 規定 が ある 。 

か く て ト テ ム (Totem) と タデ ブー (Tabu) は 民族 心理 軸 及 び 紙 達 心理 陵 に 於 け る 重 
要 な る 研究 命題 で ある が 、 今 其 概 括 的 内 容 を 左 に 摘 銚 する 。 

ト テ ム は 多く は 動物 で あつ て 、 食 用 供し 得る 無害 の も の 、 又 は 誠 険 な 記 紀 られ て 
ゐる 動物 で ある が 、 稀 IC ト テム は 植物 肥 は 自然 力 例 へ ば 了 雨 、 水 の 事 が ある 。 それ 等 は 
條 部 族 と 特殊 朋 係 に ある 。 ト テム ュ は 第 一 に 部 族 の 宜 宗 で あり 、 又 更に その 保護 者 で あ 
り 、 救護 者 で ある 。 屋 ぇ 訂 示 を 奥 へ 、 危険 遭遇 せん と する 場合 に は 共 所 属 の 子供 を 
識別 し て 居 て 之 か ら 発 か れ し め る 。 

- 夏 iC ト テ ュ 所 局 の 人 々 は 、 其 ト テ ム を 殺害 せ ず と 球 ふ 義務 及 其 内 を 喰 あ こと 、 其他 
ト テ ム が 提供 すら 如何 な る 事 用 を も 差 握 え る と 球 ふ 纏 聖 な 義務 を 負 ふ て 居り 、 荷 くも 
この 義務 を 犯す 時 は 人 久 を 待 を た ず し て 刑罰 が 加 へ られ る 。 

又 ト テ ム の 行 は 札 て ある と と ろ に は 、 殖 ど 到 る 所 に 「 同 一 の ト テ ム の 者 は 相互 K 尾 

的 関係 を 結ぶ べから ず 、 従 つて 又 相 互 に 結婚 すべ か ら ず 」 と 球 ふ 律 法 が 存在 する 。 
_ 炊 区 に 同様 た 原始 的 種族 CC 於 ける 特異 な 制限 と し て タブ ー が ある 。 タ ブー の 茜 制 は 款 
数 的 、 道徳 的 の 禁止 と は 多少 異な る も る の が あり 、 そ れ は 必要 な る が 区 一 般 的 禁 戒 を 
宮 言 する 道徳 的 禁止 と も 異 る 。 タ ブー の 禁止 は 正 営 と 主張 する 如何 な る 根 搬 も 薬 く 、 
時 基山 夫 $ 知 られ て ゐ な い 。 和 災 え に は 理解 の 外 C あ る も の で ある が 、 基 支配 の 下 ICP 
つて わる 者 に と つて は 自明 の も の と せら れ て の る 。 

聞 ち 虎 に 於 て 入 等 の 禁制 が 定 言 的 命令 の 如き 何 物 に も 規定 せら れず し て 、 そ れ 自 
に 超 多 的 な 規定 性 を 有する も の で ある と 球 ふ 穫 区 於 て 、 本 廊 に 於 ける 直 偽 下 の 重 旗 
と 同様 の 性 質 を 疹 つて ある も の で ある と 云 ふ 事 に 注意 せしめ られ る 。 

比 析 異 な る 習慣 と 到 ふ べき 原始 的 種族 の 誠 律 に 下す る 心理 早 的 の 研究 そし て は 、 か 
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の 周知 の ダン ト の 脆 作 が ある 。 み れ が 叙 交 的 見 地 か ら 考 察 が 進め られ て ゐる の KC 圭 レ 
て 、 分 析 的 な 立場 か ら 立 論 し て 、 本 問題 研究 上 驚 表 の 一 石 を 投じ た も の は フロ イド 
で ある 。 

フェ イド の 立論 の 材料 は オー スト ラリ ア 土 人 の それ に 拓 づ くも の で あつ て 、 オ ー ス 
トラ リア 土 人 は 、 隣接 する ポリ ネシア 、 メ ラ ネ シ ア 、 マ レー 等 の 諸 人 種 と 血統 的 に も 
言語 的 に も 何等 の 類 開 係 を も 認め 得 な い 特 殊 の 人 種 と 見 人 区 さ 旨 て ゐる 。 彼 等 は 家 を 
る 堅固 な 小屋 を も る 立て な い 。 土地 を 示 作 する こと も な く 、 犬 の 他 に は 家畜 も な く 、 土 
維 を 作る 技術 た を も 由 て 知る と ころ が な い 。 彼 等 は 唯 層 殺 し た あり と あら ゆめ る 野 漁 の 了 内 
を 喰 ひ 、 章 根 を 掘 つ て 食 と し て ゐる 。 王 と か 人 殺 長 と か 到 ふ 者 も な く . 凡 て の 共同 事件 
は 長老 ? 和 飼 が 之 を 決定 する 。 彼 等 より 一 有 自 高き 人 在 を 理 する と 蓋 ふ 形式 に 於 ける 宗 
教 の 片 影 を 認め 得 べ き や 否 や は 極め て 導 は し い 。 大 陸 の 内 地 に 往 む 種族 は 、 水 の 鉄 逐 
に 基づく 普 酷 な 生活 條 件 と 闘 は ね ば な ら な い の で 、 あ ら ゆ る 中 に 於 て 海岸 に 近く 住む 
者 より 造 か に 原始 的 で ある 。 “ 

前 記 の ト テ ム 及 び タ ブー は 様 に 知能 の 低い 種族 に 於 ける 極め て 原始 的 な 所 在 で あ 
る と と を あら か じ め 知 つて お くべ き で ある 。 4 

そし て フロイド の 此 材 料 の 出所 は 主として フレ イザ ア (Frazer) の 貴 重なる 文献 
よる も の で あり 、 タ プー の 禁制 に 就 て は 各地 に る 存在 が 逃 べ さら れ て の る 。 

フロ イド は 慕 精 泊 分 析 届 の 見 地 か ら 、 前 人 未 紙 の 卓 見 を 提供 し て ゐる が 、 そ れ は 天 
を (に と つて 傾 革 せ し ある も の が ある 。 

フロ イド は ト テ ミズ ム の 根元 に 其 部 族 の 無意識 的 罪悪 感 を 認め て ゐる 。 そ を し て タプ 
ー の 読 明 と し て 逃 べ て ゐる 虎 は 、 タ プー は 外部 か ら 剖 制 せ られ て ゐる 極め て 原始 的 な 
祭 目 で ある 。 曽 し て 人 間 の 最も 強い 谷 求 に 翌 し て 禁止 を 命ずる も の で あ ち 。 此 タプ ブー 
に 達 反し よう と する 釣 求 は 無意識 の 中 存 績 する 。 そ し て 違反 c 再 する 外 的 協 威 は 不 
必要 で ある 。 何と な れ ば 居 反 は 堪え 難 き 央 害 を も た ら す ょ 革 ふ 内 的 確信 が ある か ら で 
ある 。 

印 ち 相 共 に 偉 令 の 違反 に 状 す る 歳 格 な 懲 六 が 約束 せら ち れ 、 そ れ は 律 法 と し て 人 租 的 
な 外 孝 的 用 帳 を 奥 あ ふる も の で な く 、 部 族 民 自 購 c と つて 超越 的 内 在 的 な 罪悪 感 の 上 に 
存在 する と する 。 

此 結 論 に 導く 迄 の フェ イド の 説明 を 詳細 に 逃 べ る 事 は 、 到 底 此 虎 に は 許さ れ な い 


1) Wundt, W.: Volkerpsychologie. 
2) Freud, S.:(Totem nnd Tabu, Ges. Schr. Bd. . 
3) Erazer, Totemism and Exogamy, The golden bough. 
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が 、 此 超 越 的 な 命令 の 様式 と 云 ひ 、 フ イド が 得 た 其 心 的 内 容 の 推定 が 、 本 婦 の 場合 
に 於 ける 泊 託 の 性 質 区 極め て 類似 し て ゐる と と 、 換 言 す れ ば 前 逃 の 如く 、 寺 依 の 弓 
託 が それ 自 角 に 圭 す る 違反 は 堪 え を 難 き 炎 害 を 約束 し て ゐる と と ろ の 内 部 的 確信 (良心 ) 
の 上 に 立つ も の で あつ た 事 と 、 同 一 機 較 を 此 + ト テム と タブ ーK 於 て 確認 する 事 が 出来 
た 事 で 清 足 し な けれ ば な ら な い 

前 項 に 於 て 余 は 本 廊 の 場合 に が て 視 託 を 甘受 し 無 上 命令 と し て 信 夫 す る 心 的 条 地 
を 、 漢 然 た る 理由 な き 罪 悪 感 と し て 、 詳 言 す れ ば 調 象 を 規定 せ ざ る 浮動 せる 不安 、 恐 
怖 と し た 事 を 想起 し た い 。 し か も 此 浮 動 せ な る 不安 、 恐 居 は 此 場 合 の 紳 経 症 的 汰 区 の 特 
性 の 一 つと し て 、 個 骸 精 密 達 更 的 原始 期 な る 小 見 期 に 文 ける 非 人 格 的 感情 の 第 一 妥 
素 で ある 不安 、 恐怖 装 鷹 する る の で ある と し た 。 

以上 の 三 者 の 相 開 々 係 は 事態 が 極め て 類似 の 状況 に ある 事 は 、 均 し く 誰 れ し ゃ 敢 て 
拝 ひ を 要 し な いと こと ろ と 信ずる が 、 此 虚 に 又 共 重要 な る 特性 の 心 的 事 賀 が 極め て 相似 
の 開 係 に ある と と は 、 嗜 黒 の うち に あつ て 鮮明 を 要求 し て ゐる 之 等 の 背後 を な す 心 的 
擬 制 の 検討 上 素 り に 看過 を 許さ な いも の で あら 2。 

面 し て フェ イド の 此 論 文 は 前 傘 は 一 九 一 二 年 、 後 澄 は 一 九 一 三 年 に 華 表 せら れ た ゃ も 
の で あつ て 、 共 序文 に 於 て 何 此 論説 は 一 語 に 於 て は 人 類 胡 者 、 言語 移 者 、 民 俗 届 者 堆 
他 と 、 他 方 C 於 て は 、 精 衝 ち 分 析 克 者 と の 間 に 仲 介 の 役目 を 和信 さ うと 心がけ て ゐる の で 
ある が 、 然し な が ら 此 双方 の 人 々 に 再 し 、 彼 等 各自 に 鉄 け て ある も の 、 印 ち 前 者 半 
し て は 、 新しい 心理 晃 的 技術 に 開 す る 十分 な る 解説 を 、 後 者 に 到 し て は 更に 仕上 げ を 
要する 素材 の 十分 な 操作 を 提供 する 事 が 出来 な い ぃ と 云 つ て ゐる が 、 前 記 の 罪悪 感 の 背 
後 C 無 意識 存在 する エディ イプ ス 錯 符 を (Odipuskomplex) あげ て ゐる o 

精細 分 析 塁 に 於 ける ェ デ イィ プス 錯 締 は 、 そ の 基本 概念 の 一 つ で ある か ら 、 此 鹿 に 説 
明 の 必要 も な いと と ヽ 信 ずる 。 

部 ち 父 性 を 秋 定 し て 母性 と 結合 せん と する 無意識 的 性 的 願 刻 に 制す る 自己 懲 抽 意識 
が 罪悪 感 基 物 で ある と する も の で ある が 、 フ イド の 思索 の 衣 展 は 更に 此 罪 如 感 を 詳 
細 に 解読 する に 至 つた 。 

周知 の 如く 一 九 二 年 [人 原 旭 の 彼 放 へ 」 (Jensits des Lustprinzipa) k 於 ける 
Res し て 、 一 二 三 年 「 自 我 及び ェ ス 」(Das Ich und das Es) を 表 する 

主 准 の 中 に 自我 、= ス 及 び 上 位 自我 の 抗 立 を 健 定 し て 、 此 罪 書 感 の 根元 と 共 芝 展 
Me ue キナ リナ 


1) Freud, S.: ]enseits des Lustprinzips, Ges. Schr. Bd. VL, S. 189-. 
2) reud, S.: Das Ich und das Es, Ges、 Schr. Bd. VI, S. 351. 
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両 し で 良心 の 形式 と し て 、 或 は 無意識 の 罪悪 感 と し て 存在 する も の を 上 位 自 我 と な 
し 、 勿 論 そ の 起源 は エ デ イ プス 錯 符 と な す も の で ある が 、 此 解 租 法 は 極め て 常識 的 で 
ある と 同時 に 、 従 来 の 自我 衝動 或 は 性 的 衛 動 名 ち リ ビ ド 説 と 意識 、 前 意識 及び 無意識 
と を 結合 せしめ た る 観 が ある 。 

本 女 の 例 は 此 上 位 自我 等 を 優 定 す る 事 に よ つ て 、 最 も 容易 に 且 明 際 ic 設 明 し 得 ち る 
好適 例 か と 思 は れる 。 そ を し て 四 秘 な る ト テ ム 或 は タブ ー の 如き 覆 雑 な る 速 き 問題 で 
な くし て 、 間 候 の うち に た 寺 依 天 と し て 或 は 迫害 せら れる 哀 れ な 卑 少な る 個人 と し て 現 

は れ て ゐる 限り 、 余 の 莉 区 な る 設 明 も 、 大 方 の 此 方 面 に 明らか な ら ざ る 人 の 理解 を 得 
る 事 が 必ず し ゃ 不可 能 で は な い ょ と 信 ぜ られ る 。 

更に 又 本 交 の 症例 に 於 ける 寺 依 天 及 び 自 我 の 開 係 の 理解 は 、 フ イド の 上 位 自 我 基 
他 の 解 記 と し て 至極 好適 な る も の と 考 へ られ る も の で ある 。 先 き C 下 依 の 妥 想 成立 
於 ける 只 示 機 連 に 開 し て は 観念 錯 線 購 及 ) せ ド 説 が 適 営 な る 参考 設 で あつ た が 、 症候 
に 多 展 する と 共に 其 れ に 半 鷹 する 分 析 學 の 立論 も 紙 展 な る も の を 適 営 と する 事 は 、 生 

し 興味 ある も $ も の で あら う 。 ' 


( 四 ) 


上 位 目 穫 、 自 匠 み び エ ス の 構造 衣 説明 は 、 主観 の 心 前 括 動 の 解 設 の た め に 設け ら 
れ た も の で あつ て 、 フラ ョ イド 自身 云 つ て あや う K、 此 形 態 は 特殊 の 適用 を な す た め 
の も の で な く 、 只 説明 の 目的 に 企 て た 過ぎ な いと する は 正しく 、 逐 を 以 つ て 精 馬 肉 
上 に 固定 し た 構造 を 想定 し 、 或 は 時 な る 構造 論 と 目 し て な す 非 難 は あたら な い 。 

フロ イド は 上 位 自 我 の 中 に 父 の 特質 を 措 定 する 。 を そし て ェ エディ プス 錯 線 が 強く な る 
に つれ て < 更に 迅速 に 稀 威 、 宗 数 、 教育 、 訓練 、 講義 の 影響 に よ つ て 抑 訂 を 生じ 、 最 
後に な つて 上 位 自我 は 盆 々 厳密 に 自我 を 支 本 する よう (に な ち 。 耐 し て 此 際 の 上 位 自 穫 
は 良心 の 形式 、 或 は 恐らく 無意識 の 罪悪 感 と し て 自我 を 支配 する 。 か や うな た 仕方 で 支 
配 する 力 の 源泉 は 弾 追 的 性 質 を 有 し 、 定 言 的 命 信 の 形式 に 於 て 示さ れ ら 。 

此 上 位 自我 に 開 す る フェ イド の 説明 は 更に 績 く 。 

印 ち 上 位 自 我 は 、 共 根 源 と を ト テ ミズ ム k 導 いた 経験 に 華 し 、 エ ディ プラ 錯 か ら 生 
直し て 自 : 我 の 中 に 存在 する も る の で ある が 、 其 子 孫 は エス の 系 統 騙 生前 獲得 物 と 結 
合 し 、 エ ス の 中 沈 激 物 を 生じ た 以前 の 自我 組織 の 再 構成 を 行 $.。 新 様 に 上 位 自 
筐 は エス と 淡 に 接 角 し 、 自 我 に 邊 し て は ェ ス の 代表 者 と し て 、 最も 有力 た 条 動 を 
以 て 働く こと が 出来 る 。 そ れ は ェ ス の 中 深く 達し 、 従 つ て 自我 より も 造 か に 意 
。 1) Erewd, 8.: Das Teh nd des Es で es Selr。 Ba VI, S.368. 
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識 か ら 可 ざ か つて ゐる 。 

此 上 位 自我 が 生ずる 事 に よ つ て 、 自 我 は = デイ プス 錯 総 を 昇華 し 、 同 時 に それ 自身 
ェ ス に 服従 する 。 自 我 は 主として 外 具 郊 ち 現 賀 の 代表 者 で ある か ら 、 上 位 自 我 は 内 只 
印 ち ェ ス の 代表 者 と し て 自我 に 再 立 する る の で ある 。 

敢 に 自我 と 理想 と の 間 の 闘 沼 は 、 結局 現 伯 と 心 的 の も の と の 羊 立 、 外界 と 内 界 と の 
抗 立 を 示し て ゐる 。 

以上 は 一 九 二 三 年 に 華 表 し た 、「 自我 及び ェ ス 」 に 於 ける 上 位 自我 に 開 す る 解 設 の 要 
中 で ある が 、 之 に よ つ て 精 御 分 析 學 に は 重大 韓 機 が も た ら さ れ た 。 此 三 者 の 開 係 は 吾 
を の 症例 に 於 ける 症候 の 内 容 を 其 島 物語 つの て ね る も の で は ある まい か 。 

主観 的 首 候 の 世界 に 於 ける 闘 徐 は 、 自 我 と 吉 依 沖 と の 抗 立 で ある 。 そし て 表 依 均 人 は 
絶 購 の 樺 力 を 以 つ て 自我 を 虐げ て ゐる 。 此 二 依 衝 が 現 賀 の も の で な く 、 造 か な る 過 古 
KC 開 係 を 有する も の で ある 事 は 既に 設 明 し た 通り で あり 、 寺 依 省 の 所 在 は 現 綿 の 中 で 
な く て 、 共 精 御 内 界 に 在 る も の で ある 。 併 し 征 ら 此 人 そ は 現 連 の 外 具 に ある と 確信 し 
て ゐる 。 此 汰 態 は 現 賀 に 投影 (Projektion) し て ある と な す も 可 で ある し 、 そ れ は 又 
此 人 々 達 が 病 和 芽 を 有 し ない 事 、 換言 すれ ば 明 依 容 及 基 神 託 が 自己 の 内 具 に 根源 を 有 す 
る 事 を 知ら な いこ と は 、 そ れ が 意識 の 面 か ら 造 か に 速 ざ か つた 所 に 本 拓 を 有する も の 
と 見 区 さる べき で あら う 。 

此 事 は 上 位 自 我 が 自 我 に 下 し て は 、 ェ エス の 代表 者 と し て 自我 より 造 か に 意識 か ら 速 
ざか つて ゐる と と に 一 致す る も の で な けれ ば な ら め ぬ 。 

耐 し て 寺 依 が 上 位 自我 自 午 で ある 事 は 、 何 等 の 説明 を 要求 する 事 な く 、 承 認 せ ら 
れる も の で は ある まい か 。 ' 

自我 は 現 賀 に 太 ける 自我 多 ち 主 装 自 邊 と し て 意識 せら れ 、 理由 な き 遇 依 如 の 懲 前 に 
戦 禁 し て ゐる 。 面 し て 此 懲 六 に 悩み 、 恒 悩 、 恐怖 する 自我 は 、 現 質 の 痛 苦 綴 ち 諸 種 の 
境 過 上 の 不幸 或 は 身 鏡 的 疾患 に 苦し め あられ て ゐる 自我 自 自 で も ある 。 

印 ち 外 具 郊 ち 意 識 に 翌 す る 自我 、 上 位 自 我 の 局所 的 構造 的 開 係 は 、 此 虚 に 於 て 全く 
育 定 せら れる 。 

面 し て 起 依 絡 は 酷 薄 の 御 で ある 。 自我 に 居 す る 追求 は き は まり 無い 。 半 ち 自 我 の 内 
て の 犠牲 を 要求 し 、 し か も 自我 は 之 翌 し て 唯 無 條 件 的 服 従 の 区 度 を と り 得 る の かみ 
で 、 途 に は 自己 の 上 過 て を 冬 牲 に 供し 、 此 虚 固有 の 自我 の 消滅 が 認め られ る 。 そこ に 
上 位 自我 の 過 道 徳 性 一 過 般 性 一 と 、 自我 が それ に 至 す る 無力 性 と が 遺 昼 な く 表 現 せ ら 


れ て ゐる 。 
面 し て 無道 徳 な る も る の は 自我 の み C 限 ら ぬ 。 あ ら ゆ る 不幸 事 を の り 越え て 行か うと 
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あら う 。 

此 本 能 的 欲求 束 は 衝動 は エス より 毅 す る 衝動 で な けれ ば な ら め ぬ 。 

此 事 は 先 き に 逃 べ た 因 依 絡 の 局 性 と し て の 池 依 な る 人 間 的 欲求 を 説明 し て あま す 席 
な きも の と 云 へ よ う 。 此 御 の 感情 は 人 間 の 放 共 な る 感情 で あり 、 人 間 に 於 ける 充足 困 
難 な る 欲求 が 、 無 抵抗 に 充足 な せら れる と と ろ に 此 締 の 能 性 が あつ た 。 

多 ち 此 御 は 此 哀 れ な 人 間 に 将 し て 主観 の 中 に 於 ける 自我 に 暫 す る 上 位 自我 と し て 現 
は れろ が 、 其 上 位 自我 の 偶像 爺 ち 輝 懇 の 影 に か くれ て 、 人 秀 く こと と な き 追 求 を 敢 て する 
人 間 的 素 意 多 ち ょ ス そ の も の ぃ 衝動 が 潜む こと を 見 落し て は な ら な い 。 

之 は 上 位 自我 は 自我 に 圭 し て は 、 エ ス の 代表 者 と し て 、 自 我 よ り 造 か に エス K 近 
づい て 居り 、 エ ス の 中 に 深く 達し て ある と な す フ イド の 設 明 に 一 致 する も の で 
ある 。 

此 事 質 は 更に M 地 人 記入 度 な ら 感 捕 鞭 き 人 間 と の 結合 を 容易 な らし な る 理由 
で あつ て 、 人 間 は 此 紳 性 に 於 て 自己 に は 許さ れ ぬ 谷 望 の 無 拘 束 な る 充足 能力 を 認め る 
か ら で あ る 。 印 ち 此 明 依 は 本 能 光 で あり 、 原始 的 形態 に 於 ける 信仰 の 将 象 を な す 引 
は 過 て 本 能 輝 で ある 事 を 通則 と すろ る 。 

か く て 吾 々 は 過 道 徳 性 な る. 主導 あみ お 本 まう ェ エス と の 開 に は さま 
れ 、 無力 に 自 航 を 守ら ん と し て 焦 慮 する 自我 を 認め る と 共に 、 自我 は 上 位 自 我 に 眼 従 
せん と と を 努め て ゐる 事 賀 は 、 明 依 君 に 行 又 その 纏 託 無 意 志 的 強迫 的 に 夫 仕 せん と 
し て ゐる 各個 人 に 就 い て 育 定 写 られ ろ る で あら う 。 

印 ち 宛 の 暦 示 は 無 批 刊 的 K 、 強迫 的 に 信 泰 し 姓 守 せら れる 。 そ れ は 此 盛 示 が 上 位 自 
我 か ら 外 せら ちら れ た も の で あり 、 其 源 泉 が エス で ある 事 は 、 営 人 に と つて 抑 礎 し 得 ざ 
る 、 騙 理 性 を 以 て 其 理 由 を 察知 し 得 ざ る 性 質 を 具有 すら 賢 因 で ある ょ 到 へ よ う 。 

姜 様 に し て 和 召 は 此 場 合 に 於 ける 二 依 玉 、 虐げ られ た ろ 自 我 。 定 言 的 命令 の 形式 を 
有する 強迫 的 な 守 託 の 本 質 を 開明 し 得 た も る の ぃ 如く で ある 。 

印 ち フロ イド に よ つ て 提 朗 せら れ た 上 位 自我 、 自我 及び ェ ス の 構造 的 開 係 は 、 此 農 
に が て は 革 技 な る 視 に 科す る 全 赴 的 過 佑 の 、 或 は 科 牲 の 一 場 の 悲 話 と し て 基 の 頒 現 は 
れる 。 ' 

新 様 に 主 失 内 容 の 構造 的 開 係 が 、 各 要 素 の 特性 を 如 連 に 現 は し て 、 か くも 明 朋 (c 示 
され る 貨 際 前 事例 は 蓄 し 珍 若 た 云 は な けれ ば な ら な い 。 布 し て 此 一 場 の 悲 話 が 、 還 に 
此 特 殊 例 に の み 現 は れ 、 或 は 存する 特異 の も の で な くし て 、 凡 て の 人 間 の 心 的 機構 の 
申 に 存在 する 普遍 的 令 向 と 本 質 を 同じ くす る も の で ある と と を 知ら し め た と と は 、 此 
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症候 解 和 査 の は か ら ざ り レ し 一 つの 利得 で ある と 云 へ よ う 。 

印 ち 條 は 先 き に 本 例 の 心 的 過程 は 所 詩 正 常 信仰 の それ を 、 言 葉 通り 其 代 表明 せる 
も の で ある と と を 指摘 し た 。 今 此 場 合 に 於 ける 胃 依 君 の 特性 を 除去 し て 。 例 へ ば 愛 に 
置換 し て 立論 し を な ら ば 、 如何なる 過程 を と つて 殴 展 する で あら うか 。 換言 すれ ば 外 
袋 を 遂 し て 共 機 問 の み を 前 じ た な ら ば 。 肝 者 の 異同 は 如何 と 式 必 問題 で ある 。 

フロ イド は 宗教 の 起 原 に 開 し て 、 ト テ ミ ズ の 根源 を な す も の と 同 -- の も の を 相 定 
し 、 エ デイ プス 錯 弧 を 置 いて 、 そ れ か ら 又 上 位 自 我 が 成 生 、 華 展 す る も の と 論じ て の 
る 。 此 考察 は 前 記 の 理 そ の 場合 に 於 ける 信仰 と 、 所 調 正 常 宗 教 の 信仰 と に 於 ける 本 能 
的 異同 を 決定 すべ き 釧 切な る 示唆 で な けれ ば な ら な い 。 併 し 此 問 題 は 此 虚 に 念 れ ず 、 
次 に 本 例 に 於 ける 上 位 自我 と 自我 と の 抗 立 を 疾患 分 類 上 の 見 地 か ら 考 察し て 、 更 K 此 
場合 に 於 ける 雨 者 の 抗 委 の 特性 を 明確 に 把握 し 、 以 て 理解 の 完全 を 期し 度 い 。 
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此 人 々 の 示す 後 候 の 重要 な も の と し て は 、 没 依 妄 想 、 内 界 言語 ( 紳 託 )、 人 格 書 損 
( 御 格 代 ) 、 及び 意識 狭 少 が あげ られ 、 成 情 方 面 で は 初期 の 不安 、 恐怖 と 後期 に 於 けろ 
偏 父 邊 大 と が 著しい も の で あり 、 共 角 生 に 就 て は 各 方 面 か ら 考 察 を 加 へ た 虚 で ある 。 

面 し て 其 二 依 亡 想 及 び 旨 ミ 託 と 感情 と の 開 係 に 於 て 著しい 特徴 は 、 其 託 に 百 す る 遺 
反 は 堪え を 難 き 災 害 を も た ら す と 云 ふ 内 部 的 確信 の 存在 で 、 そ れ に 伴 つ て 直 依 の 妄想 に 
疾 す ら 開 心 が 、 福 託 の 誤 生 同様 極め て 強迫 的 な 特性 を 有する こと で あり 、 且 又 そ れ に 
件 ふ 恐 怖 、 不 安 の 情緒 の 躍動 も 至極 活 洪 な と と で ある 。 

凡 て の 人 々 は 共に 遂 依 に 状 す る 激 し き 開心 を 要求 せら れ 、 其 要求 を 拒否 する 事 が 
出来 な い 。 締 託 も 又 自 己 自 骨 に 強迫 的 に 注意 の 固着 を 規定 する 。 之 は 意識 狭小 と じ て 
の 外 千 を 表現 する も の で あつ た 。 「 

拠 て 此 虚 に 於 て 精 運 及 御 経 病 克 者 は 此 傾 向 は 感情 に 於 て 不安 、 恐怖 の 情緒 が 固定 的 
に 存在 し て 恐怖 症 の 微 侯 に 類似 し 、 表象 の 印 ち 紳 託 の 現 出 骨 程 は 到 近 濾 経 症 の それ に 
極め て 類似 する も の で ある 事 を 想起 せしめ られ ろ る で あら う 。 

強 飼 御 経 症 は フロ イド に よ つ て 宗 数 の 富 意 的 戯 書 で ある と 到 は れ を た 。 そ れ は 茸 問 性 
情 科 が 症候 の 中 心 を な し 、 一 定 の 表象 又は 恐怖 が 趣 り 、 そ れ が 絵 始 心 的 活動 の 中 心 に 
店 搬 し て 容易 に 退 か ず 、 正常 の 思考 の 進行 を 妨害 し て 自 骨 に 引 付け る 。 

勿論 患者 自身 は 其 表 象 或 は 情 圭 成 起 の 由来 及び 理由 を 知ら な い 。 そ れ は 加 者 の 全 心 


1) Freud., S.: Totem und Tabu: Das Ich und das Es,. で es、Schr、Bd. VL, 
S. 381. 
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表象 及び 情緒 に 圭 し て 甚 し き 嫌 悪 を 抱い て ね る も の で ある が 、 そ れ を 排除 し 感 販 す る 
事 は 意志 の 自由 の 如何 に か ヽ は ら ず 絶 騰 に 不可 能 で 、 そ れ に 反 抗 し よう と する と 電 し 
ゅ 不安 、 危 憶 の 情緒 が 湧 起 し 、 人 在 く 落ち着か ず そ れ K 動 か され 、 自 分 自身 甚 し 嫌 患 
の 中 に それ MC 服 従 し 、 理由 の 不明 な 行人 負 を する $ も の が ある 。 

今 着 し レー つの 表象 を 排除 せん と すれ ば 、 そ の 努力 に 本 ひら れる 事 は . 他 の 無 意 味 な 
表象 ヒ よ る 6 量 換 Ic 通 ぎ ず 、 明 所 行 全 も 同様 で 唯 午 換 し 篤 る の み に 止 まる 。 


基 情 緒 の 内 容 は 症 汰 中 最も 重要 な る も の で ある が 、 は 居 博 士 の 詳 細 を 極め た 記 吉 
を 韓 載 させ て 戴く 。 それ は 同時 に 余 が 親しく 接し た 人 々 の それ を 其 代 物 語る $ の で あ 
る か ら 。 

感情 は 多く は 抑 歴 的 悲観 的 で あり 、 痛 まし く 感 じ 、 恐 人 し 協 く 、 泣 き 協 く 、 何 と か 
すれ 記 営 惑 し 又 惑 処す る 。 情 礎 世 的 に な り 、 自 殺 心 を 起す が 、 面 も 大 抵 は 之 を 貨 行 し 
な い 。 病 人 は 絶え ず 恐 則 項 問 の 護 態 に あつ て 、 常に 心地 に 不快 を 覚え 、 英 内 不 確 で 、 
薄 張 者 え 難 き 有 様 で ある 。 苦 問 が 元 盛 す る と 、 相 営 の 身 骨 症 状 を も 有 し て 、 心 怪 、 蒼 
自 、 胸 欠 、 戦 類 、 人 准 汗 、 悪心 、 喜 腹 、 下 凍 、 多 尿 .、 脚 音 、 失 気 等 の た め 、 我 身 を 思ふ 
通り 使 ひ 動 か す 事 が 出来 ず 、 打 倒れ る 程 に さえ な る ろ 。 営 惑 の 極 、 興 稚 の 極み に な る 
と 、 其 表 情 は 上 る 誇張 的 演劇 的 で . 泣き 叫び 喚 き 忠 ぎ 、 身 を 倒し て 韓 帳 反 側 し 、 或 は 
放せ 又は 馳 け て も 苦 問 を 免れ よう と し 、 或 は 逃げ 出し 、 又 は 他人 に 打 か いる よう な こ 
と が ある 。 

印 ち 吾 の 場合 に 於 て 内 界 言 語 爺 ち 視 託 は 強 追 観 信 に 類 似 す る も る の で ある が 、 其 
生 様式 及び 情 縮 の 性 質 が 如何 に 強 追 経 症 に 類似 し て ゐる か が 伺 は れる 。 但し 最も 甚 
し い 相 送 跡 は 弾 追 告 経 症 に 於 て は 、 強 迫 観 念 の 由 つ て 来 る 虎 が 知ら れ な い が 、 と の 場 
合 に は その 内 上 界 言 語 の 散 生 に 基づい て 、 ok 
も の で ある 。 

と の 相似 は 外面 に 現 は れ た 意識 的 事 買 に 上 ま ら な いで 、 上 位 自我 と 自我 と の 機制 に 
が て も 同様 の 開 係 が 存在 する 事 が 知ら れる 。 

先 づ 青 追 福 経 症 抱 於 ける 心 的 機制 に 就 て フロ イド が 逃 べ て ある と と ろ を 傾 午 し な け 


りり 時 秀 三 : 精 簡 靖 事 集 要 。 後 篇 第 1 角 、97 頁 。 
2) reud, S.: Das Ich und das Es, Ges. Schr. Bd. VI S. 368. 


何 フ ロイ ド の 紅 追 和紀 症 に 開 す る 論 と し て は 大 の も の を 参 妥 せ られ 諾 い 。 し か し 交 に は 未だ 
上 位 自 我 、 自 我 の 概念 は 充分 に は と り 入 れ ら れ て の な い 。 

a) Freud,S.: Die Abwehr-Neuropsychosen、Neur. Zb1. 1894. 

b) Freud, S.: Weitere Bemerkungen ber die Abwehr-Neuropsychosen, 1S96. 
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れ ば な ら な い 。 

廊 追 衝 経 症 の 或 形 式 の 中 に は 、 罪 悪 の 感 が 明らか に 現 は れ て 、 自 我 に 畔 し て 種 明 す 
る と と が 出来 な い 。 その 結果 患者 の 自我 は 罪 書 の 非難 に 再 し て 反抗 し 、 其 罪悪 の 感 を 
拒絶 する た め に 者 の 補助 を 求め る 。 自 分 が 共 非 難 に 従 ふ 事 は 黒 か な と と で ある 。 基 
際 上 位 自 我 は 、 自 我 に 知ら れ な いで 残さ れ て ゐる 過程 に よ つ て 影響 を 窒 む る 。 又 罪悪 
感 の 基礎 と な れる 抑 三 され た 衝動 を 績 見 する と と が 出来 る 。 

又 或 強 迫 紳 経 症 の 形式 に 於 ける 良心 の 非難 は 、 苦 痛 で あり 区 責 で ある が 、 あ まり 明 
須 で な い 。 弘 追 細 経 間 に 於 て は 前 性 器 脂 制 に 退行 する 事 に よ つ て 、 愛 の 衛 動 を 事物 に 
装 す る 進撃 の 衝動 に 始 形 する 事 が 出来 た を 。 と ょ に 再び 磁 壊 の 本 能 が 自由 に 置か れ 、 半 
象 の 破壊 を 目的 と する か 、 或 は 少く と も 共 目 的 を 持つ や うに 見 える 。 と の 傾向 は 自我 
か ら 探 用 芝 ち られ ず 、 自 我 は それ に 再 し て 反 鷹 形成 と 衝 茂 的 方 泌 と を 以 て 反抗 し 、 た め 
に 其 傾向 は と エス の 中 に 止ま る 。 併 し 上 位 自我 は 性 も 自我 が 共 傾 向 C 再 し て 貢 任 ある か 
の 如く 振舞 ひ 、 誤 心 KC 破壊 本 能 を 打 徳 す こと に よ つ て 、 其 傾向 が 童 に 退行 に よ つ て 
生じ た 現象 で な く 、 愛 博 が 人 眞 に 愉 悪 に 置換 へ られ た 事 を 示す よう に する 。 自我 は 何れ 
の 方 面 に も 救助 が な く 、 残 虐 な ェ ス の 統 請 に 装 し 、 且 又 罰 を 加え る 良心 の 非難 に 習 し 
て 、 無 盆 に それ 自身 を 防ぐ 。 愛情 が 進撃 性 に 迄 携 散 する 事 は 、 自 我 の 働き に よ つ て 起 
る の で は な く 、 エ ス の 中 に 生じ た 退行 の 結果 で ある 。 し か し 此 過 程 は = ス か ら 上 位 自 
我 の 方 に 失 が り 、 無 事 の 自我 に 至る 上 位 自我 の 厳格 さ は 烈 し く な つて 行く 。 

以上 は フロ イド の 褒 の 要 中 で ある 。 名 ち 此 場 合 の 一 つの 特性 は 、 上 位 自 我 の 自我 に 
奥 へ る 潤 六 が 茜 酷 を 極め る 事 で あつ て 、 そ れ は フロ イド に よれ ば 、 退行 に よ つ て 生じ 
た ェ ス の 中 な る 本 能 の 影響 CK 上 よる も の と せ ち れ 、 共 退行 し た 本 能 的 衝動 は 自我 の 反抗 
に よ つ て エス の 中 に 止ま る も の で ある 。 

従 つ て 唆 央 な る 上 位 自我 の 懲 六 理由 は 、 自 我 自 骨 に と つて は 知ら れ ざ る も の で あり 、 
共 直 接 の 責任 は 無 之 きも の で ある 。 さ れ ば フロ イド も 上 位 自我 は 自我 より も 造 か 多 


c) Freud, S.: Zwangshandlungen und Religionsibungen, 1907, Ges. Schr. Bd. 
文 . 
d) Freud. S.: Bemerkungen ber einen Fall von Zwangsneurose, 1909, Ges. 
Schr. Bd. VIII. 
e) Freud, S.: Die Disposition zur の wangsneuroSe。 1913, Ges. Schr.、 Bd. V. 
f) Freud, S.: Totem und Tabu. 1912-1913, Ges. Schr. Bd. X. 
孝文 と し て は 天 の も の が ある 。 


a) 丸井 清 泰 : 精 血 病 殊 。 457 頁 。 
b) 木村 廉 吉 : 張 追 観念 症 の 精 科 分 析 例 。 締 経 誌 。 第 31 欠 。 1】 頁 。 
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無意識 の ェ ス に 就 て 知 つ て ある と 去 つ て ゐる 。 

之 は 和 吾 そ の 観察 し た や うに 、 定 言 的 命令 の 形式 を と る 理由 の 知ら れ な い 明 依 の 懲 禄 、 
迫害 の よ ょ つて 來 る と と ろ で あり 、 懲 罰 に 至 す る 理由 づけ は 二 炊 的 の も あの で ある と と は 
一 致す る 。 面 し て 強迫 補 経 症 に 於 て は 無 意識 の 法 廷 に 於 て 行 は れる 上 位 自我 の 懲 廊 
は 、 此 場合 に は 其 位 症 誠 と し て 意識 の 上 に 行 は れる 。 そし て 現 賀 に 於 ける 個人 と し て 
の 主観 、 抑 ち 自 我 の 意識 部 位 (意識 我 ) は 上 位 自我 の 懲罰 を 受け て ゐる 自我 で も ある 。 

強迫 御 経 症 に 於 て は 懲罰 が 無意識 に 於 て 行 は れる 結果 、 意識 我 が 其 闘 当 に 圭 し て 本 
く 修 観 者 の 立場 を と ら な けれ ば な ら ぬ の と 策 其 趣 を 異 に する も の で ある 。 面 し て 弾 据 
泊 総 症 に 於 て 強迫 観念 と 無意識 に 於 ける 上 位 自 我 が 自我 に 暫 す る 懲罰 と の 開 係 が 理論 
的 推定 に 止ま る に 反し 、 本 例 の 場合 は 、 強 迫 的 に 華 生 する 表象 と 其 懲 前 機 境 と が 症候 
の 意識 的 法廷 に 於 て 明瞭 な る 開 係 を 示し て 出現 し て ある も の で 、 此 無意識 に 普通 行 は 
れる と 思 は れる 抗 立 或 は 懲 六 開 係 が 、 其 借 の 相 に 於 て 其 意味 の 示す 通り に 上 位 自我 は 
牌 格 を 以 て 、 エ ス は 藻 意 な る 人 間 的 欲 刻 の 状態 に 於 て 、 此 雨 者 の 導 に 狭 ま れ る 自我 は 
昨 少 な る 加賀 の 交 に 於 て 出現 し て ゐる 事 は 、 上 位 自我 、 自我 及び エス 三 者 の 優 計 、 並 
びに 此 三 者 の 優 説 に よる 王 経 症 解 読 に 習 し て 寄 典 する も の が 少な し と は な すま い 。 

拠 て 次 に 一 考 を 要する 問題 は 、 強 追 洒 経 症 に 於 ける 弾 迫 装 念 と 此 強 追 的 の 表 人 象印 ち 
環 託 と の 特性 と が 、 上 し て 同一 な りや 否や の 問題 で ある 。 其 成 起す る 様式 は 極め て 類 
似 し 、 全 主観 に 下す る 勢力 も 全く 一 致し て ね ゐる が 、 競 所 漠 経 症 に 於 ける 非 定 全 的 な ち 
強迫 千 念 は 、 で ス よ り 出 づる も の で それ を 独 出さ ん と し て 不可 台 和 に 取 行 する の が 

迫 行 令 で ある と せら れ て ゐる 。 

綿 託 は を それ が 音信 印 ち 上 位 自 我 の 形式 を 示し て ゐる も の より 披 す る と せら れ ら る 限 

り 、 上 位 自 我 の 分 骨 の 如く 解せ ら る ぃ か の 如く で ある 。 併 し 年 ら 沖 託 の 内 容 か ら す れ 
ば 必ず し ゃ 過 て が さ う で な い 。 色 ち 室 ろ 本 能 視 と し て ェ ス より 華 せ られ た と 見 砲 すべ 
きゃ も の が 、 暫 託 と し て 、 上 位 自我 の 侵 面 を 第 つ て 、 充 足 の 要求 を 敢 で て し て の る も の で 
ある 事 は 既に 看 取 せ られ た 。 此 侵 面 の 機制 は 移動 (Verschiebung) と 解せ られ ぬ で も 
な い 。 

傍 し 久之 は フロ イド が 優 定 し た 上 位 自我 が 自我 及び ェ ス に 翌 す る 局所 闘 係 に よ つ て 
読 明 せ られ る 極め て 興味 ある 問題 で 、 印 ち 上 位 自我 は 自我 より も ゃ る ェ ス に より 近く 位置 
し 、 エ ス の 中 深く 根ざし 、 自 我 に 外 し て は ェ ス の 代表 者 の 如く 振 押 ふ と 球 ふ 事 富 C 開 
係 す る も の で 、 先 き K 朋 依 宮 の 琴 性 が 素 意 な る 人 間 の 徐 党 で あ 0 、 吉 依 姓 は 本 能 逮 で 
ある と と の 設 明 が 、 此 問題 直接 の 回 答 と な る 。 


の う 此 場合 に 於 ける 放ち 多 有人 象 縛 縮 の 机上 と は 其 本 性 相 通 
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ず ろ も の が ある 事 、 換 言 す れ ば 共に 其 根 源 を ェ ス に 審 接 な る 聴 絡 を 有する 事 が 明らか 
で ある 。 「 

し て 然 ら ば 吾 々 の 症例 の 心 的 擬制 は 、 強 週 細 ヒ 経 症 の それ に 上 凡 て 一 致す る る の で あ 
ら う か 。 此 給 問 に 就 て は 区 評 に 於 て 解き あか され る で あら 2 う 。 


( 六 ) 








時 依 泊 の 自我 に 百 す る 懲 六 或 は 迫害 を 見 る に 、 選 依 激 は 自我 が 上 て 機 牲 に 供 せ られ 
る 迄 、 印 ち 自 我 の ル て を 吉 依 自 骸 の 中 に と り 入 れ て し ま ふ 迄 は 哲 害 の 手 は 休め な 
い 。 印 ち 人 格 疾 換 が 行 は れ て 固有 の 自家 意識 を 欠 つ て 、 二 依 と し て の 意識 に 韓 換 し 
た 時 、 換 言 す れ ば 自我 を 揚 華 し て 寺 依 沖 へ 飛 曜 し 化身 し た 時 、 始 め て 恐怖 は 去り 、 北 
つて 人 人 短 筐 大 な る と し て の 情緒 が 現 は れる 。 

印 ち 二 依 帯 は 用 に 自我 を 許さ な い 。 換 言 す れ ば 自我 が 上 位 自我 に 響 す る 開 係 に 於 て 、 
自我 が 験 り に 弱小 で あり 、 上 位 自我 が 欠 り に 昔 酷 、 強 力 で ある 事 で あつ て 、 そ れ は 前 
記 の 上 位 自我 と ェ ス と の 此 な 共同 作業 に 於 て 、 其 理由 は 認知 せら れ 得 よう 。 

此 心 的 機制 は 強迫 経 症 に 於 ける 自我 と 上 位 自我 と の 妥協 が 完成 せら れ て ゐる と せ 
られ て ゐる も の ん と 策 趣 を 異 に し て お ある と 到 は な けれ ば な ら な い 。 

- フェ イド は 或 種 強迫 細 経 症 に 於 て は エス の 本 能 的 然 求 が 自己 題 現 を 要求 する が 、 そ 
れ は 自我 か ら 探 用 せら れ な いで 、 自 我 は それ に 半 し て 反 應 形成 と 質 茂 的 方 法 と を 以 て 
反抗 し 、 た め に 其 傾 向 は エス の 中 に 止ま る 。 併 し 上 位 自我 は 羽 も 自我 が 其 傾 向 に 対し 
て 次 任 あ る が 如く 自我 を 虚 六 する と 天 ふ 。 ' 

本 例 の 凡 て の 人 々 に 於 て は 自我 は その 犠 戒 的 方 法 或 は 反 應 形成 を な さ ぬ 。 人 り に 無 
力 な 自我 は 唯 周 章 狼 狼 す る の み で あつ て 、 そ れ 等 の 行 信 を な す 事 に たよ つて 地 依 秩 の 懲 
前 を 葛 れ 、 恐怖 、 不 安 、 或 は 危 選 か ら 離 脱 す る 事 が 出来 な く て 、 徒 自 己 を 守ら ん と 
し て 、 最 後に は 自我 全 懇 を 明 依 秩 の 忠 帳 に 任せ な けれ ば な ら な い 。 印 ち 強 追 細 経 症 が 
主観 的 に 反 習 の 意味 を 持つ た 或 行 含 或 は 表象 に よ つ て 、 激 し き 不 安 、 民 悩 か ら 史 れ 得 
る も の と は 策 異 る と と ろ が ある 。 自我 は 凡 て 二 依 末 に 自己 を いけ に えと する 所 は 不安 ヽ 
菅 怖 の 情緒 あふ ら 欧 れ る と と の 出来 な い 運 命 を 荷 つ て ゐる も の ぃ ヽ 如く で ある 。 

灯 様 に し て 此 遂 依 御 に 至 す る 果て し な き 恐 怖 は 、 あ だ か る 恐怖 症 の 如き 外観 を 呈し 
て ゐる 。 恐怖 症 は 漢 然 と し た 不安 と は 異 つて 、 特 定 の 内 容 や 肘 象 を 有する も の で あ 
り 、 之 は 了 臨床 的 に は 従来 強 追 竹 経 症 の 中 に 入れ て 取扱 は れ て ゐる こと が 多い 。 併 し 
ら 基 心 的 機制 は 強 追 御 経 症 と 全く 同一 と は 云 ひ 難 い も の が ある よう で ある 。 
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に 開 し て アレ クサ ンダ ー Mkandef): は 次 の や う K 逃 べ て ゐる 。 
恐怖 症 の 特徴 は 、 上 位 自我 の 懲罰 傾向 が 強迫 経 症 に 於 ける 如く 、 懲 罰 の 意義 を 持 
つた 症候 を 示す 事 に よ つ て 本 和 せ らち れず 、 か く て 充足 せら れ な い 懲 六 傾 向 は 自我 と 圭 
する 不 織 の 脅 威 と な つて ゐる と と で ある 。 と の 不 導 の 硝 追 的 不安 は 、 純 の 良心 不安 
で あつ て 、 良 心 の 要求 が 充 を され て な いで 止ま つて ゐる 事 を 示し て ゐる 。 か く て 其 席 
恐怖 症 の 前 進 的 特性 が 明か に せら れる も の は 、 そ れ に 在 つ て は 上 位 自 我 と 自我 と の 
挑 立 に 於 て 、 何 等 の 下 衡 汰 態 が 招 拉 せ られ ぬ と と で 、 之 に 反し 強迫 御 終 で は エス の 傾 
向 と 、 同 時 に 懲 六 人 然 求 と に 同様 方法 で 追従 し て 、 そ れ に ょ つて 不安 の 毅 展 を 免れ 
る 。 恐 怖 症 患 者 が 不安 を 欧 れ る の に 、 清 足 に 役立つ べき 何等 の 象 敏 的 行 師 を 賀 現し な 
い の K 商 し て 、 弾 追 衝 経 症 患 者 は 基 行 偏 を 敢行 し 得る の で ある 。 聞 ち 此 行 信 は 良心 の 
要求 を 充足 し 、 以 て 不安 を 止 揚 す る に 協 つ た も る の で ある 。 又 此 不 安 を 止 揚 する 行 入 は 
一 方 衝動 充足 と 開 係 し て ある も の で ある 。 ( 

恐怖 症 の 績 展 と 共に 逐次 的 行 穫 或 は 症状 大 現 は れる 自我 の 逃 難 講 は 、 次 の 如く 思 
考 せ られ る も の 如く で ある 。 純 ち 正 常 の 衝動 充足 の 道 を 阻む 歳 格 な 上 位 自我 は 、 厳 
禁 せ られ た 衝動 に 加 ふ る に 、 他 意 な き 行 念 例 へ ば 歩行 、 車 行 、 筆 記 等 の 如き も の を 以 
て する 。 

か く て 此 厳 禁 せ られ た 衛 動 は 、 此 側 路 に ずれ る と と に よ つ て 緊張 を 緩和 し よう と す 
る 。 上 位 自我 は 此 無 資 の 行 師 の 秘め られ た 意味 を 察知 し て お る 。 そし て それ を 征 行 し 
な が ら 自 我 を 甘 する 。 自我 自 自 は 此 秘 め ら れ た 意味 に 就 て は 何 ど と も る 知ら な い 。 そ 
し て 唯 上 位 自我 の 脅迫 を 不安 の 形式 で 感ずる の み で 、 耳 又 そ れ に 伴 つ て 不安 性 の 行人 
が 起 る 。 新 様 に し て 衝動 の 此 張 の 緩和 は 此 側 路 で は 達せ られ な い の で 、 又 も や 和 動 は 
筐 苦し 、 新しい 行 含 が 過剰 に 補給 せら ちら れ 、 衝動 の 充足 は 更に 又 新 し く 企 周 せ られ る 。 

花 居 性 不安 は 海 炊 倫 且 展 し 、 新しい 行 師 は 更に 科 給 せら れ 、 最後 不安 に 満ち た 
汰 態 の まい すま され る 。 市 止 が 朋 展 し た 場合 に は 、 到 底 信 ま られ な いや うな 怪奇 た 様 
式 が 存する と と が 珍し く な い 。 

アレ クサ ンダ ー の 右 の 解読 と 此 虎 に 盾 察 せら れ を ととろ と を 比較 する と 、 人 秀 く 無き 
目 我 に 圭 す る 徐 六 然 求 と 天 ひ 、 不 安 、 恐 休 の 果て し た き 庫 展 と 云 ひ 、 極 め て よく 一 致 
する も の が ある 。 


且 不 安 を 欧 和 れる の K 役 立つ 何等 の 方 法 を 護 ず る と と も 知ら な い 。 そ し て 不安 と 恐怖 
と は 区 そ に 生起 する 。 


1) Alexander,E.: Psychoanalyse der GesamtpersGnlichkeit, 1927, S、96. 
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面 し て 共 不 安 、 名 頂 の 主 剛 が 宮 依 束 で あり 、 且 娘 を れ か ら 肌 る と せら れる 詞 託 で あ 
る と と は 上 に 知れ る と と ろ で ある 。 多く の 人 は その 追 害 か ら 無 委 に 逃れ よう と する 。 
或 は 家 を 出 で い あて ども な くさ ま よ ひ 、 或 は 周 事 狼 狼 し て 、 居 て も 立つ て も 居 ら れず 
窓 か ら 戸外 に と び 出 さん と する も の で ある 。 或 は 又 共 愛 見 を 殺し て 上 懲 六 を 第 れ し め 
よう と する 。 併 し な が らい づれ の 方 法 も 徳久 か ら 有 する と と は 出来 な い 。 逃 れん と し 
た 者 は 、 御 の 命 に 背 き 無 限 の 膝 力 か ら 逃 れ よ うと し た 事 に 到 し て 、 更 に 又 新 し 悔恨 
と 恐怖 と が 湧 起 し 、 同 時 に 又 央 格 な 懲罰 は 附 加 せら れる 。 親 様 に 不安 と 恐怖 と は 絶 ゆ 
る と と な く 過 て の 人 を 悩ま さ ず に は お か ない 。 

郊 ち 前 記 の 恐怖 症 の 心 的 機制 に 殆ど 一 致し た 書 割 り で 進行 し て ゐる 。 之 に よ つ て み 
る に 本 症 は 明 依 恐怖 症 と も 云 は れ 得 べ き 展 を 示し て ゐる も の で ある 。 

強迫 軍 経 症 と 恐怖 症 と は 従来 際 床 的 分 類 上 、 同 一 部 門 に 於 て 取扱 は ん て ゐる 事 が 多 
く 、 光 き に あげ た 弾 据 箱 経 症 の 感情 と し て あげ た 思 博 士 の 記 逃 も $、 雨 者 を 同 所 取り 
扱 つ た も の で あら が 、 心 的 機制 の 緊密 な ろ 相似 は 臨 床 的 近似 の よ つ て ろ 所 以 で ある 
と 云 は れ よ う 。 

拠 て 本 例 に 於 て 人 々 の 不安 、 恐怖 の 組 展 は 無限 大 と な る も の で ある 。 名 ち 自我 は 果 
依 如 の 祭壇 に 全 き 犠 牲 と な り 、 恐怖 は 究極 に 迄 持 大 する が 、 し か も 此 機 牲 郊 ち 自我 の 
揚 棄 に よ つ て 自我 は 失 大 せら れ た 地 依 書 の 中 再生 し 、 自 我 は 果 依 と 合 一 し 、 人 
格 は ち 格 の 中 飛躍 する 。 此 締 格 へ の 飛躍 は 恐怖 症 の 心 的 機制 の 解説 を 造 か に 超 軌 す 


る も の で ある 。 
( 七 ) 
永い 開 の 信者 で あつ た 中 年 の 女 の 一 例 を ひか う 。 一 日 日 韻 宗 の 寺院 に 参 語 に 行 つて 


1) 恐怖 症 の 一 般 概論 に 就 て は 丸井 清 泰 著 、 精 午 病 陣 、 不 安 と ステ リー 症 、 四 五 二 買 を 参 妥 
せら れ た てく 、 不安 及び 恐怖 症 の 分 析 例 及び 其 考 察 に 就 い て は 左記 の 論文 を 参考 せら れ た い 。 人 稚 
此 論 文 に は フロ イド 其他 の 不安 及び 恐怖 症 に 開 す る 文献 が あげ て ある か ら 、 本 症 に 就 て 深 て 研 
究 希 望 の 仁 は 、 そ れ に 就 て 見 られ た い 。 

早坂 長 一 郎 、 締 経 症 的 不安 の 精 重 分 析 殊 的 研究 東北 大 精 夢 報 、 一 人 ょ り 四 痕 包 連載 。 
惑 頂 症 に 於 ける 惑 怖 及 び 不 安 は 雄 象 を 規定 する 事 本 文 の 通り で ある が 、 暫 象 赴 定 性 な き 部 動 せ 
る 不安 惑 敵 が 存在 する と と は 皮 に 遊べ た 通り で 、 分 析 了 上 所 請 浮 動 性 不安 に 相 営 する が 如く で 
あ る 。 此 浮動 性 不安 は フロ イド に よれ ば リ ビ ド の 錦 十 に よ つ て 毅 生 す る と せら れる も の で 、》 リ 
ビ ド が 肝 象 に 結 含 す る 事 を 拒否 せら ち れ た 粘 果 の 現象 と 解 さ せら れる 。 本 婦 に 於 ける 習 象 規定 性 な 
人 き 不安 、 恐 休 の 由 來 と 紫 分 析 了 上 の 浮動 性 不安 と の 敵 係 と を 比較 する こと は 無 意 義 で な いと 思 
ふ ぶ 。 フロ イド 以下 の 浮動 性 不安 に 関す る 文献 其他 は 同じ 早坂 知 士 の 論文 に あげ て ある か ら 痕 
照 を を ふ 。 
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師 つ て か ら 、 気分 が すぐ れ ぬ と 云 つ て 、. 話 振り が 午 生 と 異 り 不 徐 で あつ た 。 

条 彰 夫 を 枕 導 に 呼ん で 、 「 私 は 今度 は どう し て も 助 か ら ぬか ら 間 言 を 云 つ て 置か う 」 
ょ 云 つ て 、 子 供 の 事 な ど 何 く れ と な く 喉 り 、 共 後 は 全く 無言 で 飲食 も 魔 し て 紛 込 ん で 
し まつ た 。 そ を それから 三 日 目 、 無言 と 絶食 の 後に 色 然 と し て 敬 つ た の で ある 。 「 生 れ 自 
つて 來 た 。 子供 に 生れ 替 つ て 来 た 。 そ れ で 生命 は 大 丈夫 だ 」 と 大 医 に 叫ぶ 。 

新 様 な 乾 生 の 仕方 を 示す の も あれ ば 、 あ な た は 稚 音 様 だ と 云 は れ て 、 委 ち す つか り 
それ に な り 切 つた の も ある 。 併 し 年 ら 多く は 自己 の 心 の 中 に 知ら され た 締 託 に よ つて 
明 依 宮 と な る も の が 多い 。 

- そし て 此 寺 依 が 何等 崇高 な 性 質 を 有 し な い 放 共 な 人 間 的 本 能 贅 で ある と と は 、 過 
て に 共通 し た 事 宮 で 、 若 し も 人 間 の 本 能 が 茂 隔 せら れ な けれ ば な ら ぬ も の な ら ば 、 辿 
み 此 遇 依 は 大 多 敷 の 成人 の 意識 的 教材 以下 の も の と ょ と 認め られ よう 。 其 理由 と し て あ 
げ ら れる 精 宮 分 析 的 説明 は 、 此 半 依 天 の 本 性 が 、 上位 自 我 と それ に 結び つい た エス 
で ある ょ と 球 ふ こと に よ つ て みた され る も の で 、 既 に 指摘 し た と ほり で ある 。 

か く て 此 虚 に 括 問 と な る と と は 、 此 條 り に も 人 間 的 放 共 な 二 依 君 に 絶 骸 の 杜 威 を お 
いて 、 救 ひ 無き 恐怖 に 虐げ られ る 理性 的 反 援 力 な き 卑 小 な る 自我 の 相 で ある 。 云 は れ 
無き 明 依 の 徴 六 に 唯 狼 狼 と 恐 迫 と を 以 て と た を 、 あ く な き そ の 暴 威 を 許す も の は 、 
目 我 の 理性 の 無力 で な けれ ば な ら め 。 換言 すれ ば 意識 自我 の 現 貨 性 の 村内 で ある 。 

例 へ ば 戒 一 例 で は 、 そ ん な と と は な い 、 そ ん な と と は 無い と 思ひ な が ら も 、 自 分 が 八 
肛 の 太 蛇 に 毅 身 し て 行く と と を 如何 と も な し 難 か つ た 事 が 想起 せら れる の で あら う 。 

此 理 性 の 無力 な る と と の 理由 と し て は 二 つ の も る の が あげ られ る 。 一 つ は 部 ち 意 識 自 
我 の 現 宮 性 の 村 失 で あつ て 、 之 等 の 人 々 が あら ゆる 現 連 的 方 法 に 敗れ 、 救 ひ 無 き 絶望 
に 陥 入 つ て ゐる と と それ 自 帳 に 他 な ら ぬ 。 そ れ に 就 い て は 北 度 か 詳 論 し た と と ろ で あ 
る か ら 此 鹿 に 騙 逃 べ る 必要 は な いと 信ずる 。 

他 の 一 つ は 最 依 如 の 同性 を の も の ヽ 中 I に ある と 球 は な けれ ば な ら た な い 。 ち 此 意 
な る 本 能 的 上 位 自我 の 相 と そ 、 笠 ろ 此 自我 に と つて 締 部 ち 超 し た ら る 力 の 所 在 と し て 
相 應 し い ゃ の で ある と 感 ぜ し め ら る 。 自 我 を 否定 する も る の は 上 位 自我 で ある 。 併 し 年 
ら 其 上 位 自我 の か げに は ェ ス が 毅 遇 し て ゐる 事 を 見 逃し て は な ら ぬ 。 

此 本 能 御 の 能 性 は と り も な ほ さ ず 原 始 古 の それ で ある 。 宗教 及び 旨 の 起 原 に 就 て 
は 、 今 こい に 詳し く 久 れ る 事 は 出来 な い が 、 紳 に 人 間 的 な 或 は 有形 の 感性 的 な 相 を 措 
定 す る の は 、 現 在 に 於 て も 大 多 敷 の 人 に 於 ける 共通 的 傾向 で ある 事 は 、 如 何 な る 反 
買 を も 断 子 と し て 拒否 し 得 ら れる 。 耐 か も 輝 は 史 て の 人 に と つて 、 父 を 模型 と し て 基 
。 1) Frewd, 8.: Totem nnd Tabn, Ges. Schr. Bd.X S.177. 
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形相 を 示し 、 締 に 四 す る 各 人 の 人 格闘 係 は 、 彼 自身 と 共に 動 挿し 好 化 する 了 肉 身 の 父 と 
の 開 係 (依存 する も の で 、 秦 根底 に 於 て 御 は 高め られ た 父 に 他 な ら ぬ と 球 は れる が 、 
此 虚 に 示さ れ た 吉 依 旨 の 能 性 は 爵 少 な る 原始 的 未開 人 に 認 取 せ られ た 其 構 威 あ る 父 の 
で は ある まい か 。 

原始 豚 未開 人 の 思考 様式 と し て 認 取 せら れれ て ゐる と ころ を みる と 、 外 具 を つく る 物 
や 人 物 は 事物 的 標 徴 に 止ま ほら ず 感 情 的 償 値 に よ つ て 規定 され 、 所 調 物 は 直観 の ま ぃ の 
中 性 的 玖 象 で は な く 、 寧 ろ 感 情 的 動 的 な 活動 性 で ある と せら れる 。 

印 ち 物 の 形 は 同時 に 直観 に 於 て 見 られ 形 づ く られ て ゐる ら 御 秘 的 な 力 で あろ 。 鳥 は 細 
を 持つ て ゐる 履 に 飛 京 の で ある が 、 艇 自身 は その 直観 的 な 特殊 な 形 に 於 て 飛翔 力 の 原 
因 を な し て ゐる も の な の で ある 。 純 ち 魔 力 的 世界 に 内 て は 、 動 的 な 同性 と 事物 的 軸 象 
的 司 性 と の 履 別 が 出来 て ね ず 、 綿 て の 直観 的 属性 は 同時 に 魔力 的 活動 な の で ある 。 

し か し 人 類 が 魔力 的 御 秘 的 に 把握 大 ち れ た 世界 に 持つ 原初 的 な 感 悟 は 、 全 く 狼 特 な 
未 分 化 的 な も の で ある 。 と の 根源 的 な 形 の 聖 と 云 ふ べき 人 骨 陣 は 、 愛 着 と 恐怖 と の 相 友 
する 感情 が 一 つの 統 -- に 融け あつ て ゐる 一 つの 骨 陣 と し て 興 へ られ て ゐる も の で ある 
と 云 ふ 。 “ 
原始 泊 は 決し て 概念 に 抽象 せら れ た 理性 泊 で は な い 。 感 性 を の も の と の 連 胡 は 絶 時 
に 断ち 難 き 事 は 、 改 め て 論ずる 迄 も な い が 、 父 の 樺 威 ある 打 勝 ち 難 き 能 性 は 、 魔 力 的 
活動 と し て 直観 せら れる 。 

此 心 的 過程 は 個 骨 精 科 ち 衣 達 喝 的 原始 期 に あたる 小 見 期 に 於 て も 同様 な 事 賀 が 日 常 朗 
め ら れ ら 。 性 は 要する K 構 威 あ る も の 、 人 力 を 超絶 し た 能 性 を 具有 し た も の で 、 そ 
れ は 小 見 翌 する 父 の 論 に よ ょ つて 理解 せら れる 。 耐 し て 道徳 的 分 化 無き 小 見 に と つ 
て 、 此 種 威 あろ る も の ぃ 中 KC 道 徳 性 を 見 出す こと は 、 無 か ら 有 を 見 出す 徒 誠 に ひと し い 。 

本 能 的 な 小史 に と つて 村 威 と は 、 そ れ 自 身 の 可 能 を 越え た 人 間 的 素 意 の 、 思 ふま 
た ら 無制限 的 充足 の 能力 に 他 な ら め ぬ 。 小 見 に 於 ける 衛 性 も 原始 的 竹 性 も 、 人 間 的 攻 意 
の 無制限 前 充足 能力 に よ つ て 規定 せら れる 限り 、 此 雨 者 は 基本 質 を 同じ くす る 事 は 胃 
か で ある 。 

細 話 や 佑 設 に 現 は れ た 牌 々 に 、 例 ヽ ば 希 耳 の 纏 々 に 、 如 何 に 人 間 的 な る も の 寧ろ 人 
聞 に 許さ れ た 限度 を 、 造 か に 趣 赤 し た 欠 り に も 人 間 的 な も の を 衣 見 し な けれ ば な ら ぬ 


と と で あら う 。 
守 ぇ は 此 虚 に 困 依 末 と 自我 と の 開 係 を 、 御 に 迄 高め られ た 父 と 原始 的 未開 人 自 崩 と 


の 壮 填 交 開 係 に 、 果 双 小 見 と 共 父 と の 主 装 的 開 係 に 認め ね ば な ら た な い 。 
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印 ち 部 依 は 構 威 あ る 人 聞 た る 父 の 奏で あり 、 昌 小 な 自我 は 騰 小 無力 な る 小児 に 他 
な ら め 。 

投 て 余 は 提 依 沖の 他 く な き 役 市 を 容認 する 過 の 洪 然 た る 罪悪 感 、 換 言 すれ ば 不安 と 
恐怖 と が 、 此 現 賀 逃避 の 締 綴 症 的 状態 多 ち 小 見 期 に 殆ど 一 致す る 内 容 を 有する 大 態 に 
於 て 始め て 藤 現 する も の で ある と と は 皮 ( に 逃 べ た 。 面 し て 此 基 礎 的 状態 の 毅 現 に 織 時 
助 に 。 父 と 子 と の 主観 的 開 係 に 欠け る 寺 依 と 虐げ られ る 自我 が 、 此 症候 の 意識 内 容 
に 現 は れる 。 

換言 すれ ば 此 依 沖 に 虐げ られ る 自我 の 悲劇 は 、 絶 職 的 栓 力 を 有する 父 に 虐待 せら 
れる 原始 的 種族 の 悲劇 で あ り 、 其 人 自身 に と つて は 又 造 か な る 個人 的 原始 時 代 即 ち 小 
見 期 に 誰 け る 茂 格 な る 父 の 懲罰 の 主観 的 記 祭 に 他 な ら ぬ 。 

か く 《 て 此 人 々 に 於 て 、 現 賀 の 迫 審 に 敗れ て 現 賀 的 自我 を 止 揚 し 、 更 に 症候 の 中 に 於 
て も 全く それ と 同様 な る 機 輸 を 玉 し て 、 自 我 が 迫害 せら れ 途 に 冬 往 に 供 せ られ る 長 れ 
な る 間 劇 を 見 、 且 駐 そ れ が 主観 的 記 銚 で ある た め に 、 或 は 事 賀 が 歪曲 サ せら れ た 虎 が 絶 
無 と は 球 ひ 難い に せよ 、 此 一 個人 の 歴史 を 通じ て 三 度 同 様 の 運命 に 遭遇 し な けれ ば な 
ら ぬ 事 質 を 知る 時 、 和 宿命 の 強迫 的 反復 の 鐵 旭 の 存在 を 痛 敷 せ ず る を 得 な いで あら 2 う 。 
- 披 て 最後 に 此 電 劇 の 最高 峰 で ある 自己 械 牲 に 就 て 省 察 し ょ う 。 面 し て 之 は 一 つの 憶 
ある と と を 丈 か じ め 注意 し て 年 か な な けれ ば な ら ぬ 。 

様 牲 に 開 す る 従来 の 解 設 に よれ ば 機 牲 は 古代 の 宗 才 位 式 に 於 て 本 質 的 部 分 を な し て 
の て 、 あ ら ゆ る 宗教 に 於 て 同一 の 役 を 演ずる 。 

層 牲 な る 沖 串 行 篇 は 其 起 原 に 於 て は 、 後代 それ に よ つ て 理解 せら れ た も の と は 異 る 
も の が あつ た 。 後 に 至 つて 自己 の 否定 と 球 ふ 第 二 欧 的 意 護 か ら 二 の 言葉 の 世俗 的 償 用 
が 現 は れ た も の で ある 。(Robertson Smith 所 説 )。 

印 ち 私 有 財 産 の 観念 が 現 は れる に 及 ん で 、 層 牲 は 視 へ の 賠 興 、 人 間 の 所 有 か ら 御 へ 
の 所 有 へ の 移 韓 を 興 へ る や うに な つた 。 “ 

面 し て 本 来 此 機 牲 動物 は 、 賀 際 古 代 ト テム 動物 で あり 、 原始 年 と その も る の で あら と 到 
は れる 。 

右 の 謗 に 従 つ て 香 々 の 場 合 を 考察 する な ら ば 、 此 自 己 欄 牲 IC よ る 自己 否定 に は 二 つ 

の 意味 が ある 。 印 ち 表 面 的 に は 自己 の 否定 で ある が 同時 C の 定 で も ある 。 締 が 自 
選 を 償 定 し つく し た と 同時 に 自己 が 紳 へ 飛躍 し て ある の が 認め あら れる で あら う 。 

此 謀 に が て 更に 憶 説 が 散 展 する と と を 許さ れる な ら ば 、 此 主観 的 記 銚 jC 於 て 明 依 東 
は 父 の 象徴 化 で あり 、 哀れ な る 自我 は 無力 表 力 な る 自己 の 小史 と し て の 主導 的 様相 で 
。 1) reud, 8.: Totem und Tabn。 Ges. Schr. Bd. ke 00 一 
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な けれ ば な ら ぬ 。 か く て フロ イド は 宗 数 の 起 原 に 於 て エモ デイ プス 錯 結 を 認め た が 、 此 
鹿 に 丸々 此 地 依 衝 信 仰 の 根元 に 、 自 我 が そ の 父 を 否定 すら 機 韓 を 推定 する 事 が 果して 
許さ れる や 番 や 。 

以上 余 は 此 首 侯 の 心 的 擬制 に 就 て 考察 を 進め て 来 た が 、 未だ 残さ れ た 問題 少な し ょ 
し な い 。 殊 に 此 心 的 過程 と 所 請 正 常 信 仰 の 心 的 過程 と の 異同 の 如き 重要 な ちら 間 題 で あ 
る と 信ずる が 、 此 鹿 に は 唯 ロ に 理性 の 省 を 唱え 、 共 質感 性 の 入 に 仕 へ る も の が 如何 
多き か の 事 賀 を 指摘 する に 上 め る 。 感性 の 視 は 人 間 御 で あ り 、 更 に 又 本 能 御 で ある 。 
それ は 宗 数 の 数 義 に よる も の で な くし て 、 を の 人 々 に よろ も の で ある 。 
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本 症 の 心 的 機 和 韓 衣 展 の 経過 を 観察 する と 、 其 主 徴 に よ つ て 大 隊 炊 の 三 期 に 分 け 得る 


事 は 本 迅 の 通 り で あろ る 。 
ー、 明 依 妄想 が 主役 で 、 基 時 依 に ょ る 被害 的 念 強 基 で あり 、 情 緒 は 全く 不安 、 


恐怖 性 で ある 。 
ニー、 時 依 妥 想 の 存在 は 前 者 と 全く 同様 で ある が 、 強 き 不 安 、 恐 怖 の 情緒 と 同時 に 、 


ーー き 


特有 の 自我 感情 の 品 進 が 認め られ 、 選 依 物 自 籠 へ の 人 格 胡 換 の 初 徴 が 存在 する 。 此 時 
期 に 於 て は 一 般 に 興奮 の 傾向 碁 し く 、 考慮 内 容 及 び 感 情 も 前 記 の も の が 盛 に 激化 し 導 


換 す る 。 
三 、 寺 依 物 の 自 和 円 へ の 人 格 換 が 完全 に 行 は れ 、 自 我 感情 の 卓 進 最も 閉 明 で 、 恐 
怖 、 不 安 の 怖 緒 は 明か に は 時 示せ られ ず 、 言語 、 動 作 全く 創 大 信 父 で あ る 。 
以上 各 期 を 通じ て 内 具 言 語 分 ち 締 託 の 散 生 、 意 識 狭小 が 題 著 な こと と は 球 ふ 迄 も な い 。 
拠 て 此 虚 に 於 て 全 過 程 を 通 稚 す る に 、 之 は 個人 の 限局 せら れ た 心 的 世界 に 於 ける 自 


我 と 時 依 と の 闘争 更 で ある 。 
印 ち 一 期 に 於 て は 胃 依 の 攻撃 に より 自我 の 威 甚 し く 、 自 我 は 激 し き 不安 、 恐 情 


の 汰 態 に 陥 る 。 ー 
次 で 二 期 に 進ん で は 地 依 紳 の 攻撃 は 徒 々 強 盛 と な り 、 闘 争 爺 を * 激 烈 の 度 を 加 ふ る と 


共に 、 二 依 の 自我 攻 和 撃 は 着 々 完成 し て 、 自 我 は 一 部 時 依 泊 民 よ つ て 占領 せら れ 、 此 


1) reud, S.: Totem und Tabu, Ges. Schr、Bd. べ , S. 185. 
基 菅 族 の 邊 話 に 於 て 人 類 の 原罪 と きれ て ゐる も の は 、 括 ひ も な く 負 な る 締 々 た 習 する 月 漬 で あ 
る 。 両 し て 基 共 が 身 を 殺し て 原罪 の 歴 過 か ら 表 ふ と すれ ば 、 吾 々 え は その 外 罪 が 殺人 罪 で あつ た 
と 粘 論 せ ぎ る を 得 な い 。 人間 の 感 博 に 深 て 根 ぎ し て ゐる 窟 報 の 法則 に 従 へ ば 、 殺 人 は 他 の 生命 


を 犠 入 に する と と に ょ つて の み 償 ひ 得 る も の で ある 。 以上 は フロ イド の 謗 で ある 。 
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鹿 に 圭 依 書 と し て の 自我 感情 の 喝 進 が 認め られ る に 到 る 。 三 期 に 至 つて は 自我 は 時 依 
和輝 の 迫害 に 敗れ 自我 全角 全 く 占 搬 せ られ 、 感 情 は 時 依 旭 自 自 と し て の 鼻 大 、 偏 信 で あ 
る 。 抑 ち 其 鹿 に は 固有 の 自家 意識 は 全く 消 矢 し て 、 地 依 衝 と し て の 自家 意識 が 存在 
する 。 

印 ち 之 に よ つ て みる に 之 は 個人 の 主観 的 世界 に 於 ける 、 抑 ち 限 定 せ られ た 意識 の 戦 
場 に 信 け る 客観 に 下す る 主観 の 敗戦 喝 に 他 な ら ぬ 。 面 し て 此 主 観 と 客観 と の 将 抗 闘争 
を 論ずる と すれ ば 、 此 雨 者 の 闘争 は 此 限 局 せ られ た 戦場 に 於 ける より 更に 久 往 に 湖 の 
ぼら な けれ ば な ら な じい 。 

即ち 此 諾 に 今 一 度 此 異 常 心 理 華 生 迄 の 経路 を ふり か へ る と 、 色 に 此 個 人 と 現 賀 的 
境 と の 習 立 抗 筆 が あつ た 。 蓋 し 諸 種 の 身 贈 的 疾患 及び 境 遇 上 の 不幸 事 は 共闘 沼 に 他 な 
ら ぬ 。 そ し て 共闘 沼 に 於 て も 敗れ て 、 援助 を 新 評 者 或 は 同類 似 行 矢 者 に 求め な けれ ば 
な ら な か つた の で ある 。 

之 を 要する K 症 候 毅 生前 より 症 候 毅 展 の 全 過 程 を 通じ て 、 何 れ も る 主観 と 客観 と の 圭 
立 抗争 で あり 、 し か も 常に 主観 夷 北 の 過 程 で ある 。 面 し て 現 宮 の 闘 委 よ り 限局 せら れ 
た 症候 の 世界 へ の 戦場 の 移 則 、 抑 ち 絶 を ざる 闘 当 の 宿命 と 、 自我 の 揚 棄 に よる 紳 格 へ 
の 飛 曜 と は 此 戦 喝 の 最高 峰 と 認め られ る 。 此 御 格 へ の 飛躍 は 主観 と 客 客 と の 合成 に よ 
る 三 位 一 購 君 へ の 再生 で ある と 球 は な けれ ば な ら め 。 

ヘー ゲル (Hegel) の 痢 誇 法 に 於 ける 定立 (These) ょ 反 立 (Antithese) 及 合成 
(Synthese) の 三 相 の 開 係 は 、 此 果て し な たき 自我 の 闘 委 の 過程 に 内 在 する 方 旭 を 提示 
する も の ぃ 如く で ある 。 と の 定理 よれ ば 、 個 人 の 主観 性 は 定立 と し て 、 そ れ を 拒 番 
する 現 貨 の 苦 憎 は 反 立 と し て 、 両 し て 此 雨 者 の 合成 の 結果 と し て 此 虎 に 新しい 進展 が 
認め られ な けれ ば な ら ぬ と と は 球 ふ 迄 も な い 。 

印 ち 主 和 観 が 客観 を 排除 する に ょ り 、 自 己 を 連 現 むん と する 上 態 は 結局 反 立 を 衝 定 し 
育 定 する 。 此 矛盾 性 に 規定 せら れ た 悟 性 は 、 定 反 共に 再 立 の 立場 を 超 武 し て 、 自 己 を 
より 高き 位置 に 合成 する と と が 要求 せら れる ら ぷ 

合成 に 太 け る 主観 は 定立 に 欠け る それ より 更 C 贅 展 、 携 大 せる も の で あら 。 何と な 
れ ば 上 ル て の 不 事 部 ち 境 刀 上 の 精 画 的 或 は 身 隠 的 衝撃 を 征 覇 し た 各 人 の 心 的 内 容 は 、 
以前 の それ と 全く 同一 の も ゃ の で ある と は 誰 し も 考 へ られ な いで あら う 。 葵 き 時 一 的 な 
主観 的 傾向 が 揚 棄 せら れ て 、 此 民 に 新しき 経験 内 容 振 大 複 挫 化 さら れ た 主観 の 出現 
が ある 。 

了 ち 主観 は 生 ペ 流 東 し て 常 ヒ や せ と と ろ が 無い 。 今 日 の ギ 観 の 中 の それ で 
ある が 、 そ れ 共 代 で は な し 。 此 虚 に 生命 の 本 質 が 認め られ る 。 
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_ 拠 て 額 つて 此 人 を に 就 て 去 べ ば 、 現 貨 の 不吉 に 英 遇 し て 共闘 筆 に 敗れ 、 疾 患 の 中 人 
逃避 し 家 想 の 世界 の 中 に 韓 生 し た 事 を 以 て 、 正 常 の 概念 に 於 ける 合成 と 到 は る べき で 
あら うか 。 主観 が 諸 種 の 不幸 事 を 排除 する 努力 に 於 て 、 自 己 自 骨 を 損 現 せしめ ん と し 
て 、 し か も その 努力 の うち に 現 賀 の 客観 を 月 定 し て ゐる 事 賀 は 色 逃 の 通り で ある 。 億 
し 今 合成 の 結果 は 此 矛 盾 せる 内 在 的 傾向 に 於 て 、 主 観 と 客観 と が より 高き 自 穫 の 中 に 
が 全 せ られ る と と な く 、 半 つて より 低 き 、 抑 ち 個 贈 精神 華 十 史 的 に 造 か に 低級 な る 原 
始期 に 相 営 する 旨 経 症 的 秩 態 に 退行 し 、 用 に 二 依 記 想 の 異常 心理 を 成 起 基 し め て ゐる 。 

か く て 現 賀 の 健常 の 主観 を 揚 乗 し て 、 此 虚 に 病 的 機 還 と し て の 特質 が 示さ れる 。 面 
し て 此 機 夫 に よ つ て 此 人 * は 、 現 質 を も 揚 乗 し て 輌 際 的 戦闘 の 苦痛 か ら 欧 れる と と も 
出来 る の で あつ た 。 

キュ ン ケ ル (Kuenkel, F.) な は 此 合 成 よる 低下 を 一 般 C (Katathesis) と 呼ん で 従 
来 の 欧 訟 法 に は 存 せ ざる 病 的 の も ゃ の と し た 。 そ し て 心 的 湊 態 に 於 ける 此 機 制 を 精 御 硬 
化 (Psychosclerosis) と 呼び 、 其 一 例 と し て 精 間 偽 苑 症 を あげ て ゐる 。 

此 場 合 の 各 人 は 主観 が 客観 を 拒否 せん と する 現 暫 の 過程 に 於 て 、 健 常 の 合成 に 失敗 
し た も の で ある が 、 し か も ゃ 共和 失敗 印 ち 症 候 成立 と し て は 、 現 貨 の 不 午 の 中 に 避 依 の 被 
害 を 敢 て 育 定 する 特殊 素因 を 認め な けれ ば な ら ぬ 。 

印 ち 二 依 の 存在 は 、 そ れ 自 航 と し て 主 観 の 中 に 存在 し た 同 思 想 の 欧 誠 法 的 華 展 の 
成果 で ある 。 然 る に 自我 の 中 な る 此 二 依 如 は 、 自 我 の 中 に ある も の で な くし て 、 反 立 
せる 現 買 の 外 具 に 在 る る の と し て 、 主観 に 現 は れる 。 

比 機 欄 は と の 人 を 々 K 於 る 最初 の 悲劇 で ある 。 併 し 征 ら 此 電 劇 は 全編 の 序 幕 で ある 。 
舞台 は 現 質 か ら 疾 患 の 世界 に 移る 。 

印 ち 主 半 と 客観 と の 抗 立 は 非 現 買 の 症候 の 世界 に 於 て 織 策 せら れる 。 自我 と 吉 依 短 
と の 抗 立 闘 澄 は それ で ある 。 面 し て 此 場 合 に 於 て も 現 賀 に 於 ける それ の 如く 、 主 観 の 
敗北 に よ つ て 絶 結 を 皆 げ る 。 俳 し 征 ら 自我 の 全 き 犠牲 に よろ 定 に 於 て 、 完 全 な る 自 
我 の 青 定 、. 換 言 す れ ば 御 格 へ の 飛躍 を 認め な けれ ば な ら な い 。 抑 ち 明 依 省 へ の 還 生 で 
ある 。 

合成 の 絶 末 に 於 て 、 其 虚 に 存在 すら 情緒 は 、 二 依 束 と し て の 往 大 、 偏 区 で あり 、 旦 
又 此 居 依 珠 の 所 有 に か ょ る 情緒 は 、 同 時 に 駐 此 人 ネ 自 般 に 司 す る 感 博 で あつ て 、 此 席 
K 於 て 此 人 々 は 症候 の 世界 に 於 ける 不安 と 恐怖 と か ら 移 れる 。 

か く て 以上 の 李 過 程 を 通 観 する と 、 所 請 全 霞 的 に 、 全 精 邊 的 に 六 功 者 或 は 同類 似 行 
信者 の 宜 言 が 受け 容れ られ 、 茨 で 自我 を 全く 拡 楽し た 時 に 、 完 全 な 救済 が 行 は れ 、 憎 
- 1) Kenkel.F.: Charakter, Krisis und Weltanschauung, 1935, S. 23. 
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みか ら 解 脱し 得る る も の で 、 始 め の 卑 少な 人 間 の 位置 を 揚 棄 し て 、 吉 依 列 へ の 紳 格 欧 
誇 法 的 飛 曜 が 行 は れる も の で ある 。 反 ち 定 反 合 の 三 位 一 購 御 へ の 飛 昌 で ある と 云 は な 
けれ ば な ら な い 。 

併 し 生 ら 之 等 の 飛躍 や 主観 の 提 乗 は 、 現 買 を その まい ぃ を 正しく 誰 識 し 表 定 し て の 合成 
に よる も の で な くし て 、 過 十 の 意識 内 容 印 ち 個 騰 精 旭 散 達 喝 的 原始 期 に 相 常 する と と 
ろ へ 、 還元 し 退行 し て の 完成 で ある 事 暫 と そ 、 病 的 な る 所 以 を 物語 る る の で あり 、 現 
連 の 悩み を 野依 泊 か ら の 飼 害 の 悩み と な す も る の は 、 正 し く 此 機 較 に よる も の で ある 。 

以上 の 所 詩 将 誇 法 的 基 展 と し て の 考察 は 、 症候 の 成立 及び 其 展 殊 に 吉 依 へ の 締 
格 的 飛躍 の 意義 の 解読 と し て 、 寄 興 する 虎 が 少く な いと 信ずる 。 之 れ に よ つ て 自我 が 
部 依 玉 に 連 化 し 、 又 加 依 が 自我 自 帳 と な る 事 の 機 還 及 び 其 意義 が 剛 明 せら れる 農 が 
あつ た で あら う 。 之 れ に 就 い て は 谷 前 剖 に 於 て 、 自 己 科 牲 KC は 二 重 の 意味 が ある と 球 
つた 事 を 想起 する を 可 と する 。 

箱 綴 症 毅 生 に 就 て 二 つ の 相 圭 立 す る も の ぃ 撤 津 の 見 地 か ら 、 フ ェ イ ド は 其 初 期 に 於 
て 自己 保存 本 能 と 種族 保存 本 能 の 翌 立 を 提唱 し 、 其 後 自我 衛 動 ( 死 の 衝動 ) と 性 衝動 
( 生 の 衝動 ) と の 友 立 を 以 て 解 庄 し て ある と と は 周知 の 通り で ある 。 其 後 又 上 位 自 我 、 
自我 及び ェ ス の 概念 が 設定 せら れる に 及 ん で 、 其 抗 立 は 復 待 化し た 感 が ある が 、 症候 
が 種々 の 特質 を 各自 に 荷 つ て ゐる 合成 の 所 産 で ある と と は 、 此 言葉 の 使用 の 有無 に 拘 
は お ず 靖 党 じ な け 和 区 あか ない 。 

キュ ン ケ ル は フロイド の 所 設 を 批判 し て 、 主観 と 客 缶 と の 措 定 が 明 肛 を 久 く と 芸 の 
て 非難 し て ゐる が 、 之 は 観 同 の 置き 方 に 就 て 考 へ る 必要 が あり 、 直 ち に 同じ 難 きも の 
が ある 。 併 し 此 虚 で は 欠 れ な い 。 

現 て 以上 逃 べ 来 た つ た 雇 に よ つ て 、 此 人 ぇ の 異常 心理 に 於 て 、 各 自 の 間 題 の 主 才 性 、 
殊 に 基 れ が 数 韓 の 状況 、 換 言 す れ ば 主 堆 の 運命 が 多少 共 理 解せ られ た と と い ぃ 思ふ .。 

即ち 主観 は 先 づ 基 現 賀 に 於 ける 若 層 に みち た 客 千 と の 届 立 抗 筆 に 於 て 、 常 団 の 合成 
が 成就 せ ず 、 現 貨 の 客観 に 代 ふ る に 、 自 己 自 購 の 中 に 存在 すら 現 綿 か ら 偽 見 し た 原始 
的 表象 を 、 客観 と し て 凌 鷹 する と と ょ にょ よ つ て 、 此 虚 に 病 的 な 合成 が 行 は れ 、 現 賀 交 な 
客観 及び 主 和 観 は 症候 に 於 て 全く 揚 棄 せ らち れ る 。 

人 も 党 の 情 人 基 作 ま 機 な 靖 エ お 
合成 の 結果 と し て 現 賀 の 痛 菩 は 離 有 せら れる 。 

菊 で 此 合 成 の 結果 に ょ つて 症候 は 成立 し 、 茸 痛 な る 現 費 は 須 依 害 と し て 青 定 せら 
れ 、 再 び 此 虚 に 半 依 衝 と 自我 、 抑 ち 客観 と 主 親 と の 刷 立 抗争 は 始ま る 。 此 抗争 の 結果 
。 1) KNnkel, T ず .: Charakter。 Krisis und Weltanschavung, 1935, S. 48. 
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は 主観 が 客観 に よ つ て 併 呑 せ られ る こと 、 法 ち 前 と 同様 な る 合成 に よ つ て 総 結 を 告 
げ 、 共 庶 に は 吉 依 和 自 忠 の 締 格 の み が 存 在 す る 如く で ある ろ 。 併 し 年 ら 此 壮 依 如 は 、 合 
成 前 の 単純 な る 部 依 天 で な く 、 単 一 性 に 於 けろ 自我 及び 吉 依 如 は 揚 棄 せら れ 、 此 科 格 
は 寺 依 省 の を それ で ある と 共に 、 谷 蓄 ろ み 個人 の 人 格 を も 表す 。 

か く て 所 詩 全 霞 的 に 自我 が 渡 知 せら れ た 時 に 、 完 全 な 救済 印 ち 人 より 締 へ の その ま 
ゝ な る 飛躍 が 行 は れ 、 此 全 編 を 通じ て の 最高 峰 に 達する 。 其 虚 に 存する も の は 不能 の 
否 で あつ て 、 自 我 が 荷 つて ゐ た 苦 愉 、 不 安 、 及 び 恐 怖 を 超 脱 し た 條 大 、 偏 人 の 存在 の 
み で ある 。 

拘 て 我々 は 此 主 観 と 客観 と の 果て し な き 撤 立 闘 沼 の 相 と 、 北 基底 に 存在 する 欧 座 法 
的 原理 と を 認め ぬ た 。 面 し て 此 原 理 の 更に 又 背 後に ある も の は 何で あら うか 。 谷 人 ほ 此 癌 
題 の 間 明 が 要求 せら れる 。 

フロ イド は 租 綴 症 加 者 に 於 けろ と 同様 の 事 が 正常 の 人 間 C 於 て も 世家 用 来る と 云 つ 
て ゐる 。 それ は 其 嶋 験 中 織 起 する 同一 運命 で 、 悪魔 的 特質 に 基づく と の 印象 を 吾 人 
に 県 へ る も の で ある 。 

例 へ ば 恩恵 を 典 へ た 者 が 興 へ られ た 者 か ら 名 つ て 悪意 を 以 つ て 報 ひ られ て 、 窟 恩 の 
若 味 を 味 ふ と と が あり 、 又 友情 を 裏切ら れろ と と が ある ろ 。 又 自 身 で も 或 は 一 般 的 C も 、 


大 な る 杜 威 と 認め られ る ろ も の を 、 一 定 の 人 に 投 け て 墓 く の 後 そ の 杜 威 を 取上げ 他 の も 


の に 掃 け る と 云 ふ や う に 、 不 安定 な 生活 を 反復 する も る の も ある 。 婦 和信 に 半 す る 和 継 滞 
保 が いつ も 同じ 通 程 を と り 、 同 じ 結 果 に 終る る の も ある 。 若 し 香 人 が と れ 等 の 人 々 の 
賃 意 の 行 例 に 留意 し 、 且 同一 経験 の 反復 中 に 現 は れる 不 の 特質 を 、 彼 等 の 性 格 中 に 
績 見 する な ら ば 、 右 の 如く 同一 の 事 を 無限 に 反復 する 事 は 常 然 の と と で あろ と と が 判 
る 。 そ れ よ り も 人 符 一 唇 著しい こと は 、 彼 自身 の 影響 を 働か みす 事 な く し て 、 同 一 運命 に 
再三 遭遇 する 人 の 場合 で ある 。 

二 様 な 運命 に 就 て の 詩 的 叙 逃 と し て フロ イド の あげ て ゐる ろ る ととろ を 絢 用 する と 、 タ 
ッ ソ ツー の 更 詩 「 束 徒 解放 の 申 選 、 勇 士 タ ンタ レツ ド は 、 英 の 騎士 の 共 足 を つけ て 戦 
を 挑ん だ 愛人 クリ ンダ を 知ら ず に 殺す 。 彼女 が 葛 ら れ た 後 十字 軍 の 怖 れる 不思議 の 
廉 の 森 に 入 つ て 行 つ た 。 そ と で 彼 は 剣 で 一 本 の 高い 木 を 切 倒し た と と ろ 、 幹 の 切 月 か 
ら 血 が 流れ 肌 て 、 木 の 中 に 閉 込 め ら ちら れ た クロ リン ダ の 吉 の 遂 が 聞 を 、 又 愛人 を 傷つけ 
た の を 非難 する の を 聞か ね ば な ら な か つた 。 

泊 経 症 の 場合 並び に 人 間 の 運命 に 就 て の 右 の 様 な 観察 か ら 、 フ ロイ ド は 精 御 生 活 は 
自 素 的 な 快感 を 目的 と する 生活 奉 (Lustprinzip) を 超越 し た 反復 廊 迫 (Wiederho- 
。 1) Freud.S.: Jenseits des Lastprinzips, Ges. Schr. Bd. VIT, S. 208. 








で お それ が 自ら と つて 代 つ た 
快感 率 (Lustprinzip) より 知 か に 原始 的 で 、 要 素 的 、 衝動 的 で ある や うに 見 える 。 

此 衝 動 と は 以前 の 状態 に 復 信 する よう に 弾 ぁ . ろ 虎 の 、 生 きた 有機 骨 に 内 在 す る 傾向 
で ある 。 面 し て 生物 は 外部 の 妨害 する 力 の 虹 響 に より 其 の 次 態 を 鬼 し な けれ ば な ら 
ぬ 。 従 つて 衝動 は 一 種 の 有機 的 弾力 、 換言 す れ ば 有機 生活 に 於 ける 情 性 の 表現 で ある 
あ 交 へ る 。 

比 価 動 を 自我 件 動 な し 、 之 封 朱 常 する も の と し て 性 の 価 動 を 蛍 き 、 前 者 は 死 
の 方 向 に 進ま ん と し 、 後 者 は 生 の 保存 の 方 へ 努力 する も の と する 。 

- 存 ち 主観 の 中 に 於 て 、 相 反する 生 の 傾向 な る 性 衝動 は 、 主 和 観 の 封 象 指向 性 を 規定 す 
る も の で な けれ ば な ら め ぬ 。 客 稚 と の 拓 立 に 於 て 、 性 の 衝動 は 、 自 我 衝 動 が 習 象 否定 傾 
向 の 基 剛 と し て 活動 する こと に 半 鷹 し て 、 詩 象 を 月 定 す る 背 反 せる 内 在 的 傾向 その $ 
の で あろ 。 面 し て 主 客 合 一 の 結果 皮 ち 合成 に よ つ て 、 死 の 本 能 は 基本 能 自 科 の 特性 の . 
運命 に 従 ひ 、 合 成 骨 に 於 て 自我 を 揚 研 し 、 性 本 能 に ょ る 客観 の 矛盾 的 衣 定 は 新しき 主 
観 の 誕生 を 連 現 せしめ る 。 

. 新 様 に 合成 生 を する 新しき 客観 の 中 な る 自我 本 能 の 凌 象 償 定 の 選 性 に 基づき 、 責 三 
の 客 缶 に 装 す る 主観 の 抗 当 に 於 て 、 同 様 な る 合成 は 行 は れる 。 此 同 様 な る 定 反 及 び 合 
成 印 ち 運 命 の 反復 は 、 自 我 衝動 に 基づく 反復 紋 過 その も の で な けれ ば な ら な い 。 

_ 以上 全 は 自我 の 果て し 無き 闘 沼 と その 苦 憎 の よ つ て 来る 所 以 を 、 4 る の 6 策 和 生 4 
昌 し て 解説 し 得 た と 信ずる 。 ! 

印 ち 果て し 無き 自我 の 岡 鍵 は 、 反復 可 飼 の 押 命 で あり 、 生 え 流 得 す ら 生命 の 質 相 で 
ある と 云 は な けれ ば な ら な い 。 此 見 地 に 於 て お フェ イド の 所 設 は 、 半 誇 法 的 散 展 に 於 
ける 、 拓 立た 育 定 の 内 在 的 背 反 傾向 を 剛 明 する に 示唆 少な か ら ざ る も の で あり 、 知 ネ 
が 此 謀 に 観察 し 得 た と ころ の も の は 、 そ れ 等 の 機制 を 演劇 的 に 、 或 は 種 史 的 lc 表現 せ 
し ゃ の ぃ 感 深 きも の が ある 。- 

全 は 此 虚 に 於 て 、 現 損 世界 に 於 て 、 の 永 譜 
に 果て し 無き 闘 当 の 宿命 的 悲劇 の 原因 が 、 蓋 し 生々 流 甲 する 生命 の 本 質 、 域 は 心 の 流 
動 性 の 中 に に 因 す る も の で ある こと を 認め な けれ ば な ら な い 。 

換言 すれ ば 此 闘 沼 史 、 或 は 共 中 に 生れ 出 ず る 悲劇 の 原因 は 、 主観 それ 自由 の 中 に あ 
る と 区 ふ べ き で あり 、 か く て と れ は 性 格 悲劇 で ある ああ 2* で 性 
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以上 本 婦 に 於 て 逃 べ た と ころ の 要 叶 を 摘 記 し みょう 。 
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ー、 召 々 は 趣 依 旨 の 属性 と し て の 能 性 が 、 人 間 に 許 され を 限度 を 、 更 超 越す る 
人 間 的 突 意 の 充足 能力 で あり 、 欠 り (に も 人 間 的 な 本 能 泊 で ある と と を 知る 。 

面 し て 此 本 能 末 の 同性 は 、 原 始 纏 及 び 小 見 に 於 泊 の 属性 に 一 致す る も の で あり 、 
それ が 彼 等 に と つて 絶 有 内 の カカ の 所 有 者 な る 樺 威 あ る 父 の 人 象徴 で ある と すれ ば 、 選 依 弓 
に 虐待 せら れろ 時 少 な る 自我 は 、 無 力 な る 原始 的 種族 或 は 個人 的 原始 期 に 相 営 する 憶 
小 な る 小 見 と 見 人 さ れ よ う 。 

か く て 此 症 候 訪 於 ける 一 場 の 悲劇 は 此 人 を の 小 見 期 に 於 ける 主 親 的 記 銚 の 刺 展 開 と 


見 人 区 き され る 。 “ 
ニニ 、 依 絡 は フェ イド の 概 欠 に 於 けろ る 、 エ ス を 根底 と する 上 位 自 我 を 表 は す も る も の 


ーー や 


で あり 、 寺 依 の 司 人 性 は 、 そ れ が エス より 出 づ る も の で ある こと に よ つ て 明 か に せら 
和 れる 。 

郊 ち 吉 依 の 属性 は 、 上 位 自我 、 自我 及び エス の 構造 論 的 局所 開 係 に よ つ て 理解 せ 
られ る も の で 上 位 自我 は 自我 より も 造 か に ェ ス に 近く 、 且 叉 エス の 中 に 深く 根ざし て 
存在 し 、 自我 に 壌 し て は ェ ス の 代表 者 の 如く 振舞 ふと 球 ふ フロ イド の 健 設 に 替 衣 す る 
も の で ある 。 

時 依 の 懲罰 は エス を 基底 と する 上 位 自我 の 自 我 に 下 す る 懲罰 で あり 、 そ れ は 竣 
に 自我 の 完全 な る 自己 犠牲 に よ つ て 終結 する 。 此 完全 な る ろ 自 己 民 牲 は 自我 の 提 研 で 
あり 、 同 時 に 又 此 人 自 航 の その まい ぃ な ろ る 省 へ の 飛躍 で も ある 。 

三 、 此 症 候 の 成 生 及 紙 展 の 過程 を か る と 、 寺 づ 現 賀 の 闘 委 に 於 て 主 准 は 客観 と の 
抗 立 人 失敗 し 、 現 質 の 正確 な る 認識 を な す 事 な くし て 、 自 己 自 骸 の 中 な る 現 賀 か ら 尼 
離し た 表象 郊 ち 明 依 を 、 客 観 肥 ち 反 立 の 中 に 認識 衣 定 する 矛盾 に よ つ て 、 上 異常 な る 合 
成 が 行 は れ 、 此 虚 に 現 軟 に 於 けろ 客 装 と 主観 と は 揚 乗 せら れ 、 病 候 の 世界 が 合成 生起 
する 。 か く て 現 賀 の 不安 、 苦 痛 は 離脱 せら れる 。 

次 で 自我 と 遇 依 泊 と の 抗 立 に 移り 、 結 局 主 観 は 客 製 に 移 服 せ られ 、 共 合成 は 全 き 自 
我 の 冬 牲 と し て 表 は れ 、 存 在 す る も の は 合成 せら れ た 時 依 末 の 神格 で ある 。 面 し て 之 
は 二 依 玉 の 神格 で ある と 同時 に 、 此 人 々 各自 の 人 格 で も ある 。 

か く て 其 虎 に は 自我 が 果 依 物 か ら 飼 害 せ られ る と と の 苦 協 、 恐怖 は 揚 棄 せら れる 。 

新 様 に 寺 察 し 来れ ば 、 此 主導 が 客観 に 百 す る 果て し 無き 止む こと な き 、 宿 命 的 な 闘 
筆 は 定 反 合成 の 悲劇 で あり 、 其 本 源 は 心 、 換 言 す れ ば 生 そ 流 韓 する 生命 の 流動 性 の 中 
| に な けれ ば な ら め 。 

面 し て 此 流 甲 の 相 は フロ イド の 所 調 反 復 纏 迫 に 一 致す る も る の が あり 、 主 観 の 中 に あ 
つて 客 盾 を 絶 減 せ ん と し て 、 途 に 主 准 を 揚 棄 する も の は 自我 箱 動 ( 死 の 衝動 ) で あり 、 
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今 正 に 排 拒 せ ん と する 客観 を 、 色 つ て 表 定 せん と する 背 反 的 傾向 の 主 骨 は 、 性 衝動 
( 生 の 衝動 ) と 認め られ る 。 

抗 立 闘 委 し て 死 減 し 、 更 に 又 抗 立 闘 当 し 、 反 復 駐 反復 する 流 韓 の 宿命 を 荷 ふ も の は 、 
主観 の 中 な る 自我 衝動 に 他 な ら ず 、 そ れ 自 骨 自 か ら の 死 減 を 了 定 し て ゐる 。 乃 ち 悲劇 
の 本 源 は 主観 自 購 、 換言 すれ ば 生命 自 円 の 中 に ある と 球 は れ よ う 。 

拡 て 本 例 の 症候 の 悲 貞 は フロ イド の 上 位 自 我 、 自 我 及 び ェ ス 或 は 生死 の 衝動 及び 強 
追 的 宿命 の 反復 等 の 筋 書 を その ま ぃ に 上 演 し な も の い 感 が ある 。 

同時 に 又 そ れ 等 の 心 的 機制 の 概念 を 理解 する 上 K 寄 典 する と と ろ が 少く な い 。 し か 
の みな ら ず 正常 と 云 は れる 一 般 信仰 の 心理 の 理 紀 に 多大 の 示唆 を 有する も の と 信 ず 
る 。 それ に 就 い て は 更に 稿 を 改め て 詳細 に 逃 べ る 機 省 を 他 日 に 保留 し よう 。 
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新刊 紹 今 


新 刊 紹 介 


Dr. Edmund Bergler : Die psychische Impotenz des Mannes, 1937. 
Verlag Hans Huber Bern. 


ウィ イー ン 精 官 分 祈 硝 外来 診療 所 助手 た る 著者 は 精 宛 分 析 硝 を 基礎 と し て 男子 の 精 邊 
性 陰 姜 症 の 凡 て の 問題 を 本 書 IC 於 て 論じ て 居る 。 上 凡そ 精 応 性 陰 姜 穴 な る も の は 猫 立 し 
た ら 患 で は な く 、 包 て の 紳 紳 非常 に 情 々 随 件 する 症 汰 に 外 な ら な いも の で ある 
開 係 上 、 警 者 は 個々 の 陰 姜 型 の 叙 逃 に 際 し て その 背後 に ある 定 経 症 を 深く 立入 つて 克 
慮 し て 居 ろ の は 営 然 の 事 と 球 ふ べき で ある 。 敬 者 は 精 守 性 陰 鞭 症 の 廣 い 領域 を 毅 生 
陳 的 寺 早 か ら 分 類 し 、 そ の 各 型 の 聞 の 詳細 な る 鑑別 診断 に 重 中 を お いて 居る や う で 
あろ る 。 

著者 は 叶 示 療法 や | ホル モン 」 療法 等 が 無効 で あ ろ る 場合 に 精 衛 分 析 療 法 が 偉 効 を 奏 
すら 事 を 逃 べ 多数 の 判り 易い 症例 を 持 げ て と れ を 立 應 し て 居る の で あつ て 精 宛 性 附 壮 
定 、 光 経 症 の 精 視 震 法 特に 精 紳 分 析 振 法 に 興味 を 持つ も の ヽ 必 護 す べき 良書 で ある 。 
何 ほ 革 者 に は ヒ ツ チ マン と の 共 装 で ,,Die Geschlechtskalte der Frau" と 球 $ ふ の が 


ある 事 を 此 虚 に 附 記し て お か う 。 (K. M) 
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